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Ⅰ環境に関する調査研究1  
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表3  河川水、沼水のトリチウム漉度 （pCi／1．±2（り  

採水日  阿漕痛  久慈川榊橋  新川機関唱  那珂川水戸大橋  

R
】
日
［
口
【
日
日
 
 

3
1
9
7
7
 
 
 

3
2
2
2
 
 

月
月
月
月
月
 
 

∩
）
ハ
U
1
2
1
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
 

年
 
 

年
 
 

6
 
 

5
 
 

0
0
 
 

8
 
 

9
 
 

9
 
 

57±4  51±3  
56±4  59±3  
50±3  54±3  
61±3  59±3  
53±2   57±3  
57±3   52±2  
56±2  47±4  
49±3  46±3  

66±3  
73±4  
66±3  
63±3  
75±3  
61±3  
57±2  
7（）±4  

54±3  
53±3米  
54土：j  
62±3  
53±3  
50±2  
52±4  
47±3  

3月 3日  
3月28日  
4月30日  

（＊：千歳大橋）  

表4  海水、蛇口水A、Bのトリチウム濃度 （1）Ci／1．土2．丁）  

1985年相月3日1986年6月5日12月2日  

東海村、豊岡海岸、海水  26土2  
東梅村、動燃付近、海水 16±2  19±3  241±5  
大洋村、海岸、  海水  24±3  21±2  93±4  

日立市、坂本中学校  
那珂町、町役場  
東海村、東浦中学校  
勝田市、高野村小学校  
勝田市、前渡小学校  
水戸市、原子力事務所  

】
 
●
－
一
●
－
 
 

A
A
A
A
A
A
 
 

77±17  58±9  
45土11  47土10  
43±13  56±14  
63±17  5丁±8  

4】±12  62±13  
47±8  62±14  

東海村、岡  B  一  
束梅村、阿漕捕クラプ  B  一  
束沌村、照沼  B 83±3  

55±10  59±14  
47±9  41±14  
71±4  

表6  蛇口水Cのトリチウム濾度  くpCi／L，±20，）  

1985年10月31日11月29日12月27日1986年1月27日  
日
 
0
 
 

3
 
 

R
【
 
 

8
 
 
2
 
 

口
】
 
3
 
 

C
C
C
C
C
C
C
C
 
 
 

崎
倉
 
 
－
‖
川
V
 
 

米
木
 
方
松
松
松
松
 
 

本
東
田
自
村
村
村
村
 
 
 

ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 
ヽ
 
 

町
町
村
村
村
村
村
村
 
 

珂
珂
沌
鳩
鴻
沌
抽
渾
 
那
群
集
兼
真
東
兼
兼
 
 

49±3  
49土2  
糾士3  
79土3  80±3  
124±5   138±3  
2さ＄±7   320土5  
150±5   148土4  
250土5   249±4  

d
一
 
 
5
A
】
6
 
－
－
【
 
士
 
】
 
±
土
±
 
 
 
 
 
 
 
9
 
 
 
0
1
5
 
 

8
 
 
3
丘
リ
6
 
 

2
1
2
 
 

4
 
 
5
▲
T
5
 
】
一
－
±
一
±
士
±
 
 

沿
 
朗
2
4
0
0
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
1
2
 
 

3
 
 
5
∧
’
5
 
】
一
■
 
±
 
■
 
±
±
±
 
 

肪
 
m
1
2
6
即
 
 

3
△
】
5
■
ヽ
〉
5
 
一
■
一
土
±
±
土
±
 
 

聞
0
9
5
8
5
0
2
1
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
2
1
3
 
 

〃
’
一
「
∧
’
d
】
5
 
一
－
■
 
土
土
±
±
±
 
 

花
2
4
肌
5
2
4
9
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
1
3
1
2
 
 

1986年6月5日 6月30日 7月28【ヨ 9月2日10月2日10月31日12月2日  

那珂町、本米岬  
那珂町、東木倉  
東沖村、同  
素鳩村、自方  
棄沖村、村松Il  
兼嶋村、村松IV  
東亜村、村松〉  
東亜村、村松〉l  

別土3  
51土3  
49±4   

310士8  
131士5  
280土6  
18＄土7  

C
C
C
C
C
C
C
C
 
 

40±3  
47±3  

5
一
皿
】
貞
り
月
’
 
一
l
 
【
一
±
士
±
±
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
5
7
6
 
 

6
2
8
7
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
1
1
1
 
 

7
■
ヽ
）
丘
U
4
 
■
 
■
 
l
一
±
士
±
±
 
 
 
 
 
 
 
 
9
7
8
－
b
 
 

7
3
9
0
0
 
 

2
－
1
1
1
 
 

3
5
5
5
4
 
 

64士3  
80士3  
243土6  
141±4  
292土6  

7モは4   85±3  72±  
248±6  283±5  215±  
143±7 136±5 140±  
217土5 198±5  285土  
165±4 137±4 1モ【1±  
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環境中】4cの濁度調査  

放射線医学総合研究所   

岩倉哲男  井上義和  植木千恵  

1． 緒  言  

核爆発実験に依って大気中に放出された＝cの、環境における   

横座の経年変動を調査し、人工－4cによる人体への被熔緑是評価に   

資するデータを得る目的で、昭和3 4年度から主・と して植物精油、   

および発酵アルコール中の】4c漉度を測定レてきた。これらの一年   

生植物においては、その体成分中の炭素は、その年の大気中二敢化   

炭素が、光合成過程を通じて摂取きれることから、その14c．濁度を   

よ く反映するばかりでな く、植物が地球上の炭素サイクルにおける  

14cの生物圏への移行の初期段階のプールであり、前記の目的に適  

するデータを得る こ とが可能である との考えによ る。   

これまでに得られたデータから、これら植物中の＝c濃度は，19   

6l，196 2年の米、．ソ両国による大規模核爆発実験によって、   

1963年には自然平衡レベルとされている 14 d pln／g炭素   

（0．2 3B q／g炭素）の約9 0％増に相当する最高値に達した○   

その後数年にわたっては、成層圏における14cの滞留時間に依存す   

ると考えられる指数関数的な減少を示した後、19 7 0年代中期よ り   

中国、フランスの核爆発実験によ る14cの放出と、化石燃料消員丑   

の消長に伴うと思われる レベルの変動を示しながらも、長期的には   

漸減傾向を保ちながら、現在に至っている。最近では、16－17   

d p m／g炭素（0．25－0。28 Ⅰ∋ q／g炭素）の範囲で推移  

してお り、注目すべき レベルの変動は視察きれていない。  

－7－   



2 2．調査研究の概牽  

くi） 試料 と測定法  

原料の産地、収穫年の判 っ てい ろ漬隋アル コールを分溜、精製し、  

これらのアルコール10Illlを、I〉ド r）（L18／】），r、り P ぐ）P   

（0．1g／1）を糟解したト ルエンシシ チ レ ーク10nllと混合し   

、容慶2 01111の低カリ ガラスバ イ ア ル に 入れた後、低／、、、ソ17 グラウ  

ンド液体 シンチレ ーシ ョ ン カ ウン タ  ヘlol【；l LI章 一1で10 り  

分間測定した。バック グラウンド計数用拭椚 と し ては、化石系原料  

よ り合成されたアルコール（日本合成（梓）製）を用い、試料アル  

コールと同様の調製を し て測定し た。この方涜で シンチ レ ーク巾に  

導入でき ろ炭素量は 約4 gであ り、＝c計数効率ほ  G O－ 6 6％  

であ っ た。  

くii）調査結果  

測定結果を表l に示す。この結果か らも明ら かなよ う に、最近のl内陣  

アルコール中の＝c鰻度は、おおよ そ16 d p m／8炭素 であ り、  

有意な変動は械察きれていない。  

3．姑  語  

測定枯果からも明らかなよ う に、植物成分中の14c濃度は僅かなら漸減  

傾向を保っているが、これは大気中二酸化炭素のId c濃度も同様の傾向  

にあることを意味している。 これら環鳩中の14c濁度レベルは、未だ  

自然生成の＝c レベルの約15％増の憤を保ってい る。今後と も長期的に  

変動を粥重して行き た い。  

一8－   



泉ユ、蛇略アルコール（ワイン〕ヤの′〃cラ畏友  

産 地   卑 え   咋C 波及（中巾ゾ才捏霧〕   

山梨県   19 8 5   16．1  ＋  0．1   

北油送   19 8 5   16． 2  ＋  り．1   

北海道   19 8 6   16． 5  ＋  0．1   

山形県   19 8 6   16． 0  ＋  0．1   

山梨県   1f）8 6   16．（J  ＋  0。l   
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屋内ラドン濃度全国調査  

放射線医学捻合研究所  

小林定書、岩崎民子、内山正史、完倉孝子、  

大野  茂、市川雅致、藤元憲三  

1． 緒昔   

日然に存在するラドン くおよびト ロン）による国民の被曝線土を  

算定するこ とを目的と して、一般居住家屋内のラド ン（およぴト ロ  

ン）濃度の日本全国測定を行うぺ く、前年度においてパイ ロ ット 粥  

査を実施したが、61年度よ り本格的な調査を開始した。この調査で  

は前年度の検討結果を踏まえて比較的安価、簡便でかつ必要とする  

測定精度が縛られる測定器と し七西独カールスルエ原子力センター  

が開発した「固体飛跡法に基づ く パッ シブラドン測定器」を採用し  

ている。以下に測定家屋の選定と測定実施の状況ならびに回収した  

測定器のα線飛跡の可視化のためのエッチング処置の進展状況を報  

告する。  

2． 調査研究の概要  

（1）調査軒数および調査家屋の遇定   

屋内ラドン濃度は建材、家屋の建築方法、その家の建ってい  

地、換気、季節等によ り影響を受けるこ とから、当調査では一  
土
で
、
間
一
と
実
あ
 
 

る
軒
の
朋
2
 
こ
、
で
 
 

2 ケ所（平家の場合は寝室と居間、2階家の場合は1階と 2  

人の滞在する時間が長い部屋、等）を測定する こ と と し、測  

は6 ケ月ずつ2回、一年を通じて行う計画である。この調査  

3年かかって行われる予定であ り、本年はその初年度にあた  

階
定
は
る
 
 から、種々の準備、研究協力者の名簿の作成等に時間がかかり  

際に測定を開始したのは早い府県でも八月、遅い県では十二月  

った。当屋内ラドン濃度全国網査のおよその年次計画を囲1に示す。  

対象は主と して全国の理科教員の家屋と し、高等学校の全国理化学  

協会の名簿等を基に、当調査の趣旨を同封した協力依頼書を発送し、  

承諾した人の家庭に測定器を郵送によ り配布する方法をと った。第  

1表に趣意書の発送数と、承諾して第一回の測定器を実際に発送し  

た測定家屋数を示した。この表で趣意書発送欄が空白になっている  

逆府県があるのはこれらの地域では協力者の承諾を前もってと って  

おいたことによる。61年度第一固測定器配布家屋赦は18都連府県33  

76軒で、全国の世帯数の約0．01％（10，000軒に1軒の削合〉 にあたる  

ちなみに外国の全国規模の調査の例をあげると英国では約2，000（1  

985年、0．01％）、西独では約6，000（1984年、0．03％）、オランダ  

1，000（1985年、0．02％）、カナダ13，450（1985年、0．19％）の家屋  

について屋内ラドン濃度が測定きれている。   

なお第一回の測定器発送時にアンケート用紙を配布し、測定結果  

の分析に役立てるため、必要項目について吉己人、返送して貰った。  
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このアンケート調査の枯果の解析は昭和63年度を予定している。   

第一回測定器の配布時期がずれたため、61年虎夫現在では第二回  

目の発送はほぼ完了したが、第二回目の回収は62年虔にすれこむこ  

ととなった。なお第二回目の発送は第一回測定器回収の済んだ家屋  

のみ配布したが、その回収率は平均93％であった く表1右欄参照）。   

更に、62年度の測定協力依頼書を本年度兼に配布し、2年間で60  

00軒を目途とし、62年度協力者名請を完成きせた。それによると62  

年度測定家屋は19県、2936世帯で、2年間で全国の世帯数の0．016％  
の調査を行うこととなる。第一年度の実績をみると、測定家屋（協  

力者）の選定上の都合で各都道府県の割当軒数（予定数）と、実停  

の測定器配布軒数とではかなりの速いが生じている。また事故や転  

居等による中止のために、測定器の配布赦と回収数との間に赦％の  

差が生じている。これらの結果生じた不足数の調整、ならびに予井  

等の制約により62年虎夫警手の県（10県）の調査のため、昭和63年  

度に約1000軒（＋10％）の測定を行うことになる。すなわち、当初  

の「2年間」の予定は現時点で「3年間」にずれ込んでいる．  

く2）ラドン濃度の算定のためのエッチング処理   
8ケ月間の喋＃後、回収された測定器のフイルム上に残るα抜飛  

跡を計数することで、その測定器が置かれた部屋の空餌中のラドン  

の平均測度（6ケ月間）が算定き  褒1ラドン鷹内蹟盛会匹椚韮  

れる。   

この調査において井定された  

ラドン濾度が欧米の家屋内年間  

平均濃度と直接比較し得る数値  

として得られることを目標と し  

て、フイルム上のα練飛跡を可  

視化し、計数する方法を検討し  
た○ 放医研にはラドン輝度較正  

装置（練塀及びラドンチェンバ  
ー）がないので、独自にラドン  

濃度を算定することはできない。  

したがってラドン較正練源をも  

つ研究機関で較正されたアルフ  

ァ線飛跡のあるフイルムを二次  

攫準と して回収きれたフイルム  

上のα繰飛跡数を井定すること  

になる。このため、α練飛跡を  

可視化する方法は、二次標準を  

作成した研究機関で採用きれて  

いる方法と厳密に同一でなけれ  

ばならない。当調査では、二次  

標準の作成を西独カールスルエ  

原子力研究所に依頼している。  

尊慮府嬉  書王事  雷1馴＝用  ホ2巨象立社  自q事   

椚用  300  （ ）  （  ）   

1I  16  く  ）  く   〉   

疇 王  799  227  封＝  90．8   

千 t  13a7  440  狛‖  19．5   

t ま  ＝＝‖  17q  41き  93．8   

石 川  （ ）  （  ）   

せ 1  200  ＝＝   99  90．0   

三 1  53】  2】さ  200  ℡3．，   

≦1  52   19  94．2   

真 一  1：I7  t19  86．9   

大 死  45】  lコ5  94．2   

貞 一  260  212  98．8   

■ l  7l   丁2  97．3   

和l山  55   54  9，，2   

鉱 ち  ＝り  150  9l，T   

藁 麹   25   Ⅰ4   lO  7l．4   

1円  I92  （ ）  （  ）   

正妃血  I42  l】5  08．0   

七 色  29  g3．8   

血 汁  394g  337（；  （封‖9）  ℡3．I  
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従ってフ イルム上のα繰飛跡を可視化する方法として、同研究所で  

開発・採用きれている手順、すなわち、「20℃の80引用0、20鷺エチル  

アルコール濱液中で、化学エッチング1時間とt気化学エッチング  

3．5時間葛＝婁続して行う」を導入した．   

多数の試料を異なる時期に処理するため再現性のよい方法でなけ  
ればならないので、このエッチング操作の各過程について安定性を  

高める集件について検討をおこなってきた。この検討の結果、確立  

したエッチング条件を用いて、回収されたフ イルム上のラドンのα  

繰飛跡の可視化作業（エッチング処理）が61年産後斯半ばよ り進  
行している   

このエツ  

．
チ
 
 
ング処理の能率は、61年度の末において最大的100枚  

／過である。しかし、今年度内に、エッチング処理を行うペきフイ  

ルム数は約6000枚である。したがって今年度唱‖露蹟のフ イルムのエ  

ッチング処理は来年度に繰り越しておこなうことになる。   

可視化きれたα様飛跡の計数は、西独カールスルエ原子力研究所  
では、飛跡を拡大コピーして、目視により手作業で録赦する方法が  

採用きれた。当研究所でもこの方法を踏襲しているが、人件費等の  

制約により予定数の消化が困難な状況が見込まれるので、自動計測  
による省力化が生まれる．このための計赦装置に閲する検討が進行  

している．  

3．結語   

測定家屋の選定、測定者の配布並びに回収、フイルム上のα線飛  

跡の可視化エッチング方法等、全国網査の実施に関する練兵件が一  

通り完成した．転居等の理由で、遇定した家屋での測定が中断する  

場合を含め、当初の規模の調査を2年間で完成することば困難な状  

況となっている．しかし、先進緒国と比較し得る精度の調査とする  

ためには、欠測データを補完しつつ調査を継続しなければならない。  

穫々の繰源からの放射線被喋繰土を低減する努力が続けられている  
中で、ラドンによる内部被喋繰暮の低減についても、線主催減の措  

置の必要性が検討きれるぺきであろう。この為にも生活・行動に配  

慮した日本人のラドンによる内部被喋抜土の早急な把掘が必羊であ  
る。  

尚、当調査においては、調査家屋の遇定ならびに洲定器の配布・  

回収等にあたって、下記の日本各地の大学・研究所等の御協力を仰  

いだ。記して謝意を表する。  

北柚逆大学獣医学部、福島県保鍵所、日本原子力研究所、滋賀医  

科大学、金沢大学低レベル放射能実禁絶投、大阪府立放射線中央研  

究所、広島大学原爆放射摘医学研究所、産業医科大学  
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大気き乎遊塵中の放身寸一性核種書農産  

放射線医学総合研究所  

本郷昭三、溝川雅枝、前田智子、田中千枝子   

1．緒言  

大気浮遊農中の放射線各種の濃度を調査するために、千葉市穴川にある放医研構内の地上1－1．5mの外  

気浮遊塵を採取し、放射性核種の分析測定を昭和40年10月より実施してきた。昭和56年3月までは電  

気式連続集塵器を用いて拭料採取を行ったが、同年4月からは本研究所で開発試作した集塵器による採取を  

継続している。   

2．調査研究の概要   

く1）試料採取  

捕集効率が0．955以上のグラスファイバー濾紙（20．3cMX25．4cM）に連続集虐した。  

流量はマイクロコンピュータによって一定量を保つように制御きれている。濾紙の目づまりは約2か月   

程度の集塵ではおこらなかったが、目づまりを生じて流量が下がった場合でも、根策流量は正しく表示  

きれるように設計されている。   

（2）分析測定  

浮遊農を捕集したグラスファイバーフィルタは、一定の大きさに折りたたんで、Ge（Li）検出器   

によるガンマスベクトロメトリを行った。ガンマ線放出核種定量後、NaOHとHClによりSrを抽   

出し、発煙硝酸法で精製した。ストロンチウムー90はマイクロコンピュータによる自動解析装置付き  

の低バックグラウンドベータ線スベクトロメータにより定量を行った。   

2．結果  

昭和61年5月から61年9月までのガンマ線放出核種の定立値を表－1に示した。チェルノブイリ原発  

事故の影凱こより、106Ru－106Rh、131cs、13Tc＄の値は事故前より以前として高い。  

3．結語  

大気浮遊塵中の放射性核種濃度変動を経時的に観測する上で、さらに詳細なデータを得るために、放射能  

の自動モニタリング装置の開発を横射し、変動を謎めた時点での浮遊塵サンプルに関して詳細な分析測定を  

行うなど、放射能レベルの非常に低い浮遊麿に関しての分析方法の再検討を行う。  
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義一1大丸浮遊應中の放射性核種濃度  

大気浮遊塵   通風重   放射性核種濾度（×16jpcけ㌔）   

採取期間   M3（×103）  1D8Ru・1つ6Rh  甜Cs   137cs   

19865／23～5／26   3．9   8．19   1．89   2．99   

5／30・－6／2   2．7   6．38   1．41   l．77   

6／2－6／4   2．6   5．91   1．09  0．714   

6／4・－6／6   2．7   5．77   0．716  0．560   

6／9・－6／10   4．0   4．00   0．590  0．358   

6／10・－6／17   6．9   2．14   0．453  0．388   

6／17・－6／24   9．4   1．42   0．277  0．118   

6／24・－7／1   9．4   1．22   0．187  0．0922   

7／1一－7／9   10．7   1．47   0．191  0．101   

7／9・－7／16   7．9   1．66   0．250  0．0872   

8／2巨－9／5   12．7   1．28   0．21l  0．112   

9／5一－9／11   5．6   3．16   0．479  0．257   

9／1トー9／18   6．2   2．09   0．334  0．191   
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広島市におけるバックグラウ ンド   

空間放射線の測定  

放 射 線 医学組 合研究 所  

阿部史朗 農高和信 膝元意三   

1．緒言  

自然放射線による体外被ばく は避けることができない。国民全体に及ばす  

その線量寄与を明らかにするため，また原子力利用の進展に伴って生ずるい  

わゆる環境関係の間腰の解決のための資料とすることを考慮し，全国的なバ  

ックグラウ ンド空間放射線の珊定を行っている。前回までに四国，九州，東  

北，北陸四県，北海遭，中国，近畿．東海・東山地方，南西諸島．関東，佐  

渡ガ島，淡路島，小笠原地方，大東島地方，対馬，隠岐島の頓に測定して来  

たが，今回は広島市の測定を行った。珊定は昭和62年3月に行った。   

2．綿査研究の概要   

（1） 測定地  

従来，測定地を遺ぶにあたっては人口分布，地質・地理的な条件を総合的   

に考慮し，全国を網羅するようにしてきた。通常は珊定地とは市町村等の行   

政単位を考えるが，場合によってはそれにと らわれずに遺んでいる。  

今回の測定地は広島市の中央部であるが，今回は特に市内を細かい行政単  

位に分けず全体として1測定地とした。珊定点（実測点）はでき るだけ開け  

た平坦地で，表面に土壌が持出している所を過んだ。測定点の合打数は50で  

ある。  

（2） 測定器と測定方法   

測定碁は直往20cn，厚さ3－■のプラスチック電離福一ト振動客土型t位叶の  

組合せと1一戸×r Nal（Tl）シンチレータ付のサーベイメータである。本測定  

における珊定吉の誤差は標準偏差で表すと電離糟については±3．5 ％，サー   

ベイメータについては± 4邦である。各測定器の再現性は標準綾瀬により各   

測定地点ごとにチェック した。今回の測定では再現性の異常は踏められなか   

った．測定は地表から約1mの高さでシ ンチ レークの軸を水平にして行い，  
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降雨開始時を避けるようにしたが今回は全測定斯間を遺して快晴であった。   

線量植はプラスチック電離箱の測定値で定める。しかし電離箱測定には時  

間を要し，測定点を多く とれないなどの理由から．従来直接測定にはサーベ  

イメータを主として使用してきた。ところが同時の現地並列測定を電離箱お  

よびサーペメ イ一夕について多数行って，その測定値間の比較から両測定器  

の換算係数を求め，それによって測定値を全て電離箱の他に換算することが  

できる。一口で言えば従来行ってきた測定は，サーベイメータを仲介にした  

電離箱測定と言えよう。ただし．今回は換算係数の導出が済んでいないので．  

サーベイメータの読みとり植をそのまま報告する。従ってここにおける報告   

植は仮の値である。  

3．結語  

広島市のバックグラウ ンド空間放射線線宴率を表1に示した。50の測定点   

を便宜上8つの地域に分け．それぞれの代表線量率と標準偏差（1シグマ）   

を示した。ここで代表線圭率とは．各測定値から異常値を除いた上でそれら   

を平均した値である。ここで得られた結果は，従来から行ってきた全国の空   

間放射線線量率分布の珊定を補強するだけでなく，いろいろと祉金的にとり   

上げられる広島市の現在の空間放射線の強さを数値で示す上でも投に立てる  

こ とができ る。  
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表1 各測定地域の仮の線量率  

（宇宙線，大地，大気，フォールアウトからの放射線の  

寄与を含む）  

地域  測 定 地  地内  
測定点  

番号  地  域   の数   

広島市  広島平和記念公園   25   9．5   1．0   

同   本川右岸   3   8．8   0．8   

3   同   原爆ドーム付近   10．2   1．3   

同   爆心地   11．0  

同   大手町西側   8．8   0．5   

同   太田川左岸   3   10．2   0．1   

同   中央公園   9．8   0．5   

同   市民球場東側   2   9．2   0．9   
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高空におけ る 放射能塵の測定  
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家畜の骨中90s憎鹿調査（1986年鹿）  

農林水産省 家畜衛生試験場北海道支場 第2研究室  

岩田神之介 近山之雌  

1．緒言   

放射性降下物質による家畜飼育環境の放射能汚染か家畜の骨中90sr濃度の   

推移から、1957年虔よ少調査している。これせでの分析結果では、家畜の骨中  
90 
s憎直はヽ放射性物質の降下量を比較的よく反映してヽ1965年前後を頂点と   

して、その後は次第忙減少している。しかし、その長い物理的半減期と、スト   

ロソテュウム自身の強い硬組織親和性のためにヽ 現在もなお汚染が残りヽ これ   

は人骨や大気圏内核実験開始時の家畜の骨申渡度よ少は高水準である。この推   

移を継続調査するために、前年度と同様に家畜の骨中90s増産を測定したので   
その結果を報告する。   

2．調査研究の概要   

（1）材料と方法 ： 測定試料は、1985年12月より1986年3月の間に北海道  

内の各地から採取した属及び牛各10例の腕前中指骨である。測定方法は試  

料を乾式灰化した後、ジー（2・エチルへキツル）一リソ酸による90Ytの溶  

媒抽出法によった。  

（2）測定結果 ： 属の骨では、7・73±0・99pCl／g・Caで前年度の平均値、  

18・54pCl／g・Ca よカ低く（表1）、牛の骨でも5・18±0・83pCl／g・Ca  

で前年度の平均値の6．50pCi／g．Caより低値を示した。今年度の採取試料  

は比較的高濃度の検体がをく、牛では10歳以上の高齢牛を採取できなかっ  

た（表2）。年次的推移でも測定開始年慶とほほ同水準とをった（図1）。   

さ．結 語  

骨中の放射性物質汚染は、1965年を頂点として以後は年によっては横ばいを   

示しながら次第に減少して、今年度は測定開始年皮と同等の水準とをった。し   

かし、現在の環境条件が保持されるとしても、野外忙は未だ比較的高水準の汚   

染家畜が飼育されていると考えられる。「また今年度の採取試料はソ連原発事故   

以前のものであわ、事故以後の環境汚染は今後の調査をせたねばなら食い。し   

たがって、充お数年の調査が必要と思われる。  
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表1 馬の分析結果（10例）  表2 牛の分析結果（10例）  

年齢 測定値（pCl／g．Ca）  年齢 測定値（pCl／g．Ca）  

2   3．63 ＋ 0．73  4．28 ＋ 0．81  5
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61年度における牛乳の放射能調査  

農水省畜産試験場  

●三橋俊彦・碩藤ま どか・古川良平  

農水省北海道農業試験場   

宮本進・宮谷内留行・早坂末代史  

薦水省九州農業古式験場   

相井孝允・高橋繁男・久米新一・栗原光規  

1． 緒言  

わが国の牛乳の人為放射能汚染濃度を経常的に把掘し、食品と し 亡の安   

全性を横謝するとともに、環境に放出された放射能の経時的な変動、地域   

による変化などを調査した。 また、核爆発実験や原子炉事故など緊急時に   

備え、牛乳に影響が出やすい絹寿命核種を中心に、測定法の検討を行った。  

2． 調査研究の概要   

（1）経常測定  

前年と同様、北海道（新得畜産試験場）、岩手（若手県畜産試験場）、   

秋田（秋田県畜産拭験甥）、福島（福島県畜産書式験犠）、茨城（農水省畜   

産試験場）、静岡（静岡県畜産試験場）、福井（福井県畜産試験場）、香   

川（香川県畜産拭験場）および福岡（福岡県農業総合試験場）の9カ所から   

測定試料 く原乳〉 を採取した。試料は2e を帯怯により灰化し、プラスチッ   

ク容器に詰めて、137Csのガンマ線計測を実施した。その後、塩職で博明し   

て ⅦYの溶媒抽出（HDEHP法）による 邪Srの定車を行った。  

61年度における牛乳中のⅦSrおよぴ137Csの測定結果を表lに示す。前年に   

比べ全国平均値で、 弧Srが殆ど同レベルにあるのに対し、137Csでほ2～3惜   

の増加が認められた。これをさらに地域別に観察すると、時期によっては   

10－20倍増加した地点もある。 これは、先般のソ連原発事放（1986／4／26）の   

影響を受けたための現象と考える。このために、従来、137Csの地域別変化   

で、北海道が一番高く、次いで岩手、秋臥 福島という様な北高南低の傾   

向が一時的にくずれた。 しかし、 これは、気象集件にともなうフォールア   

ウト降下圭の速いによるもので、しかも、そのときの牧草が一時的に汚染   

されたためで、そう長く続くことばないと考える。つぎに、全国平均値の   

経年変化をみると、囲1，2 のようになる。国中に 60，61年度分を拡大し   

て示したが、 知Srでは前年に比べ大きな変化はない。しかし、t：打Cミでほ明   

らかにソ連原発事故のショックが認められた。このことば、事故直後、短   

寿命核種のⅢⅠが、かなり多く検出され、さらに、134Csの汚染も確認され   

たことから、長寿命核種の137Cs汚染の増加を危惧したところであった。結  

－26－   



黒ば、予想したとおり となったわけで、 この上弄した牛乳汚染が、 60年度  

汚染レベルに低下するまでの減衰バターンや速度は、 今後の緊急時の参考  

になろ う。  

（2）緊急時の測定体制   

核爆発実験、原子炉事故など緊急時に備え、北海道農業試験場、九州農  

業試験場も同時に測定体制をとれるように整備している。従来は、牛乳も  

その他の関連試料も、主にtmlの測定に終始していたが、今回のソ連原発  

事故で経験したように、闇Cs，l釘Cs，1∝lRqなど】罰t 以外の種々の放射性核種  

が検出され、 これらの核種も正確に測定する必要がでてきた。 そこで、 多  

核種混合標準溶液を用いて、3場所同一方法で、計測器の相互チェックも含  

めた測定法の検討を行った。その結果、 いずれも Rlを使用した場合は、良  

好な測定結果を示すことが確認された。  

表1 牛乳の 刃Sr，137Cs（pCi／e）  

核 稚   弧訃（pCi／t）   mC‡くpCi／t）   

地域年月  61年5月  81年8月  81年‖月  62年2月   61年5月   61年8月   引年11月  82年2月   

北浦遺  
（5．1土0．3）（3．2±0．3）（4．0士0．3）く2．4土0．2）  （T．3土0．6）（8．7土0．8） く7．5±0．8）（4．4±0．5）  

岩手  
く2．7±0．2）（3．1土0．3）（2．7±0．2）（2．q士0．2）  く8．7±0．6）（10．2±0．6）（3．5土0．5）（4．0±0．5）  

秋田  
く1．2±0．2）（l．4士0．2〉（2．0土0．2）（l．4士0．2）  （1．0土0．3）（l．7土0．4）（1．3±0．4）（0．6土0．3）  

福島  2．7士0．5   8．2±0．5   7．2土0．6   4．0土0．5  

（1．4土0．2）くl．0±0．2）（1．1士α．2）（0．6±0．1）  （3．9士0．4）（l．5±0．3）（l．5±0．4） く2．4土0．1）  

茨城  2．2土0．4  38．2土l．1  2．9士0．4   2．8土0．4  
（0．5±0．1）（0，g士0．2）（1．1土0．2〉（0．4土0．1）  （0．7土0．3）（1．4土0．4）（0．g±0．3）（l．9士0．4）  

静岡  8．1士0．6   3．6±0．5 14．0±0．7  2l．9土0．9  
（l．6士0．2）（l．8±0．2）〈1．3士0．2）（1．4±0．2）  （2．1士0．4）（l．8土0．4） く4．7±0．5）（4．0士0．5）  

福井  2．9±0．5  30．8士0．9   6．9±0．6   3．4±0．8  

くト0±0．2）く1．0土0．2）（0．9土0．2）く0．7土0．2〉  （l．8±0．q）（1．1土0．4）（0．6土0．3）（0．5±0．4）  

寺川  1．T±0．4  13．5±0．7   5．0土0．5  l．9土0．4  
（0．6士0．2）（0．9±0．2）く0．5土0．1〉（0．6±0．2）  （l．3土0．4）（1．9±0．4）（l．2土0．4）（0．6土0．3）  

福岡   3．8±0．5   4．2士0．5   丁．0±0．8 1l．8土0．7  
（0．7±0．2）（0．6±0．2）（0．5土0．2）く0．T土0．2）  く2．6土0．5）（1．2±0．4）（l．0土0．q）（2．7±0．4）   

（）内は前年同時期の偵  
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1965  1970  1975  1980  1985  

囲1・牛乳の卯Sr濃度の経年月別変化（各点は全国平均）  

1965  1970  1975  1980  1985  

囲2・牛乳のmCs濃度の経年月別変化（各点は全国平均）   

3．結語  

ここ数年、低いレベルで横ばい状態を続けていた牛乳中の放射服、 と く   

に、IJICミが前年に比べかなり増えるという異変が起きた。先般のソ連原発   

事故によるものである。これが、いわゆる核燻充実験であれば、l耶Csだけ   

でなく 測Srも一定の比率で、増加するはずである。 しかし、今回の事故が   

炉心過熱による火災事故であったため、わが国では、1罰l，1詑l，一別C5，】罰Cs  

l∝IRuなど蒸発揮発しやすい核種が多く検出され、当時生育中の牧草精はか   

なり影響をうけた。 ところが、1年後に栽憎された牧草では、ソ連原発手械   

に起因するものか、過．去の核懐発実験による汚染か、区別がつけにく い状   

態まで低下していた。ちなみに、九州農試で事故直後に刈り取り、乾草に   

調製したもの く高汚染）と、約1年後に戦時した牧草でへイ レージと して調   

製したもの く低汚染）をI耶Csについて比較すると各々、421・2pCi川gく乾   

物）と48．8pCりKgく乾物）であった。 この飼料を交互に搾乳牛に与えたス   

イ ッチバック方●式の実験で、牛乳への影背を調べたところ、高汚染飼料給   

与区で10．2pCi／モ、低汚染飼料給与区では、1．9pCi／f という値を待た。  
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くI、麦芽ゴよび土壌中の放射能調査  

農林農産省農業朋技縮研究所  

駒村美佐子 飴田康一 小山姓生  

1．緒言   

昭和82年以来、農耕地（水田・畑作土）土壌およぴモこに義絶生産された米麦子葉を対象に、   

降下放射性核種による汚鮒況とモれらの経年変化を調査してきたが、今回はチェルノブイル事  

故後に採取した畑土嬢と収穫した玄表中の↑■Sr、即Cきおよぴけ℃き含量について報壊する．  

2．調査研究の概要  

（1）試料採取と分析法  

前年度と同棲、全国各地城の国公立▲業甜研究汝関の特定胃場9ヶ所から送付された小  

麦（玄麦）および畑土嬢（作土）を分析用に調整し供試した．  

小麦は玄乗1kgを500●Cで灰化後測定客車につめ、Gモ（Li）高純度半導体検出器一寸  

ルチチャンネルアナライザーで仝l〉℃き、l汁Cき含量を測定した．モの後、発煙他によ  

り巾SIの定量を行った．また土壌は員鹿鵬土10～50gを測定密葬につめ、小麦と同様ガン  

マー計測を行い、全l！1C5、一汁C玉食重な測定した．中SIは1M中性酢繊アンモニウム抽  

出法により、モ換着†OSl含量を定量した．   

（2）調査結果  

61年度裸取小麦および畑土嬢の調査結果を表1、2およぴ3に示した．  

イ）やSrについて  

全国平均で玄ま5．8甚i／短、畑土墟中正換患即S†¢7甚i／短．7■；i／l㌔の億であっ  

た．60年度に比べると女真では、やや増えており（固1）、畑土填では減少傾向または  

横ばい傾向を示した（固2）．地厳別に比較すると、挨取地点が少なくはっきりした地せ  

羞は認めがたいが畑土醸に前報同様、日大海側小泉北日大＞太平洋側～西南日大の傾向が  

認められた．玄未申巾Sr含量と土壌中qOSト含量との聞には例外もあるが相関関傾が乾  

めちれた（図3）．このことは、61年度玄麦への主要な汚染平は土壌中に残留している  

qOSrの吸収による間接汚染であることを示している．   

ロ）I）7cき、l叶c5について  

全国平均でけ7c8は玄茨150I8i／也、畑土譲421甚i／厄、13戚i／J、l汁cきは玄  

麦78甚i几g、畑土填で18甚i／短、5■い／正の伸であり、新しい核種として■汁cさが  

確認きれた．  

特に玄表中の冊Cき含量は、チェルノブイル厩発事故によりもたらされたげJcきが降下  

した時期（5月上旬）が出触朋と重なり穐部へ直接付着・吸収きれたため、l）7cき降下主  

よりもぬ穐期の方が大さな影書を及ぼしており、出穂の早い関東地蝮以南の力が高い汚染  

が乾められた（国▲）．  

畑土中のl！1Cさ含量は昭和60年度に比べ平均で20％、数億で83ポi／b【8■コi／正  

高く、チェルノブイル風発事故による Cき降下量は、これまで作土中に降下・薔薇して  

いた1椚Cタ量の1／5に及ぶことセ示している．  
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また、l叶C5含旦は玄麦で卵c百合量との比がほぼ2：1に確認きれたが、畑土壌では、  

土壌の性其の差異れ、，7c古の増加量とl舛c5含量の一浪が紀められなかった（表3）．   

3．鋸請   

今回はチェルノブイル事故後の、61年疲小麦関係試料について†OSr、l叩Cきおよぴl沖cき  

含量レベルを明らかにした．玄麦へのqOSr汚染は、土壌由来の間接汚染で原発事故による汚染   

は認めがたかった．また、文末への反発粥故による大気由来のl叩C5汚染は特に出捜しているか   

いないかが大きな影響を及ぼナことが認められた．   

今後、玄米、白米および水田土壌中のqOSI、l叩Cき含丘に、康子炉♯放がどのような影響を  

与えたかを粥査ナる．  

泉1紹和引娘I、麦紬伸上如が℃一食せ  

書式糊物也  I附如  あ ぇ   
▼畑 土 最  

10   甘木通常■l丸十  g、さ  5．3   101  24   
盛岡  ワ、ユざ  ら．0   93  9   

岬儲  ワ．4  2．g   47  6  

6．伯  5．7   Z3  
曳Ill  6．1l   5．4   

ワl   ワ          3  

ヰ2  3   

山乳  6．1g  3．3   ワ  1   

西山  6．16  3．3   1る  Z   

平 均  5．6   67  7   

l豊頒隠qOsr含量   

泉Z．昭和引年度小麦如■，亀ノ，b饅  

純粋韓枇  出漁8  乞え（肇ミ 帽℃s   

伺慄沫化札晩  6．ユ0   5ワ  20   
長岡  5．引   30   15   
盛岡  5．ユ7  103  49   
5．16   †柑   

頼噛  
43  
g6   

．熊谷  5．l   205   1†Z   

説  4．Z写  40g   227  
岡山  占．l   133  6g   

卑」籾  150  ワ9   
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浮 遊 じ ん 放 射 鴨 の 測 定  

気象庁観測部測候欄  

＃本貞夫 土田正夫   

1 緒  青  

気象庁は、1957年以牲環境放射能隅査の一環として浮遊じん放射能の  

覿測を全国 5気象官署（札嘲、仙台、東京、大阪、福岡）で実施してお  

り、平常時においては、毎週中間に一国、様爆発実験後などの異常時に  

は毎日、 g時から集じん鶉を用いて試料を採取し、全β線放射能濃度の  

測定を行っている．  

昭和5g年度の論文抄録集に、1969年から1983年までの浮遊じん放射能  

経年変化について舞査し報告したが、本稿においては、引き続いて1984  

年から1987年 8月までに得た測定結果について報告する。  

2 網査研究のt雫  

（1）試料の採取  

ろ紙式集じん裁量によって約5時間連続して吸引し、吸引パイプ  

の途中に装着したセルローズフィルター（東洋ろ紙恥5A）に浮遊じ  

んを吸着させる．空気嘲引土は約 3001J、フィルターの有効径は 9．  

6仇lである．  

（2）測定法  

採取した吸引フィルターをt気炉内で灰化細粉ののち、少土の蒸  

留水を加えて試料皿に移し、赤外線ランプ等で照射加熱して蒸発残  

留物を試料皿底に乾回する。  

放射龍の測定は、端恋型G M管を用いて糾しやへい楊申で全β線  

を測定する．（20時間更正せ）  

（3）調査結果  

1984年1月から1987年3月までの何における全β放射牒■虎の月別  

平均せを閏1に示す．この期間の平均値は、札嶋 0．1pCl／d、仙  
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台 0．5pCi／ポ、東京 0．3 pCi／d、大阪1．O pCi／d、福岡 0．2  

pcl／d であり、これは、大気中の核爆発実験が行われなくなった  

1g81年以降1983年までの平均値とほぼ同レベルである。  

1g86年 5月に、ソ連チェルノブイリ原発事故（4月26日）の影響に  

よる明瞭なピークが現われ、特に、東京と大阪で高い憧を示した。  

その後の 6月から1g87年 3月までにおける各富者のレベルは、ほぼ  

横ばいの傾向にあるが、大阪及び福岡では原因不明のピークもみら  

れることから更に測定資料を蓄積し推移を鍋査することにする．   

なお、東京、大阪及び福岡については、夏期に低く冬期に高くな  

る傾向が明瞭に統み取れるが、3か年余のデータによる解析のため   

今後更に検討を加えたい．  

3 締  闊  

浮遊じん放射能は、近年横ばいの傾向にある中で、ソ連チェルノブイ  

リ原発事故が発生し、事故以降の観測値変化をみると各官辛の全β放射   

能濃度に異なった傾向が示されること及び大阪の観測槙が極めて大きな  

撮帽を示すなどから引引続き網査を重ねる必要がある．  
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図 1   浮 遊 じ ん 全 β 放 射 能 濃 度 月 別 変 化  
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筑波におけるl汀0 およびSr・90 降下電について  

気象研究所 地球化学研究那   

緑jll貴 井上久幸 青山道夫  

1．緒言  

前年にひき挽き、降水中のトリチウム（l汀0）及びSr－90の月間降下最の測定を行  

った。今回は最近得られた結果のうち、特に椚0 について、水蒸気中の1tTO漉塵との関  

係や、チェルノブイリ原子力発電所事故後の観測結果等について報告する。  

2．調査結果の概要  

2－1．降水中のHTO及びSr・90の降下圭  

1986年までの降水中のHTO年間降下圭の経年変化を、Sr・90 と共に囲1に示した。核  

実験の行われなくなった1982年以降1985年までは、Sr・90年間降下量は指数間働的に減  

少し、HTO降下圭はほぼ一定の値を示している。＝TOはSr－90 と異なり、核実験以外の  

発生源を持つため、核実験の影響が小さくなった現在、その別の起源である宇宙線や原  

子力施綬などに由来するレベルに達したものと考えられる。   

図2には、1985年及び1986年の降水中のIITO月間降下量を示した。  

2・2．大気中のHTO濃度   

水蒸気中のItTO測定用試料については、1日から2週間間隔で連続的に採取している。  

囲3に、1983年4月から12月にかけての測定結果を降水中のHTO漢虔と共に示した。水  

蒸気中のHTO測度は、ほぼ5－30TUの間にあることがわかる。  

2－3．チェルノブイリ原子力発電所事故後の観測結果   

チェルノブイリ原子力発電所事故後、個別降水ごとに試料採取を行いl汀0漉度を測定  

したが、他の月と比べてHTO濃度の特別な増加はみられなかった。  
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日本におけるCs－137，Cs－134降下量  

気象研究所 地球化学研究部  

○青山道夫  

1． 緒言   

気象研究所におけるCs－137月間降下最の測定は、1957年4月にはじまり，19モi7年3月  

で360 ケ月（30年）分の月間降下量の測定値が得られている。1986年4月26日ソ連チェ  

ルノブイリ原子力発電所の事故により、1986年5月からはC＄・137とともにCs・134も降下  

物中から検出きれるようになり、1987年6月までCs・134が検出されている。   

今回は、最近のCs－137，Cs・134降下量について報告する。  

2。 調査結果の概要   

図1に1957年4月～1986年12月までの気象研究所におけるCs－137月間降下量を示す。  

1985年の年間降下量は、19朗年の約55％に減少し、1958年－1986年の期間での最小の降  

下圭（0．0柑mCikm－2）となった。C＄－137月間降下量においても1985年10月に‘は気象研  

究所で測定を始めて以来の最小値0．00018mCik椚－2を観測した。ところが、1986年4月  

26日のソ連チェルノブイリ原子力発電所事故により大麦の放射能が大気中に放出され、  

日本においても娼半減期の核種を含む多生の人工放射性物質の降下が観測された。1986  

年5月のCs－137月間降下量は3．54mCikm‾2となり、1986年4月の月間降下量に対し1300  

偶の増加を示した。この1986年5月の月間降下圭は、米ソ両国が大規模な大気中核実験  

をおこなった結果観測きれた1963年3月－10月の期間における月間降下量と同程度の憤  

である。1986年6月以降、Cs・137降下量は急激に減少し、1986年12月には0．002lMCikM‾1   

となった。しかし1987年に入ってCs－137月間降下量は再び増加しはじめ、1987年4月  

に0．0043mCikM－2となり、その後は減少傾向にある。  

1986年5月以降、降下物中にCs－134を検出し′た。表1にCs・137，Cs・134月間降下豊、  

Cs－137／Cs－134放射能比を示す。現在まで、核実験に由来する降下物中からCs－134ほ検  

出されておらず、1986年5月以降検出されているCs－134はすぺてチェルノブイリ原発事  

故に由来すると考えられろ什1986年5月に税制されたCs－137／Cs－134放射能比1．9 を利  

用してCs－137月間降下圭全景に対するチェルノブイリ原発事故に由来するCs－137の割合  

を求めると、1986年7月～1987年6月の期間では60～100％となる。これらのilu定結果  

は、チェルノブイリ原発事故により放出された放射性物質の一郎が成層圏まで到達した  

ことを示唆している。  
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表1・気象研究所におけるCs－137，Cs－134月間降下豊  

＊Cs・137／Cs・134放射能比は、1986年4月26日に補正してある。   

Table l．  

Mont．hly depoβition of CaeBiumisotope8 and C8－137／C8－134  
aetivlty ratlo8at T8ukuba．（January，198ら－June，1987）  

Month  C8－1う4  C8－1う7／C8－134★  

pcikm－2  

C8－137   

pclkm－2  

1．94 土  0．53  

4．う1土  0．87  

ん．う2 土  0．8る  

2．らう 土  0．37   

3540  土 3る0  

67．8 土  7．2  

21．2 土  2．3  

9．97 土 1．21  

2．うう 土  0．38  

2．86 土  0．うん  

1．91土  0．刀  

2．12 土  0．44  

ND  

ND  

ⅣD  

ND   

1810   土190  

刀．5 土  3．75  

9．67 土 1．10  

4．う1±  0．67  

0．79 土  0．26  

2．14 上  0．55  

0．88 土  0．25  

0．う4 土  0．う7  
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3．16土  0．47   

う．71土  0．54   

2．84 土  0．仙   

ん．27 土  0．60   

2．う8 土  0．う8   

1．73 土  0．う4  

0．91土  0．26   

1．14 土  0．29   

1．12 土  0．27   

1．57 土  0．33   

0．67 土  0．20  
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0．49 土  0．2二）  2．う  

Note：Cs－137／Cs－13ム＋ activity ratios vere decay corrected  
to Aprl126，198ら．  
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筑波の大気降水中のプルトニウムについて；チェルノブイリ原発事故の効果  

気象研究所 地球化学研究部  

○広瀬勝己 杉村行男  

1． はじめに   

核実験や原子力施設に由来する長寿命核種くl〉u－239，2qO，Sr－90，Cs－137など）の大  

気圏での挙動を明かにすることば、大気圏での物質柏送、拡散や除去などの機構がわか  

るばかりでなく、大気中に放出された放射能の人間への景壬響を知るためにも重要である。  

核実験や原子力施投に由来する放射性核種も、その放出過愕や核種の化学的性質によっ  

て必ずしも同じ大気中の挙動をするとはかぎらない。1986咋4月26日にチェルノブイリ  

原子力発電所で事故が起こり、大慶の放射能が大気中に放出きれた。このとさ、0．24  

MCiのSr－90 とともに2kCiのPu・239，240と0．9kCiのPu・238が原子炉から放出されたと稚・  

告されている。今回は、大気浮遊塵中のα－放射体としてプルトニウム同相休の経時変  

化お・よぴチェルノフィリ裸子力発電所零敗の影響について稚肯する。  

2．調査結果の概要   

大気浮遊屡試料は、1980年6月以来、筑波の気象研究所霧噂で、ハイポリュームサン  

ブラーを用いて採取した。また、大気降下物試料は表面根1m および4m の採水器  

で採取した。プルトニウム同位体やSr－90の分析には、通常、1カ月間の大気浮遊虔お  

よび降水試料をまとめて用いた。ただし、1986年5月の試料については、2－5日間の  

試料について分析を行った．大気浮遊塵試料については純水で可溶性成分を抽出した後，  

簡に溶解させた．各分画について，化学的に分離精製したのち，放射能を測定し，プル  

トニウム同位休の含量を求めた．   

大気浮遊鹿中のプルトニウムについて，1986年4～6月の分析結果を囲1にしめす．  

同時に参考のため，大気浮遊塵中のCs－137濃度も示した．その結果，チェルノブイリ事  

故に由来する卜131やCs－137などの放射性核種の高測度が観測された時期に対応して，  

比較的高測度のPu・239，240が観測きれた．最も高い値は，5月8－10日の平均値で、  

0．12〟Bq m （粒径10J川以下）という値であった。この値は、1984年のスプリング  

ピーク時の値より高く、成層圏フォールアウトに由来するものではない。また、この間  

Pu－238／Pu－239，240放射能比が1－3％から、20－ 30％に増加した。これらの結果は、  

Cs・137濃度のように蝶著ではないが、Puについてもチェルノブイリ事故の影響が、筑波  

の大気中で観測されたことを示している。  
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囲1・大気中のPu－239，240及びCs・137測度  
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大気及び土壌中トリチウムの植物への移行  

ない、実測値と比較した。  
植物は蒸散作用により、主に葉の気孔をとうして土壌中の水分を大気中に  
放出するが  
すなわち、  

一方大気中水蒸気は拡散現象により植物の葉中に取り込まれる  

F＝dl－d2  （1）  

ここで F ：葉の単位面積あたりの水蒸気（HTO）の収支、  
〔11：土壌水（HTO）の葉を介しての蒸散、  
d2：大気から葉への大気中水蒸気（HTO）の拡散   

上武を解析的に解き、葉中に取り込まれたトリチウムの実測値と予測値と  
を比較した。これを表2に示す。土壌中トリチウム膿度の実測値は表層土壌  
（0－10c m）についての値であるが、その深度分布はかなり均一である．ン  
大気中トリチウム濾度は6時間平均値である。測定値と実測値との一致は非  
常に良く、葉中トリチウム強度が、大気及び土壌中トリチウム濾度と、相対  
湿度に依存していること、大気及び土壌からのトリチウムの植物への取り込  

みの割合は、相対湿度に弓重く依存していること等が明らかとなった。  
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ムの生態系全体の中での移行挙動解明と、それに伴う被  
計画である。  

表1 庶研東海研構内における大気から植物（松葉、浜エンドウ）  
土壌への水蒸気状トリチウムの移行比  
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国3 原子力施設近辺におけるトリチウム移行の概念図  

表2 植物（松、浜エンドウ）乗中トリチウム濃度の実測値と  
予測値との比較  
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河川水申ラドン、ラジウムの挙動の検討  

日本原子力研究所  

○松永武、天野光、上野隆、  

柳瀬 信之、笠井 嵩  

1． 緒 青  

白然環境中に存在する放射性核種の分布ならびにその移行挙動を明らかにし、原子力  

施設から放射性核種が環境に放出きれた場合の影響評価に資することを目的に、本研究室  

では 54年度より「バックグラウンド放射能精密分布調査」を行っている。  

本報告は、この調査のなかで、ラジウム含有量の高い水質を有する山梨県増富地区  

の温泉周辺において、ラドン、ラジウムの地表湧出直後の挙動を明らかにすることを目的  

として、両核種の水中濃度、水質特性、薄存イオン測度等を測定し、薄存イオンの挙動と  

の比較等、これら核種の挙動の検討を行った結果について述べる。  

2． 調査研究の概要  

2．1 実験方法  

（1）現地状況  

実験は、1986年12月12日に山梨県北巨摩那須玉町増富地区内の吐月庵鉱泉付近で行っ  

た。 現地は、河床帽約加の小川に温泉の湧出点が隣接する地点であった。 温泉水は、  

湧出点に隣接する吐月膚と呼ばれる鴻池小尾から排水溝を経て、約1mの高さから小川に  

流人していた． この小川は、この地区の主要河川である木谷川に注いでいる。  

吐月席の湧出点、小川への流人点、流人前後点、流人点上流点、下流点の計6点で採  

水と現増渕定を行った。 現地で河川水・濾泉水試料を採耶後、研究室において、22¢Ra  

（ラジウム）、222Rn（ラドン）濃度の測定を行った。 また、帝存イオン漉度、PH、酸  

化退元電位等の水質特性、河川流量の測定も同時に行った。  

（2）水中ラジウム及びラドンの測定  

水中の221Ra、222Rn濃度をトルエンヘの222Rnの溶解性を利用した液体シンチレーシ  

ョン法＝により測定した。 溶存イオン漉度をイオンクロマトグラフィーにより測定した。  

重炭翻イオンについては比色法で行なった。  

2．2 測定結果  

測定結果を表1に示す． 河川水、嘘泉水ともに228Ra、222Rn濃度が高く、ラジウム  

法泉地帯として知られる本地区の特徴を表していた。 吐月俺嘘泉水の流人点より上流に  

おいても、河川水中のこれらの放射性核種濃度が高いのは、上流における金泉韻温泉水の  

流人に起因している。 また、ナトリウムイオン、塩素イオン、童顔酸イオン濾度が特徴  

的に高く、吐月庵温泉水が炭酸食塩水に属することが示きれた。2〉・さ）小川の流量は、  

約750（け両∩）、吐月庵温泉水の小川への流人圭は約4（t／川in）であった。  
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2．3 考 察  

地表湧出後の温泉の濾度、PH、共存イオン濃度など水質環境の変化にともなう、水中  

に溶存する228Ra、222Rnの挙動を考察した。  

く1）溶存イオンの挙動  

本実験系においては保存性く沈殿形成、吸着等を起こきない）と考えられるCl－イオン  

濃度に対する相対濃度として、228Ra、222Rnならびに帝存イオン濃度を表2に示す．  

表2から各溶存イオンの相対値はほぼ一致していることが見出きれた。 このことは、  

これらの溶存イオンが温泉水の初生成分であること、ならびに、吐月庵近傍で湧出する塩  

泉水と金泉湯温泉水の初生が同一であることを示している2）・8）。 そしてきらに、湧出  

後の成分比の変化がないことから、これらのイオンの大部分ほ、単純な流下と希釈に従う  

ものと考えられる。  

（2）221Ra、222Rnの挙動  

対象の小川には、吐月俺温泉水と同一初生と考えられる金泉湯温泉水がすでに流人し  

ていることに着目し、吐月庵混泉水と河川水との221Ra、222Rn濃度の比較を行った。  

表2に示すように、22¢Ra濃度（pCi／l）はCl‾イオン濃度（Meq／りに対して、退泉水では  

0．024－0．027であったのに対し、河川水では0．005～0．016とより低い値であった。 ここ  

で、Cトイオンは保存性と考えられるから、湧出した220Raの一節は、湧出から河川流下ま  

での過程の中で以下に示す反応1または2により水相から失われたものと推定きれる。  

【反応1】 難溶性塩による221Raの共沈  

228Ra：溶存CO2の大気への散逸→pHの増加→建碑性塩生成→ 228Ra共沈  

【反応2】 221Ra塩の溶解度減少による析出  

22用a：水退の低下、PHの増加→221Raの塩形態の変化→溶解度の減少→析出  

一方、溶存イオンの成分比上の変化は放められず、本実験結果だけからは上吉己反応に  

関与するイオン穫の同定は難しい．  

水中222Rn漉度について同様にCl‾イオン濃度に対する比率を検討すると、表2で、退  

泉水の湧出があると推定きれる①の点を除いて河川水では1．65～2．90と、温泉水での4．37  

～18．84よりも明らかに低下している。 これは、222Rnが希ガスであることを考慮すれば、  

以下に示す反応3に従った222Rnの水相から大気相への散逸のためと考えられる。  

【反応3】 222Rnの大気相への散逸  

！22Rn：大気相の存在 →平衡分圧の変化→溶存222Rnの大気相への散逸  

（3）周辺河川水における221Ra、222Rn濃度との比較  

吐月鷹温泉水をこの地区の濾泉水の1つの代表とみなして、天野らによる木谷ノーlでの  

洲定値と比較すると、222Rnではl－3桁、22¢Raでは1－2桁、木谷川河川水において低  

濃度となっている． これは、本報告で考察してきた希釈、2～柏aの沈降、そして222Rnの  

遊離に帰せられるものと推定きれる。 広域にわたる移行挙動の議論を行うには、より三軍  

細な今後の調査が必要である。  
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3． 結 語  

嘘泉水に含まれる221Ra、222餌の地上湧出彼の移行挙動を明らかにすることを最終  

日的として本調査を試みた． 本調査の結果、以下の知見が得られた。   

i）温泉水が河川水に至る過程において221Raの一郎は、水相のPHの増加に間違する共  

沈、あるいは、228Ra塩形態の変化にともなう溶解度の減少により水柑から失われ  

るものと考えられる．   

＝）温泉水が河川水に至る過程において222Rnの一部は、気液平衡に基づき水相から大  

気相に遊離するものと考えられる。  

iii）溶存イオンに関しては、単純な混合希釈として解釈できる． ただし、その極微量  

が22¢Raの沈積過程に関与しているものと推定きれる。  

これらの研究の結果は、放射性廃棄物の地層処分に起因する放射性核種の環機中移行  

挙動の実証的データとしても役立つと考えられる。  
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表 2  山梨県増古地区吐月庵周辺河川水、法泉水に含まれる  

228Ra、2ど2Rnならびに溶存イオン濃度の相対値＊（1986．12．12採水）  

放射能  帝存イオン   
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‡各点ごとに塩素イオン濃度（Meq／りを100として求めた。  

表 3  山梨県増富地区の河川水、浪泉水に含まれる228Ra，222Rn濃度  

222Rn  

（pCi〃）  

22¢Ra  

くpCiハ）  

試 料  

採水年月日  採水年月日  
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240  

719  1268  1579  

426  
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金泉湯上流  

金泉濁億泉水  11．68  

吐月庵温泉水 23．9  2．23  

2．64  
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居住環境におけるγ線描玉串分布の調査研究  

Ⅰ．東京都周辺のγ線線虫率分布とその特徴  

日本原子力研究所  

長岡鋭7坂本隆一，斎藤公明，墳正博，森内茂   

く1）緒言   

従来、環境γ繰線量率の分布調査といえば，主に屋外平坦地での自然項頓における  

線量率分布調査のことを示していた。このような鳩での主なγ線源は，土壌中に含ま  

れる〕一系列，Th一系列及び川Kであり，これに気中Rn娘核種，フォールア1＝核種に起因する成  

分が若干加わる。きらに，電離箱を用いた測定では宇宙線成分が主な抜源となる．こ  

れらの線源毎の寄与割合は，主に地質，即ち土壌中に含まれる放射性物質の核種組成と  

韻度によって変動するが，それ以外にも気象条件，緯度・高度等による変動も生する。   

一方，現実的な国民線立坪価を行おうとする場合には，屋外平坦地における線量率分  

布に関する知識だけでは不十分である。我々は生活時間の約80％を屋内で過すと首わ  

れており，屋内での線量率分布に関する基礎知識が不可欠であることば言うまでもな  

い．また，屋外においても，我々は平坦な自然環境中のみで暮らすわけではなく，電車  

内，地下街，ヒ、ル街のような屋外平坦地とは異なった条件下に存在することが多い。こ  

の傾向はとくに都市部において顕著である。このような”人工環境”と，屋外平坦地の  

ような”自然環墳”とでは，環境γ抜線量串分布の立場から見ると①抜源シ、りい卜，③遮  

蔽休シ、り川－，③放射性核種濃度 等の点で異なる。例えばアハ○－ト，マンションといったコンクリート  

建造物内では，通常の土壌より放射性物質欄度の高いコンクリートに囲まれているため，一般  

に屋外より高い線量率を示す。また，γ線の入射方向分布も均一に近くなる く屋外平  

坦地では約90％が水平以下からの成分である）。一方宇宙線成分については，その大  

半が上部から入射するため，高層コンクリートヒ、ルの下階では，上層郎で宇宙線の一群が吸収  

きれて，屋外より低い値となる傾向がある。   

このような複雑な特性をもった居住環境中でのγ抜挙動，γ抜抜玉串分布を明らか  

にし，現実的かつ精度の高い国民線量評価を行うには，先ず種々の環境条件下における  

実地調査を行い，その特徴、変動の要因と程度などを明らかにしてゆく必要がある．  

我々はこのような観点から”人工環境”の代表的な地域として東京都周辺を選び，実地  

調査と解析を行ってきた．今回はその概要について報告する。  

（2）嗣査研究の概要   

（i）測定方法   

ある地域における抜玉串分布を調査する場合，いくつかの代表点を選んで測定する  

方法（定点測定）と，移動しなから連続測定する方法（移動測定）とがある。我々は、その  

地域の平均的な値と局部的な変動の両者を知るという観点で，徒歩，電車，車による移  

動測定により調査を行った．いずれの場合にも1データあたりの測定時間は10－60秒  

とした．徒歩もま4kM／h，電車及び車は40 kM／h とすると，1データあたりの距離はそれ  

′ ぞれ10－70 椚、100－700 m程度となる。得られた測定値はその区間における平均値と  

考えられる。   

（＝）測定器   

測定に用いた測定器を表1に示す．   

DBM及びSUIHGは，いすれも3”¢球形Nal（Tりシンナいション検出器を用いたホ○一夕フⅧ線塵率  
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計である。両者ともスへ○ク川・線量変換演算子法（GくE）関数法）に基づいて検出器からの  

信号を線玉串に変換しているが，D8Mは電子固持により、S‖NG乙ま内蔵コンヒ●ユータにより演  

算を行っている．速読測定データは、DBMはマイクロカセットトフ○に、SMNGは磁気カート一に吉己録き  

れる○ 両測定器とも3MeV以下のγ綾織真率と3MeV以上の宇宙線計数率を妃録する．宇  

宙線線量率は、3”¢球形NalくTりシHいション検出器の場合，90cpM当たり3．411R／h相当とし  

て評価した。   

走行卜へ“イシステムは，検出器，測定装置，吉己録装置を車両内に設置し，走行しながら連続  

的にγ抜波高分布を測定し，磁気トフ○に記録する。検出器は，5”¢球形Nal（Tりシ〃レショ  

ン検出器を用いた．また，磁気tンサーと走行距離計による基準地点からの移動方向及び距  

軌のテ、一夕も同時に記録し，測定テ、一夕と測定位置との対応づけを行った．  

表1 調査に用いた測定器  

測定器   総出器   測定l持闇   適用   偵考   

D BM   3”¢Nal（Tt）  10～60抄   徒歩、電車   約 9kg   

シンナトション桧トH器  

SWING   3”¢廿山（Tt）  10～60抄   徒歩、電車  約13kg   

シHいション桧一里器  

走行サーベイ  5’’¢Hal（Tり  10 抄   車  

システム  シンナいション桧Hl器  

く3）結語   

実施きれた一連の測定テ、一夕の中から特徴的なものを示すとともに，その特徴の原因  

について考察する。   

囲1～5に連続測定テ●一夕を示す．測定時間はいすれも1デー一夕あたり10抄である。ま  

た，国中実線はγ綾織土率く〃R／h）を，破抜は宇宙線線量率（〟R／h相当）を示す．   

囲1は世田谷区の住宅街から地下鉄を利用して東京駅へ行き，∧重洲地下街を歩行  

測定した結果である．地上でのγ抜線虫率の変動は，歩行経指周辺の連絡、ヒ■ル等人工  

建造物に対するシ、り川－の変化が原因と考えられる。地下鉄内では，別の前後とフ●ラットホ  

ーム上でとくに高い値を示した．地下鉄のトン州やフ●ラットトム等の建材として用いられてい  

るコンクリート中の放射性物質測度に顕著な差異が無いとすれば，測定場所の空間の大きき  

の速いが原因と考えられる．即ち，トン州内に比べてフ●ラッ‖トムの方が空間が大きく，結果  

（
月
、
∝
ミ
）
 
掛
疇
館
 
 

8  三  8  一  

時  刻  

図1 世田谷区住宅街－∧壷洲地下街における歩行測定結果  
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的に検出器から眺めることのできる線源（壁，天井等）の面積が大きくなるためである。  

∧重洲地下街内ではあまり大きな変動はなかった。非分的に低い値を示している所は，  

前述の空間の大きさの変化と，店舗毎に異なる内外装材の速いによるものであろう。  

一方宇宙線線量率については地上と地下郎とで明確な差が認められた。これは，地上  

では宇宙線に対する遮蔽物がほとんど無いのに対して，地下郎では上方に土，建材等の  

厚い遮蔽物が存在するためである。地下鉄と地下街との間に見られる若干の差は，深  

き即ち遮蔽物の厚みが異なるためと考えられる．   

囲2は銀座の歩道上を歩行測定した結果である。屋外のみであるため宇宙線線量率  

に系統的な変動はなかった。一方打線線量率は周期的な上下変動ハ○ターンを示し，値の低  

い部分はいずれも交差点であった。これは，歩道や周辺ビルの建材くコンクリートが主体と考  

えられる）と車道の建材くアスフフルトが主体と考えられる）とに含まれる放射性物質濾度の  

速い（前者の方が高い）によるものと考えられる。即ち，より強い線源である歩道やと“ル  

から漑れることになる交差点横断中に線量率が下がるのである．交差点が大きいぼど  

値が下がり，低い値を示す時間も長いこと●も上述の原因を裏付けている。  

（
月
、
∝
ミ
）
 
掛
岬
蟻
 
 
 

時  刻  

囲2 銀座における歩行測定結果   

囲3は代々木公団，明治神宮での歩行測定結果である。屋外のみであるため宇宙線  

線量率はほぼ一定値を示した．γ綾織主事が最も低い値を示している場所は公園内芝  

生上である．これ以外の場所では歩漣，家屋など土以外の人工建造物が存在しており，  

線量率の変動はそれらの影響と考えられる．とくに明治神宮本殿前と神宮楕上では局  
部的に高い値を示した．これは参道や橋の建材中放射性物質が土に比べてかなり高濃  

度であったためと考えられ、”人工環境”中ではこのような局部的変動がしばしば生じ  

得ること桓示している。  

（
月
＼
∝
ミ
）
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図3 代々木公園、明治神宮における歩行測定結果  
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図4は郊外電車の1例として西武新宿・所沢一池袋と西武線を乗り継いで電車内測定  

を行った際のものである．駅及びテ、ハ●－ト内を除いてγ綿、宇宙線ともに比較的一定の  

値を示した。郊外の場合には，都心部より高層】ンクリートヒ“ルが少ないため，電車経掲周辺  

の地質が均一で，高架やトン初のような特殊条件がなけれはこのよ・うな一定値を示す．フ●  

ラッは－ムやテ、ハ●－ト内でγ線抜玉串が高くなり，宇宙線線量率が低くなったのは，囲1～3  

の例で示した要因と同一のものと考えられる。  

（
月
＼
∝
ミ
）
蹄
嘲
凛
 
 

患  I     霹  霹  己  邑  

時  刻  

図4 西武新宿線一地袋線におけるt車内測定結果  

囲5は走行サーへ－ィシステムを搭載した車によって都内周辺の道指上を広域調査した結果  

であ．る．国中各点は，2km四方の地域の平均線量率を示している．西部地域が比較的高  

く，東部地域が低い傾向を示したが，これは地質の速いと対応している．また中央部で  

は道跨周辺の建造物からの寄与により比較的高い値を示すという都市環境の特徴を示  

した。  

囲5 東京都周辺における遺持上測定結果  

以上、東京都周辺におけるハ“ッ州■ぅゥント、卜へ、ィ結果から，都市群即ち”人工環境”にお  

けるγ線及び宇宙線線量率分布の特徴について考察したが，とくに①γ抜技士串分布  

については人工建造物による変動要因が大きいこと，⑨宇宙線線量率分布については  

地下やコン則－トヒールの下階において，上層部に存在する土，建材等による減衰が顕著であ  

ることが確認きれた．   

今後は，きらに他の環境下での実地調査テ■一夕を誓穣するとともに，それらの環境をモテ“  

ル化した理論計筆＝こよるγ線挙動の解析を行う。また，実測テ“一夕を現実的な国民線量率  

評価に役立てるため，人間の行動（存在場所，存在時間）と実測線量率分布とを結合した  
線量評価tテ“ルの検討を行う予定である．  
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土壌から精米または葉菜への安定ヨウ素の移行について  

動燃（東海） 並木 罵．片桐 裕実．成田 情   

1．緒 言  

再処理施設等の立地における安全零査においてほ、■＝1についての披はく線量評価  

が行われているが、土壌からの移行パラメータに関するデータが乏しかったこと等か  

ら、川C Reg．糾idel－109を参考にして安全側のパラメータで評価されて来ている。  

一方、嬢壕に長期的に蓄積したものと原子力施設の運転等で短期的に頒墳へ放出さ  

れたものとでは、壌機中での化学形態．挙動等について興′よると考えられるため、よ  

り現実的な評価を行う上で、損鳩試料中のl＝】の分析値から移行に関するパラメータ  

を求める検討が必要と考えられる。  

動燃事業偏においてほ、この様な観点から－＝lの分析手法の開発を進めているが、  

梢米及び葉菜等に関しては一＝＝／ベルが極めて低いため、■＝lの懐から直接移行係数  

を評価することは困難である。従って、長期的には同じ挙動を取ると考えられる安定  

ヨウ素（＝Tl）のせから土壌一農作物の移行を相室して来たので、その結果を報告す  

る。   

2．方 法   

（1）分析方法  

精米：乾燥拭料 0．5gを中性子照射（‖－I（n，r）＝りl〕後、次亜塩素椴ナトリウ  

ムで湿式分解を行い、ろ別後、亜硫酸ナトリウム溶液及び塩化パラジウム溶  

液を加え、生成したヨウ化パラジウムの沈殿をガンマ線スペクトロメトリー  

にて測定した。  

葉菜：乾燥拭料5gを炭駁塩フラックスで暗壊し、さらに水で浸出した後、四塩化  

炭素で溶媒抽出を行い、逆抽出後イオン電極法で測定した。  

土壌（全ヨウ素）：乾燥拭料1gを炭酸塩フラックスで熔焼し、さらに水で浸出し  

た後、過マンガン酸カリウム．亜硫破水で化学形を珊整した後イオン電瞳法  

で測定した。  

土壌（水溶性ヨウ素；畑土と異なり水田土については、濾水状掛こおいて溶出した  

ヨウ素が移行に関与すると考えられることから、以下に示す粂件で浸出した  

。）：乾煉拭料150gに脱イオン水を150〉／硝となるように加え、一定  

条件（室温：23℃．相対湿度：50％）下で約2週間紳置・浸出の後、溶液中の  

ヨケ素をイオン電極法で測定した。  
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（2）土壌からよ作物への移行   

精米及び葉菜中の安定ヨウ素濃度とその生育土壌中の安定ヨウ素濃度の比   

（C．R．）を以下の式により求めた一  

指米または葉菜中の＝－1の濃度（〃g／g rresh）  
C．R．＝  

土壌または浸出液中の－＝lの複度（〃g／g ロり・）  

また、今回得られた濃度比は、対数正規分布に適合することが分かったので、その  

幾何平均値を芹出した。   

3．結 果  

表－1に各様試料中の＝りの凛皮範囲を示す。  

東海村周辺において採取された葉菜類．精米．土壌中の安定ヨウ素レベルは、これ  

まで発表されている文献値＝と比較して、葉菜、精米はほぼ同等のレベルであるが土  

壌拭料に関しては若干高めであること等がわかった。  

また、表－2に用米及び葉菜とその生育土壌中の■＝lの強度比（C．R．）をさ  

らに、図－1及び2に葉菜．精米それぞれの安定ヨウ素濃度比の累碩度数分布図を示  

す。  

これらから、濃度比の幾何平均値を求めてみると、ホウレン草で 6．7×10・】．白   

菜で 2．6×10‾，さらに精米で1．1×10■】（全ヨウ素）．7．4 ×10り（水溶性ヨウ  

素）という結果であった。  

これらの鑑は、移行係数として過去に相告されている文献協と比較してみると、精   

米に関しては、高城らの相告‖2×10‾，（全ヨウ素）．2×10－t（水溶性ヨウ素）   

とくらべ、全ヨウ素では比較的近いせであったが水溶性ヨウ素については約一桁低い   

せであった。また、葉菜軌こ関しては、Y．C．Ngらの報告‖ 4．5×10－｝とほほ  

同じせであった。   

4．姑 言  

今後とも、靖墳拭村中の安定ヨウ素に関するデータの蓄積を図る。特に、精米に関  

しては、水田土中の水溶性ヨウ素の移行に関する検汁が今後の繰題と思われる。  

参考文献   

1）高城柑之 他、保健物理 20．pp251－257（1985）  

2）Y．C．N g 他，NUREG／CR－2975（1982）  
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義一1 各種！式料中の安定＝ヨウ繁横度荘電囲  

ほ 料  
接戦朋間（年）  拝 賀   

蹟 度 屯 呂   

葉  ホウレン享  1983   

ー198G  10  8・＝く川■！く〟さ／8生）   

貢  

白 冥   2・0×川■！く〃g／！生）  

謂  
】985  6      ー1986  

ー巨5×】0●l   

拝 米  1982  27  l．？×】0‾‡（〃皇／g生）    一－】g86   ーl．2×10一‡   
水田土  1982  27   l・5－14 （〃8／g柁）  
（全ヨウ素〉  ・－1986  

土  

水田土  1985  9   0．2－ 0．6（〃！／g柁）  

（水蒋性）  ー1986  

鳩  

偶作土  1983 ー1986   16  12．5－53．6（〃g／さ柁）   

襲－2  葉真及び＊書米乙こおらナる土主実力ヽらの  

安男≡ヨウ素の移才子 く寺農産上ヒ）  

壊  度  比  

穫 別  件 散  算 術 平 均  幾 何 平 均  

範   冒  

ma   J a   mg   Jg   

ホウレン草  10  3．7×10－ユー1．3×10－2  7．3×柑■1  3．3X】OTユ  6．7×10●i  l．6   

自 業   6  1．2×10一．ユー4．4×10■1  2．9×10－3  】．3×】0・1  2．6×10－1  l．6   

精米・  

（全ヨウ素）   

精米  9  4．3×10－1－l．6×10‾‡  8．2×10－1  4．0×10－1  7．4×10－1  1．5   

（水再任  

ヨウ青）  

－58－   



異
 才
員
 相
 対
 度
 数
 く
％
）
  

一
  
6 
  

一 〇 ⊥   

＼
  

ケ
．
、
ト
  

＼
こ
、
＝
 

lⅡ
  

国 － － 判 型 甲 去 義 尚 血 豆 響 嵩 芸   

一 〇 ⊥   一 〇 － 〝
  

翔 和 也 〕 猟 鐘 短 詩 （ 砂 山 J 報 ）   

u  r ∴ ヽ 領    

累
 粗
 相
 対
 度
 数
（
％
）
  

・
一
  
6 
  

一 〇 ユ    

図 1 山  都 米 ノ 8 粗 鋼 u ． ） 琳 ㊦ 萌 苛   

＼
  

一 〇 ． レ
  

粗 開 山 u 珊 藻 無 謀   

0・
  

＼
  
 
も
。
 
、
 
 

0、
○
■
 

㌧
・
 ＼
 
＼
  

－
 ＼
  

算
●
＼
・
ヾ
工
 科
  

霹
  
UJ
 

ヽ
ユ
  

綿
  

－
59
－
  
 



降下物、塵水、海水、土塊および各通念晶㍍料の放射能綱査  

㈱ 日本分析センター  

岡輌俊彦、樋口共助、木村敏正、野中憎博  

1．緒  言   

科学技術庁放射能蛸壷委託にもとづく放射性降下物（フォールアウト）に係る薫墳紙   

料中の放射能蝿査として、昭和61年皮に採収された降下物、悼水、海水、土壌および   

各種食品などの理墳紙料について，OS rおよぴ ＝－c sの核純分析を行ったのでその凋   

査砧果を闇博する 

2．掴査の概要  

昭和61年皮に31都遺贈県の各衛生研究所などで採収され送付をうけた各通環境試   

料について、＝s rおよぴ ＝†c sの核機分析を行った。  

（1）分析対象試料  

分析対象拭料は、降下物、浮遊じん、陵水、溢水、海底土、土壌、日僻食、柏米、  

牛乳、ドライ ミルク、野菜、茶、梅産生物などである。  

拭料は31都道府県の各砺址研究所などで採取され所定の前処理を施されたのち、  

㈲日本分析センターに送付されたものである。  

（2）分析方法  

＝s rおよび ＝Tc sの分析は「放射性ストロンチウム分析法」（科学技術庁、昭  

和58年改訂）およぴ「放射性セシウム分析法」（科学技術庁、昭和51年改訂）に  

準じた方法で行った。  

3．瞞査結果  

昭和61年4月から昭和62年3月までに採取された主な紙料の分析結果を要一1に   

示した。  

以下、紙料別の概要を述べる。  

（1）降 下 物  

各県の月間平均降下周（爪Ci／kM才）を要一1に示した。  

その平均せおよび最小、最大値は次の通りである。  

＝S r：0．005（0．0りり － 0．15） 爪Cj／kM？（n＝ 382）  

l＝C s：0．31（0．000 － 8．6） 爪Ci／k爪7（n＝ 383）  
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（2）浮遊じん  

12県で四半期偶に採収した試料の平均値および追小、蔵大仏は次の通りである。  

，Os r：8．08（0．0 － 1．0）10‾O pcj／m3（n＝ 48〉  

■＝c s：6．5（0．0 －140 ）10‾コ pci／mコ（n＝ 48）  

（3）陸  水  

上水（蛇口水、酢水）について各県で年2－4園採収した試料の県別平均値を恵一   

1に示した。  

その平均値および最小、最大値は次の通りである。  

上 水  ＝S r：0．08（0．01－ 0，22） pCi／β（n＝ 78）  

＝1c s：（）．03（0．nO － 0．16） p（：i／ゼ（n＝ 78）  

淡水については9県で年1回採取した試料の平均値および殺小、蔵大髄は次の通り  

である。  

淡 水  ，Os r：0．10（0．01－ 0．21） pCi／‘  

－＝c s：0．08（0．01－ 0．32） pCi／‘  

（4）海水、海底土  

海水は11県、蒋底土についてほ12県で年1－2匝l採取した試料の県別平均値を  

衷一1に示した。  

その平均値および履／ト、泡大億は次の通りである。  

海 水  ＝s r：0．09（0．08 －  0．10） pCi／ゼ  

ー＝c s：0．16（0．09 ～  0．21）pCi／β  

渦底土 ，OS r：4 （1 －  9 ）pCi／kg乾土  

●＝c s：74 （11 － 208 ）pい／kg牝土  

（5）土  壌  

各県で年1回採取した拭料（深さ0－5c爪、5－20cmの2親類を各1試料）の分  

析結果を表－1に示した。  

その平均値および張小、穀大億は次の通りである。  

0－ 5c爪 ＝s r： 5．7（0．6 －  21） mCi／km2（n＝ 31）  

170（8 

131c s：25 （1．6 －  68） mCi／km2（n＝ 31）  

710 （35 ～ 3100） pCl／kg乾土  

5～2 0cJn 90s r：16 （0．6 ～  69）rnCi／kTn2（n＝ 31）  

130 （6  － 63U） pCj／kg乾土  

－＝c s：36 （u．3 － 180） MCi／km才（n ＝三 31）  

300 （3  －1600） pCi／kg陀土  

（6）田 仲 食  

各県で年2回採取した紙料の県別平均値を義一1に示した。  

その平均値および最小、叔大鶴は次の通りである。  
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90S r：2．3（0．8 － 5．1）） pCi／人・□（n＝ 62）  

3．8（2．0 ～ 7．9） ストロンチウム単位  

■3Tc s：d．9（1．6 －15 ）pCi／人・臼（n＝ 62）  

2．5（l．0 － 7．4） セシウム上11他  

（7）柑  米  

各県で年1－2回採収した試料の平均値および撮小、蔵大盤は次の通りである。  

＝s r：0．2（0，0－ 0．6） pCi／k名相米（n＝ 36）  

4．7（0．0 －19 ） ストロンチウム地位  

＝7c s：】．5（0．り － 9．1） pCi／kg紺米（n ＝ 36）  

1．8（0．0 － 9．9） セシウム単位  

（8）牛乳（原乳，市乳）  

各県で年2－6間採取した試料の腐別平均値を衷－1に示した。  

その平均値および鼠小、最大似は次の通りである。  

90s r：1．4（0．4 － 9．1） pCi／ゼ（n＝104）  

1．3（0．3 － 8．0） ストロンチウム単位  

■＝c s：9．2（0．6～ 98 ）pCi／β（n＝104）  

6．0（0．4 － 63 ） セシウム単位  

（9）ドライ ミルク  

ドライ ミルク、スキムミルクは再版のメーカー別12拭料で、その平均也および過  

小、最大蝦は次の通りである。  

＝s r：11（1．9 － 34 ） pCi／k名松乳  

1．3（0．5 －  2．7） ストロンチウム単位  

】ITc s：85 （3．5 ～ 480 ） pCi／kg粉乳  

7．2（n．7 ～ 33 ） セシウム単位  

（10）野  熊  

ダイコン、ホウレンソウについて生産勅に合わせ探収した試料の県別平均値を表－   

1に示した。  

その中均億および最小、巌大槌は次の通りである。  

ダイコン ＝s r：5．8（0．2 － 41）I】Ci／kg址（n＝ 30）  

27 （1．0 ～170） ストロンチウム雄性  

■＝c s：2．1（0．0 － 16）pCi／kg生（n＝ 30）  

1．2（0．0 － 12） セシウム単位  

ホウレンソウ ＝s r：5．9（り．1－ 66）pCl／kg生（n＝ 32）  

7．6（〔）．l一 日） ストロンチウム醇慎  

一8Tc s：5．6（0．1～ 68）pCi／kg生（n＝ 32）  

1．4（0．01～ 20）セシウム串也  
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（11）茶  

3県で年1回採取した試料（各2紙料）の叩均似および澱小、最大坦は次の通りで  

ある。  

＝s r： 66（35 － 150）pCl／kg梢茶  

19（ 9．5 ～ ．川） ストロンチウム単位  

＝－c s：1500（180  －1100） pCI／kg粕茶  

78（ 7．9 ～ 230） セシウム単位  

（12）海産生物  

各県で咋1－2国保収した試料（触類、貝類、海義雄）の平均値および叔小、最大   

値ほ次の過りである。  

魚 類  ＝s r：0．4（0．0 － l．2） pCi／kg生（n＝：川）  

0∴！（ひ．0 － 3．0） ストロンチウム単位  

l＝c s：7．6（0．2 －19 ） pCi／kg生（n三 30）  

5．8） セシウム単位  

2．n） pCi／kg生（n＝ 8）  

3．0） ストロンチウム単位  

尺．7） pい／kg生（n＝ 8）  

3．6） セシウム単位  

3．4） pCi／kg生（n＝ 8）  

1．9） ストロンチウム単位  

8．5） pCl／kg生（n＝ 8）  

1．3） セシウム単位  

2．2（0．1一  

員 類  90s r：0．4（0．0 －  

0．4（仇0 －  

1I†c s：1．1（1．0 －  

1．5（0．5 ～  

梅誼類  ＝s r：1．3（0．8 －  

1．3（0．8 －  

■3－c s：3．4（0．9 －  

0．5（0．1～  

（13）淡水魚  

8県で年1凹採取した試料（コイ、フナ、ワカサギ）の平均値および撮小、撮大憶  

は次の通りである。  

＝s r：44 （1．2 －180） pCi／kg生  

5．2（0．7 － 17） ストロンチウム単位  

一8Tc s：13 （1．2 ～ 31） pCi／kg生  

4．1（0．4 ～ 10） セシウム単位  

4．結  給  

料学技術庁放射能鵬査萎誠にもとづく放射性降下物（フォールアウト）に係る環境試   

料中の放射能洞査として、昭和61年度に採取され送付をうけた各値環境試料について   

DOS rおよびl＝c sの抜拙ク川i・を行った。  

4月26E】にソビエト迎邦のチェルノブイル原子力発電所で事故が先生し、多生の放   

射性物質が斑鳩へ放出され、わがl召にも影響を披ぽした。  

拭料別全国平均値を昭和60咋度と比較すると、●3Tc sでは、多くの拭料において   

高い値を示した。しかしながら、事故後、時胤が経過するにつれて、その影響は急速に   

減少している。  
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チェルノブイル脱発崩故以降の各超脳鳩紙料の放射儀水準車  

（肘）円本分析センター  

間郎俊彦、樋口英雄、＊野中悟性  

1．緒  臼   

00日本分析センターでは、科学抜細庁放射憶踊査委託にもとづく放射性降‾F物（フォ   

ールアウト）に係る頒墳試料申の放射能摘査を実施している。  

事故直後の㍍】査結果は前年度軸増したので、その後の各様頂鳩紙料の調査結果につい   

て報告する。  

2．弼査の槻裂  

全国31都通解娘から送付された（昭和61咋 5月～昭和62年 6月採収）降下物、大気浮   

遊じん、陸水、日常食、捕米、牛乳、粉乳、野菜、茶、海産生物について＝s r、  

II－c s放射化学分析を行った。また、当センターの降下物については、ゲルマニウム   

半媒＝本焼山器によるr鍬スペクトル分析も行った。  

＝s r、＝Tc s放射化学分析ほ、科学技術庁制定、放射能測定法シリーズの分析法   

に準じて実施した。なお、放射化学分折による＝7c s u、＝一C s等の放射軋同位刃ル   

ある場合、それらを含むものである。  

3．綱査結果  

各棚爪鳩拭料の採取晒州毎による9ns r、■＝c sの全問平均触を表－1－3に示す。   

3．11軒ド物  

怖下I勿は、全国32拙道府県で辱ノ■】採取されている。その月間平均欄（昭和61年 5月  

一昭和62咋 6月採収）は、＝s rの場合、咽れ】61咋 7月以怖では通常の水準である。  

137c sの場合、昭和61年 6月、7月はヾ 5月の艇より1帰すつ減少し、昭和62年 6  

月には、ほぼ、事故前の水準となった。  

当センターで採取した降1ご物については、r娩スペクトル分析およびlクS r、  

90s r、●＝c s放射化学分析を待った。そのク川i・拙果を衷－4、5に示す。昭礼61  

咋 5月でほ131Ⅰ等、19核相が伯山されたが、その後は大幅に減少した。しかし、   

l＝c sが継親して検山され、また、昭和61咋12月、昭和62咋 2月、4月では■＝c s  

が検出された。昭和62年 d月には、チェルノブイル郎故の影響が儲かながら班ってい  

ると比しわれる。  
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4．その他の各便磁場試料   

4．1大気浮遊じん  
I．  

大気浮遊じんは、全園12府握で凶準用旧かこ採取されている。そのl四半期毎の平均辿  

は、＝s rの勘合、昭和61年 7月～ 9月では通珊の水準であり、その後も同レベルで  

ある。 －＝c sの場合は、昭和61年 4月～ 6月と 7ノ」～ 9月を比較すると約】／200  

と大幅に減少した。しかしながら、その後においてもチェルノブイル事故机に比べて  

若干高く、チェルノブイル事故の影響が残っていると思われる。   

4．Z 陵水  

源水および蛇口水は、全回31都道府県で上、下糊に1回採取されている。その各期  

の平均地は、＝s rの場合、通欄の水準である。 一＝c sの場合、61年皮下糊、62年  

度上勅の他は、平年より高めではあるが、61年皮上期の魁より約1／4 －1／8 と減  

少している。   

4．3 日賄食  

臼鼎企は、全国31都道府県で上、下期に1匝l採収されている。その各掴の平均也は、  

＝s rの場合、通仰の水準であり、＝7c sの場合、62年皮上期では、別種同相に比  

・ペ、若干、減少がみられたが、チェルノブイル謳故の影響が残っている。   

4．4 梢米  

相米は、全国31拙道府県の址柁地および消軌地で年l周一2回採収されている。そ  

の平均億は、酌咋度と比較すると90s r、l＝c sともに通賄の水準である。   

4．5 牛乳、粉乳  

牛乳は、全盟31都道府娯の生産地および消無地で凶半期毎および上、下桐に1回採  

収されている。生産地での凹単相垢の平均偵は、＝s rの場合、通常の水準であり、   

1＝c sの場合、郭故後は、徐々に減少し、昭和62咋 4月－ 6月では、はば、通常の  

水準である。消蚊地では、＝s rの場合、通冊の水準であり、■＝c sの場合、即故  

後、徐々に減少し、62咋度上州では、ほぼ、通憎の水準である。  

粉乳の62年度上勅の平均値は、＝s r、IITc sとヰ）に通常の水準である。   

4．6 茶  

茶は、全国3県6地点で年1匝」採取されている。62年皮の平均値は、61年皮と比較  

すると，OS rの場合、約1／2、■＝c sの場合、約1／12と減少している。   

4．7 渦在生†勿  

海産生物は、全国3U都道府県で咋1同一2回採取されている。その平均値（61年 4  

月－62年 2ノJ）は、雛敵前と比較すると触、貝、南瓜相ともに＝s rの場合、通常の  

水準であるが、l＝c sの場合、約2倍－3倍と高くなっている。  

5．貼措  

昭和61年 5月～昭和62咋 6月採収の各和斑鳩試料について、＝s r、●＝c s放射化   

学分析結果、また、降下物については、γ躁スペクトル分析結果も加えてまとめた。  

チェルノブイル那故後、各棚周鳩試料の放射値水郷は総じて急速に減少している。  
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義一1  降下物、大気浮遊じん、陸水の＝s r、 ＝†c sの全国平均せ  

I溢整「て物  

採取年月  ＝sr（mCi／km2）  ＝7cs（mCけkmり   

61年 5月   0．036   3．2   
61年 6月   0．007   0．46   
61年 7月   0．002   0．048   
61年 8月   0．002   0．015   
61年 9月   0．002   0．008■   

61年10月   0．002   0．006   
61年11月   0．002   0．005   
61年12月   0．002   0．006   
62年1月   0，002   
62年 2月   0．003   
62年 3月   0．002   

3：呂3芸）  

0．006   
62年 4月   0．002   0．006   
62年 5月   0．002   0．005   
62年 6月   0．001   0．004   

61年 5月～62年 4月：  
備 考  32都追府県平均  

62年 5月：31都道府県平均  
62年 6月：30都道府県平均   

ヰ碑貞  

∂．pO（－ク、pク7  

‥‡電鋳q心亨  

大気浮i∠慶 しこん  

採 収 欄 間  ＝sr（10■OpCi／爪さ）  l＝cs（10‾Ipci／m3）   

61年 4月－ 6月   0．26   
61年7月－ 9月   0．01   0．11   
61年10月－12月   0．02   0．10   
62年1月－ 3月   0．05   0．10   
62年 4月－ 6月   0．01   0．10   

†荊  考   61年 4月－62年 3月：12府県平均  
62年 4月－ 6月    9府県平均   

陸水  

蘇  水  蛇  口  水  

採払＝明間  
＝sr（pCi／1）  ＝†cs（pCi／1）  ＝sr（pCりl）  ＝†cs（pCi／1）   

61年度上抑   0．08   0．08   0．88   0．04   

61年皮下納   0．09   0．01   0．08   0．01   

62年度上斯   0．07   0．01   0．07   0．01   

備 考   61年度：8県平均  61年皮：31訪近情県平均  
62年皮：7県平均  62年度：29都遁府県平均   
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日常食、精米、牛乳の80s r、 ＝Tc sの仝盟平均鎧  表－2  

E】常食  

採取欄間  ＝sr（pCi／人・日）  ＝Tcs（pCi／人・日）   

61年皮上期   2．2   4．9   
61年皮下川   2，4   5．0   
62年度上期   1．9   3，5   

㈱ 考   61年皮：31都道府県中均  
62年度：22都道府県平均   

採 取 期 間  ＝sr（pCi／kg精米）  l＝cs（pCi／厘帽米）   

一6（輝度8月－1月  0．3  1．4  61年度 9月－1月  0．2  1．5  僻     考  60年度－61年皮：31郡通府県平均   ■  
，ヽl  

句二寧L く 当三産土也）  

採 取 期 間  ＝sr（pCi／l）  ＝Tcs（pCi／l）   

61年 4月～ 6月   1．8   
61年 7月－ 9月   1．9   9．7   
61年10月－12月   1．5   7．7   
62年1月－ 3月   1．6   6．6   
62年 4月－ 6月   1．3   3．6   

61年 4月－62年 3月：  
備  考  16都過府県平均  

62年 4月～ 6月：  
11榔過府県平均   

牛苧L く ブ肖肇染上也 〉  

採取∴抑＝閻  90sr（pCi／り  －＝cs（pCi／l）   

61年皮上期   1．2   8．3   
61年皮下期   1．0   5．7   
62年皮上期   0．8   3．1   

備 考   61年皮：26都道府県平均  
62年皮：4府県平均   
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表－3  粉乳、茶、海産生物の80s r、 －＝c sの全国平均協  

採取期間  ＝sr（pCiノ   

61年床上糊   

粉苧L  ー＿′       四  61年皮下柑I 62年炎上期  四 ロ  備 考  田   

■＝cs（pCi／kg粉乳）  kg粉乳）   

l
 
n
り
 
3
 
 

6
 
1
 
■
〔
 
 メーカー、12紙料平均  

取 期 肌  ＝sr（pCiハg糊茶）  ■＝cs（pCiハg梢茶）   

採         61年度 5月－ 6月  田  1500  62年ま 5月－ 6月  田  四  備   考  3鼎、6地点平均   
海産生物 （魚発現）  

採 取 期 間  ＝sr（PCi／kg生）  ー＝cs（pCi／kg生）   

60年度 4月～ 3月  0．4  5．2  61年皮 4月－ 2月  0．4  7．6  備  考  29都適府県平均   
海産生乙吻 く 且覿 〉  

採 取 期 間  ＝sr（pCi／kg生）  ＝Tcs（pCi／kg生）   

60年度 4月－ 3月  8．2  1．4  61年皮 4月－ 2月  0．4  4．1  備  考  7県平均   
海産圭1三物 く 海港在炎口）  

採 

．取 勅 聞  ＝sr（pCi／k古生）  ＝Tcs（pCi／kg生）  60年皮 4月－ 3月  1．7  1，1  61年度 4月－ 2月  1．3  3．4  備  考  7県平均   
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Ⅱ環境に問する調査研究2  

（海洋、廃棄物）   



沿岸摘域試料の解析調査  

放射線医学総合研究所  

長屋 裕、鈴木 讃  

小村 滑、仲村良一  

1．純音  

前年度に引き続き、日本沿岸における放射性核種の動向を知るために、茨城県沿岸，瀬戸内  

海、東北地方および北海道沿岸から滑津試料を集めて13Tcs、＝s r、＝，・＝O puなどを分  

析した．現在までに得られた結果を報告する。   

2．調査研究の概要  

茨城県渦牒から、海水、預底堆積物、魚那、軟体斯1叩劇劇及び海藻を典めた。制戸内海か  

らは渦水および海底堆積物を、また三陸沖～北海道南西部沿岸からは魚斬および軟体顛を集め  

た．海底生物は450℃で灰化し、AMP法で1”c s、発煙硝酸填で＝s rを、またイオン  

交換法でプルトニウムをそれぞれ分離した．1”csおよぴ＝s rの測定にはガスフローロー  

バックグラウンドカウンターを用い、プルトニウムの場合はα線スペクトルメーターを用い  

た．   

3．結果  

表1に昭和62年1月操集の茨城沿岸魚凱表2に軟体斯（頭足熱）、衷3に軟体覿（月  

叛）、表4に甲奴斯及び表5に海藻の1＝c5浪皮を示す。瓜斯肪肉ではイシガレイの  

4．8 pCi／kg vetからマダラの9．7 pCi／kg9etの範囲であり昨年度の値とほとんど変わら  

ない．また魚耕内▲は筋肉よりやゝ低めであり、この傾向は従来と変っていない．軟体煎は二  

枚月、節足粕、甲殻煎共に昨年とほぼ同レベルであった．粥藻は昨年のレベルより幾分高いも  

のが多く1986年4月のチェルノブイリ原発群故の影聯によるものであるかもしれない．  

表6には、昭和56年～59年に集めた生物試料についてス＝・＝O p uを珊走した結果を示  

す．また囲1および園2には瀬戸内海における採掘地点およぴ1＝cs、＝，，＝O puの堆積物  

中軸直分布を示す．  
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表1．那珂湊一大沈周辺魚類の1＝cs浪度  

62Tl探娘  

157cs pci／kg wet  
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表2．那珂湊一大洗周辺軟休根（頭足析）のl＝Cs濃度  

－＝cs pCi／kg weヒ  
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表4．那珂湊一大洗周辺甲殻規の■＝cs濃度  
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タト だF の 何卒 村千 琵ノ呵 査  

放射線慣学総合研究所  

長屋  裕、中村  滑   

に
 
日
 
 
 

渡
、
 
 

言
年
に
 
 

緒
荊
め
 
 

た
 
 
 

l
 
 き続き、外洋における人二l二放射性核種の挙軌を知る  

本近海および北太平洋において採収した大屋梅7k試料  

（表而から海底直＿l二までの各層）と海底上作柄物杖状試料について  
1＝cs，＝9J 2－Opuなどを分析した。  
査
 
 

調
 
 

2
 
 

究の概要   
東京大学海洋研究所「白鳳丸」のKll－86－こi航海に際して、北太  
平洋北部のベーリ ング而およびアリ ューシャン列島両方の2点で  

海底堆構物をボックスコアラ一によって採取し、約30cm長の柱状  
得
 
 

を
果
 
 

斗
 
士
口
 
t
一
「
 
象
「
 
 

試
．
 
 
3
 
 

て、1～2 cm厚さの切片と して分析 した  

お
 
 

点
 
 

地
 
 

2
 
 

l
 
 

表
 
 

ける海底雌椚物「11の ■コ7cs および2＝′ Z一○【）lJ  

果
 
 

析
 
 

分
 
 

示
り
 
 

を
お
 
 

す。放射性核種は海底上作横物中で、10～20cm深まで  

、また表耐‾Fで棒大値を示す場合もある。   浸透し て  

＝＝川年～lg86年に北西太5l乙洋で測定  

の放射性核椰浪膿から計算した、海水  

射性降下物⊂P全量と比較した結果を図  

「－  物
 
 

税
 
 

び
 
 

よ
 
 

お
 
「
」
 
■
L
 
 

瓶
 
 

た
 
 

し
 
ぃ
 
l
 
 

h
「
一
こ
 
 

物
脱
 
 

税
一
 
 

任
 
 

上
 
 
 
 
○
 
 

お よ び  

に示す  

拇を肋  全
 
 
 

外洋では   

放射性核種の大部分は海水中に保存されていて、堆構物中には十   

放％以下が存在するに過ぎない。また、放射性降下物中の＝＝cs   
および＝9ノ ＝Opu 全塁は、海洋【いの全史と一致しない場合が多く   

特に北西太5F洋南部ではその傾向が著しい。  

4．考察  

外洋における堆硯速度は、数mm／ky とされているので、放射性   

核種の堆現物中への浸透は上位構後に上位椀物羊立子が海底生物によっ   

て撹乱されたためである と考え られる。  

海洋中での■＝cs および239ノ＝Opu 全丑（海水［I】全壷＋堆椴物   

中全史）が放射性降下物全員よ り かな り 多い場合は、北太平洋亦   

退城での大規模核実験の際の局地的降下物が北西太平洋「Pに保存   

さ れている ためと考え られる。  

ー79－   
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表1．1徹底堆椚物分析結果  
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表1．搬土の核種分析結果  （pCi／kg－dry）   
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表1．（つづき）  

DeptIl（c■）   

E 1985．g．26  広島湾  

U  ′・・－ 2  

2 へ・ 4  

4 一－ 6  

6 ・－・＋8  

8  一－ 1n   

lU 一－12   

12 へ′14   

11 ′－16   

16 一－18   

18 、・2（）   

2u  －－ 22   

22 ・－－ 24   

24  一－ 26   

26 ・－ 28   

28 一－ 30   
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32 一－ 34   

34 ・、 36   

36  へ一：ほ   

38 ・－ 4（】   

40 一－ 42   
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44  ■－－ 46   

46 へ′ 48   

48 一－ 50   

50 ・－ 52   

53 ～ 54   

54 －－ 56   

りー  B
 
 

5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
4
 
4
 
4
 
」
．
－
d
－
4
 
4
 
1
q
 
■
q
・
4
 
3
 
月
「
 
3
 
3
 
d
．
3
 
3
 
3
 
へ
J
 
【
J
 
 

±
 
±
 
±
 
±
 
±
 
士
 
±
 
±
 
土
 
±
 
±
 
士
 
±
 
±
 
±
 
土
 
±
 
土
 
士
 
±
 
士
 
士
 
±
 
±
 
士
 
±
 
±
 
士
 
 

5
 
2
 
2
 
⊂
J
＋
卜
0
 
■
q
・
∧
て
 
1
 
7
 
8
 
2
 
∧
J
 
7
 
1
 
n
U
 
l
 
1
 
7
 
0
〇
一
q
一
7
 
7
 
ハ
U
 
5
 
0
〇
 
一
り
．
d
．
〇
 
 
・
■
リ
 
⊂
J
 
5
 
に
V
 
亡
じ
 
仁
U
 
4
 
1
 
U
O
 
7
 
7
 
6
 
5
 
5
 
5
 
▲
∧
「
 
」
「
 
2
・
1
 
2
 
1
 
1
 
2
 
1
 
1
 
2
 
1
 
2
 
 

E
 
 

1
9
 
 

＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
 
 

N
 
 
 
Q
U
 
 
g
 
n
U
 
．
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
 

仙
川
 
 

4
 
 

3
 
 

＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
 

84  



シャツキー海嶺周辺海域（E点）における魚鞍ネクトンの  

放射能及び魚規マイクロネクトンの補足  

東海区水産研究所  
吉 田 勝 彦   

昭和59年正に行なわれた開洋九による桐盃坑儒及びマイクロネクトンの主要統（B点における  

調査結果、放射偉′くブタグラウンドを把塩ナるた捌こ必要と認められた分噴．対象唖）についてはiiり  
久、  

附こ邦貨した。ここ1十はネクトソ、マイクロネタトソの大皿探灘を目的とした中層トP－ル（椚口  

断面研250～300r㌔）、身網側長（65．5m）の操附こ上り採班された中・深層性魚研ネタト  

ンの分析結果と、分析対象毯には選定されていないが、ビンナガマグロ万どの大型魚仰の研生物と  

して変更であると考えられるハダカイワシ燐を主とした魚煩マイクロネタトンの内、採損凪が多か   

った10払について分析結果が関られたので合せて抑告する。   

分析試料の調整、分析方法は別報と史ったく同一である。   

中・探屈性＃頗ネクトンの分析結果を衰－1に、魚頬マイクロネタトンの分析結果を袈－2に示し 

た。採封沌滅の項で、E一（1＋2）とあるのは採瑛且が少なく、E－1、E－2、海域で採損さ  

れた試料を合せて一枚体として分析したことを示ナ。   

80co はすペての試料でまったく検出されなかったが、l！Tcsは7タロウナギなど三唖偶で快  

出限界以下であったが、分析した33検休中、30検体で検出された。魚額ネタトンの分析伯は  

前年度までに調査したB点、S点とほぼ同レベルである。マクロネタトソでの分析結某から、刑  

年度までにB点を中心として、両方のS卓、東方のE点ともに北西太平洋中郡の同一水塊である  

ことが放打＝たパックグラウンドとしても明らかにされたが、魚頬ネタトンの分析偶の三海域の比  

較からも険証された。ナカムラキンメ（8．8土0・3pCi／kgwet）、ポウズコソニ十ク（5・3士  

0．2pCi／kgwet）、デメェソ（6・0士0・4pCi／kgwet）など、栄棄段階の高い巾・深層比熱  

掛こ比較的高値が検出され、食物蓮主削こ上るl㍍csの生物浪掃の径路を示唆ナる結果も得られた0   

マイクロネタトン魚煩では、イサリビハダカ（臥3±0・4pCi／kgwet）、ハタトゥハタ■ヵ（7・0  

士0．6pCi／kgwet）が爪も嗣・った。これらの挽は、表尉近くまで分布し、また遊泳力の比較  

的大きな筋肉の発達した7イタロネタトンである。この上うな債向も前年度までに得られて舘月と  

と良く一致した。   

本年度の調査により、北西太平洋中部海域の中・探同性魚煩、マイクロネタトソの放射佗パブ  

‘ク〆ラウソドの大略を把捉出来たと考えられる。  
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封王マリアナ満点及び小笠原東南満城の深満性ソコダラ畑、  

ヨコエビ規の放射能  

渠梅区水産研究所  
吉山勝彦・11Ⅰ抽鮎二   

昭㈲60咋庇斎服九調迩航H引ま、5月21日から6月26日まで、文マリ7ブ・甑盆M点（120  

25′－13033′N、15l043ノー153054′E）と主掴混沌域とし、狛師抑削こ小笠原黒田汚城  

の3地点、S点（22030′－22048′N、149030′－150013ノE）、IE点（2イ020′－  

24021′N、146026′－146029′E）、OE点（26033′～26034′N、144034′～1440   

36′E）で行なわれた。  

渠マリアナ而立は亜烈用収敵組以南で北赤道源流域に位配し、駒年庇までに拘丑が行なわれた   

B点及び小笠原舟状蒔盆域とは、少なくとも表層～中層までの水塊をことにし、生物用がことな   

る。また生産力の低い而域として知られている。B点間辺海域の大洋底付近に生息する主要な深  

泥生物であるホカケダラ闇ソコダラ耕、」．∫i∫Gγと‘αやE・タry㍑仏∫などの大型ヨコエビの  

水平分布に関する知見を阿ること。即ち、刀ミヤリアナ渦盆史で迎抗して生息しているかを知るこ   

と。また抹附こ成功しその放勇‖た′くブタダラウソドを把過山楽れば、究てリアナ泥公海域は、ビ  

キニ耶（陀はじめとナるかっての核斑苑突抜現に近く、北赤道海流に上り直接蔦ば烏ているこ  

とから、現在でも深海底に生息する生物にその影響がみられるかも同時に判明する。  

これらの知見はB点を【卜しとして得られた海産生物の放射憶バックダラウソド値をもとに、投  

択抜の彫やを叫前評価ナるための逓申さ資料の一つとしてきわめて有意並である。史た、汚洋生物   

学の研究分野でも注目されるものである。   

本年度から採損方掛ま、トロールウインチを本格飢に奥附し「切り推し方式に上ろカゴ刑法」  

に全面的にあらためた。また、カゴ椚も従来の径90cqのものに加えて、径180用の大型カゴ  

椚を製作し、・小型カゴと大型カゴを連結して決課し、上り大型のソコダラ厨の採根を似待ナると  

ともに、採羅効串の改野を試みた。  

M点に於ては5回の既莱を行ったが、ソコダラ挿は3尾1．1kgが托封！されたのみであった。し  

かし、ヨコエビ炉は25kg、アシ叫l．軋m6尾870gが採封をされた。ソコダラ郁はC．ッ呵はー  

い＝＝、タコエビ抑ま大部分がノ・∫‘タ¢代目αであり、一郎、g．∫り〃“∫であることが叫門家  

に上り同定され、これらの探悔生物は北大平澤勲樟域の大洋正（水澤5．0001n以探）にも生息  

ナることが碓托された。  
】 －′パ、   

Sぷでは2同、Ⅰ．耳点、OE点では各l田津業したが、それぞれの胤点々ソコダラ方i3．2kg、  

1．7kg、8・6kg、ロコエビ類740g、1．100g、15gが採封皇された。径180cmの大型カ  

ゴ洞には、い‾才‘れの地点でも、大型ソコダラm（3－5kg／柁）のみならず、小型ソコダラⅢ  

（2～300g／尾）、ヨコエビmも入糾し、托g ocmのカゴ椚上りナぐれた独英であることが  

判明した。  

－き強－   



IE点で則ほれたソコダラ析もC．y呵“i比α‘と同定されたが、S点、OE点で則主された  

ソコダラ抑士、刑咋頂小生礁舟状派盆（水深3．500－4．000m）で托班されたC．¢γmα‘lL∫  

と北大平作海正5．000m以探に生息することが碓記されたC．ッd叩inα‘との中間的形質を示  

し、現在までの研究段柑では、それ以上の同定は田無であるとのことであったのて、C〃γyP∧α一  

拍∂id‘∫叩．とした。扶捷標本の一郡は研究用標本としてれレマリン間定し、噂門家にゆだね  

た。  

放射能分析は前年度まで同様に、各採班地点ごとに、魚体の大きさ別に灰化試料を銅盤し、r   

繰スベタトロノトリーに上った。   

澤海性ソコダラ粗とアシP科魚煩の分析結果を誠一1に、深海性ヨコエビ煩のそれを衷－2に  

示した。小笠原東南海域の3地点で採根されたホカケダラ尻ソコダラ研のImcさ濃度は昭和57  

年圧、59年庇の分析結果ときわめて良く一致し、体の大きさと157c5濃度とはきわめて良い相  

閑があることが四郎思された。渠マリアナ汚盆で抹班された、陸追420g、570gの試料の  

‖Tc5濃度は、1．05士0．28pCl／kgwet、1・13士0・23／kgwetであった○針点周辺而  

域及び′ト笠原訳柄海域で採班された同位の…cユ濃度と仲皿との相関此抜からは、400－500  

g迅のC．ッ呵“inα‘のIHc5法度は、3・OpCl／kgwet前後と推定される。したがって、訳マ  

リアナ海盆の海底付近の1ユーc5による汚染の唾旺は、飢生物と含めてB点周辺海域上り低く、ビ  

キニその他の核突抜の影軌ま詑められなかった。アシP糾魚併の一位のIHcユ濃度も0．73±0・2  

pci／kgwetと低く、ヨコエビ煩ノJ・タiタαれ‘‘dでは、まったく快山されなかりた耶と相まって、  

少くとも‖TCs の汚染に関しては、酎虔的Ⅳ軌ま詑められないと推定し侍る結如；拘られた．   

∽coに関しては、S点で採兆されたC8りP人α…；dり叩．（2．800g体正）に0．71土  

0・13pCl／kgvet、黒マリアナ海盆の」．∫り抑‘‘αの体重5g抜の試料から0．88土0．23  

pCi／kgwet、また、寧Og抜の大型個体の訳料からは、比較的高く●3・44士0・35pCl／kg  

Weしが険出された○荊年度までの靭並桔月主でも、80coの現境水中の浪庇は、‖Tcユに比べて不均  

一であり、海域に上り濃度がかなり異なることを示唆ナるデータが得られているが、今回の調査  

結果は、ほぼ同時仙こ同一而成で抹班された。ノJ・タi∫山‘αの20g臥60g抜及びど・∫rツー  

〃“∫にはまったく蚊山されず、相々スポット的に存在することが明らかになり、その挙動はきわ  

めて狸経である0 00coの汚染に臥しては、上り芯庶な銅盤研究が盟まれる。  
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深場底層流の調査  

気象庁海洋気象郎  

西山勝暢，網野正明，川江 訓  

日当智明，岡田良平，中村辰男   

1．緒言   

気象庁では低レベル放射性固体廃棄物の海洋処分候補沌域（300  

N，1470E付近）での沌洋環境調査において，深浦底層流の調査を  

行っている。前回の発表では，席底地形が流れに及ばす影響と，直  

径100km以上の高・低気圧性渦の存在について報告した。今回は，  

前回と同じデータを用いてスペクトル解析を行い，底層流の同相変  
動と渦の関連について述べる。  

2．調査研究の概要   

第1表に測点の位置を示す。第1図に1985年11月24日から1986年  

4月20日までの1時間毎のデータによる兼分，北分の流れのスペク  

トルを示す。エネルギーピークは，B－11－1の東分では 7．4日  

が最も大きく，次に半日周期の12．5時間，その次に22．2時間のとこ  

ろにある。北分では 3．7日が最も大きく，次いで 7．4日，22．2時間，  

12．5時間となっている。 3．7日の2惜の周期が 7．4日で，兼分では  

7．4日のピークが 3．7日より大きく，北分は逆に 3．7日の方が大き  

い。22．2時間と12．5時間のピークは，兼分ではほとんど同じである  

が，北分では22．2時間のピークは12．5時間よりかなり大きい。B－  

11－2の兼分は12．5時間が著しいピークを示し，2．3日，23．7時  

間にもピークがある．北分では兼分のような顕著なピークはなく，  

4．9日，3．0日，次いで26．3時間，20．3時間，12．5時間にみられ，  

B蠣11－1でみられた22．2時間のピークは2つに分けられた格好  

である。B－11－3の様子はB－11－1とよく似ているが，1  

日より長い間朋のピークはみられ窄い。   

エネルギー密度は，1日より長い周期の所で各点で101cM2＄，／day  

以上の値を示すが，B－11－2が最も大きく，B－11－1はそ  

れよりいく分小きく，B－11－3が最も小さい．1日より娼い周  

期の所では，ピーク以外の所で10 cm s day 以下の密度となってお  

り，B－11－1とB－11－3はほとんど同じ大きさであるが，  

8－11－2はそれらより 5～10倍大きい。   

次に，上に述べたスペクトルピークにみられる周期変動と渦との  

関連をみるため，第2園に1985年11月24日から1986年1月 5日まで  

の1時間毎の資料による約43日間のロータリースペクトルを示した  

（f＝2）。 B－11－1の反時計回りでは 3．6日，2．4日，21．2時間，  

12．卵寺間のスペクトルピークがみられ，時計回りでは1．8日，24．4  

時間，12．2時間にみられる。王ヨー11－2の反時計回りでは 2．8日，  

20時間，12．2時間に，時計回りでは 3．6日，24．6時間，12．2時間に  

－91－   



ピークがみられる。B－11－3の反時計回りでは18．9時間，12．2  

時間，時計回りでは 3．6日，24．4時間，12．2時間にピークがみられ  

る．  

3．結語   

く1）流れのスペクトルのピークは 7．4日，3．7日，22．2時間，  

12．5時間等がみられる。  

（2）ロータリースペクトルによると，3．6日のピークは8－11  

－1では反時計回り，B－11－3では時計回りであり，南北に的  

30浬離れたところの渦が逆回転していることを示している．   

く3）兼分・北分でみられる22－23時間周期のあいまいなピークは，  

ロータリースペクトル解析によると20時間前後の反時計回り成分と，  

24．5時間前後の時計回り成分とに分かれるようである。   

今後は測点配置を変えるなどして、渦の水平規模を調査していき  

たい。  

第1表  測涜システム蚊贋点  
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北太平洋西部海域の海水中のCs－134、Cs－137瀾度   

気象研究所 地球化学研究部  

0青山道夫 広瀬勝己 ♯ 猛 杉村行勇  

1986年4月26日のソ連チェルノブイり原子力発電所事故により大圭の放射能が大気中  

に放出された。放射能は5月3日頃日本に到達した。5月1ヶ月間に降下したCs－137は  

1960年以来核実験に由来するCs－137根丼龍の約1－4％に相当することがわかった。チ  

ェルノブイリ事故に由来する放射能は比較的短期間に海洋へ導入きれたため、海水中の  

物質の移流拡散等の良いトレーサーになりうる。今回は北太平洋西部および縁辺海表面  

水中のC＄－137とCs・134濃度、およぴそれらの鉛直分布を求めた結果を報告する。   

試水は1986年1月、6～7月、9月およぴ1987年8月の高風丸と1987年3月の長風丸  

の航海で採取した。採水重は、40－2500Lで、一郎の試料については、メンプレンフィ  

ルター（孔径0．45JJm）でろ過し、粒子状と潜存にわけて分析した。薄存セシウム同位  

体は、酸性集件下でリンモリブデン酸アンモニウムに吸着させ横縞した。Cs・137およぴ  

Cs－134の濃度は、γ線スベクトロメトリーにより決定した。   

事故後、2～4ケ月後の北太平洋西郎および縁辺海表面水中のCs－134とCs・137濃度を  

国1にしめす。従来、この海域では検出されなかったCs・134が、この時期300 以北の表  

面水中で観測きれた。一方Cs・137の場合、過去の核実験に由来するものが、表面水で4  

－6m8q「J存在する。今回の観測で、3J以北の表面水中のCs・137濁度がかなり高い値  

になっていることがわかった。また、Cs－137濃度は南へ行くに従って減少する傾向を示  

した。これらの結果は、チェルノブイリ事故に由来する放射能の降下が、主に300 以北  

で起こり、その影響が表面水中のセシウム風位休演度に現われたことを示している。   

図2には、チェルノブイリ事故以来、約3ヶ月後と約10ケ月後のC＄－134とCs・137の鉛  

直分布を示す。事故後的3ケ月の場合C＄－134の分布でみられるようにチェルノブイリ事  

故に由来する放射能の大郷分は、表面水中に存在し、300M探で、検出限界以下であった。  

また、水柱のCs－134の含量は、この地点の降下量とつりあっていることがわかった。一  

方、約10ケ月後には表面水中のCs－134漉度が約一桁減少した。   

粒子状Cs・134およぴCs－137を求めた結果を表1にしめす。粒子状Cs－137は、全体の1  

％以下で、ほとんど溶存していることがわかった。ただし、チェルノブイリ原発からの  

フォールアウトの影響が残る1986年8月の試料については、比較的高い粒子状Cs－134と  

Cs・137濃度が観測きれた。  

ー95－   



図1．北太平洋西部および縁辺海表面水中のCs－137，134濃度  

ND  
77土1．18  

●  l・  l・  l・  ■  ・   
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国2．Cs－134とCs－137漉度の鉛直分布  

＝030■ N 140000‘∈  

5  

27046■N 1300∠．5’E  

】0  
－○－  5  l－－○－－■  10  

‘○＋    －○・－  

＋⊂〉＋  

つ＋  

137cs   
100  

り4cs  134cs  り7cs   

・－○－   －・○－  

3 months a†ter  

13ムcs  Bq m－2  

Wa【er〔0lumnl10－198   

しand†allout  67 －210  

10 monlhs a†ter  

一っ4cs  Bqm－2  

Water ⊂0lumn l？、42   

しand†allout  9 －ム4  

表1．滴水中の粒子状及び薄荷Cs－137．134漉度  

P／To亡al  
冤  

1Par亡1cula亡e  
1－  

Sampllng da亡e Locatlon  DIssolved  
mB  

5．11 0．69  0．02  0．01  0．4  
3．51 0．う4  ND   

9．87 1．16  0．30  0．11  3  

2．30  0．37  0．23  0．11  9  

31．5 N145．3 E  

3  N137  E  

44．5 N140  E  
（C良一134）  

Apr．1986  
Jan．1986   

Aug．1986  

Har．1987  
Apr．1987  

27．7Iq130．7 E   5．54  0．65  0．06  0．01  1  

31．5 N145．3 E   9．37  0．99  0．01 0．01  0．1  
（130m depth）  11・28 1・21 0・01 0．01  0．1  

Particulate C＄meanS亡ha亡in residue onmembrane filter（pore size O・45fJm）・  
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カレイ科魚類拭料で観察された成長段階とセシウム濃度との関係  

㈲海洋生物環境研究所  

御圃生淳，富澤 利  

網田博史  

1．緒言   

財団法人海洋生物環境研究所は科学技術庁の委託を受けて，海洋環境放射能組合評価事業  

の一部を実施している。この委託事業で昭和59・60年に調べた海産生物拭料は，魚類119言式  

料．イカ・タコ頼23拭料，エビ類2拭料であるい2）。昭和60年産までの調査では，海産生  

物に検出された人工放射性核種は137cs に限られ，その襟度には，生物の種類による偏り  

がみられた。そして，硬骨魚類では，同じ種類に属する試料では，大きい魚体（高年令）の  

拭料が，小さい魚体（若年令）の拭料に比べて ■37cs 濃度が高い傾向があるように見受け  

られた。   

このような観察結果に基づき，59・60年に購入・分析した拭料のうち，種類別に分けて拭  

料数が多いカレイ科魚削式料の安定セシウム襟度を分析して，成長に伴うセシウムの蓄積に  

ついて検討した。  

2．珊査研究の槻要  

（1）輔査拭料   

昭和59年3月から60年12月まで，宮城，相島，茨城等7県の原子力発電所周辺海域におい  

て漁獲された，カレイ科に属するアカガレイ・ムシガレイ等7種，糾 27拭料を供き式した。  

各拭料の大きさは表1に示すとおり，平均個休垂景は58から 515gの間にあった。各拭料  

魚休筋肉郎の灰試料を分析したが，拭料の平均全長が20cm以下の場合は，頭，軌 尾，軌  

内職を除いた残りの部分を内部とした。  

（2）1ユーcs と安定セシウムの分析   

＝7cs は，灰拭料約60gを用い，r線分光分析（計測時間：約8万秒）により分析した。   

安定セシウム（133cs）は放射化分析により分析した。137cs の分析に用いた灰試料か  

ら約500鴨を綿分により分取し，熱中牲子葉 8×10－3n／cd・秒，照射時間：約20分で放  

射化し，30～■38日間冷却した後，生成した】＝csをr線分光分析（打珊時間1000秒）で  

計測した。安定セシウムの濃度は，同一条件で照射した標準拭料との比較により求めた。  

（3）柵査結果   

灰拭料中のセシウムの分布状態を見るため，同一灰拭料（ムシガレイ：島根海域，昭和5！）  

年12月採取）から珊定拭料5検体を分取して，安定セシウム濃度を分析したところ，その他  

は，14．8から16．1〝gハg一生鮮物 の範囲に入り（平均値15．6／Jg／kg一生解物），かなり良  

く一致した。これにより，灰試料中の安定セシウムは，拭料申に均一に分布しており，安定  

セシウムの分析値は灰試料の代表値として使用しうると考えられた。   

供拭したカレイ科魚類試料が漁獲された海域は，表1に示したように，太平洋沿軋 日本  

海沿岸及び伊予削こわたっている。これらの海域の海底に近い深度の海水の137cs濃度は，  

本事薫の海洋放射能珊査によれば，昭和59年においては0．09～0．14pCi／β‖，また昭和60  
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年においては 0．09～0．13pCi／gの範囲Z）内にあり，海域による差は組められていない。   

これらの海域で漁獲された 27拭料の内部中の安定セシウムとl＝cs の分析結果は，表  

2に示すとおりである。   

安定セシウム濃度は5．5～15．8〟g／kg生鮮物 の間に分布し，平均個体重圭の増加に伴い  

安定セシウム濃度も高まる傾向が見受けられ，両者の関係は次式により表すことができた。  

Ast ＝11．6 × W ＋ 7．86  （1）   

Ast：拭料の安定セシウム濃度（〝g／kg一生鮮物），W：試料の平均個体重宝（kg）  

137cs 濃度は 2．5 ～ 7．5pCi／kg生鮮物 の間に分布し，安定セシウムと同様に，平均  

個体重宝の増加に伴って増加する傾向を示した。試料の137cs 濃度〔A．”（pCi／  

kg生鮮物）〕と平均価休重宝との関係は，（2）式で表された。  

A■ユー＝ 6．18 × W ＋ 3．37  （2）   

拭料の安定セシウム濃度と137cs 濃度との関係は次の（3）式で表された。  

A137＝ 0．37 × Ast＋ 0．88  （3）   

拭料中のセシウムの比放射能は表2に示すとおりである。魚体が小さい試料では，1＝cs  

濃度が低いためにばらつきが大きいが，魚体が大きい拭料では，比放射能値のばらつきは小  

さくなり，比放射能の平均値 0．47 pCi／〟g の周辺に収れんするようである。なお，海水  

中の安定セシウム濃度は 0．4〟g／戚 前後とされており3），この調査期間中の海水の比放射  

能は0．2～0．4（平均：0．3）pCi／〃g の範囲と考えられ，カレイ料魚類拭料の比放射能値  

に近い植となった。  

3．結語   

太平洋沿岸，日本海沿岸及び伊予灘で漁獲された，欄体東宝（生長段階）の異なるカレイ  

科魚類試料について．内部の安定セシウムと －37c5 の濃度を求め，それらの濃度と成長段  

階との関係を検討した。その結果，魚体が大きくなるに伴い，両核種とも濃度が高くなるこ  

とが紘められた。  

1）弟27国環境放射能輔査研究成果論文抄録集（昭和59年度）科学技術庁p144～147  

2）弟28回環境放射能網査研究成果始文抄録集（昭和60年度）科学技術庁p126～128  

3）H．J．M．BoNen，EnvironmentalChenistry ofthe Elements，2．TheI7ydrosphere，P13～29  

Acadernic Press（1979）  
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表1．カレイ科魚類拭料の採取海域と拭料の大きさ  

紙料の欄相  採取粕域  撫膵咋月lヨ           平均全長  
（c爪）   （cm）   （g）   

アカガレイ  招こ伺  198イ．3．8  301二 4  2∩．0／36．・0   

′／  福 井   ′′ 3．9  27±1  25．0／30．0   

′′  ／′  〟10．23  33± 2  368  

／′  ′′  1985，2．20  36± 3  463  

′′  福井郡1  ′′12．4  30±l  28．0／33．0   245  

′′  福井節2   〝12．5  30±1  27．5／33．0   235  

ムシガレイ  

′′  愛 媛  1985，1．18  19± 2  

′／  茨 城  1984，11．24  26±1  

ノ′  島根  〝12．10  32± 2  

′／  ′′  1985，9．20  30± 2  26．5／32．5   320  

′′  ′′  〝10．25  

／′  ′′  ノ′  21±1   

愛媛  

′／  ′′  〝 6．24  20± 2  17．0／25．0   

宮城  〟12．6  29± 3  23．5／38．0   316   

′′   福島第2   〝10．19  24± 2  22．0／27．0   206  

′′   ′′   〝   20±1  19．0／22．0   

マコガレイ  〟 6．21  34± 2  32．0／40．0   515  

〝  〝  ′′12．9  21±1  18．5／23．0   

′′  ′′  〝6．21  360  

ミギガレイ  

〝  19．5／24．5  

イシガレイ  静岡  95  

′′  
／／  ′′12．13  282   

′′  
ニう18  

324   
／′   
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表2．カレイ科魚類拭料の安定セシウム及びl＝cs濃度  

＝3cs   137cs   
試料の種類  供拭部位  

比 放 射 能  
（PCj／〃g）   

アカガレイ  肉郎●  4．36 ± 0．59  0．41 ± 0．06  

′′  ′′●  11．39 ± 0．40   4．45 ± 0．56  0．39 ± 0．05  

′′  内部   12．84 ± 0．27   5．40 ± 0．46  0．42 ± 0．04  

ノ′  
／′  13．65 ± 0．30   6．13 ± 0．44  0．45 ± 0．03  

ノ′  ′′  15．40 ± 0．34   7．20 ± 0．77  0．47 ± 0．05  

′／  〝  15．46 ± 0．31   6．47 ± 0．71  0．42 ± 0．05   

ムシガレイ  ′／  13．23 ± 0．36   6．23 ± 0．47  0．47 ± 0．04   

′′  肉郎 ●  9．97 ± 0．48   4．11 ± 0．67  0．41 ± 0．07  

′′  〝  ●  11．22 ± 0．45   5．41 ± 0．61  0．48 ± 0．06  

ノ／  肉郁   15．58 ± 0．153  7．45 ± 0．52  0．48 ± 0．03   

′／  
／／  14．80 ± 0．34   7．09 ± 0．58  0．48 ± 0．04  

′′  〟  15．80 ± 0．40   5．70 ± 0．96  0．36 ± 0．06  

〝  ′′  11．74 ± 0．38   4．33 ± 0．69  0．37 ± 0．06   

メイタガレイ  肉都 ●  9．77 ± 0．61   3．23 ± 0．67  0．33 ± 0．07  

′′  〝  ●   8．52 ± 0．60   2．71 ± 0．72  0．32 ± 0．09  

マガレイ  肉都   12．54 ± 0．34   6．05 ± 0．73  0．48 ± 0．06   

／′  〝   g．48 ± 0．72   4．83 ± 0．91  0．57 ± 0．12  

〝  ′′   6．04 ± 0．84   4．10 ± 0．97  0．68 ± 0．19  

マコガレイ  〝  9．37 ± 0．69   5．00 ± 0．44  0．53 ± 0．06   

〝  〝  5．78 ± 0．75   2．45 ± 0．80  0．42 ± 0．15   

／′  〝  8．50 ± 8．76   3．40 ± 0．91  0．40 ± 0．11   

ミギガレイ  内約●  3．82 ± 0．54  0．62 ± 0．14  

′′  ′′●  5．52 ± 0．92   2．99 ± 0．54  0．54 ± 0．13  

イシガレイ  〝◆  9．02 ±1．48   3．92 ± 0．63  0．44 ± 0．10  

／′  肉郁  8．10 ± 0．83   4．04 ± 0．56  0．50 ± 0．09  

′′  ′′  7．57 ± 0．58   4．53 ± 0．36  0．60 ± 0．07  

′′  ′′   10．21± 0．73   5．06 ± 0．62  0．50 ± 0．07   

肉鮎● 全長が20cm以下、又は扁平な体型の椚斗免など、筋肉を背骨から効  
率良く切り取ることが難しい場合に、背骨の付いた筋肉を分析した  
ことを示す。  

ー101－   



海底土における放射性核種の分布  

㈲海洋生物環境研究所  

富澤 利，桐田博史  

御圃生淳  

1．緒言   

原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能紳査1・2）において，昭和59・60年に採  

取・分析した海底土100拭料に検出された人工放射性核挿は■37csのみで，検出下限値を超  

える分析値が得られた86拭料のl＝cs濃度は．19から423pCi／kg乾燥土までの幅広い範囲に  

分布していた。このような海底土の幅広い】81cs濃度の変動傾向を珊べることを目的として．  

種々の海域で海底土拭料を柱状に採取し，表面から探さ方向に層状に分画し，各層をシルト  

葉と妙に分別して，それらの137cs濃度を求め，分布を検討した。  

2．網査研究の概要  

（1）海底土拭料及び分析法   

綱査対象試料は表1に示す宮城海域など6海域で，日水研型柱状採宛器を用いて柱状拭料  

を8から15c爪の高さで採取した。これら拭料は2あるいは3cm厚さで層状に分爾し，さらに  

各層について礫（粒径21t以上），抄（粒径2～0．07411）及びシルト菜（粒接0．07411以下）  

の3区分に人工海水を用いて湿式蹄分けを行った。礫は棄却し，砂とシルト葉は乾燥・粉砕  

して．約100gを用いて打珊時間16万秒でr線分光分析を行い＝7c5濃度を求めた。  

（2）押査結果   

網査結果は表1に示すとおりである。   

① 海底土の牲状   

礫が穂められた海底土拭料は，拭料番号．恥1（1％），恥2（0．け名），恥3（5％），及び仙4  

く3％）で．これらは宮城及び茨城海域より採取水深86～141mから採取されたもので，これ  

らは各分両肩においてはば一定の礫含有率を示していた。   

シルト賀の割合の多い拭料は，表1に示すように恥5と恥6で，仙5では各分画屑ともシ  

ルト葉含有率が99％以上．また仙6では各分画層とも93％程度のシルト栄含有率を示し，シ  

ルト質の鉛直分布はほぼ一様になっている。恥8ではシルト資は約80％を占め，他の拭料で  

は18％（恥1）から50％（恥3）の間に分布している。   

シルト架の割合と採取水深との関係をみると，恥5の拭料は採取水深525mで最も深く，  

シルト質の割合が最も高く．また最も浅い恥9のそれは64mで．シルト質の割合は19％程度  

となっている。この両者の間に入る採取水深から採取した拭料のシルト貿の割合はこの両者  

の間に入り，採取水深が潔いはどシルト質の割合が高くなる傾向が見受けられる。また含水  

率をみるとシルト菜の含有率の高いほど含水率が高い傾向が見られる。   

② 海底土表面層における137c5濃度   

各海底土拭料の表面層．すなわち第1分画層（0～2あるいは0～3c爪屑）におけるシルト  

賓の13Tcs濃度は，rh5で384pCi／kg乾燥土，仙6で236pCi／kg乾燥土，恥8では183pCi／  

kg乾塊土となっている。これらは何れも採泥水深は200m以上で，シルト菜食有率も錮％以  

上である。しかし，その他の試料では．100（軋10）から149pCi／kg乾燥土（軋7）の間に分布  
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している。茨城海域の3拭料（軋2，3及び4）は102から128pCi／kg乾燥土でほぼ同じレベル  

であり，これらの採泥水探は86～98m，シルト紫含有率は35～78％となっている。   

他方，弟1分画層における抄の137cs濃度は，軋5の抄を含まない拭料を除いて，27から  

68pCi／kg乾燥土の間に分布し，シルト質のそれの2分の1から8分の1とかなり低くなっ  

ている。茨城海域の3拭料の砂の13Tc5濃度は28から39pCi／kg乾燥土の間に，また福井第  

1・第2海域の3拭料は31から68pCi／kg乾燥土の間に分布している。   

表1に示すように．シルト質と砂の比とそれらの＝7cs濃度から，2¶以下の粒子の  

187c5濃度を求めた合成＝7cs濃度は．同時に採取した放射能網査拭料（21t以下，3cm隆義  

両肩）の＝7Cs濃度に近い値となっている。   

⑧ 海底土中の137csの鉛直分布   

a）シルト質における分布   

シルト賀における137csの鉛直分布には3つのバターンが組められる。その節1のバター  

ンは，恥5と恥6の採泥水深の疎い測点から採取した柱状拭料で，】3Tc5濃度が表面から喋  

くなるにつれて順次減少傾向を示すものである。恥5の場合，＝7c古漬度は弟1分画層の384  

pCiハg乾燥土から弟6分画層の32pCi八g章乞壌土に約12分の1に，また恥．6の拭料では界1  

分簡眉の236pCi／kg乾燥土から第6分両肩（10～12cm）の38pCi／kg乾燥土に約6分の1に順  

次減少している。両拭料ともシルト紫が90％以上を占めている。   

弟2のそれは，恥1や恥7などで，表面からの深さに関係なく＝7c5減便は，はぼ一定の  

値をもつバターンを示す場合である。この場合には弟1分画層のt37cs濃度は102から149  

pCiハg乾燥土の間に分布しており，これらの健が下層に及んでいる。これらの拭料は，採  

泥水探は64から141mの間で，シルト架の割合は，19から50％の聞にある。   

弟3のバターンは，恥8にみられるもので，弟1分両周で＝7cs濃度が高く，界2分爾層  

以深でほぼ一定の】37cs濃度を示すものである。この事例は1例しかないが，採泥水探は220  

mと比較的深く，シルト葉は80％である。これは第1と第2のバターンの間に位善している。   

b）妙における分布   

恥5を除いた拭料の抄のl＝c5濃度は，シルト常における－37cs濃度の分布を反映してい  

るように思われる。  

3．結語   

太平洋沿岸や日本海沿岸等の水深64から525mの測点より採取した柱状海底土拭料を深さ  

方向に層状に分画し，これをさらにシルト架と妙に分別して＝7c5の鉛直分布を調べた結果．  

＝7cs濃度の分布に，①海底土表面から深さとともに濃度が減少する，⑨探さによって  

13Tc5濃度はほとんど変わらない及び⑧表面層でl＝cs濃度が高く，それ以探ではその濃度  

より低い値ではば一定の債を示す，の3つのバターンが縁められた。本桐査における柱状拭  

料では表層部分の13Tc5濃度は．①のバターンを示すとき＝7c5濃度は最も高く，②のバタ  

ーンでは，最も低いl＝cs膿まを，そして⑧のバターンでは，①と②の間の137cs濃度を示  

している。   

参考文献   

1）第27回環境放射能調査研究成果強文抄録集（昭和59年虔）科学技術庁，P．90～93   

2）第28国環境放射能網査研究成果論文抄嫁菜（昭和60年度）科学技術庁，P．126～129  
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原子力発t所等周辺海域の漁場における海洋放射能調査  

㈲海洋生物環境研究所  

敦賀花人，酉薗敏則．富澤 利  

山田耕軋 御薗生乳○網田博史  

1．緒言  

本鋼査は，昭和59年以来．原子力発電所等周辺の海域における主要な漁蟻の放射能調   

査を実施し，その海域における放射能レベルとその変動傾向を鋼ペ，科学技術庁が行う   

海洋環境放射能の総合的評価に資することを目的としている．  

2．礪査研究の概要  

（1）鋼査方法  

昭和61年まは宮城．福島弟1・第2，茨城．新潟，福井弟1・弟2，静岡，島根，愛   

嬢，佐賀及び鹿児島海域において，海水・海底土拭料の採取湘点及び海産生物拭料の種   

類が原子力施設周辺放射線監視事業と重複しないように実施した．海水・海底土拭料は   

年に1回（6月上旬～7月中旬），各海域4測点で採取し，海産生物拭料は各海域3魚   

種の漁獲物を，年に2回（5月前後と10月前後）購入した．  

海水・海底土の測点は．海底が抄海賀である所とした．海水試料は各測点で表面水と   

中層水を採取し．海底土拭料は海底土表面から探さ約3cmまでを採取した．海産生物拭   

料は当按海域で漁獲量が多く，かつ，定着性が強いと考えられている魚種を遇定した．  

海水拭料は†Osr と放射性セシウムの放射化学分析を行い．さらに，珊査海域別表面   

水合成拭判（各海域の4測点分を合併）12佃を作ってr線分光分析し，t＝cs と137cs   

の濃度を求めた．海底土・海産生物（内部対象）拭料はr線分光分析を行った．  

（2）押査結果  

海水拭料の放射性セシウム分析催lま1＝Cs の軒数効率を用いて求めた値であるので，  

131c5 を含む拭料では，真億より少し低い値を示す． そこで．昭和61年5月の月間降   

下物の1＝c5 と137c5 の存在比，調査海域別表面水合成試料の分析億等を利用し．放   

射化学分析健から131cs．1＝cs 等を分別算定した．131cs 算定値とI37cs 算定   

値の和を放射性セシウム健とし，90sr 分析値と共に，表1に示す．  

昭和60年l）と昭和61年の？Osr 濃度の間に善があるかどうか，2群の各平均値の差を，   

沿岸域・採取層別に検定したところ（ウェルチの方法，危険率5％），どの拭料の場合   

も有意な羞は観められなか．った．  

放射性セシウム濃度についても，昭和60年l）と昭和61年の年による善の有無を ＝sr   

と同様に検定したところ，濃度の増加が縁められた海域と経められない海域があった．  

海底土拭料の分析結果を表2に示す．検出された人工放射性核種は＝7cs に限られ，   

検出下限値に達しない拭料は砂成分の占める割合が多いものであった．検出下限値を超   

えた1＝cs 濃度の範囲は，昭和60年拭料l）が示した健と同等のレベルであった．  

海産生物拭料の＝1cs 及びl＝cs の分析結果を表3に示す．1＝c5 は魚類22拭料   

に検出され，その濃まは 0．7 くムシガレイ）から 4．2（マダラ）pCiハg生鮮物までの  

ー1（光一   



す ～，匂わ曾勅・・  

間にあり，また．ミズダコで 0．7．コウイカで1．3pCiハg生鮮物の各1例があった．  

このはか，川bRu（ムシガレイ11．5，エビ類3．5），川3Ru（キチヌ8．0），＝○れAg（エビ類  

1．2，3．3，5．2）が検出された（単位：PCi／kg生鮮物）．   

昭和59年以来この事薫で輔べた海産生物拭料を種類別に分類した後．これらの生物群  

を拭料の漁獲月日により．ソ連原子力発電所事故が発生した昭和61年4月26日の前と後  

表1．海水拭料の90sr と放射牲セシウムの濃度レベル（1986年）  

単位：PCi／彪  

採  ？Osr   放射性セシウム  
硝査海域   嵩   

最小値  最大値   最小怯  最大健   

宮城  

中層    0．078±0．006 0．085±0．006  0．10±0．01 0．12±0．01  

福島弟1  

中層  4  0．079±0．006 0．088±0．006  ■ 0．09±仇01・0．12±0．01  

相島第2  

中層  4  0．066±0．006 0．091±0．006  0．09±0．01 0．11±0．01  

茨城  

中層  4  0．071±0．006 0．088±0．006  0．10±0．01 0．12±0．01  

静岡  

中層  4  0．047±0．005 0．085±0．006  0．03±0．01 0．16±0．01  

新潟  

中層  4  0．056±0．005 0．081±0．006  0．07±0．01 0．09±0．01  

福井第1  

中層  4  0．084±0．006 0．096±0．007  0．09±0．01 0．13±0．01  

福井弟2  

中層  4  0．073±0．006 0．089±0．006  0．11±0．01 0．13±0．01  

島根  

中層    0．077±0．006 0．092±0．006  0．12±0．01 0．14±0．01  

愛媛  

中層  4  0．084±0．006 0．094±0．007  0．14±0．01 0．18±0．01  

佐貫  

中層  4  0．072±0．006 0．100±0．007  0．12±0．01 0．15±0．01  

鹿児島   

中層  4  0．086±0．006 0．097±0．006  0．10±0．010．15±0．01  
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の二つに分けた．各群の拭料数が5価以上あるものについて．事故の前と捜で ＝7c5   

膿まに善があるかどうか．各群のl＝cs 濃度平均値の菱を検定（ウェルナの方法，危   

険率5％）した．スズキ科，タイ科，カレイ科．硬骨魚類全体．イカ類では有意な濃度   

相加が組められ．タラ科，タコ類では経められなかった．1＝cs と13Tcs のチェルノ   

ブイル事故降下物中存在比を利用して．事故起因の137cs の濃度を拭料ごとに算定し，   

この債をl＝cs の全濃度からそれぞれ差し引いた健をみると，昭和60年の硬骨魚頼拭   

料1〉が示した13Tcs 濃度レベルとはぼ同等であった．  

3．総括  

昭和61年度「原子力発電所等周辺海域の漁場における海洋放射能綱査」により闇ペた   

海水・海産生物拭料には．チェルノブイル原子力発電所事故に伴う降下物がもたらした  

131cs と13Tcs か，従来からあったlユ7cs に加わって換出されたものがあった．こ   

れらの拭料については，チェルノブイル事故起原のl＝cs・137cs と，既存の13Tc5   

とに分けて各濃度を算定した．また，1＝Ru が魚耕1例とエビ類1例，lObRu が魚類  

1例，llOれAg がエビ類3例に縁められた．海底土には，前年と同程度の濃度範囲に人  

る137cs だけか検出された．  

衰2．海底土拭料の137cs 濃度レベル（1986年）  

単位：PCi八g乾撮土  

珊査海域   拭 料 数   最小値  最大値   

宮  城   48± 8  62± 8   

福島第1   4（1）   48± 8  64±10   

福島第2   46± 9  80±10   

茨  城   4   57± 9  94±11   

静  岡   68±11  92±12   

新  潟   4   112±16  381±柑   

福井弟1   4   61± 9  303±17   

相井弟2   72±10  286±15   

島  根   4（1）   42±10  81t10000 

愛  媛   4   62±12  82±17   

佐  箕   4（3）   38±10   

鹿 児 島   4（2）   37±12  53±14   

注）拭料数の偶に（n）として記した数は，4拭料のうちn価の拭料が検出下限値以   

下のl＝cs 濃度であることを示す．この場合．最小値の偶に記した13Tcs 濃度は，   

検出下限値をこえる137cs 濃度についてみた最小値である．  
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表3．海産生物拭料の＝1cs 及び1＝cs 濃度レベル（1986年）  

単位：pCi／k生鮮物  

種  
13●cs  

類  137cs     拭料数 最小横  長大使  拭料歎 最小値  最大値   

魚  類   82  3．9±0．5 19．9±0．8   22  0．7±0．1  4．2±0．3   

ニ ギ ス 科   1  10．8±0．4   1  1．5±0．2   

ア ナ ゴ 科   3  4．0±0．5  6．4±0．4   1・ 0．9±0．2  

ポ  ラ  科   1  5．3±0．8   

ア  ジ  科   2  7．6±0．4  9．4±0．8   

ハタ ハタ 科   2  4．9±0．4  4．9±0．3   1 0．8±0．2  

ス ズ キ 科   5 13．1±0．4 17．7±0．5   1  1．5±0．2   

エ  ペ  科   3  6．6±0．5  8．5±0．6   1 1．5±0．2  

メ ジ ナ 科   2  5．1±0．7  6．8±0．5   

イ サ キ 科   2  5．7±0．7  5．9±0．7   

タ  イ  科  11 5．8±0．4 13．2±0．5   41．1±0．22．8±0．2  

ベ  ラ  科   1  6．8±0．9   

カ ワ ハギ科   1  6．2±0．5   

カ サ ゴ 科   2  7．7±1．2  7．8±0．7   

ア イ ナ メ 科   3  6．7±0．5 13．4±0．6   1 2．1±0．2  

コ  チ  科   3  6．4±0．5  8．0±0．4   

ホ ウ ポウ 科   1  9．8±0．6   

ヒ ラ メ 科   3  7．4±0．9 12．7±0．4   

カ レ イ 科  17  3．9±0．5 11．4±0．7   40．7±0．11．3±0．2  

ウシノシタ科   3  4．9±0．8  5．1±0．5   1  1．2±0．2   

タ  ラ  科  12  6．7±0．6 19．9±0．8   4  0．9±0．2  4．2±0．3   

チゴタ ラ 科   3  9．9±0．5 11．3±0．7   31．4±0．22．0±0．3  

アカ エ イ 科   1  8．9±0．5   

イカ・タコ頼   13（3）1．4±0．4  3．2±0．3   20．7±0．21．3±0．3  

イ  カ  類   6 1．9±0．3  3．2±0．3   1  1．3±0．3   

タ  コ  頼   7（3）1．4±0．4  2．5±0．5   1  0．7±0．2   

エ  ビ  類   3  4．3±0．4  5．0±0．5   1  1．3±0．3   

注）拭料数の偶に（n）として記した数は．拭料歎のうちn佃の拭料が検出下限健以   

下のt37c5 濃度であることを示す．この場合，最小値の将に記した＝†c5 濃度は，   

検出下限値をこえる】37cs 濃度についてみた最小値である．   

131cs 閣の拭料敷は，l＝cs が検出された拭料敷である．  

1）弟28回環境放射能網査研究成果始文抄録集（昭和60年度）科学技術庁，p．126～129．  
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海 産筐 ヨ三 q勿 Elコ の 放 頁」t －1吐  

ゴび よ こド 安 元三 食良iニ  ー＝） しヽ て  

㈲ 日 本分析セ ン タ ー  

0深沈弘子、樋口英址   

1．緒言  

昭和 5 3 年度よ り 班鳩可】の放射性核種の淡皮と その分布を氾過  

するための一旗と して）我が凰近海の各便海産生物中の放射性は硬  

およ び安定元素の分析を行い、両者の㈲係について検討 して きた。  

そ の 内、今年度 は 顕 に つい て 軸上告す る。  

2．洞査研究の闇≡璽   

（1）分析対象拭料 に つ い て  

昭和 5 3 年良か ら今年度ま で引 き 続き、回避性生物の代表  

と してイ カ を、沿岸他生物の代表と して貝類を分析対象書式料  

と した。拭料の楳収地点は北海道か ら 沖縄ま での 9 地 点 と し  

た。   

（2）拭料銅製お よ び測定 に ついて  

イ カ はすべて内職のみを使用 し、貝類はむき身を使用 した。  

拭料は大型咄鮎皿に入れ、105■ c で乾燥 した。こ れを電気  

炉に入れ450● cで2い噂l印加納灰化 し、放冷後、灰を書鑓指乳  

鉢で良 く すりつぶ し、350〃所以‾F と し、分析、測定紙料 と し  

た。  

放射性鎚はゲルマ ニ ウ ム半導体城山器に よ る γ 線ス ベクト  

ロ メトリ ーで定止 した。安定鋭については放射化分析法に よ  

っ て定重 し た。  

1一年皮の 9 年間の木掴査で得られた海産生物中の  

一＝■ A g、■＝■∧ g お よ び安定銀の紹果を表 －1に 示 し た。   

＝＝ A g は毎年、北海道か ら沖納ま での イ カ（内臓）、貝類（  

カ キ、オ オ エ チ ュ・ウ バイ、サザエ、ス イ ジガイ、ク モガイ）に微  

量なが ら検出 さ れた。ま た、－＝■ ∧ g は昭和 5 3、5 6、5 7、  

5 9 年度に採取 さ れた イ カ（内臓）、カ キ に数pCi／kg検出 さ れ  

ていたが、昭和 61年度に は イ カ（内槻）、サ ケ（内解）、月額に  

数十一致宵pCi／k8生と昭和 6 0 年皮ま での数十～数百倍 もの  

l＝■ ∧ g が牧山 さ れた。   

安定銀については電咋、散二百一致千 〃 g／k8生と 商い甘皮を示  

し た。  
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葬－．1昭和53～昭和61年度採取海産生物中の．108mAg，1日†A牒  
採 取 地 域  唖  規   慄   明   日  ∧g  ■＝■∧g  

〃‡／kg址  pCi／座生   PCi／kg生   

スルメイカ（イカ）（内輪）  l．4土0．23  1．1土0．50  
510± 9  0．87±0．川  

56．10．8  1700士30  2．1±0．19  8．2±0．35  
北 渦 遁  5 7． 9． 3   1280土100   1．9 ±0．38   0．91士0．19  

58．118  ltUOfr 100 1．2±0．1d  
泊 地 区  59．10．20  910±50  0．83±0．16  

6U．】l．1  860±40  1．3士0．41  
6111．10  970±50  290士3  

サケ（内墳〉   6110．22  15±1．1  
丁 ワ ビ   61 11 10  111±7  18  士1．Z   

スルメ イ カ（イ カ）（内臓）  53．1Ⅰ22  1．2±0．ZO  2．0 ±0．41  
5dl122   590土IZ  1．3±0．37  
55．7．1l  g川土15  1．1±Q．Z7  

宮 城 県                   丁カイ カ（ム‖キイい（内臓）   57．8．25  ‖00±＝川  2．4±0．Z6   2．9 ±0．46   
カ キ   7．11  9   10U士 川   0． ±0．Zl   l．5 ±0．37  

女 川 地 区                   スルメ イ カ（1イカ）（内関＝  5 9． 9． 1   770土ノ川   0．g7±0．Zl  
カ キ   5 9．1［．24   1390‡ 70   1．1±0．17   
スル′ イ カ（内料）   61   8．11   910± 50  イ10  士2  
カ キ   61 10．26   74U‡ 川  ‖  ‡2．1   

スルメ イ カ（内輪）   5 6． 9． 2   680±15   1．8 ±口．19   3．7 士0．＝  
57．n．10  610士30  1．8±0．】7  

サザ●ェ  
l．2土0．28  

58．9．10  360土30  1．3土0．Z3  
双 京 涌  58．7．1l  660±相  1．2土0．1Z  

6U．6．24  590士30  1．4±0．38  
616．30  730土イ0  11q土2  

アサリ  61 6．3P  170士 9   10±0．6  

小笠順＝庄内  丁カ イ カ（トビ川）（内職）   5 3．11 14  4．1±0．62   9．8 士1．4   

／＼ 文 鳥  ヤリ イ カ（内輪〉   5 7． 1 2g   6用± 20   2．1±U．22   3．5 ±0．57  
赤イ カ（内輪）   6 0． 6．ZO   ‖川‡ 20   1．3 ±0．25   

甘 木 打¢  スル′ イ カ（内臓）   5 5． 7． 1   180D± ZO   2．0 ±0．19   3．3 ±0．76   

スルメ イ カ（内輪）   5 4．11．25   1900±10   2．1±0．23   2．7 士8．40  
力 メ■ エ ッ チ ュ ウパイ   5 4．11．25   91nO± 40   6．9 ±0．28  

55．9、8  4100±30  2．6土0．39  
新 和 舟                                   スルメイカ（内臓）  56．7．1  940±11  1．2±0∴＝   5．0 ±0，22   

57．7．7  120ロ‡＝川  1．1±8．15  
鮪 窮 地 区  

3．0士0．32  
59．6．26  135U士70  D．且3±0．Zl  
616．29  132n±70  260±2  

タロアワビ  61  6．30   530士 30   
才 力■ エ ッ チき ウパイ   

20  土0／8  
61 11  3   ZlOO土‖川   1，3 土0．Z6  

スルメ イ カ（内蝉＝   5 6． 6．2も   1600士 20   2．2 ±8．28  5．7 ±0．42  
ほ 井 県  57．6．2l  Z＝川±＝川  2．T士0．20  6．0 ±0．45   

〝  5a．＋7．】＝  1100＋100  11士O19  
立 石 地 区   59．7．29  1270±60  1．3 士0．19   

丁オリ イ カ（内榊）  
1．2±0．33  

6】10．9  Z70±10  
サザエ   

31±2．2  
61  6． 4   378士 20  30  士l．4   

島 根 県  スルメ イ カ（内輪）   5 6．10． 1   ＝川用± 20   1．5 ±0．19   5．1±0．34   

良 巾 県  丁カ■リ イ カ（内輪）   5 6． 6．24   180土  8  

水イカ  （内臓）・   
0．86±0．Z6   

6】．6，18 － 6l．7．7  川5±  9  
鵬 戸 地 区  

9．2 ±D．6g  
61．7，5 － 61．7．10  172士  9  4 0 ±0．62  

ササ■ェ   6】．7．5 － 61．7．川  290‡10  7．1±0．68   

lr  二  ＝・■■■■一  丁虞■リ イ カ（内臓）   61  6．22   260± 10  
川 内 地 区  月 日貝   川±  2  

6．2 士8．81  
61   7． 7  3．1士0．55   

コ ウカイ （内牧）   5 6． 6．1   96ロ± 25   
ス イリガイ   57，7．8 － 57．7．15  1800土100  

3．0土0．55  
2．4 ±0．37  

相 場 県  59．8．1－ 59．g．16  670± 30   L6 ±0．＝  
／′  8q．7．‖）【・（0．8．1  2．9±0．46  
コウイカ（内■）  61．7．4～61．さ．11   35土16  
ク モカ イ   6】  8．13   1150士 60  32  土3．3   
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■○＝ ∧ g、＝○■ ∧ g と 安定銀 と の関係を求め、図 －1、2 に示   

し た。  

ス ルメ イ カ（内臓）中の ＝＝－ ∧ g と 安定銀については良い相関   

関係が得 ら れた。′よお、－＝■ ∧ g はFoIsom等に よ っ て1960年代の   

ビ キ ニ、エ ニ ュ エトク ぎ古鳥の ロ ブス タ ー 等 に検出 さ れた と の報告   

があ り、現在で も ビ キ ニ環恥辱で牧山 さ れて い る 核唖で あ る。半   

減勅が良い こ と、鎚の溢水巾での滞在＝噂軋 が良い こ と か ら現在で   

も ＝T C s と 同様に海水巾 に わずかな が ら存在 し てい る も の と 考   

え ら れ る。  

一方、昭和 61年 4 月 2 6 日 に 倹許 し た ＝○－ ∧ g と 安定鎚 と の   

相保Ⅰ関係については昭和 5 6 年度 と昭和 6 0 年度を頓に して、3   

つのグルー プでき た。昭和 5 3 － 5 5 年度については己ぺ料致が少   

ないため昭和 5 6 － 6 0 印度と 昭和 61年度の 2 グルー プについ   

てのみ良い相関閥怖が得 られた。  

昭和 5 6 － 6 0 印度のグルー プのス ルメ イ カ（内臓）中の採取時   

におけ る ■＝■ A g／A g の捉時変化を求めた と こ ろ、その見掛け   

上の半減脱が得 られ、1．7± 0．5年と な っ た。こ のl一＝ A g の発   

生源は昭和 5 5 年10 月 の中庄卜抜実験に よ る も の と 考え ら れ る。  

昭和 61年戊の グルー プについて は安定親は例年 と 同 レ ベルで   

あ る の に も かかわ ら ず、採収時の比放射 能 は 昭和 6 0 年収 ま で に   

比べて数十倍 も 高い優を示 した。こ れは昭和 61年 4 月 2 6 日 に   

発生 した ソ 迦チ ェ ル／ブイ ル原発串故によ る 影響 と 考え られる。   

ス ル メ イ カ（内臓）中 のI一＝ A g／…R u（昭和 61年 4 月 2   

6 日現在）は約 5 と降水（降下物）と比べて1000借の魅を示 して   

お り、ス ルメ イ カ（内臓）が銀を辿絶す る こ と がわかる。  

王式料採取に御協力頂いた架海区水産研究所、日本海区水産研究所、  

四海区水産研究所、宮城県水産拭牧場、動燃新型転換炉ふげん発電  

所、東京都水産試験場八丈島分場、千葉県水産孟式験場、沖純県公害  

榔生研究所、北港通電力株式会祉、北海道燕l業組合迎合会、鹿児島  

県西積水産改良普及所、九州成増管理協会、四郷漁業共同組合、佐  

賀l綿飴楽典同組合 に感謝致 し ま す。  
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I柵15′＝l－腔～昭和55咋肛  

イカ（lJl臓）、Il相  
○  

∠ゝ 醐＝5川峻 イカ（内規）、1闇  

X 村仲157年庇 イカ（l勺仰、＝糊  

口 昭和58年膜 イカ（内臓）、Il棚  

｛ 吼和59年岐 イカ（内臓）、＝材  

◇ 榊＝6…J年 イカ（l礪）、＝相  

◆ 捌‖6川岐 イカ（冊裏）、1冊  
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図－1イカ（1畑鵬）、艮矧‥のtO仙∧仔と銀との閲係  

Il；比和迅、M；fl射．し’l－＝甘京椚、】：炎射しItaり＼火山   

l，りL無人昭羊、．メ；‖小袖、N：動産端l、F：祖りー＝  

S：鳥肌．し卜h：u虻I．し（）i＝人幻＝、“：椚上川l、0州都！  
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沖縄におけるバックグラウンド洞査  

（財）日本分析センター  

阿部俊彦，樋口英購，相見漕人．越川員義   

1．緒 言  

沖縄におけるバックグラウンド調査（科学技術庁放射能欄査委託）として49年～  

60年に引き続き昭和61年10月、沖縄那覇繕わよび浸湖で採取した海底土および  

海産生物についてわco、J√zn、／3？cs、／叫ceの分析を持ったので、その結果   

を鞘告する。  

2．分析拭料  

昭和61年10月21日、科学技術庁、沖縄公晋衝ヰ研究所および窮11管区梅「  

保安木部の協力を持て、那覇港において海底＿t二15書式署斗を採取し、また10月1日へ一  

21【］渡湖で採取された海産生物（テルビア、カニ、貝、ポラ）を人手した。海底上  

の採取地点は前年度と同じである。（図1）。  

3．分析方法  

採取した拭料は、それぞれ前処理憮作を行ったのイ、ケルマニウム半硝休校山器を  

用いてわco、J√zn、／／7cs、／《¢「二eのr細分光分析を＝い、さらに海底土に   

については‘ocoの放射化学分析を行った。  

4．結 果   

海底土および海産生物のr線分光分析の綿果れたびわcoの放射化学分析の結果を  

表1、2に示す。海底土のγ摘分光分析の紹黒はけ7cs以外は検出されず、昨年膿   

と比較して特に差異は組められなかった。   

また、わcoの放射化学分析の結果、窮5および第1小利点以ク＝ま検出されなかっ   

た。  
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義一1 海底土の核種分析結果  
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図1．海底土の採収地点  
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ⅠⅠⅠ食品及び人に問する調査研究   



．人骨中の90 S riこ一ニ＞＼．－て  

放射線医学総合研究所  

白石久二郎・河村日佐男  

1．綿貫   

人骨中の90Srは、環境に放出きれた放射性核種からの体内被曝線量推定上の指標横磯  

として垂貸であるとともに、超ウラン元素の環境から人体への移行職作の解明のための参  

照核種としても盈賛性を持っている。日本における人骨中の，OSr波及の分析測定は昭和  

37年より鈍続して行い、その年令群別濃度水準の年次変化、年令別差輿などに加えて、  

比放射能の観点より骨中天然安定Srについても粗略報告してきた。今匝＝土、前回に引き  

絞き得られた昭和60，61年度を中心に報告する。  

2．調査研究の概要  

（試料の収集および放射脂分析）骨試料は、主として東京地区および北梅迫地区におい  

て関係各職開の協力のもとに、脊椎骨を中心に可能な限り長骨，肋骨，骨盤骨なども含め、  

多骨種サン7●リングの方針に従って収集した。今回は主に、昭和60年死亡例および昭和  

61年死亡例につき分析を実施した。   

90Sr♂）放射化学分析は、骨試料のC8含有率が高いため、発煙硝酸法を用い、クロム餃  

バリウム沈澱による精製後、佼終的にシュウ駿イットリウム沈搬法によるミルキングを行  

い，OYの放射能を測定した。測定には、ICN－Tracerl＆b祉製OMNI／（；UARD型  

低パックブランド．ベータカウンタを使用した。  

（安定SrおよぴCaの分析）陰イオン交換桝脂カラムにより除リン酸後、Srは原子眼光  

分析法により、C8はキレ1ト滴定法により定見した。オートサン7●リンデンステムによ  

る原子吸光分析装眉（Perkin－Elmer 5O O O型）を用いることにより、安定Srの分  

析を行なった。Yの回収率は酸化イットリウム法に替えて、悦子吸光分析による亀廠定足  

を行っている。  

（分析測定の結果と考察）分析測定の終了した一部の訊料の，OSr濃度を浪1およぴ2  

に示した。昭利61年（1986年）死亡者の平均骨中，OSr濃度は、5－19オ群で  

0．47±0．11および成人群で0．43±り．12pCi，OSr／gC8であった。   

UNS（ニEAll（1982）のP．sを標人目本人に通用して、骨中のIOSrからの成人  

の骨髄及び骨表面に対する吸収絶息を推定した。その結果を表3に示す。  

3．結語   

骨中90Sr濃度水準の調査研究を進めることは国民線見（集団線量）推定の観点から頚  

要であるばかりでなく、Pu等超ウラン元素の骨組織への育積傾向との比較解析を可闇に  

するので、検討を親行する。  

ー123－   



′汁中＝Sr濃劇土鳩く級憎に減少し就けているが、19日6年り」26日のチェルノブ  

イリ原子力発電所の事故によl）放出されたり√－Srの暴き轡の有動こついては、さらに／「後調  

査研究を要する。  

表1．人骨中の90sr濃度  
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表1．（つづさ）  

A8e Di5trict Month of S8X Nu山r or NaMe Or Bone pCi90sr／gC8  
（y）  D8ath  S8叩1e  
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裁2  年令群別人骨中の9qSr浪皮  

pCi90Sr／gC札  

5～19yr  

分析数＊  

1982  平均値   

17   

0．78  

3 7   

0．62   

0．21  棟準偏差  （）．21  

澱小値～放火他  U．47～ユ．18  り．36～1．31）  

分析数♯  19  62  

1983  平均他  n．7（）  U．6（；  

椎準備差  （）．32  0．27  

般／ト他～殺大値  0二 35～1．60  0．15－1．38  

分析数1  24  35  

1984444 平均値  0．53  （1．62  

櫻準偏差  0．1（）  り．27  

最小値～殺大値  0．40～0．77  0・．27～］．47  

分析数★  10  2（J  

1985   平均値  0．47  0．54  

標準偏差  （I．1】  0．17  

液小値～東大他  0．30～0．62  0．26～0．98  

分析数＊  8  22  

1985  平均他＊＊  0．4■7  （）．43  

椎準偏差★★  0．12  （）．12  

放小他～殺大値＊＊0．32～0．68 （）．19～り．72  

＊）合併後の試料数に相当する  

＊★）残部測定中  

表3  骨組織における90Srからの吸収線最  

吸収線鼠 レIGy 丘t）   

死亡 年  

198 4  

198 5  

1986  

骨 衣 面  赤 色働■ 髄  

20±5   

2り±6   

1（1±4   
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ノヽイ本排乾音詩中の23ヨ‾之40p u寺農産  

湯川雅枝・前田智子  
滝洋行雄米  

放射線医学捻合研究所  
＊秋田大学   

1．緒言  

核爆発実験等によって生成したプルトニウム等超ウラン元素は広範囲に大気圏内に拡散し、徐々に地球   

上に降下事積されている。また、原子力平和利用の進展に伴い、環境中の超ウラン元素濃度が増加するお   

それがある。これらの元素は大気、食品などの種々の経路から人休内にとりこまれているので国民被喋繰   

圭価の上でこれらの元素の環境、生体間の循環を知ることは重要である。このような見地から、環境試料   

及び人体臓器中のPu等超ウラン元素の濃度測定を継続実施している。   

2．調査研究の概要   

（1〉試料の前処理  

前年度、臓器試料の灰化方法について検討を行い、硝酸、退官削ヒ水素水による湿式灰化を行う前に  

凍結柁燥処理を行うことにより酸の使用量と灰化に要する時間を減らすことができた。今年度はこの  

結果にもとずき、1986年に秋田大学医学部において採取きれた五体分の人体臓器試料を凍結乾燥  

した。使用した凍結柁燥器はRABOCONCO社製VAC⊥STOP TRAY DRYERで臓   

器の重さは赦gから数100gの範囲にまたがっていたが、一体分的10臓器、総重量約600g程  

度のものを24時間で托燥することができた。  

凍結乾燥後の臓器サンプルはデシケ一夕中で常温保存できるので湿式灰化までのサンプルの一時保  

管が容易になった。   

（2〉プルトニウムの分離定暮  

之3g●＝puは科学技術庁鍼の「プルトニウム分析法」に従って、灰化拭料から陰イオン交換樹脂（  

DowexlX8）を用いて分納し、ステンレス板上に電着した。電着試料のαスペクトルから239●  

＝pu濃度を算出した。   

3．結果   

凍結乾燥後湿式灰化を行う新しい方法をテストするためラット臓器を用いてPuの定量を行った。結果  

を表一1に示す。化学収率はスパイクしたPu－242により求めた。   

4．結語  

人休臓器中のプルトニウム等超ウラン元素の濃度測定を継続する。又、環境から生休への移行を把握す  

るために、大気浮遊塵、食品等の分析と、他元素との相関関係などについても検討していく。  
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義一1．凍結柁燥一過式灰化法による  
ラット臓器中の23g●帥Opu漉度  

ラット日齢  願器  239’2．Opu（fCi／g●Wet）   

31日   骨   2．46   

54日   腎臓   2．11  
脾腐   2．39  
骨   7．03  
肝臓   1．63   

82日   脾臓   6．87  
肝臓   0．701   
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原 子 力 施 設 周 辺 住 民 の 放 射 性 及 び  

芙定 元 素 摂 取 量 に 関 す る 調 査  

放 射 線 医 学 総 合 研 究 所  

柱 谷 み さ 子、村 松 康 行、大 桃洋 一 郎  

1． 描 言  

原子 力 施設か ら 環境 に 放 出 さ れ る 放射性 物質 の 経 口 摂 取 量 を 予  

測す る た め のパ ラ メ ー タ と し て、地域 住民の 食品摂取 量 と 食 品 中 に  

含 ま れ る 放射性核種、及 び安定元素 の 滅度 を 測 定す る こ と を 目 的 と  

し て 調 査 研 究 を 続 け て き た。   

今年度は、昭和 5 8 年度か ら 茨城県東梅村、那珂湊市お よ び大洗  

町で実施 し て き た野菜類の消費実態調査の う ち、東海村及 び大洗町  

の 調 査の 集 計 が終 了 し た の で 報 告 す る。  

2． 調 査 方 法  

（1）東海村の一般世帯10世帯 を 対象 と す る 消費実態調査：ま ず、昭  

和59年か ら 60年 に か け て、1日 分 の全食 品の 摂取量 の 聞 き 取 り 調 査  

を 実施 し、引 き 続 き 年 4 回 四季毎 に 5 日 間の野菜類の消費調査 を 日  

誌方 式 で実 施 し た。  

（2）大洗町の沿岸 漁業世帯（延べ63世帯）を 対条 と す る 消費実態  

調査： 58年度 に1日 分の全食品の消費調査 を 聞 き 取 り 調査で実施  

し た，引 き 続 き 昭 和59年 か ら 60年 に か け て1日 分の 聞 き 取 り 調査の  

対象世帯の 中 か ら 20世帯 を 選ぴ、年 4 回 四季毎 に 5 日 介の野菜類の  

消費調査 を 日 誌方 法 で実 施 し た。  

う． 結 果 の 概 要  

東海村一般世帯では、1人1日 当 た り の米の摂取量は、198 g で  

・あ っ た。大洗町の沿岸漁業世帯の場合 は、1人1日 当 た り の米の 平  

均摂取量は．334 g で あ っ た。こ の 値 は、東海村一般世帯 の 摂取 量  

よ り 約150 g 多 い。：更 に、昭和59年 度 の 厚生省 の 麓民栄養 調査結果  

の 中 の茨城 県が含 ま れ て い る 関東ⅠⅠブ ロ ック の 値、2Z7．9 g と 比べ  

て も，100 g 以 上 多 い 値 で あ っ た。  

5 日 間 の調査 か ら 集計 し た 野菜類の 摂 取量 を、表1～ 4 に 示 す。  

東 海 村 一般 世帯 の 場 合 も、大 洗 町 漁業 世 帯  

同 じ 調査 を 実施 し て い る が、両 地 区 と も1  

摂取量 は10年前 に 比べ て、100 g ほ ど 増 え  

．
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東海村一般世帯の野菜頬摂取量 （g／d／p．｝et）  
5日間の調査から集計、昭和ち9年～60年  

表1．  

野菜の種頬  春  夏  秋  冬  年平均  

葉茎葉  
果花菜  
キノコ頬  
根 菜  
イモ頬   

合 計  

9
 
∩
ノ
■
▲
n
V
∧
‖
V
5
 
 

0
 
▲
T
1
3
5
 
 

1
 
1
 
 
 
 
1
 
 

9
2
0
U
 
O
5
 
 
．
4
 
 

1
1
1
3
6
 
 
 
4
 
 

1
 
1
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
4
 
 

5
9
」
q
■
一
q
 
7
 
 

Z
6
1
 
4
5
 
 

7
1
5
0
3
 
 
 
6
 
 

2
り
ん
 
 
 
3
5
 
 
 
3
 
 

．
A
「
 
 

1
 
1
 
 
 
1
 
 

5
6
A
「
6
3
 
 
．
■
「
 
 

6
6
 
 
 
1
4
 
 
9
 
 

A
T
 
 

り
ん
 
 
 
l
 
 

表2． 東海村一般世帯の主な野菜の摂取量の季節変動  
（g／d／p．■et）5日間の調査から集計、昭和59年～60年  

野菜の種類 野菜名  春  夏  秋  冬  年平均  

兼茎葉  4
5
0
∩
▼
O
n
 
1
3
9
 
 

2
1
 
 

∩
′
－
1
 
 

n
V
（
ソ
■
ロ
リ
4
5
 
 

3
 
A
て
 
 
 
l
1
 
 

7
5
（
1
．
■
U
7
5
 
 

ク
ー
4
 
 
 
 
 
 
1
 
 

6
7
．
4
3
1
 
 

2
 
 
 
1
 
 

7
7
ハ
V
 
q
U
0
0
【
0
5
 
 

Z
 
2
 
1
 
 

ヤ
ウ
タ
ヤ
ク
キ
ス
 
 

キ
ホ
レ
モ
ハ
フ
ア
 
 

ウ
 
 
 

ソ
 
 

ツ
ン
 
 
 
イ
 
 

ベ
レ
ス
シ
サ
 
 

緑
 
 
 

】
フ
 
 

ヾ
－
 
 

ノ
 
 

0
3
5
2
4
2
 
■
 
 

3
1
 
 

5
0
0
 
I
 
q
U
2
6
 
 

9
】
5
1
 
 

3
7
▲
A
】
0
6
3
9
 
 

6
8
．
A
「
3
 
1
1
 
 

2
Z
．
4
1
9
 
5
4
 
 

5
2
i
 
l
 
 

シ
ン
 
 

コ
プ
 
 

リ
 
 
 
ヤ
ン
ロ
ン
 
 

ウ
ト
 
ナ
マ
モ
イ
 
 

ユ
マ
ス
ポ
ー
ウ
ヤ
 
 

キ
ト
ナ
カ
ビ
ト
サ
 
 

3
り
J
二
ロ
リ
1
9
6
5
 
 

．
A
「
一
皿
「
■
・
l
 
l
 
 

キノコ頬  

根 菜   

シイタケ  
シメジ   

タマネギ  
ダイ コン  
ニンジン  
ネギ  
タケノコ  

一
ソ
■
7
1
3
3
 
 

3
 
A
「
 
4
 
1
 
 

4
 
7
 
9
 
1
 
1
 
 

3
 
3
 
3
 
1
 
 

【
．
1
U
 
4
▲
ソ
】
 
3
1
 
 

3
2
3
1
 
 

0
 
2
0
9
0
 
 

A
「
 
3
Z
 
 
 
■
ソ
ー
 
 

6
5
3
（
ノ
ー
6
 
 

3
3
3
1
 
 

モ
モ
 
 

イ
イ
モ
モ
 
 

ガ
マ
イ
イ
 
 

ヤ
ツ
マ
ト
 
 

ン
サ
ヤ
サ
 
 

5
7
q
U
7
 
 

2
 
1
 
 

9
1
 
7
 
∩
人
U
 
 

，
－
2
 
 

9
2
▲
7
■
 
】
 
 

3
 
 

0
1
 
7
3
 
 

3
1
 
 

1
3
 
6
5
 
 

3
1
 
 



表3．  大洗町沿岸漁業世帯の野菜類摂取量 （g／d／p，■et）  
5日間の調査から集計、昭和59年、60年   

野菜の種類  春  夏  秋  久  年平均  
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表4．   大洗町漁業世帯の主な野菜の摂取量の季節変動 （8／d／p．■et）  
5日間の調査から集計、昭和59年～60年  
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ⅠⅤ分析法、測定法等に関する調査研究   



屋内・外のラドン等による被曝線量調査  

放射線医学総合研究所  

○阿部史朗 阿部道子 藤高和惜  

東京理科大学 理工学部  

児島 紘  

名古屋大学 工学部  

池辺幸正 飯田孝夫 下 追回  

1．はじめに  

我々生酒環境にはラドン（ふつうはZZZRn，時にはRnの核種を総称し，2ヱ○鋸（ト   

ロン）も含めて言うことがある），トロンならびにそれらの娘核種削がひじように微量   

から容易に測れるていどまであまねく分布，存在している。これらによる呼吸器線量は   

大きく，原子放射線の影響に関する国連科学委員会の（以後国連科学委員会と略称）の   

1982年報告では，「実効線量当量」すなわち全身絶望で表現して年間100ミリレムにも   

上るとされている。この値は世界の通常の地域でのものと言われるが，多くは欧米のデ  

ータによっていて，人口の割合の高いアジア地域からのデータは皆無に近い。さらに，  

ラドン等（ラドン，トロンとそれらの娘核種群を絶称してこう言う。）によるリスク  

の高い家屋等を発見するための網査データが多く．レベルの低い地域のデータは測定上  

の間朋もあって少ない。一方国連科学委員会朝告の1977年版以前には，ラドン等による   

呼吸器の吸収線量として年間30 ミリラドとなっており，この数値が1982年報告で大  

きく変わっていることはなく，線量の表現 アルファ線の紙質係歎の倍加が先に述べた   

100ミリレムになって来るのである。これらのことは以前からラドンについての関心が   

高かったことを意味する。日本でも1940年代以前から，ラドン等について種々の両か  

ら検討，研究されて来た。しかし，日本人の平均的な被曝層層と云えるものはまだない。   

一方，日本でのラドン等による被曝の実態を知ることは，日本人がふつうに住む自然放  

射線環境の実情がどうかを明らかにするとともにその＿卜に追加される人工環境放射線レ  

ベルと比較検討する上で真筆なデータであるという意味合いからその網杏研究の早期完   

成が持たれている。その上国際的な比較上からも，世界的に人口比率の大きいアジ了地   

域，特に東アジア地域の早急な成果の公表が持たれている。今【乳 我々の行っている調   

査研究は，第一次近似的なもので，本来生宿環境でのラドン娘核種那を湘らねばならな  
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い綿査研究の前段階のものとして行った。すなわちはとんど必ず娘蛛種群よりもその放  

射能濃度が高いと考えられるラドンガスの放射能濃度の日本国内分布を知り，それによ  

る被囁線圭を他に軸定調査を実行しつつある娘核種群データを参考にして求めて行こう  

とするものである。  

2．ラドン計測器  

ラドンを押測する装置としては，長期間の濃度積分値を得るものと，瞬間的な催が得  

られるもの，さらに短い時間変化を連続的に追えるものとに大別される。後者は装置の  

安定性 容乳 価額等から育って多数のものを全国的にふつうの家屋に設置して湘定綿   

査するには限度がある．と言うよりラドンのみを測るのにそれだけ大がかりに実施する  

意味は少ない．中者は，季節的ならびに時間的な変勤が予憩され．時には濃まレベルが   

極端に低くなり得る一般の生活環境用としては不十分である。時間的にスポット的なデ  

ータしか得られないし，極度に高レベルでないと感度も醸すぎるからである。前者は．   

膿まが低くても時間的な積分効果があり，長期間囁射による′ヾツクダラウンド偲の上昇   

の可能性．測定期間の長期化による季節変化データが得られないなどの不利な点が一郎  

あるものの．ラドン濃度測定には概して有用である．  

積分型ラドンモニタは概して全く受動的（バシブ）なものが多く．そのためフイルム  

に付着する割合が低く．感まは低くなってしまう。本調査で用いたものはその息 部分   

的な能動性（アクティブ）を持たせたので放射性粒子の付着が多くなり感まの上昇がは  

かられている。  

用いたモニタは．名古屋大学が考案し．プロトタイプ，ならびに準実用型として作り  

上げ使用していたものの上に，放医研，アロカも加わり改良を加え実用型として制作し  

たものである．静電捕集型パッシブラドンモニタとでも名付けられる，アロカ製ERM  

型ラドンモニタである．本装置はメンプランフィルタを通して，自然換気によって容器  

内に入ったラドンガスか壊変してできたラジウムAのみを湘れるようになっている。純  

粋のラドンのみの湘定器である。日本の通常の屋外レベルでは3ケ月以上の設置が測定  

可能である。2ケ月ごとの設置を標準とし，使用するフイルムは硝酸セルロース（CN）  

である。電極に捕集されたラジウムAからのアルファ線によってできたフイルム上のト  

ラック（飛跡）はエッチング処理をした後．そのトラックをl†歎する．  
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3．測定  

測定器の台数は500台で，そのうち15台は校正用として使用した。残りのものを日  

本各地に設置した。設置は一県あたり30～40台を基準とし，北海道，秋乳 首軋  

新潟，千葉，愛知，大阪（中心として歎県），島根，広島．愛媛．佐賀，鹿児島．沖縄  

の各遭，鳳 県である。これら各県の選定は，大隠 太平猟 瀬戸内海等の地理的影響  

を考慮して行った。  

各県に配置されたものは2佃を1単位として．各家屋に設置した。各県内での家屋の  

選定は，長期間設置して安定に計測できる一般住居を主にし．可能な限りコンクリート  

退り，木造の2者を含むようにした。各家屋ギとの2台のモニタは，一台は屋内，一台   

は屋外に設置した。屋内の設置場所は，室内であれば割合自由である。測定対象がラド  

ンであるし．局所に偏在したラドン源と偏った室内空気流とが考えられないことからこ  

のようにした。．5、つうには居間，寝室が多かった。屋外は，もっと自由に．いたずらさ  

れにくい，積雪．降水に影響されない場所に設置した。屋外のものは日本国内の地域的   

分布を知るためと，屋内データのチェック．ならびに家屋構過ごとの屋内，外の関係を  

知るために設置した。  

モニタ内フイルムの囁射期間は2ケ月を原則とした。  

4．結果  

現在まで，約3000偶の計測データがあり，さらに増加中である。なお整理を続行中  

であるので，知り得た内容を定性的に下にあげておこう。  

家屋の軋 外でラドン濃度に善のあるところが多い。しかし，地軌 季節によって殆  

ど差の泌。ろもある。羞のあるところでは概括的に言って，屋内ラドン組ま屋外ラ  
ドン濃度の2倍ていどある。屋内ラドン濃度の高い家屋は概して季節を問わずレベルが  

高い。   

屋外ラドン濃度には地域差．季節差がある。そのレベルは季節を問わず100pCi／m3よ  

り低いものが多い。  

5．謝辞  

本桐査測定にあたっては各県職員等の方々に多大の協力を得た。今後．結果の集成が   

成ったときには協力者として名をつらねていただきたいと考えているが，今回は進行中  
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の予備的な報告としてあえて感謝するだけに留めたい。放医研 阿部史朗が代表して心  

からの謝辞を協力された方々に呈する。  

－138－   



陸上試料の調査研究  

－－ テク ネチウムに関する調査研究－一  

版射線l夏草総合研究所  

○鎌田 博．渡部 輝久  

1． 緒言   

＝Teは半減期 Z．14×10㍉年で最大エネルギー 0．Z9MeVのβ披だけ  

を放出 し、＝Moと ＝MTeの娘核種で、核爆発実験によ り、あるいは  

核燃料サイクル施設や ＝MTeの医学利用に伴な う 放射性廃棄物の処  

理処分等によ り 環境の汚染が考え られて いる。欧米詫＝刃では、すで  

に環境試料から著量の＝Teが検出 されて いる が、わが皿では【臼田等  

の核爆発実験直後の新 しい核分裂生成物によ り 汚染された岡・ち り  

等から＝Teの親核種であ る ＝Moが検出 されて いるだけで環境試料巾  

における分布と挙動に関する！，Teの分析測定データは殆んど見当 ら  

ない。著者 らは内外における ＝Teの分析測定法と ラ ジオエコ ロジイ  

に関する多く の一文献を収集整理してみた結果、化学的回収率のフ レ  

が大き いこ と、環境移行経路の各過程の中で酸化道元電位の相違に  

よ り ＝Teの挙動が大巾に異な り、道元性に富んだ個所に＝Teが蓄積  

され、ま た絹藻類に＝Teが多 く 浪縮されて いる と言 う 報告を見出 し  

た．わが国における＝Teによる環境汚染レノ＼ルを把握し、環境「Pに  

おける ＝Teの分布と 挙動を明らかに し、蓄積傾向を把握 してお く こ  

とは、原子力平和利用の進展のためにも有益であり、また環境で得  
られた実データは貴重なものとなるので、欧米諸国に比較して＝Tモ  

によ る環境汚染レベルの低いと思われるわが国の場合には、項＝亮試  

料の採取法や分析測定法について も精度向上をはかるための検討の  

余地がある と考えられる‘。  

2． 調査研究の概要   

本調査研究は、＝Teの環境汚染レベルを把握するために必要な環  

境試料の採集法、前処理法、放射化学分析法、測定法の確立をはか  
るこ と を当初の目的と し、＝Teの環境中における分布と挙動を明ら  

かに し、得られた諸データ を放射生態学的に解析 して人体披囁根丑  

の井定に資するこ と を最終目的と して、昭和81年度よ り開始した。   

雨・ち り試料については、昭和61年く1986）4 月Z6日のソ連チェル  

ノナイル原子力充電所の事故で汚染された試料を東海施設で採集し  

陰イ オン交損法や硫酸と過酸化水素水によ り前処理し、硫酸銅と チ  

オアセト ア ミドによ り ＝Tcを共沈せしめ、テト ラフ●ロ ビルアンモニ  

ウムヒドロオキサイド等によ り ＝Teを抽出 した り、電着法によ り測  

定試料を得、低バックグラウンド β披スベタトロメトリ を行った結  

果、微量の＝Tcを検出 したが、かな りの放射性ルテニウム（…Ru，  

■＝Ru－＝＝川用）が交雑しているこ とが見出さ九た。TeはRuと化学的  

性質が類似しているこ とから、これらの分離を更に効率よ く行なう  
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ためには、も う一段階の有機漕媒によ るRuの除去とTeの抽出分取の  

操作が必要であ り、トリ オク チルア ミ ン、トリ アナルフ ォ スフ エ イ  

ト、メチルイ ソ プチルケト ン、メ チルエチルケト ン等の抽出剤の遇  

定について実験中であ る。   

測定精度の向上をはかるためには測定試料の調製法の横言寸 も一法  

であ り、＝Tcは 0．Z9HeVの最大β 線エネルギーを有し、測定に際し  

ては測虐試料の厚みによる 自己吸収を補正する必要があるので、こ  

れを省略する方法と して電着法が考え られる。塩酸（1：5）溶液で  

1．2A、1時間、2 N・水酸化ナトリ ウム溶液で－1．10V、2 時間、  

あ る いは0．3A、2 時間等の條作下で実施されて いる場合が多いが、  

酸性傾件下では発泡が著 し く、電解セルの大型化と梢∴伴が必要であっ  

た。   

生物試料については、分析測定に際 してl妨害と な り爽雑するRuの  

吸収浪縮が少な く、Tcの鳩踊†系数が高いと 言われて いる褐藻斯に着  

目 し、分析測定法開発のための実験材料と して選定した。茨城県那  

珂湊市磯崎で採集された褐藻耕（アラメ）の生試料1Kgを硫酸と過酸  

化水素水て低温湿式灰化し、硫化物共沈法－一有線溶媒抽出法－－  

1 低バ ック グラ ウ ンド β 披スヘクト ロメトリ によ り1■、∋ pCiの＝Te  

を検出 した。   

＝Teの青捕傾向 を把掘する ためには、還元性に富んだ土壌が着目  

され、日本全国の池場土壌の分析結果や放射性降下物によ る汚染濃  

度等を参考に して、試料採集地域を選定 した｝括果、秋田県農業試験  

場の水田が着目 され、還元性の進んだ水田土壌と 用水、更にそ こ で  

栽培された米を採集 し、米は精米に して掃白米と 糠に分けて分析測  

定に供する こ と と した。また、比較対照地域と して道元性の進んで  

いない通水性通気性のよ い水田について も同様の試料を採集 し、前  

処理中である。  

3． 結語   

9，Teの分析測定法の開発に当 っ ては、実環境の試料を実験村科に  

するこ とが最も有効であ り、説得力を有している。このためにT¢の  

濃縮係数の高い褐藻耕が選定される に至った。   

今後の予定と しては、化学的回収率を良く するために前処法、放  

射化学分析法の操作過程の短縮化をはかる方法、例へば湿式灰化と  

Tcの初段階の分離を同時に行なう こ との可能な蒸留法等を検討し、  

原子燃料サイクル施設周辺や下水道処理系と放流系等における＝Te  

の分布と挙動、蓄積傾向の把握を計画している．   

わが国における喋墳小における ＝Tcに閲する測定値は殆んどなく、  

放射性耗薬物の処理処分等に際しての環境汚染の事前評価は囲難で  

あるこ とにかんがみ、本調査研究の成果は＝Teの分析測定法のマニュ  

アルの作成、環境モニタリ ング法の確立、環境中における＝Teの分  

布と挙動、蓄積傾向の把掘、人休披囁線量の算定に括用されなけれ  

はな らない。  
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ESR法による被曝線圭評価法の開発  

一砂糖が個人被曝綾塵計になる－  

放医研 物理 ○中島 敏行、 大槻 敏子  

1．はじめに  

昨年、起きたチェリノブイリ原子力発電所事故では、住民など一般人を含む多くの人々   

が被嘱した。この事放では一般の人々の被曝線量評価に適用する方法論の不備が明らかに   

なった。すなわち、被曝者の医療や晩発障害の発生の評価、推定に必要な被曝者の線量の   

人手が容易ではなかったのである。  

このような被礪事故の場合、同時に被喋した物質の電子スピン共鳴吸収（6R）を測定す   

ることによって、各人の線量評価が行えることを1974年に提案してきた（l〉・（2）。線量計   

に使える最良の物質世事前に見い出しておくことはこのような緊急事態の発生にたいして  

重要であり、この方法を十分に繕用する上で必要なことである。   

今回の事故を契機として、この方法に適する物質の発見に努めてきた。最適物女を見  

出すにあたり、住民など一般人（放射線取り扱い者も職場外では一般人）を対象に、ESR   

線重計用材料の遵択条件として、次の7項目を選んだ。   

1） 誰もが所持または簡単に所持できるか、家庭にあるもの。  

2） 経済的に安価であり、しかも交換が容易であるもの。  

3） 試料作成が不用か容易で、作成の操作によって遊凱基を生じないもの．  

4） バックグラウンドとして遊離基が少ないもの。  

5〉 フエーデングがないか少ないもの。  

6） 最小検出可能な線圭が0．1Gy程度までのもの。  

7） 線量とESR吸収量との比例関係が0．1Gyから30Gyまで成り立つもの。   

2．実験方法  

前述の選択集件を満たす物質を見い出すために、この実験に使った主な材料は次のもの   

である。 鉛筆、削り箸、木製品、新聞紙、tissue paperなど紙製品、各種布製品、貝頼   

とその製品、消しゴムなどのゴム製品、米、塩、こしょう、グルタミン酸ソーダ、砂糖な   

ど食料品、毛髪、爪など。これらの材料から、まず照射後24時間におけるフエーデング   

の少ないものを選び、その放射線特性を調べた。  

ESR測定共産は日本電子製JES－PE－3X型を使い、試料の測定はMn標準試料と同時にすべ  
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て室温で行った。  

放射線照射の綾瀬には情愛型X線発生装置およぴ80coγ線照射共産を使用し、試料は室   

温で照射した。ESR吸収圭と線量との相関関係などを得るために、試料は問Coのγ線のみ   

で室退照射した。  

フェーデングの実験では、照射直後に測定した試料のESR吸収よを基準にし、室退、55   

℃と100℃に保管したときのESR信号圭の変化を調べた。なお、ここでのESR信号圭は次   

のように定義する。  

線量評価に使う試料のESR吸収端の大ききく3回繰り返し測定した値の平均値〉を試料と   

同時に測定したMn標準試料の6つのESR吸収棉の平均値で規格化した値とする。 一試料   

当たりの試料重量は原則として600Mgとし、その試料の形態は小結晶粒、粉体およぴアメ   

のような非晶賞の棒状である。  

ESR試料管は内径約3．7MM、外径的4．8mMの石英管を使用した。試料管内での試料の長さ   

は非晶質では約3．8cれ、小結晶または粉体の場合は7cm前後であった。   

3． 結果  

表1は調べた物賞のうち代表的なもののフエーヂングである。  

この表が示すようにある物資内に生じた遊離基は時間経過とともに急激に減少し、24時   

間後におおよそ50‡の遊離基しか残存していなかった。  

24時間フェ一子ングの結果からグラニユー糖、ブドウ糖、果犠など楯類は上吉己の条件の   

多くを満たしていることを見い出した。従って、この実験では、砂糖などの糖類を放射線   

を検出する材料として使ったときの緒特性について述べる。  

囲1は組織等価線量4．63Gy相当を放射線照射したグラニユ⊥糖のESR吸収曲線とMn標準   

試料の6ケのESR吸収瑞である。  

放射線照射により試料内に生成した遭離基によるESR吸収端はMnの第3、第4の吸収端   

の間に主として現れた。この吸収棉のうち最大と最小間の値をもって、試料のESR吸収圭   

とした。  

囲2はグラニユー措から作った非晶質秒楕600MgのESR信号豊と線量との相聞関係であ   

る。  

この囲が示すように、ESR信号圭と線量との間には良い比例関係があり、その相関係数   

は0．999であった。また，測定点の変動係数は約3‡から8鴛であった。この実験に使用した   

旧式のESR測定装置（情号圭の根算が不可能である）でさえも、600Mgの非晶質の砂糖で約  
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0．04Gyまで検出できた。このことば最新の共産を使い、積算方式などでESR情号を測定し   

た場合、検出可能な線彙はこの0．04Gyよりも小さくなることを示している。さらに、ESR測   

定時の櫨度を墓場から沖体窒素または醸休ヘリウム過度に下げた場合には、熱雑音の低‾F   

により信号豊は相対的に大きくなることが予測でき、検出可能な線量が一層小さくなるこ   

とが期待できる。  

囲3は放射線照射したグラニユー轄のフェーデングである。照射直後に測定したESR信   

号豊を基準値とし、小結晶粒のグラニユー糖をそれぞれ室温、55℃、100℃に保存したと   

きのフェーヂングである。  

この囲が示すように、放射線照射により生成したグラニユー構内の遊離基は重唱で2か   

月間保存しても安定しており、そのESR信号重は減少より、むしろ、照射直後に増大した   

ままの値が維持きれていた。このような傾向は55℃で保存した場合にもみられ、遊離基の   

減少はなかった。更に、100℃で約80分間保存しても遊離基は安定しており、E5R信号圭   

の減少は殆どみられなかった。  

これらの実験結果は被曝した砂糖は水分の吸収により薄けない限り、長時間にわたり被   

喋した線圭をその中に保存していることを示している。   

4． おわりに  

砂糖など糖頬を放射線の線量を計る検出体としたとき、検出できる最小線量は凡そ0．04   

Gyであり、被喋者の医療行為上の目安である0．1Gy以上が検出できるものであった。 ま   

た、試料を室温で保存してもフェーデングは敷か月間見られなかった。これらの特性を持   

つ糖規は放射線被曝事故等の個人被喋繰主計に早がわりする性質を示している。従って、   

「緊急時には砂糖やあめ玉を持とう」と云う語ほ冗談話ではなさそうである。コーヒ、紅   

茶によく使われている砂糖袋1個を持っていれば被喋した際に医療を受ける必要が有るか   

無いか判別してもらえるのみか、放射線障害の発生の可能性を判別してもらえる貴重なも   

のとなるであろう。なお、チェリノブイリ原発付近から事故当時の砂糖が人手できるなら   

ば、これまでの根算繰土が評価、推定が可能であろう。  

当調査研究にあたり、ご支援、ご尽力下きいました当研の企画課の持氏に心から感謝申   

し上げます。また、実験の補助をして下きった勝郎ひとみさんに感謝します。   
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表12脚寺間フェーデング  

物質   フェーデング   

貝殻   1．00   

木材   0．56   

紙   0．52   

砂糖   1．05   

皮革   0．92   
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図3 室通解射した庶糖の各保  

存嘘度におけるフェーデンク。   

曲線A：室温、B：55℃、C：100℃   
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Fading period（d）  
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放射線計測の環境における通用  

（可搬型スベタトロノータによる放射線測定）  

理化学研究所  

岡野真治 出薯光一 松岡 勝  

加藤 博 西 克夫 後藤栄一郎  

1． 緒  言   

理化学研究所において環境放射線に関する研究を艮年行づており、すでに環境に存在す  

る放射性物質に起因するγ緑や宇宙線の主成分である荷電粒子強腐についての測定が実施  
された。これらの測定に際してはスベタトロノータが石動に利用され、わけても球型NaI（Tl）  

シンチレータを用いた可搬式のスベタトロノータは、両者の分離測定を含め、異なる環境に  

おける測定に幅広く利用された。   

スベタトロノータの利用は昭利61年4月のソ連原子力発電所の事故に際し、この有用性が  

実証されており、環境放射線測定にはかかせない測定器である。この利用は環境放射線ばか  

りか水中、海底に含まれる放射能濃度の直接測定を行うR的にも利用することができ、こ  
の連用範閏が拡大した。   

また昭和59年度，60年度は、政府の委託研究事業により、l‾環境放射線測定機器の′ト型軽量  

化に関する研究」を行い、従来の野外環境の測定同様、水に入れてスペクトルの測定ができ  

る測定器を開発し、実地に適用された。   

これらの研究から可搬式スベタトロメータによる放射線測定をより広範開の環境計測に  

応用することが必要で、引きつづき通用研究を行っている。  

L 周旦拠埋窒  一  

（1）埋眉星周選   

機器間発としては昭和59、60年度の2年間にわたり、科学技純庁放射能測定調査委託層に  

よる対策研究の一環として水中、海底土中放射骨巨の商権測定が容易に行なえる測定系の開  

発を行った。   

特に水中放射能の直接測定を行なうシンチレーションスベタトロノータは検出器に耐振  

型直径3i11．球型Hal（TI）シンナレータを用い、水中（～200■．－まで可能）に入れ、ガンマ線エネ  

ルギースペクトルを測定をする測定系が完成した。本年度はこれらの測定系をより適確に  
実地で通用するため次の点について改良ならびに検討を行った。  

1）デス70レイ 測定中のスペクトルを現場で把握するための方法としてスペクトルデ  

ス70レイの改良を行った。これはビデオ画像の信号を利用し、測定中のスペクトルを実時間  

でテレビ画條内に示すものである。この方法により環境放射線測定の映像の記録とともに  

波高分布のスペクトルを把握することができ、環境における測定が従来の手さぐりから、実  

用性の高いものとなった。この測定系は試作の段階から製品として利用できるよう、改良を  

行った。ビデオ画條にデス70レィするこの方法は市販のビデオカメラの高性能化と多機能  

（時刻入力など）化により有用性が高い。このデス70レィはカメラを含め数kgにすぎない。   

釘 検出体 野外における測定に際してシンチレータの破損を含め測定上のトラブルを  

無くすことは重要な課題である。水中測定を含め過酷な条件下におけるスペクトル測定を  

実施するための検討を行った。すでにHal（Tl）シンチレータのマウントについてはショック  

に対する対策の改良を行っており、海底の曳航測定に用いた。さらに破損し易いNal（TI）シ  

ンチレータの代換えを検討しており、高圧下の海中における通用を含め研究を行っている。  

代換えのシンチレータとしてCsl（Tl）、BGO、CaFなどの採鮎こついて検討中である。  

－145－   



3）回路系の改良 回路系としてはすでにシンナレータの扱高値を、デジタル変換し転  

送記録する方法がとられており、デジタルコードに波高値以外の情報、例えば気圧（水深）、  

その他の計数情報などを同時刻（実時間）に平行して転送できる。   

このデータ転送記録方法は2チ十ンネル方式とjチ十ンネル方式の二種類が利用されて  

おり、前者はデータの脱落がなく、データの記録に際して市販のテープレコーダ（2チャン  

ネルオーディオレコーダなど）が利用でき容易にデータ（実時間披高値）の収集ができる。す  

でに重量数100g程度の市販のステレオカセットレコーダによって高精度の内容をもっスペ  

クトルデータの収集が行われている。   

一方jチャンネル方式はデータのコード化、データの再現に複雑な要素が含まれている  

が、テレメータによる伝送、光7丁イバーを利用したデータ転送に通している。すでにこの  

方法は大気球（放球観測気球）による宇宙線測定に数回にわたって利用きれており、今後の  

幅広い利用が期待される。   

回路系については小型軽量化と、多目的に利用できるためのインターフェイスの試作が  

行われており、宇宙線、ガンマ線、中性子線の測定など幅広い対応を行っている。  

（2）測定調査   

上記の開発機器は環境放射線の測定調査に晴用されており、従来に引きつづき環境放射  
線の内容の把握を行っている。今期における主な内容は次’のものである。   

j）日本原子力研究所との共同比較測定   

2）ソ連原発事故の影響調査   

3）中性子測定   

4）宇宙線による線量評価   

5）長崎地区の原爆被曝線量の再評価   

β）測定機器の校正（電総研によるトレーサビリティの確立）   

7）海中ノ、海底土中の放射能直接測定に関する調査   

脚葵同比較測竃こわ比較測定は、緊急時を含め従来より組織的  

に行っている原研の環境放射線測定システムと、理研が開発した主として可搬型の環境放  

射線計測システムの同一環境場での比較試験で、これを行うことによりお互のシステムの  

比較ならびに信頼性の確認を得るに役立てるものである。これは昭和60年度～61年度にわ  

たり実施され、内容は原研構内、その周辺の測定、ならびに航空機サーベである。  

お互の数値は測定システムの差にかかわらず良い一致（10％を上まわらない）が得られた。  

現在理研の測定系はトレーサビィリティを含め検討中であるが、理研のシンチレーション  

スベタトロノータによる数値は原研の値に対し数％程度大きいことが判明している。今回  

の比較測定によって理研の′ト型軽量化された測定系は、組織化きれた高精度の測定システ  

ムに匹敵する実用性をもっことが立証きれた。   

Z）ソ連原発事故の影響調査 咋年に引きつづきシンチレーションスベタトロノータに  

よるソ連原子力発電所の事故にもとずく環境放射線の測定がHIIK取材破の協力によって行  
われ、一年経過後のヨーロッパの環境放射線の実情の一端が把握された。これらの調査の内  

容には前回と同一地域（イェープレ→ウ70サラー間）についての環境放射線測定が前回同様  

列早内で行われ、数値が約半減していることが確破きれた。   

3）中性子測定中性子の測定は31te計数管を用いたスベタトロメータにモデレータを組  

合せた測定系を用いて行った。測定は冬期、乗鞍宇宙線観測所屋外において2種の測定器  

（従来形と小型化されたもの）の比較を行った。また使用ずみ核燃料キ十スタからの中性子  

の測定を実施した。キャスタよりの漏洩中性子はキ十スタの型により量、エネルギースベク  
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トルが異ることが判明しており、現在測定系のエネルギー特性を試験中である。   

4）聯価 字首線による線量は現在太陽活動が静穏期にあり、穂大を示  

す時期である。この時期の基礎データを得るため、従来に引きつづき日本航空の協力により  

定期航空機内で測定を実施している。   

早）閲再評価原爆による被曝線量の再評価の一端としてネヤー  
型宇宙線計（アルゴン封入電艶箱）による数値（当時理研において測定）の検討、ならびにネ  

ヤー型宇宙線計のトレーサビリティの確立である。あわせてNaI（Tl）球型シンチレーション  

スベタトロメータを併用した現地比較測定を実施した。ネアー型宇宙線計による指示値は  

数100〟R／h以上において線量率に対し、直線性が保たれていないことが判明した。   

6）測定機器の校正（電総研によるトレーサビリティの確立）従来実施している測定器  

についてトレーサビリティを確立するため、電総研において試験を行っている。大気球によ  

る観測を含め、環境放射線の測定に用いているアルゴン加圧（2．8kg／′′em2）電離箱による測定  

データは誤差（1％程度）範囲内で一致している。一方 3ill．球型シンチレーションスベタト  

ロノータによろ値はデータ処理を含め、数％程度大きい値を示すことが判明している。しか  

し環境放射線の測定結果では、電艶箱を含む他の測定系の値との比較においてこれに見合  

う数値の差が認められない。今後の検討課題として残されている。   

7）瀾調査 昭和59、60年度に開発した海中、海  

底土中の放射能測定機器を現場に適用するにあたー）、現在わが国における環境において顕  

著な人工放射性核種の存在する場はない。一方これらの通用には、深海、海底における天然  

放射性物質の放射性核種成分（ラドン放出を含む）の分離測定があり、地震予知、資源開発、  

土木分野にも通が開かれている。これらの内容を考慮し、海洋科学技術センターにおいてこ  

の利用の調査を行っている。主な内容としては水中測定の適用の可能な場の調査ならびに  

測定機器、測定方法に関するものである。人工放射性核種（Cs－137）を代表として見積もる  

と0．1pCi／■mlの水中、1pCi／′gの海底土の含量が測定可能の目安である。   

きらにシンチレーションスベタトロノータについては深海適用を考慮し、機器開発を含  

めた調査研究を行っている。   

3． 結 語   

環境放射線測定機器の開発を含め、放射線計測の環境における通用は、われわれ生活環境  

の放射線に関する内容の把握、環境放射線による被曝線量の評価に役立つことは給をまた  
ない。その通用にあたっては現在スベタトロノータを用いて行うことが半ば常識化してい  

る。特に環境試料のガンマ稼放出核種の分析はゲルマニウム半導体検出器を用いた高分解  

能のガンマ線スベタトロノータが多用されている。環境における現場測定に際してもゲル  

マニウムスベタトロノータが用いられるが限られた専門家にたよらぎるを得ない。今回示  

した内容は主として可搬型スベタトロメータによる環境放射線の測定の実頼で現在実用化  

（市販）きれている犠器の適用の他、将来の方位＝こついて示した。スベタトロメータによる環  

境放射線の測定がより広い分野に利用されることを期待している。  
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G e半導体検出器に用いられる標準体積線源について  

財E＝去人・日本分析センター  

池内嘉宏，磯貝啓介，‡津吹忠弘  

1．緒言  

G e半導体検出器を用いて体積試料中の放射能を測定する場合，標準銀将を   

用いてピーク効率を求め検出器の校正を行なう。それにはいくつかの方法があ   

り，高さの異なった標準体積線源を用いる方法が一般的と首える。そこで，標   

準体視線源によるピーク効率の決定方はについて検討し，いくつかの結果を得   

たので報告する。  

2．調査研究の概要  

標準線源を用いた，G e半導体検出器のピーク効率の決定方法には  

1）標準体積線源を用いる方法  

2）標準点線源による相対効率と基準ピーク効率から求める方は  

3）標準点線源積分は   

等の方法がある。今臥 我々は高さと比重の異なった10個の標準体積線源（   

Ame r s h a m社製：U－8容器入り）を，標準点繰源及びK Cl体積線源   

で校正した13台の検出器を用いて測定を行なった。また，標準体根絶源の均   

一性についても測定を行った。  

（1）Am e r s h am社製標準休場綾瀬  

比重は1．5g／c m3，0．7g／cm3の2種規であり，高さは各々5，  

15，25，35，45mmと異なった高きの線源を5試料ずつ，合計10個   

の綾源をAm e r s h a m社から購入した。   

（2）G e半導体検出器  

測定に用いた13台の検出器の相対効率（3インチN aIと比較）は10  

～30％であり，P型半導体が11台，n型半導体が2台であり，n型半導   

体を用いた場合にはX線を除くために検出器に，鋼板をかぶせ測定を行なった。   

測定時間は約10000秒である。  

（3）Am e r s h am社製標準体積繰源の均一性試験   

1台の検出器を用いて，横に厚さ  

50mmの鉛を2つ重ね，2rnmの  

隙間を作り，比重1．5g／c m3 G e半彊体積出器  

＋＼  ，高き44mmの標準体積線源の威  

から10，30，40rnmの3箇所  

を15万秒測定を行なった。  

概要を囲一1に示す。  

図－1 均一性試験の測定方は   
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3．結果と考察  

（1）Am e r s h am社製株準体積線源の測定結果   

1）比重1．5g／c m3，高さ6mmと比重1．5g／c m3，高き44m  

mの2つの測定結果を代表して図－2．3に示した。横軸は検出器番号，  

縦軸は添加値に対する比である。  
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（高さ44mm：重量104．9g）  

添加値に対する比は川9c dで20％，57c oで15％，139C e，203H g  

で10％程度のばらつきがあるが，1＝s n，85s r，137c sはばらつき  

が少なかった。他の比重や高さの異なった線源についてもばらつきの傾向  

は同じであった。また，各核種ごとに比較すると，どの抜源についても添  

加値に対する比のばらつきの形は相似していた。  

このことば，ばらつきの原因は標準休憤綾源の不均一き等ではなくて，検  

出器校正上の問題であることを示している。つまり，混合線源及び．K Cl  
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体積線源を用いて校正を行なうと，検出器によってほ低エネルギー側の  

計数効率に誤差を生じることになろ。  

2）Am e r ＄h am社製線牒の添加値に対する保証は既に±7％の誤差が  

あるが，図－2，3の各核種ごとの測定結果を見る 

の誤差があり得ることを示している。  

3）図一2，3と同様の囲を各高さの線源ごとに作成し137（二 Sの擁加傾に対  

する比について比較すろと，高さが高くなるほど高い傾向にあった。  

（2）Arn e r s h a m社製標準体根線源の均一性結果  

表一1に測定結果を示す。これより，添加した放射性核種が休相続源の  

低郎に濃縮し，上郡との濃度差が15％程度あり均一性に問題があること  

が分かった。  

表－1均一性試験結果  

底から30mmの測定値  底から40rnmの測定値  

核種名       底から10mmの測定値  底から10nlmの測定値   

13Tc s   1．0157 ± 0．0540   0．8702 ± 0．0500   

88YくL）   0．9642 士 0．0209   0．8783 士 0．0215   

68co（L〉   0．9490 ± 0．0087   0．8820 ± 0．0089   

6匂Co（H）   0．9768 ± 0．0077   0．8886 ± 0．0078   

88Y（‖）   0．9621± 0．0083   0．8898 ± 0．0086   

（3）（財）日本分析センターの寒天試料の均一性  

（財）日本分析センターが毎年作製し，県の各衛生研究所等に配布してい  
る寒天試料との均一性の比較を行なった。昭和58年度の寒天試料の測定  

結果を囲－4に，昭和60年度の測定結果を図－5に示す。横軸に高き，  

縦軸に添加値に対する比をとった。囲－4を見ると高さの変化にもかかわ  

らず，ばらつきの少ない均一な線源といえる。しかし，図→5では漆加値  

に対する比1．0から全体的に離れ，特に59F eは約10％高い憤を示し  

た。また，51c rについてはばらつきが大きかった。このように，昭和5  

8年度のような均一性のある線源ができるのはまれであり，寒天作製上にな  

んらかの原因があると思われる。  

4．結語  

体積線源としては水溶液を用いれば，最も簡単で均一な線源が得られるが，   

汚染，容器等の問題もあるため，他のピーク効率を求める方法と共に引き続き   

体稜線源の調査検討を行なう必要がある。  
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七城試料中の99T c の分㌧折  

（肘）ノL州環境管理協会  

○朋イ、J正紀，松欄†r言明  

馬＝口敏幸，自イ＝揉典  

．緒 言   

テク ネ チ ウ ム（T c）に は安定同位体がな く，天  

め て 少ない。T c 同位体の巾で，環境問題に おい  

な る のは，半減期が長 く，原一戸炉での収率が高い  
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分解前の土塊の高温処理（C81cin8tJon）に ついて も検討 し た．   

次に土壌の硝酸抽出液か らの硫化銅（Ⅰ）共沈法に よ る＝T c の  
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た   

硝酸分解後の抽出液か らg9T c を他の共存元素 と 分離濃揺す る  

方法と して，希硝酸酸性溶液中での硫化銅（Ⅰ〉共沈法が有効であ  

る こ と がわか っ た。その際，土壌試料の高温処理の有無は硫化銅  

（Ⅰ）沈殿の生成に大き な彩管を与え る こ と も 明 らかと な った。結  

果を表 2 に示す。なお，高温処理（4500c，1時間，試薬無添加  

に よ るgg－T c の損失は2～9％であ っ た。  
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表1 6 N硝酸による抽出宰（％）  

実験  00－ T c  R e  

1
 
2
 
3
 
▲
－
【
）
 
 

95．3  75．6  

95．8  89．0  

93．7  96．3  

97．8  99．6  

95．5  99．6  

96．6  92．0  
図1 加圧分解容器  

表2 1N硝酸溶液からの沈殿革及び共沈革（％）  

試  料  C u  00● T c  R e  

100  99．9  96．7  

2．9  13．9  61．7  
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・・ 

国 2  土稟試料中のlO T c 分析操作  
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放射線計測機椙の規格化に関する対策研死  

（財）放射線計測協会   

伊藤 直次、岡本 利夫、木橋 治彦   

上沢 輝夫、本多 哲太郎、根本 久   

菊池 寛  

1．緒言  

環境放射線の測定及び環境試料中の放射能測定用としての計動機器は、国内外多数の   

メーカーで製作され、市版品は多種多様である。検出臥 解析方状及び校正方法の相違   

により、測定結果が異なる場合があるが、同一測定対象については、これらの結果のば   

らつきを小さくすることは重要なことである。測定紹果の信組性を確保する方法の1つ   

として計測機器の規格化を考え、この観点から問題点の抽出を行なうため、前年度に原   

子力閑イ系事業所（31事業所）で実際に使用されている環境放射線（能）計測機器を対   

象に機種、校正方法等の鍋査を行なった。この調査結果を踏まえて、問題点を指摘した   

中にゲルマニウム半導体検出器型γ繰波高分析装置（以下、Geγ線分析装置）に関する   

環境試料測建用容＃の規格化の関越がある。しかし、この問題は各事業所共にそれぞれ   

容粘を選択した理由をもっており、しかも、既に測定実績をもっていることなどの理由   

から、実現の可能性については困難が予想される。そこで、規格化されない容器で校正   

している各事業所のピーク効率の精度について、その実態を調査し、測定結果の信頼性   

向上のための対策を明らかにすることを目的として、標準線源による比較測定を実施し   

た。なお、この他に電敵諸式の移動型環境γ線モニタについて、規格化の対策に必要な   

資料を得ることを目的として、各種特性試験を実施した。以下に、Geγ線分析装置の比   

較測建の方法及び結果を中心に、その概要を述べる。   

2．調査研究の概要  

原子力関係事業所のうちから庶子力発電所4、地方自治体2、研究関係機関4の計10   

事業所を選び、各事業所において環境試料中の放射能測定に供せられているGeγ線分析   

装置について、標準容積線源による比較測定を行なった。  

調査対象に供したGeγ線分析装置の性能及び校正方法は、次のとおりであった。  

（1）Ge検出器については、1事業所が国産品であるのを除き、他の事業所は外国製品で  
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あった。謂純度Geを使川している■Iり臥所は7事業所であり、残りの3事業所はリチウム   

ドリフト型Geを使用している。相対効率は1B～40％、エネルギー分解能（FWHM）は1．8   

kev ～2．43Mev であり、ピーク対コンプトン比（P／C）は45＄ ～61＄ であった。  

波高分析装置については、2事業所が国産品であり、その他の事業所は外国製品であ   

る。AU変換尉のクロック周波数（MrlZ）は50～200M‖Zであり、100MllZものが6事業所と最   

も多い。  

安定性については、メーカー仕様の性能では大きな差異は組められなかった。  

電算機については、Ge検出君の場合と同様に国産品を使用しているのは、1事業所に   

すぎず、他の事業所は外国製品を使用している。外国製占川】8事業所が同一メーカーの   

ものを使用している。  

解析プログラムについては、科学技術庁マニュアルに従ったプログラムを使用してい   

る事業所が8事業所であり、独自に開発したプログラムとメーカー供給のプログラムを   

使用している事業所は各1事業所であった。また、ピーク面積算出方式としてチャンネ   

ル固定式の事業所は4事業所であり、残りの6事業所はチャンネルを固定しない方式の   

ものを使用している。チャンネル閲定式を使用している事業所は、Ge検出器の種較とし   

てリチウムドリフト型のものを使用している傾向がみられる。  

（2）校正方法については、日本アイソトープ協会製の標準容積線源を校正用標準線粛と   

して用いている事業所は4事業所であり、残りの事業所は標準のアイソトープ液を購入   

し自作した容横線顔を校正用繰源としている。媒体物質として、活性アルミナを6事業   

所、寒天を4事業所、水を1事業所が、それぞれ使用している。校正用の核種は3核種   

から12核種が用いられている。   

標準容積線源は、媒体物質として活性アルミナを用い、いCo，137 c s，80coの   

核種を混合したもので、これらの核種の放射能の植付けは、日本アイソトープ協会で行   

なったものである。標準容積線源の形状は、調査対象事業所毎に環境試料のγ線に日常   

使用している形状に合わせ，計9種斌の線源を作製し、1事業所当たり1種難または2   

種類の線源を用いた。  

各事業所において各核種毎に測定された放射能から擦準容横線源の基準放射能を差し  

引いた偵の基準放射能に対する百分率（以‾F、娯差という）を求め、事業所毎にプロッ   

トした結果を凰1に示す。  
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なお、測定による相対標準偏差が1％以下になるよう測定時間を定めた。  

3．結語  

今回の謝査結束によって、校正用容積線源の自作方式から日本アイソトープ協会襲の   

標準容積線顔利用方式に改めることにより、10数％の誤差を5％以内に改善でき、測   

定精度の向上が期待できることが判った。  

今年度は、γ線スペクトルが比較的単純な核種の混合物について比較測定を行なった   

が、次年度は複雑なγ線スペクトルをもち、γ線エネルギーが近接している核種の混合   

物について比較測定を行なう予定である。  
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固1 各事業所の測定誤差分布  

［●：£7co，▲：＝7cs，■：60co］；日本アイソトープ協会の  

標噂容積線顔使用の事業所  

〔○：S7co，△：131cs，□：60coコ；自作の標準容積練磨牒用  

の事業所  
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Ⅴ都道府県の放射能調査   



北海道 に お け る 放射儲ト調 査  

北海道立衛生研グ己所  

福 田一 義  奥井 登代  d＼林智  

1  緒 言  

前年 に ひ き 続 き、科学技術庁重吉毛 に よ る 昭 和61年度分の北海道   

に お け る 放射能調査の 概要 を 報告 す る。  

2  調 査 の概 要  

（1）調査対象  

降下物．降水．上水．供水．海水．海底土．土壌．食 品等 に  

つ い て は仝 ベー タ 放射能を 測定 し た。牛乳 に つ い て は ヨ ウ 素－   

131（131 Ⅰ）と、食品の一部を加えてストロンチウムー90（90sr）  
及びセシウムー137（137cs）の核種分析を実施した。また、モニ  
タリ ン グポ ス ト 及 び シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ を 用 い て  

空聞線虫車の 汲り定を行 な っ た。  

（2）測定方法  

仝ベー タ 放射能は科学技術庁桐「仝ベー タ 放射能測定法」（  

侶和51年改訂版）、 131Ⅰは同庁稲「放射性ヨウ繋分析法」（昭  
和52年改訂版）、90srは同庁隔「放射性ストロンチウム分析法   
」（昭和58年改訂版）、 

137 cs は同庁嗣「放射性セシウム分 
法」（昭 和51年改訂 版） に そ れ ぞ れ 準j処 し た：方∴法 を も っ て 測定  

し た。空間線屋率は シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ に よ る 方  

法と モニ タリ ン グポスト に よ る 連続測定と に 拠っ た。  

（3） 測 定装置  

CM部数器：ア ロ カTDC－103（GM－HLB－2501，GM－5004）  

憤 商 分 析 器：コ ロ ナ 製 505  

低バ ッ ク グ ラ ウ ン ド 放射鯛 自 動子則 定装置：ア ロ カ LBC－451  

原子 吸 光 分光 光度昔†：日 立180－50  

シンチ レーシ ョ ンサーベイ メ「タ：ア ロ カTCS－121C  

モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト：ア ロ カ MAR－11  

（4）測定結果  

イ  降水 中 の 全 ベ ー タ 放射 能  

札幌市 に お け る 降水（定時採取毎及 び大型水盤 に よ る1箇  

月 毎） 中 の仝 ベ ー タ 放射能音別 定結果 を 表1に 示す。5 月 分 の  

試料 中 に チ ェ ル ノ ブ イリ 原子 力 発7し；所事 故の 膨轡 が 認 め ら れ  

た が、6 月 中 旬 に ほ 平常 に 戻 っ た。  

ロ  各種吉式 料 中 の 全 ベ ー タ 放射儲  

各 種試料 中 の 全 ベ ー タ 放射 能 ア則定結 果 を 一括 し て 表 2 に 示  

す。海水の他については40K の寄与を含む値を示した。  
ま た、土嚢 及 び 海底土の 値は 直接法 に拠 っ た。な お、海水 の  

前処艶は 鉄一 バ ー」ウ ム 共沈法に拠 っ た。  

ハ 牛乳中の 
131Ⅰ  
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札幌仁市及び 河東離 音 更町で採取 し た12試料は、ほ と ん ど検   

出 限 界以下 の 値 で あ っ た が、札幌市 で5 月 27日 に 採取 し た1   

試料か ら 99pCi／ ゼが検 出 さ れ、事故 の 箆≡響 が 認め ら れ た。  

ニ 食品中の90sr及び 
137 
cs  

食品中の90sr及び 137 cs の核種分析結果を表3 に示す。あ   
わ せ て Ca及び K 含．窮 を 測定 し 7こ。  

ホ  空間線蒐率  

札 幌 市 に お け る モ ニ タリ ン グ ポ ス ト 及 び シ ン チ レ ー シ ョ ン   

サ ー ベ イ メ ー タ に よ る 空 間緑地率の 測定結果を 図1に 示す。   

前者 は 連続測定 に よ る 月 別 の 平均値及び最大値 と 最d＼値、後   

者 は 月 に 一度測定 に よ る 月 別 の 値を も っ て 表 わ し た。  

表1  降 水 申 の 全ベ ー タ 放射儲  

※   ※※   ※  

年 月  測定 回数          l播 水 損  境 南 値 J殻低値  平均 値  降下 j托    れ爪  pCi／ゼ  mci／んれ2   

’86 4   8   57．5   22．7  1．9  9．4   0．314   
5  13   27．5   1，294  3．8  390．0   4．454   
6   4   53．0   77．8  15．4  36．8   1．122   
7   9   77．0   94．7  5．7  24．0   0．254   

8  10   72．0   61．8  3．8  17．3   0．208   
9    186．0   50．2  1．9  13．0   0．541   
10  15  164．0   41．9  0．0  11．9   0．925   

12   47．5   59．4  7．6  20．2   0．768   

12  46．5   97．8  －9．4  20．2   1．092   
I871  23   62．5   49．0  －7．8  16．9   1．593   
2  14   43．0   59．4  －5．8  22．6   0．525   
3  16   41．5   64．0  1．9  22．5   0．681   

※ 大型水盤による1箇月毎  ※※6暗闇更正値  

表 2  各種言式料中の仝ベー タ 放射能  

言式 料名   採取 地   
測定 L亘！数   

単 位   壊高値 最低値 平均値   

上水（源水）   札幌市   2  pCi／ゼ   2．1  1．3  1．7   

上水（蛇口水）  稚内市   2   〃   1．2  0．9  1．1   

洪水   石狩郡石狩町  ロ   ′ク   3．5   

海水   古宇郡泊村   ク   1．43   

海底土   ノク   ロ  pCi／㌢乾土   18．04   

土壌0－5c枕   札幌市   ロ  mci／んれ2   547   
土壌5・－20c机   ク   ク   1，665   
牛乳（生産地）   ク   4  pci／g一生  1，314  1，244  1，276   
牛乳（滑帝地）   ノク   2   ク   1，379  1，243  1，311   

ほうれん草   石狩郡石狩町  ロ  pCi／ダー生   7．54   
大根   ク   ク   1．19   
精米（生産地）   〃   〃   0。95   

精米（消費地）  札幌市   〃   0．82   
日常食   ノク   2   〃   1．00  0．79  0．90   

フナ   石狩郡石狩町J  l   ク   2．09   
サケ   浦河郡浦河附  口   〃   2．99   
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衰 3  食 品中 の 核種分析  

90sr ※   137cs※．  

試料名  採取地  灰貨車          pCi／わー生 pCi／ダーCa  pCi／わー生 pci／ダーK   

大根   石狩町  0．43   5．37  33．78   3．40  2．21   

ほうれん草  ク   2．19   5．21  11．15   2．13  0．25   

腐 乱   興 部町  0．75   2．20  2．15   10．98  6．86   

ク   静内町  0．74   3．61  3．51   22．78  15．93   

ク   当 別 町  0．91   2．50  1．60   7．69  6．41   

〃   釧 路 町  0．71   7．65  7．42   79．50  52．65   

タ ラ   釧 路 市  ．1．48   0．35  0．44   12．73  3．3g   

ホ タ テ   森町  1．79   0．19  0．80   1．47  0．54   

コ ン プ   泊村  3．52   5．83  4．17   7．35  0．69   

※ 腐乱についてはpCi／ゼ一生  

〝R／hr   

6．0  

5．0  

4．0  

4  5  6  7  8  9 10 11 12  1  2  3  
86  87  

囲1  空間線量率の 月 別推移  

－・○ベトモニ タリ ン グポスト（cps），  

ぅjトサ ー ベ イ メ ー タ （〟R／hr）  

3  結 語   

本年度 の 調査期間 中、4 月 26日 に チ ェ ル ノ ブ イリ 原子 力 発電所事  

故が 発生し た ため、5 月 に 採取 し た 降水の 全ベ ー タ 放射能及び牛乳  

の 131Ⅰにおいて、その影響が顕著に表われた。しかし、その他の測  
定結果は昨年 ま で の も の と 同一 レ ベ ル で あ っ た。  

ー163－   



青森県に おける放射能調査  

青森県公害調査事務所  

西沢陸地，今 武純＊，木村秀樹  
＊現 青森県公害センター   

l．祐 首  

前年度にひきつづき，昭和61年4月から昭和62年3月までに科学技術庁の委託により  

実施した放射服調査の概要を報告する．   

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水，降下物，上水，土壌，日常食，農畜産物，細水，浦底土，海産生物，空間練土率。  

2）測定方法  

試料の前処理および測定は，科学技術庁嬉「全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」，   

「放射性ヨウ＃分析法（昭和52年改訂版）」，「NalくTl）シンチレーションスベク  

トロメータ機器分析法（昭和49年版）」，「放射性セシウム分析法（昭和51年改訂版）」，  

「放射性ストロンチウム分析法（昭和58年3訂版）」に準拠して行った。空間線土率およ   

び計数率は，「放射能測定所査委託実施計画書（昭和61年度）」により測定した。   

3）測定装置  

β抜の計測  低バックグラウンド放射能自動測定装置  

（アロカ製 LBC－452型）  

γ線スベクトロメトリー  NaI〈Tl）シンチレーションスベクトロメータシステム  

（NAIG Eシリーズ）   

NaI（Tりシンチレーションサーベイメータ  空間線量率  

（アロカ製 TCS－121C型）  

モニタリングポスト （アロカ製 MAR－R42型）   

4）調査結果  

①青森市における降水（定時採取）と降下物（大型水盤による一ケ月毎）の全ベータ放射能  

測定結果を表1に示す。5月の値がとびぬけて高い値となっている。  

②青森市におけるモニタリングポストとシンチレーションサーベイメータの測定結果を表2  

に示す。冬期間は積雪により，低い値となっている．  
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③各種試料の全ベータ放射能測定結果を表3に示す。   

⑨原乳中の刷Ⅰの分析結果を表4に示す。刷Ⅰは検出きれなかった。   

⑧農産物・海産生物中の恥srぉよぴ／けc＄の分析結果を表5に示す。9クsrの値は例年と同  

程度であったが，海産生物中のI押csの値が例年よりやや高い値となった。  

3．結 語   

降水および降下物の全ベータ放射能，沌産生物中の′，℃s濃度が例年より高い値を示したが，   

その他の測定緒黒ば，例年と同程度であった。  

表1降水，降下物の全ベータ放射能 （青森市）  

測 定＊  降水土木業  放射能濃度＊   降下量米＊  
年 月            回 数   （州）   （pCi／り   （MCけk㌦）   

61．4  10   24．6  ND 一－  66   ND   
5  10   72．0  ND －3300  12   
8   6   48．5  ND 一－  87   2．2   
7  13  118．5  ND ・－  23   ND   
8    121．5  ND ・－  21   ND   
9   9   94．0  ND －  20   1．3   
10  16   75．5  ND ・－  50   ND   

16   91．5  ND ～  58   2．7   
12  13   52．0  ND － 100   2．0   
82．1  15  117．0  ND ～  53   2．4   
2  14   88．5  ND ・－  68   1．7   
3  55．0  ND － 120   1．2   

＊ 定時採取による降雨ごと  
＊＊大型水盤による一ケ月ごと  

表2 空間線量庫（書森市）  

モニタリングポスト （cps）  サーベイメータ  
年 月  

平均値   最高値   最低憾   （〝R／h）  

61．4   6．6   10．5   6．5   3．7   
5   7．3   12．0   6．5   4．8   
6   6．7   10．5   5．5   4．8   
7   7．2   11．5   6．5   4．6   
8   7．7   12．0   6．5   4．5   
9   7．9   17．5   7．0   4．6   
10   7．9   17．0   7．0  

8．6   28．0   5．5   4．2   
12   8．2   14．6   6．5   4．6   
62．1   7．2   17．5   5．0   3．8   
2   6．4   12．5   5．0   3．4   
3   6．9   18．0   5．5   4．2   
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表3 各種試料の全ベータ放射能  

試 料 名   採取地点   採取年月日   放射能欄度 （含K）   

上 水く蛇口水）  青 森 市   61．6．16   N D   
〝   〝   81．12．25   N D 

土 壌  〝  61．8．18  
0－－5cm  300 （MCi／k㌦）  

5・－20cm  810 （〝）  
土 壌  むつ市  61．8．11  
0・－5cm  760 （内Ci／k√〉   

5・－20cm  1700  （〝 ）   
日 常 食  青森市  61．6．9  0．87（祀i／g生）   
〝   〝   61．12．25   0．78（〝 ）   

原   乳   〝   61．8．25  1300  （pCi／l〉   

〝   〝   82．2．19  1300  （ 〝）   

大   根   三 戸 町   61．11．10   
〝   

1．9 （甚i／g生〉   
キャベツ  〝   2．1（〝 ）   
〝   む つ 市   8l．11．12   2．0 （〝 ）   

ジャガイモ   〝   81．8．11   2．7 （〝 ）   
米   弘 前 市   62．1．19   0．72（〝 ）   

湧   水   むつ市関根浜沖  61．5．27   1．3 （pCi／り   
〝   陸 奥 湾   61．8．1l   0．91（〝）   

樽 底 土   むつ市関根浜沖  61．5．27   
〝   

3．2 （〆けg乾土）  
陸 奥 締   61．8．11   16  （〝   
〝   

）   

ホタ予見  81．11．12   2．3 （甚i／g生）   
カ レ イ   〝   〝   2．7 （ 〝 ）   
ムラサキイガイ  むつ市間根浜沖  81．6．24   2．9 （〝 ）   
ホンダワラ   〝   61．5．13   11   
〝   

（〝 ）  
深浦町（沖）  61．6．3   5．9 （〝 ）   

表4 原乳中の刷Ⅰ（青森市）  

採取年月日  61．9．30  61．11．5  61．12．15  61．12．23  62．1．20  62．2．19   

測定値（pCi／t）  ND   ND   ND   ND   ND   ND   

表5 農産物，油産物中の放射性核種濃度  

測  定  値  （甚i／kg生〉  
試 料 名  採取地点  採取年月日  

Iosr   ／”cs   

大  根  三 戸 町  61．11．10   6．8   1．4   
キャベツ   〝   〝   1．5   
ホタテ月  陸 奥 湾  61．11．12   N D   2．8   
カ レ イ   〝   〝   N D   7．1   
ホンダワラ  リー  ‥＝ jl  61．6．3   N D   5．8   
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宮城県レこおlナる放射骨旨嗣≡蜜  

宮城県原子力センター  

末永耕一 湯田和郎  

1 緒 言   

前年度に引き続き、昭和61年度に宮城県で実施した科学技術庁要職放射能測定鶉査   

の結果を報告する．  

2 謂 査 の 概 襲  

（1）調査の対象  

雨水・降下物・上水・土壌・日常食・農畜儲朋、及び海産生物については全ベータ   

放射能の測定、牛乳（原乳）については、1＝Ⅰの核種分析を行った。また、空間ガン  

マ線の線量率を毎月1回、計数串を周年連続で測定した．  

（2）測定方法  

全ベータ放射能は科学技術庁縮「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、＝1Ⅰ   

は同庁編「1alIのNaI（Tl）ガンマ線スベクトロメータによる迅速測定法J、空間  

ガンマ浪の線玉串、及び計数串は「放射楠測定調査委託計画書（昭和61年よ）」に基   

づいて行った．  

（3）測定装置  

イ 全ベータ放射能  オートサンプルチェンジャ付GM計数畿t（アロカ製  

SC－702、TDC－501）  

3′lX3－ NaI（Tl）シンチレ一夕、及びMC  ロ1】1Ⅰの核種分析  

A（パイクロン製 3H3／3P、NAIG♯ Eシリ  

ーズMCA）  

ハ空間ガンマ線の線量串  N8Ⅰ（Tl）シンチレーシまン式サーベイメータ（ア  

ロカ製 TCS－121C）  

ニ 空間ガンマ線の計赦串  NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポス  

ト（アロカ襲 MAR－11）  

（4）調査鰯呆  

表1に雨水・降下物の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表2に上水・土壌・日常食・農層産物、及び海産生物の全ベータ放射能の測定結  

果を示す。  

表3に牛乳（原乳）中の1＝Ⅰの測定結果を示す。  

義4に空間ガンマ線の計数率、及び線量串の測定結果を示す。  

2 緒 請   

昭和61年度の宮城県の放射能レベルは、ソ連チェルノナイル原発事故のため5月に   

採取した雨水や牛乳（原乳）にその影事がみられたが、その他の試料は例年と同レベル   

で推移した。  
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表1 雨水及び膝下物の全ベータ放射能   （■査地点：宮城県原子力センター）  

全ベータ放射能（pCi／点）   月Ⅶ降下土  
傭 考  年  月  試料数  

最大償  ～  最小値   （hCi／撼）く法〉  

61． 4   8   45   ～  N．D．   0．53   

5   11   1700   －  N．D．   5．68   5月22日  

6   5   34  ・～  N．D．   1．67   採取   

7   10   43   ～  N．D．   0．56   

8   3   4．9 ～  N．D．   1．28   

9   8   34   －  N．D．   0．41   

10   11   38  ～  N．D．   1．01   

11   3   18   ～  N．D．   0．29   

12   3   N．D．   0．48   

62． 1   4   15  ～  N．D．   0．80   

2   3   85  ～  N．D．   0．48   

3   8   23  ・－  N．D．  0．72   

く吐）大型水盤による1ケ月毎の測定艦  

表2 各種試料中の全ベータ放射縮  

試‘科 名   採 取 地  採取年月日   全ベータ放射能   甘 考   

陸士 0～5q■  岩出山町  61．8．27   8．8  pCi／g乾   

陸士 5～20e■  岩出山町  61．8．27   8．2  pCl／g奪乞   

日 常■・食  女川町・石巻市  61．7．23   0．75  pCi／g生   

日 常 土  女川町・石巻市  61．11．18   0．90  pCi／g生   

上水（蛇口水）   仙 台 市  61．7．2   N．D． pCi／月   

上水（蛇口水）   仙 台 市  61．10．2   N．D． pCi／瓜   

ほうれん革   仙 台 市  61．5．1   消費地                                                                  4．8   pCl／g生   

大  根   仙 台 市  61．9．1   1．1  pCi／g生  消★地   

精  米   田 尻 町  61．12．12   0．62  pCi／g生  生産地   

牛  乳   仙 台 市  61．5．1  1200  pCi／且   消費地   

牛  乳   仙 台 市  61．9．1  1200  pCi／丘   消費地   

か れ い   仙 台 市  61．6．3   2．3 pCi／g生  消貴地   
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表3 牛乳（原乳）申の1＝Ⅰ濃度  （覇査地点：岩出山町）  

採取年月日   61．5．13  61．6．23  61．7．2g  61．8．27  61．9．25  61．10．20   

131Ⅰ濃度（pci／り   280   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

表4 垂間ガンマ線計数率及び線上串  

空間ガンマ線計数率（¢P＄）  垂Ⅶガンマ線線t率   
年  月  

最 大 憤  平 均 値  最 小 値   〝R／h  

61． 4   11．4   8．7   8．1   6．0   

5   15．0   9．0   8．2   5．9   

6   11．3   8．8   8．2   5．8   

7   11．9   8．8   8．1   6．5   

8   12．0   8．8   8．2   5．9   

9   11．4   9．0   8．2   5．4   

10   13．2   9．1   8．2   5．5   

11   17．7   9．1   8．2   5．7   

12   15．1   9．0   8．2   5．5   

62．1   17．6   9．1   7．9   5．8   

2   16．0   8．9   7．7   5．8   

3   14．1   9．1   8．1   5．7   
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赦田鼻Jておける．放射能鯛を  

如綱 

ヱ．崖者菖  
略知／／年度（∠／〃～／ノ．j♪こ爽施Lた放射能朗僅靡来り牌啓を敬  

老する．  
さ  

t。  
駒丸上水．浸水．上痩′尾首座物見介粗壁嵐緑卓  

（2）測定オ嫁  

し－●‘ 

量ち空べ  
「炎射性ストロンナウん針粁遽（沌寿∫フ年）．′W4Tけゼ）シ／  

フトロ／潮榔醐」針こ  
（3 

叫）娼両日時果  
イ．如寺務水ドよる帝水り患β衣射鮭え見1′ ふ種さ武村中句金  
β放射能と真之ノこ示す．∫月の雨水が異常とこ高いのJよ 

半月  
、       下旬）ニ洛生し汽チェノし／デイリ原潜り孝敢り影響で／′ア♂♂ア毎  

日・ 

ブて、  

項■‘レペノしで易フた■点種  

妄庵  

ロ．各線紙料中り管rノ∫払と泉51こ示す．7月凍原今年乳りタ誉′   
■∵’● 

j  

（ま／検出ぎれなやlフた。  

ハ．牛乳（原彗0やり′’‘上を見学ド示す．  
ユ■ 

∫ 

．∂ 

・ 

j 

3．舞鶴   
・‾、’  

撼重言軍真書琵電撃蓋軽石貰；ヾア笈㌶雷警  
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泉1．雨水仝β放射能の耳別発過．  
牛耳  刺月旦教  降水昔   

彿机   ＿ 

昭J／．≠  ノJ   ／Jj．／   ／♂／、   ノ∨♪   〆∠、∫   ゲ．／   

∫  ／J   ／ヱ／・／  ／／タ♂q   JJ．タ  j7♂♂．  ユ¢才．   

J   J   √∂．ダ   ユJp   〟．∂   ／♂タ．   ヱ．J   

7   ／寧   ／g9．タ   ク／．g  〟∂   ／ア．ヱ   j．ゲ   

き   7   ／／JL・P   ユタ．g  ／Vク  ／♂．J   β．7   

9   ／♂   ／9J．J   ∫7．タ  ′へ／♪   ／7．タ   ／．ア   
／♂   ／ダ   ／j∠．g   Jク・タ   〃．∫●   

／／   ／タ   ユ♂ク．7  ／∠∠．   ／V♪   タg・g   9tJ   
／2   ／ダ   ／フナ．ノ  ／Jよ   〟♪   √〆ノ   ゲ．ヱ   

甘邑‘フノ   ／∠   ／≠∫．J  ／〟   ／＞♪   ∫よ／   7．㌻   

ユ   ／〃   ／／♂．♂   ヱクg．   ユき、♂   7タ．∫   ゲ．g   

j   ／J  ／27．7   〆J．J   ∧／ヱ）   jよg   J．J   

（剥史動り時間是正ム鼠）   

泉2．各線尊卑射中の崖A放射能  

紙 料β   凍香椎  線審年月日  放射能碑及   

千乳（原動）  ／ノ∠ F毎塩  

J／．ノヱ／∂   ／．♂J  

考ヤ〈ごツ   ／／・／ク．／7   ヱ．j∠   ゥ   

タ＝イ つ ン／  g／、／久／7   ユ．／J  ◆   

メ有 水  ∠／．／ク・j♂   ♂．タグ   

ブ  イ  ′／・g・J7   j．ヱg  ～   

タ  イ  J／・ヲt ヲ   ≠、／J   o   

唱 常食  激職奇  ～   
J／．7．ヱg   ／ヱ7♂P皇女て声  

∠／．／／．／′   ／77♂  り   

タ鼠  オこ   ｝  J／．g．コア   j．ヱ F施   
上  水  〆／．7・22   ヱ．J   

（蛇口水）  J／．／2、／タ   2、g  

挿上辺＿町  J／・g・／   ∂ク7．  ｛‰1   

。（∫しjり   ′   ∠／．∂．／  ∂ナ／∂．  
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展3．ふ確執料の彪碑瑚果  

春希蹄鬼  凍泉地  線永年月日   腺」壁∵．斉旨・釆  
†㌔S卜   J”C．J   

律動（虜掌り  〟 か   ／タ．ヱ Pお  

J／．／ヱ／♂  ∧／ヱ）  ● 

キヤヘlツ   ∠／・／ク・／ア  ヲ．ヲP‰   p私   

デイコ／  ヽ  占／・／ク．／7   ／ノ．ヱ ー′   ／3．ゲ ノ′   

米（プ精米）  l   J／．／ク．ヱ♂   二 ダ．／g 〃   

ゴ  イ   ‘∴ 牙．プア  千ネ  

タ  イ   ナ  J／．タ．タ   ／＞．p  ／3ノッ  

臼尊 （7即  ：秩同車  ∠／・7．ヱβ   j．クJP簸も  ∫j∠塊丁。  
・′ （／／月）  ∠／．ノ／／／   ／J．す り   

土   多す辺町  ∠／．p．／  ぅー  ∫7∠梯i   

〈∫セタ  ∠／．き．／   タフ、ゲ り   ／∫7． シ   

泉午．牛乳練乳ノウの′，－Ⅰ（漱田彰  単舷顔  

挽承年耶  ∂盈 J／孝．23  J／．7．2ヱ  J／．／♂ノ7  J／ノヱ／‘  J～．ノ．ヱヱ  J～．Jノク   
放射能濃度  ノ∨．か   〟 ク   ノ＞ヱフ   ノV p   ／ヘノZフ   ′へノ．P   

C
5
 
 

章
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名
一
裳
ス
ト
 
 

サ
七
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ー
タ
ー
 
 

一
昔
ニ
 
 

率  J  占  7  8  9  ′∂ ／／ ′ヱ  ／  ヱ  5  

∫ムl ∫昌之  

旬l・モニタリン7一力立トとサベイメサ㌍よる壇聞線量  
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山形県もこお○ナる放易寸甘ヒ調査  

山形県衛生研究所  

設楽秀弥，吉岡みゆき  

1．緒言   

昭和81年4月から8Z年∋月までの期間に実朝した科学技術庁の委託による山形県における   

放射能調査について報告する．  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水，降下軋土軋日常食，陸水（上水）．農畜産物（牛乳．野菜．米）及び滑産生物（魚類，貝  

類．海藻類）の全ベータ放射能．並びにサーベイメータ及び．モニタリングポストによる空  

間線上を測定した．  

（2）測定方法  

拭科採取，前処理．全ベータ放射能及び空間線土の測定は，科学技術庁繊一環境試料採取  

法（昭和58年）j，一会ベータ放射能測定法（昭和51年度改訂）」及び．昭和81年度放射能委託計  

画書により行った．  

（3）測定装置  

各種拭料の全ベータ放射能の測定は，GM計数装t（Alok＆製，TDC－103型）を使用  

した．空間線tの測定は，シンチレーションサーベイメータ（AIoh製TCS－131型）  

及び．モニタリングポスト（Alok■製，MAR－11型）を使用した．  

（4）測定結果  

イ．降水の全ベータ放射能については，定時採水による降水ごとの瀾受給果を，表1に示し  

た．チェルノアイル事故後．初めて降った5月7日の降水に875pCi／lの全ベータ放射  

能が検出され．5月9日の降水で1糾O pCi／lの最高値を示し，その後暫滅しながら5月  

30日の降水まで検出された．5月31日の降水では，検出限界（3d≒45pCi／1）以下にな  

った．この間の全ベータ放射能降下tは，24．7■Ci／k■2であった．  

ロ．降下物の全ベータ放射能月間降下土については．大型水盤による測定枯果を表2に示し  

た．  

ハ．各穫試料の全ベータ放射能測定結果は，表3に示した．例年と同様の儀であった．臥  

上水については，山形市において5月8日から5月22日までの同に8回．上水（蛇口水）の  

全ベータ放射能を測定したが，いずれも検出限界（3d≒9pC；／l）以下であった．  

ニ．空間線1の測定枯果は，図1に示した．例年とほぼ同様の個であった．  
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表1降水の全ベータ放射能（定時採水）  （山形市）  

放射能濃度（6時間饅）  

年 月  拭科数     検出回数  降 水 土  月間降下t    最 高  最 低  

（pCi／l）  （pCi／】）  （■■）   （■Ci／k■り   

61．4   6   ND   ND   0   58．1   ND   

5   9   1640   94   9   75．9  24．7   

6   9   ND   ND   0   123．8   ND   

7   13   ND   ND   0   184．0   ND   

8   6   ND   ND   0   176．4   ND   

9   6   ND   ND   0   61．0   ND   

10   10   ND   ND   0   61．6   ND   

10   ND   ND   0   うぅ．1   ND   

12   9   ND   ND   0   うぅ．8   ND   

62．1   ND   ND   0   72．0   ND   

2   14   ND   ND   0   62．4   ND   

3   13   76   ND   70．8   0．1   

計   116  10   1034．9  

表2 全ベータ月間降下土（大型水盤）  （山形市）  

臼 圧  ≡！：  ＝1   月間降下土  

（■Ci／k■2）   

S・61・4・ 1  ｛－  5・ 1   0．5   

5・ 1 ・－  5・22   16．2   

5・22  ～  7・ 1   1．8   

7・ 1 ・－  8・ 1   ND   

8・ 1  ■－  9・ 1   ND   

9・ 1  －  10・ 1   ND   

10・ 1  ′－  11・ 1   0．4   

11・ 1 ・－  12・ 1   0．9   

12・ 1  ～  S・62・ 1・ 5   0．6   

1・ 5  ・－  2・ 2   0．6   

2・ 2  ～  3・ 2   ND   

う・ 2  、・  4・ 1   ND   

計   21．0   
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表3 各種試料の全ベータ放射能  

試  科  名   採取地点   採取年月 日   放射能濃度（含k）   

土  壌（0・－ 5e■）   山形市   61・ 7・24   14 pCi／F乾土   

土  壌（5～10e■）   山形市   61・ 7・24   17 pC；／g範士   

日 常 食   山形市   61・ 6・18   0．45 pCi／甘生   

日 常 食   山形市   61・12・19   0．48 pCi／一生   

上  水（蛇口水）   山形市   61・ 6・1．6   ND   

上  水（蛇口水）   山形市   61・12・19   ND   

牛  乳（消十地）   山形市   61・ 8・ 6   1300 pCi／】生   

牛  乳（消暮地）   山形市   62・ 2・ 9   1200 pC；／l生   

ダイ コ ン（消費地）   山形市   61・10・ 6   1．5  pCi／一生   

ホウレンソウ（消十地）   山形市   61・10・ 6   4．8 pCi／一生   

米  （消暮地）   山形市   61・12・17   0．5ヨ pCi／g生   

ワ カ メ（生産地）   清田市   61・ 6・24   5．9  pCi／書生   

サ ザ エ（生産地）   酒田市   61・ 7 ■ 22   3．7pCi／書生   

イ  ワ シ（消書地）   山形市   61・ 9・10   1．6  pCi／一生   
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福島県における放射能調査  

福島県原子力センタ・一  

高橋 教則 安即 事地 鈴木  個  

性々木侶博 三瓶 良和 げ藤  紫  
1．緒言  

昭和61年度に福島県が実施した科学ほ術庁委託の放射能調査   

結果及び原子力発電所周辺の環境放射能調査結果を柑肯する。  
2．調査研究の概要   

〈1） 調査対象  
ア．委託調査…… 空間級垂率、大気浮遊じん、雨水、野菜、牛  

乳（市販乳、原乳）、精白米、日常食、淡水魚、上水、湧水  
陸士、海水魚、滝水、湖底土。（福島市、相馬市、大熊＝町）  
イ．原子力発電所周辺調査……空間綿桑率、空間碩井鰻重、大  
気浮遊じん、陸士、陸水、泥水、涌底沈沌物、農産物、畜産  

物、松葉、沌産生物。（  

浪江町、小高町）  

（2） 測定方法  

一－J 訂 岡 富   町 葉 椅  大横町、双葉町  

ア．全β放射白巨測定ほ  

イ．核種分析は、試料   
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（3） 調査結果   

ア．委託調査  

空間綿蜃率は、真一1に示．したとおり であ り、5  

6・7 7 〃 R／il（平均6．2 3 〃 R／tl）で、前年  

同程度であった。環鳩試料中の全β放射能撰度は、  

ほ
く
 
 

と
 
じ
 
 

度
同
 
 －1に示したとおりであ り、前年度とほぼ同程度であった。  

牛乳（原乳）中のl＝Ⅰは、検出きれなかった。  

雨水中の月別全β放射柁漉度については、表一：2に示した  

とおりであ り、特に5月には、ソ連原発事故の影背が顕著に  
現れた。  

イ．原子力発電所周辺調査  
昭和61年度の測定結果を衷－3～6に示した。空間線度  

率、空間椙昇級垂についてほ、前年度とほぼ同程度であった  
（ただし、空間線量率の一郎で検出器更新に伴う若干の変化  
がみられた。）環鳩試料の核種測度については、ソ連原発事  
故の影響による95Nb，186Ru，13】l，13－Cs，I37Csが、検出された  

また、松葉の一郎から、原子力発電所に由来すると思われる  
6日Coが、微塵傾出さ」tた。  

3．結語  
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義一1科学技術庁委託調査結果  

試  料  名   l采取場所   測  定  値   

空間線劇率  大傭町  5．81～6．77〟R／h（平均値6．23〃R／い   

大気浮遊 じ ん  〝   0．36 ～ 0．72  トCi／mJ   

大   晩  福島市   1．6  pCi／g生  

野 菜                  ほうれん革  〟  3．O       pC；／g生   
年   乳（市販乳）  〝   1144 －1223  pCi／£   

精  白  米  〝   0．73  pCi／g生   

日  常   食  〝   0．79 ～ 0．99  pC；／g生   

淡  水  魚（鯉）  〝   2．4  pCi／g生   

上   水（蛇口水）  〝   1．7  ～ 3．2  pC；／£   

淡  水   〝   1．1  pCi／£   

陸士（0－5cm〉  〝   10．O  pC；／g柁   

陸士（5～20cm）  〝   9．3  pCi／g陀   

海水魚（あいなめ）   相席市   3．O  pCi／g生   

滝  水   〝   0．5  pC；／且   

海   底  土  〝   12．4  pCi／g柁   

牛乳（原乳）中の  
大僻町   

放射性ヨウ素混度  
検 出 さ れ ず   

蓑－2 雨水中の月別全β放射能演度  

年  月   弧  雪盟平戸  ＝扁那  i扁≡  器哲男）  関学孟巧   

61年 4月   12   73  

5月   10   123  3927  63．4  7．88   

6月   17   128  42．8  0．33  0．04   

7月   19   136  73．0  0．32  0．05   

8月   8   350  

9月   10   74  

10月   14   174  

11月   5   35  

12月   3   44  

62年 1月   4   38  

2月   8   74  

3月   10   77  

合  計  120  1326  3927  5．95  7．97   

注  － は検出されず  
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義一3 原子力発電所周辺の空間鰻重率  

測定  
測定場所  

測  定  値 （〟R／hr）  
地点赦   均  値  最  大  値   

柏葉町   2  連続  4．8 ～ 4．9  8．0 － 8．9   

富岡町   3  〝   4．4 一－ 5．1  9．1 ～10．2   

大熊＝町   3  〝   4．2 ′－ 5．0  7．2 ～ β．0   

双葉町   2  〝   5．0 ・－ 5．3  8．1・－ 8．3   

浪i工町   3  〝   4．8 ・－ 6．0  8．2 ～ 9．5   

更新前  3．6・－ 4．7   6．3 ′－ 6．9  
高町   2  〝  

更新後  4．6・－ 4．7   7．0 ・、・ 7．4   

注  ※ 昭和62年1月に城山器の更新を行った。  

義一4 原子力発電所周辺の空間積算線玉 （TLD）  

測定場所  測定地点数  測定回数  碩 算 線 虫 （1年間相当値） mR   

楢葉町   3   4回／年   73  ・－  74：   

富岡＝町   3   〝   62  ・－  68   

大僻町   3   〝   6l ・－  71   

双葉町   3   〝   65  一－  78   

浪江町   3   〝   76  ・－  79   

小高町   3   〝   65  一－  71   
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義一5 原子力発電所周辺の大気浮遊じんの放射能測定結果  

測 定 場 所  （朝野）  ▲．‘組   核 種（。滑′M3苧   

95Nb 186Ru  
富岡町役場  0．9   1．4    ；；；巨…   ヒ用 

9   

用6Ru  LTD・－0．070  
原子力センター   0．8   1．2   131Cs  

137Cs  ヒ用＝8：9g4   

95Nb  LTD～0．001  

夫 沢 地 区  0．9   
188Ru  LTD・－0．056  

1．0    l‖Cs  LTD・－0．068  
13TCs  LTD～0．13   

95Nb  LTD・－0．002  
186Ru  ●  

現世橋小学校   0．9   1．3    134Cs  
ヒ芋B 

2   
19TCs  

衰－6 原子力発電所周辺の環境試料中の放射能測定結果  

試 料 名   検休赦  単  位  全 β 潰 度  核  種  濃  度   

陸  
lき4Cs  

士   12  PCi／名花  10．0・－15．1   13TCs   

上  
きIl  LTD・－48  

水   24  PCけ£  0．5 ～ 2．0   131Cs  
137C＄  

滝  水   30  pCi／且  LTD ・－ 1．4   3‖   LTD ～ 27   

梅底沈碩物   30  PCi／g柁  6．6・－ 21．4  137Cs  LTD・－ 0．11   

精白米  6  PCi／g生  0．6・－ 0．9  13TCs  LTD・－0．003  

131 1 LTD～3．4  
農産物                葉 菜  ユ2  PCi／g生  2．6 一－ 5．5   13dCs  

1〇7Cs  

根 菜  12  PCi／g生  1．3 ～ 2．4   検出された核種なし   

13dCs  
畜産物  牛 乳  24  PCi／g生  0．9 ・－ 1．3   137Cs   

88Co  
川6Ru  

松  葉   28  PCi／g生  1．6・－ 2．9    ＝＝Cs  
13T（二s   

海産  

生物   LTD・－ 5．5   
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茨城県における放射能調査  

茨城県公音技術センター  

三好 隆、平井保夫、染谷利古  

橋本和子、小沢 耗、森田茂樹  

1．緒言   

前年度に引き続き、昭和61年度の交付金事業および放射能委託事業に基づく、原   

子力施設周辺環境調査および核爆発実験による影響調査の結果の概要を報告する。  

2．調査結果の概要  

（1）調査の対象  

空間線量、雨水、降下物、大気浮遊じん、陸水、農畜産物、土壌、淡水産物  

海産物、海水、海底土、排水．  

（2）測定方法  

試料の前処理、全β放射能測定および核種分析は、主として科学技術庁のマ  

ニュアルに従って行った。  

使用した測定器は、空間線量率は車載エリアモニター（HaI（Tl））、積算線量  

はTLD、全β放射能はGH計数装置、核種の測定は低パックブランドガスフロ  

ー型β披計数装置、液体シンチレーションカウンターおよぴGe半導体検出器で  

ある．  

（3）測定結果  

イ．4月26日に起こったソ連チェルノブイル原子力発電所事故の影響と思わ  

れる放射能が各種試料から検出されたが、空間線呈率および積算捜主につい  

ては期間中異常錯はなかった．（表1）  

ロ．降下物、大気浮遊じん、定時採取雨水の全β放射能は、5月、6月が高か  

った．また、核種分析の結果でも5月、6月の90sr，1】7Csの饉が平常  

より高く、l＝Ⅰ等事故の影書と思われる核種も検出された．（表2）  

ハ．農畜産物のうち水戸市の原乳、ホウレン草で特別調査期間中に採取した試  

料から事故の影響と思われる核種が検出されたが、それを除くと昨年同様の  

億であった．（表4）  

ニ．土壌、海水、海底上の放射性核種濃度は、海底土の100Ru濃度が事故の  

影響で若干高い以外は昨年同棲の倭であった．（表5、6）  

ホ．環境試料の全β放射能は、昨年同様の俵であった．（表3）  

へ．ソ連チェルノアイル原子力発電所事故の係る特別調査結果は前報のとおり  

です．   

3．結語  

5月、6月にソ連チェルノブイル原子力発電所事故の影響がみられたが、それ  

以後は一部の試料を除き平常の笹に戻った．  
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表1空間線量率および積算線量  

モニタリング  

ステーション   サーベイ   精算線屋  

（〟R／h）   （〟R／h）   （mR）  

東海  大洗  東海  大洗  水戸  東海  大洗  水戸  

地区  地区  地区  地区  地区  地区  地区  地区   

4月  5．0   4．7  4．2   4．0   4．8   

8．6   7．9   丁．4  5月  5．0   4．8  3．5   3．9   4．2   

6月  5．1  4．8  3．5   3．9   4．2   

7月  5．1  4．8  3．4   3．8   4．3   

8．1  8．0   7、8  8月  5．0   4．7  4．0   3．9   4．丁   

9月  5．1  4．8  3．4   3．8   4．2   

川月  5．2   4．8  3．3   4．0   3．9   

7．9   7．6   丁．4  11月  5．2   4．9  3．2   4．0   3．7   

12月  5．2   4．9  3．4   3．8   3．8   

1月  5．2   4．8  3．4   ユ，g   3．0   

7．6   7．6   6．8  2月  5．2   4．8  3．4   3．9   3．6   

3月  5．2   4．8  3．5   3．6   4．2   

表2 定時採取雨水、降下物、大気浮遊じんの全β放射能及び放射性核種欄度  

降下物   大気浮遊じん   定時採取雨  

（ICけk■2）   （PCけm））   水（PCi／l）  

全 β 90Sr lュ7cs lヨ1Ⅰ  全 β 1”cs  ＝1Ⅰ   全 β   

4月  0．32  0．0012  H．D  O．027  0，021  H．D  H．D   H．D   

5月  6．15  0．049  2．1  1．97  1．131  0．12  0．053  247．2   

6月  1．08  0．0015  0．099  H．D  0．019  0．0016 0．0006  N．D   

7  0．28   H．D   O．03q  N．D  0．008   H．D  N．D   H．D   

8月  0．23  0．0014  0．011  H．D  0．009   H．D  M．D   H．D   

9月  l′   lll  lll    ll  0．015   H．D  H．D   H．D   

10月  0．30   M．D  H．D  H．D  0．011  H．D  Il．D   H．D   

11月  0．1T   H．D  H．D  H．D  0．017   H．D  N．D   【．D   

12月  0．26   M．D   0．0038  IしD  0．020  Iq．D  H．D   H．D   

1月  0．13   H．D  H．D  H．D  0．017   H．D  I疇．D   【．D   

2月  0．25  0．0022  0．0063   H．D  0．022   H．D  H．D   H．D   

3月  0．37   H．D   O．0087   H．D  0．023   H．D  H．D   H．D   
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表3 環境試料の全β放射能  

試 料 採取場所 試料数 単位 平均  試 料 採取場所 試料数 単位 平均   

蛇口水 水戸市  4 pCi〃1．8  シラス 東海村   1 pCj／沌3．2   

原 乳 ／／  2 pCi／g生1．2  コ イ 霞ヶ浦  1   ／J 3．4   

市販乳 JJ  2  ノJl．1  淡 水 JJ  I pCけ12．6   

ホウレン草  J／  1   ノJ 6．9  土壌（0～5）東海村 1 pCi／gtT．8   

大 根 JJ  l   ノノ 1．7  ／／（5一－20）JJ   l   ／J 5．7   

表4 農畜産物の放射性核種濃度  

（PCi／埴生）  

試料  採取場所  試料数  90Sr最高 平均  1”cs最高 平均  l＝1最高   

東海村   3   1．67  1．38   5．7  2．9   

勝田市   2   1．42  1．25  14．6  7．4  

原乳  2   1．10  0．98   1．4  0．9  

大洗町   2   1．50  1．13   8．6  4．6  

水戸市   7   1．丁2  1．21一  2．7  22．9  

市販乳  水戸市   2   1．00  0．78   4．0  2．4  

東海村   0．19   1．9  

精米  0．32   1．4  

水戸市   0．43   6．9   

東海村   2   4．60  3．27   1．3  0．9   

那珂町   2   10．3  8．06   1．5  1．3  
ホウレン草  

2   3．81  

水戸市   8   18．0  

東海村  

大根  

水戸市   川36  

表5 土壌の放射性核種濃度  

（PCi／9乾土）（年度内2回採択）  

採取場所  90sr最高 平均  1，7cs最高 平均  ＝9十】■OP 

u最高 平均  東海村  0．52   0．31  1．41  1．16  0．023    0．020  勝田市  0．052   0．04  0．25   0．24  0．005    0．005  大洗町  0．17    0．14  1．30   1．27  0．025    0．021  水戸市  0．28   0．27  1．44   1．05  0．030    0．021   
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表6 海水、海底土の放射性核種濃度  

（年度内2回採取）  

試料   採取地点   90Sr10占Ru l”cs l＝ce  ”9十2▲OPu   

久慈沖   0．13  0．03  0．13  0．01  

動燃東海沖  0．10  0．03  0．13  0．00  

海水  阿字ヶ浦沖  Q．1Q  （】．02  0．13  0．00   

（PCi／仝）  那珂湊沖   0．10  0．04  0．12  0．00  

大洗沖   0．10  0．00  0．12  0．00  

二 ＝t・   0．11  0．02  0．12  0．04   

久慈沖   5．4  11．1  22．0  6．3  11．8  

動燃東海沖  5．0  5．4  21．5  1．1  11．3  

海底土                                       阿字ヶ浦沖  g．4  1臥5  72．6  7．8  28．3   

（PCi／kg）  那珂湊沖   3、1  6．6  24．9  2．0  14．8  

大洗沖   1．3  3．7  16．5  1．9  川．8  

種別加胴   5．2  3．2  15．9  0．0  8．5   
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埼玉県における放射能調査  

埼玉県衛生研究所  

中沢清明 川名孝雄 宮沢正治  

l． 緒 言  

前回にひき続き、埼玉県で昭和61年度に実施した放射能調査について報   

告する。  

2． 調査の概要  

（l）調査の対象  

雨水、降下物、上水、農畜産物、海水魚、日常食、土壌、空間線量。   

（Z）試料の調整及び分析測定法  

科学技術庁編「全ベータ放射能測定法11976．改訂）」、r放射性セシウム  

分析法（1976．改訂）J、r放射性ストロンチュウム分析法（1983．改訂）」、「NaI  

（Tl）シンチレーショ ンスベクトロメータ機器分析法（1974）」に従った。   

（3）測定装置  

波高分析器：日立 585型、シンチレーショ ンサーベイメ ータ：アロカ  

TCS－121C型、G M計数装置：アロカ TDC－103型、ローバックグランドカン  

ター：アロカ LBC－451型。   

（4）調査結果  

イ  全ベータ測定結果  

前報＝以外の試料では異常に高い値は認められなったので省略する。  

ロ 核種分析測定結果  

（イ） 大型水盤による1ケ月毎の降下物の分析結果は表1に示すとおりで  

ある。  

（ロ） 一番茶、野菜、米などの食品における分析結果は表2に示すとおり  

である。  

（ハ） 土壌、蛇口水の分析結果は90s r濃度は前年同様であり、1＝c s  

濃度の増加がわすかあったが省略する．  

ハ 空間線量率並びに1811の測定結果  

（イ） 空間線量率測定結果は表3に示すとおりである。  

（ロ） 原乳の＝ⅠⅠ測定結果は前報‖の試料以外は検出限界以下であったの  

で省略する。  

3． 結 語  

全ベータ測定では、．雨水、降下物、蛇口水にチェルノフィリ原発事故の   

影響が認められた．  

また、90s r分析とl，7c s分析では、降下物5月分は両者の濃度が増加   

し、土壌、蛇口水、日常食、茶、ほうれん草、牛乳は後者の濃度が増加した  

しかし、空間操量率測定には、事故の影響は認められなかった。  

文 献  

l） 中沢清明．川名孝雄，宮沢正治：第28回環境放射能調査研究成果論文  

抄録集（昭和60年度）科学技術庁、P．372 ～ 373  
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表1 降下物の核種分析結果  
mln，XlO‾3mci／km2  

f】  4  5  6  7  8  9 10 11 1Z   1   2  3  

降水量  87  
90s r l  
137c s l  

136 132 172  230 194  70  24 112  30  36  79   
43  4   1  1  1   0  0   1  1   2   1  

3820  313 16  9  5  6  5  10  4   8   5  

注：－＝csの測定値はt＝csを含んだ値である。  

表2 食品中の核種分析結果  
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大  根 消費地 浦和市  
精  米 消費地 浦和市  
あ  じ 消費地 浦和市  

5．30  1．10  5．5  
12．2   0．55  4．Z  
12．2   0．5g  O．3  
12．2   3．21  0．8   

5．0  
些‖∵生   

6．9   
0．1  
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消費地 浦和市   8．6  7．06 ■ 1．7 ■ 1．6   10．0 一  

消費地 浦和市   2．5  7．33 － l．2 － 1．1   6．9 b  

0
0
 
4
 
 
 

6
 
4
 
 牛  乳  

一  滴和市   6，30 16．4 ¢ 1．O d  2．0  5．1d  3．2  

－  浦和市 12．Z4  川．6 e l．7 d  8．0  6．2 d  4．6  
日 常 食  

注： a：g／1． b：pCi／1． c：g／人・1日． d：g／人・1日  

－＝csの測定値は1＝cs を含んだ値である。  

表3 空間線量率  
山R／h  

月  4  5  6  7  8  9   10  11 12  1   2   3  

天 候  雨  晴  雨  晴  畳  晴  曇  暗  愚  晴  晴  畳  

6．6  6．8  6．8  6．8  6．7  
空 間  
線量率  

7．8  6．8  6．6  6．7  6．5  6．2  6．4  
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東京都における放射能調査  

東京都立衛生研究所  
笹野英雄 鈴木秀雄  
高橋保雄  

1．緒言  

昭和61年度に実施した放射能について報告する．  
2．調査研究の概要   

（1） 調査対象の試料：全β放射能測定用試料および核種分析用試料の採取場所，  
採取回数を表1に示す．このほかに新宿区，八丈島の空間線量朋査を12回  
づつ行った．  

表1．調査用試料の採取場所およU■採取回数  

試 料 名  採取場所  採取回数  全β数  核種分析＊  

雨水．ちり（降雨毎）  

雨水．ちり（定 時）  

日常食  
牛乳（消員地）  

米（消貴地）  

新宿区百人町  
〝  

〝  

〝  

〝  

9
2
つ
】
2
1
1
1
2
2
1
1
4
1
 
 

9
 
1
 
 

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 
 

■
 
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
 
 

野菜（ほうれん草）（消貴地） 〝  

野菜（大根）く消費地）  

上水（原水）  

上水（蛇口水）  

土壌（0－5cM）  
土壌（5－20cm）  

牛乳（生産地．WHO報告）  
海水魚（生産地〉  

〝  

葛飾区金町  
〝  

〝   

〝   

八丈町   
三宅島  

＊核種分析用試料は前処理後日本分析センターに送付した．  

（2）測定方法： 科学技術庁娼 放射能測定法 く1976年）によった．   
（3）測定器  

GM計数装置： アt3カ（株） MODEL TDCr511  
GM計数管： ALOKA GM－LB－2501  
シンチレーションサーベイメーター： AL Ol（A TSC－121   

3．調査結果  

（1）各試料の全β放射能測定結果を表2，3，4に示す．  
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表2． 雨水，ちりの全β放射絶  

降  雨  毎   大型水盤  
年 月  

測定数 降水量 測定値（平均値）月間降下圭（平均値）  測定値  
（mm） （pcjハ）  （mci／kM2）   （pciハ）   

61．4   10  94．4  ND  ND   

5   9   114．8 HD・1644．6（2開．3）  ND・－3．20（1．0）   〝   

6   9  157．O  ND  〝   ／／   

7   15  127．8  ND  〝   〝   

8   5  63．1  ND  〝   〝   

9   12  196．9  ND  〝   〝   

0   9  77．5  HD  〝   〝   

5  46．2  ND  〝   〝   

2   5  117．4  ND  〝   〝   

4  51．4  HD  〝   〝   

6  42．3  HD  〝   〝   

9   103．O ND・43．8（4．9〉  〝   〝   

ND：検出きれず  

表3．上水，土頓，日常食，農産物の全β放射能  

試料名  測定数  単位  測定値（測定年月日）  

上水（原水）   

〝（蛇口水）  

土壌（0－5mm）   

〝（5－25Mm）  

‡日常食  

‡海水魚  
‡米  
‡野菜（ほうれん章〉  

‡〝（大根）  

‡牛乳（消貴地）  

‡〝（生産地）  

PCi／l  ND（6／18），㈹（12／10）   

〝  NDく6／柑），ND（12／10）  

mci／km2  463（7／18）   

〝  l，772（7／18〉  

PCi／†生 0・66（6／10），0・72（12／10）   

〝  2．3（9／25）   

〝  0．53（10／17）   

〝  4．30（11／12）  

1．75（11／12）  

1，100（8／20），1，400（2／20）  

1，200（5／23），1，200（8／20）  

1，300（11／20），1，400（2／21）  

〝  

PCi／1生   

〝  

‡：K含有測定値  

ND：検出されず  
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表4．空間線量率 〃R／hr（サーへ－ィメータ）  

測定年月  新宿区内  ∧丈島内  
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であるが5月の降雨毎の  
事故の影響による異常値が認め   
である   

に異常ほ認められなかった．  
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神奈川県における放射台巨調査  
★1 9 8 6年鹿★  

神森川県衛生研究所  

小山包博，高城裕之，杉山英男，飯島育代  

【はじめに】1986年度に県内各地で調査，採取した試料についての放射能（練）濃（強）度及びウ  
ラン濃度について概要を報告する．ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故（’86．4．26）の影響により  

県内においても．137cs．1311等を初め多数の放射性核種が検出きれた．事故に関する調査の詳細は既  
に昨年の本学会で報告したとおりである．ここでほ，チェルノブイリ事故調査の結果も含めて86年  

度を通し報告する．  
【方  法】 既軌こ従って行った．  
【調査括果】 表1にセシウム・137．ヨウ素－131と全ベータ放射能．表2にウラン濃度の調査結果を  

濃度幅で示す．   

表1各種試料中の放射能濃度  

拭科名  試料教 卓位  1371：s  1311  全ベータり  

雨水（定時） 135  〆：it－1  LTD - 50 LTD － 3000 LTD － 3000  
LTD  

LTD  LTD  

LTD  LTD  

LTD － 60  1200  

LTD －180  

LTD  

340  

降下物（月間）12  

上水（蛇口水）63  

（原水） 46  

牛乳（市販乳〉 26  

（原乳） 64  

粉乳（粉乳） 9  
コメ  1  

野菜  知  

日常食  2  

軸人食品   19  
牧草  14  
渾水魚  7  

痛章  6  

渾水  3  

沖底堆積物 1  
土壌  11  

〃Cik【I‾Z  LTD－5000  

PCil‾l  LTD  

PCil‾l  LTD  

〆il‾l  LTD－8．2  

PCil‾l  しTD・61  

PCikg●l（生） 21・270  

PCikg‾1（生） LTD  

PCikg‾1（生） LTD・1400 LTD－9400 LTD・2300  
PCikg‾1（生） 3．1・3．4  LTD  770－830  

PCikg‾l（生） LTD－290  

PCikg‾1く生） LTD－1900 LTD・3800 ・  

PCikg‾l（生） しTD・17  LTD  LTD - 3300 

PCikg－1（生） LTD  
PCil‾1  

PCikg‾l（乾）・  

pcjkg－1（乾） 81こ1500  

900 －1400 4000・9700  

LTD  LTD  

11000  

3200 － 6300  

LTD・22   LTD － 27  浮遊じん   180  pCiM‾3  LTD・3  

空間線量率 165  〃Rh－1  5．5－9．1  

‡）18Kの寄与を含む  

＝＝lのデータは，事故調査の時のも  

のである．12月採取の降下物（月間）  

中にもl㍍cs．131Cs等が検出きれた．  

全体的には．事故以前のレベルに戻  

りつつある．  

ウラン濃度は．昨年までと同様天然  

のレベルの範囲内であった．  

表2 ウラン■虎  

試料名  試料赦  単位  濃度  
河川水  11  〃gl‾1  0．1  
河川鹿賀  20  Mgkg‾1（柁） 0．1  
沌水  4  〃gl‾】  1．8  
痛底稚穣物  4   Mgkg‾】（乾） 0．5  
海草（ワカメ〉  3   Mgkg‾l（生〉  0．03  

土壌  8  Mgkg‾1（乾） 0．2  

良
U
 
7
 
0
 
■
■
・
1
 
 
 

1
 
1
 
3
 
1
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新潟県6こおちナる放易寸令旨調査  

新潟県衛生公害研究所  

阿那 智夫、石橋 幸三、霜鳥 達雄  

斎藤 真一、鈴木 修、高梯  斉  

寺島 敬一、佐藤 軒台   

1 薄   青   

前年度に引き続き、昭和61年動こ実施した科学技術庁受託の放射能調査及び県が実施した原子力発電所  

周辺の環境放射線監視珊査の概要を朝告する。  

2 調査研究の概要  

（1）珊査対 象  

科学技術庁受託の放射能網査は、雨水、降下物、浮遊じん、土壌、日常食、陸水、農畜産物、海産物   

、海水、海底土、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視網査は、空間線量率、積算線量、降下物、浮遊じん、土壌、陸水   

、農畜産物、海産物、海水、海底土、相模生物を対象とした。  

（2）測定方 法  

拭料の採取、前処理、鋼製及び測定は、科学技術庁縛の各棟放射能測定法シリーズ、「放射能委託柵   

査計画書（昭和61年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視珊査年度計画書（昭和61年   

度）」に基づいて行った。  

なお、使用した測定機器を表1に示す。  

表1湘   定   機  器  

測 定 区 分  測  定   機   器   

雨水、降下物、  GM計数装置：アロカ製JDC－153  

浮遊じん、土壌  

全ベータ放射能        陸水、海水、灰拭料  低バックグランドGM計数装置！アロカ製LBC－451   
T 線放 出核種  高純度鮎嶺出器付16kch波高分析装置：キャンベラ社製HP－Ge  

検出器－シリーズ85  

ト リ チ ウ ム  低バックグランド液休シンチレーションカウンター：アロカ製  

核種分析装置  LSC－LBl  

ストロンチウムー∝）  低バックグランドGM軒数装置：アロカ製LBC－451  

プ ルト ニ ウ ム  シリコン半導体換出器付4∝収：h波高分析装置：キャンベラ社製  

シリーズ慾   

シンチレーシオンサーベイメータ；アロカ製 TCS－121  

空間線量率      モ ニ タリ ン グ ポ ス ト； 〝  MAR－11  

他 線 圭 率 珊 定 機 器： 〝  DBM方式2”¢×2”NaI（Tl）  

シンチレーシ訂ン検出器   

積 算 線 量  T L D 素 子：松下電器製UD－2（刀S   
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（3）鋼査結 果  

ア 科学技術庁受託放射能網査  

各調査対象項目の全ベータ放射能の珊定結果を表2及び表3に示す。  

表2より、5月の雨水・降下物、浮遊じんの測定結果にソ連チェルノブイル原子力発電所事故の影  

響による全ベータ放射能の上昇が紘められた。また、今冬は少雪のため積雪による空間線量率の減少  

はあまりなかった。  

イ 原子力発電所周辺環境放射線監視網査  

監視網査結果を表4～6に示す。核種分析の結果、河川水、土壌、精米、野菜を除く各種の拭料か  

ら従来より検出されている137csのほかにソ連チェルノブイル原子力発電所事故の影響による人工放  

射性核種が多く検出された。   

表2 不斗学ま支術庁愛書モ方丈舅寸令旨打町重臣弁舌＝芦罠 （1）  

61年  

項   目  単  位  拭村数   4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  月  2月  3月   

雨水  142  7l，8  44．3  121．9  9）．1  42．2  訂．9  101．3  e8．l  泣．3  防．5  缶．9  ∈6．1  916．4  

セ ン  142  0．詔  9．陀  0」翌  0．町7  ＊  0．（】茶  0．5糾  0．伐  0．9田  0．こ芳  0．8詔  1，Z】1  14．9Z】  

タ屋  
l上   は  ■  9．2  ＊  ◆  ＊   

浮遊じん月平均憶  

空  
槻  
t  
率   （大型水盤）               ＊  ＊  ■  ＊  ＊  ＊  ＊  9．2   （センター屋上）   〆i／mI  44  1．（方  2．（∋  0．37  0．49  2．15  l．（右  1．37  0．56  0．缶  0．14  0．17  0．；2  胃管       サーベイメータ （衡公研グランド）  〟R／h  は  6．0  6．3  5．6  6．1  6．2  6．0  6．0  6．l  5．7  6．1  6，1  6．4  焉㌣   モニタリングポスト （センター最上）  月平均檀 （CPS）   16．2  16．2  16．3  16．1  16．3  16．4  16．5  16．5  16．5  16．4  16．4  16．2  平均値 16．3   
¢お1浮遊じんは月2図集じん、ただし5月は22匡l集しんしている．  
2 ＊は検出限界性以下   

表3 雫斗挙手支術庁愛書毛方丈男寸禽ヒ鬱可∃己指古臭 （2）  

項   冒  単 位 暮式料歎   測 定 括 果  採取地点   

土  1300   
dCi／／h王   柏 崎 市  

且   2600   

日   東  食   甚i／g生    0．78－0．87  西 川 町   

陸  水   1．5 ～1．7   
甚i′‘ 新 潟 市  

水   水  6．6   

農  軋   1000－1300  西 川 町  
甚i／‘   

市  旺  乳  1200  新 潟 市  
さ  
市場ホウ レン事   4. 1 新潟市  

〆i／g生   

産  1．0  新 潟 市  

精  米   0．69  巻 町  
物   〆i／g乾   

市 販 I轟 米  0．52  新 銅 市  

サ   ザ   エ   2．8   隋 捜 市  

ワ   カ   メ  5．2 丙津市  
甚i′g生   

フ  ナ  2．8  新 潟 市  

市眼力レイ  2．9  新 料 市   

海  水   〆i／l   1．3   
薪ち港沖   

海  底  土   〆i／g絶土 1  
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表4 低級圭率測定機苔による空間線宝率（原子力発電所周辺監視網査）（単位；〟R／h）  

測 定 地 点   平 均 値   最 高 値   最 低 値   

柏 崎 市 街 局   5．1   10．4   3．7   

荒   浜   局   4．5   12．0   3．0   

下 高 町 局   4．7   11．9   3．0   

刈  羽  局   4．0   11．1   2．4   

勝  山  局   4．3   10．4   2．6   

宮   川  局   4．4   10．4   3．1   

西  山  局   5．1   10．5   3．2   

表5 積算触手の平均値（原子力発電所周辺監視調査）（単位：mfモ（91日間））  

測 定 地 点   罠一t●；● ＝  7～9 月  10～12月   ：呈l■1 言  年間積算繰雇   

監 視 網 査 地 域   14．1   14．2   14．8   14．6   58．0   

対  照  地  点   14．4   15．8   16．4   14．8   61．6   

（注）1 測定地点歎は、監視網査地域19か所、対照地点は5か所 

2 年間積算線量は、各四半期の実測積算線量の和の3防臼換算値であり、単位はmR〔貰近日聞〕  

表6  環境拭料の核種分析結果（原子力発電所周辺監視網査）  

拭 料   地点数  拭料歎  単  位   測  定  結  果  

川Ⅶu  ＊～0．21   川Ⅶu  ＊～0．073   Puは  

浮遊じん  24  PCi／m3                 1】○【Ag  ＊～0．001 125Sb  ＊～0．005  2拭料  

lいb  ・＊～0．071 I＝b  ＊～0．16  

王39◆モ48Pu   ＊   

103Ru  ＊～77（刀   10bRu  ＊～訪00   

llO【毎  ＊～ 48  ＝5Sb  ＊～1抑  

降 下 物   田   24  PCi／m‡  ＊～那00   137b  5．5～6500  同 上  

1311   ＊～7∝X）  l一○ぬ  ＊～510  

】11Ce  ＊～1∝）  】＝臨  ＊～1こ氾  

Z39◆240 Pu ＊～0．0ど7   

陸  飲料水  】31日  ＊～0．1   I37b   ＊～0．1  

3日   

水  PCi／β  別～35   

：お～51  

陸  土   3   6  PCi／kg乾  13「b  l：犯～24〔刀  

農  精 米  3   l＝b   2．0～2．5   ？OSrは   

90Sr  ＊～0．74   3拭料  

畜             野 菜  2   6  
PCi／kg生                             l＝b  ＊～為   

…srlま   

産  90Sr  3．6～6．3   2拭料  

物             原 乳  8   PCi／β  13▲b  ＊～11  137〔岳   3．7～謀）   90Srは  

1ユリ  ＊～12  90Sr O．94～2．3   4壬式料   
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拭 料   地点数  拭料歎  単  位   測  定  結  果  

103Ru  7．3～110   10bRu  35～【沿  

松  葉  4  PCi／kg生                 110hAg  ＊～3．2  

13－b   74～180  ＝7b   210～こ∋鎌）  

1●lce  ＊～3．7   1＝Ce  ＊～23   

海  水  PCi／β  l＝b   ＊～0．1   13Tcs   ＊～0．4  

Ⅷ  ＊～23   

海 底 土  6  PCi／kg章乞  川3Ru  ＊～62   Pu は  

Z＝◆ZlOPu3．8～5．5   2拭料   

魚  3   134G  ＊～3．8  ＝7G   3．2～17  

且  103Ru  7．3～110  90Sr  ＊  

藻  2  IOコRu  盟～110   10bRu  ＊～74  

t31Ⅰ   ＊～620  

頼   PCi／短生  5．5～7．9   137Cs   7．5～別   

l03Ru  ＊～170  10もRu  ＊～貰）   

ホンダワラ   3   10  1川MAg  ＊～5．3  ＝lI   ＊～6罰  

13一日  ＊～12  1＝臨  ＊～芸）  90Srは  

90sr  6．2   2拭料  

（注）＊は検出限界値以下  

3 持   持   

科学技術庁受耗放射能鞘査結果は、ソ連チェルノブイル原子力発電所事故の影響を受けた5月の雨水・   

降下物、浮遊じんを除き、空間線量率、環境拭料の全ベータ放射能とも前年度と同程度の値であった。   

原子力発電所周辺の環境放射線監視網査では、核種分析の結果、ソ連チェルノナイル原子力発電所事故   

の影響による人工放射性接種が検出されたが、それ以外の網査結果からは特異な傾向は緒められなかった   
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石川眉Jニあける顔射熊盲眉査  

石川虔虐‡生公舎研究戸什  

中腰＼九／ト森正席寸  

l．緒言  
前年度に引手続モ．月日知J／年度Jこ突飛した科学頼傭芳香盲t凍射  
鮎細査について報島すろ。  

2．細査の廠専  
（け細査対象  

降水．降下物．煙火．土壌．日常食．農畜産軌 海産生物  
垣間線貴幸  

（2）御足方詫  

討料の吉原整およ訊・イ剛直は．科学壕術斤縞「ノ全ぺ一夕放射能測定  
j呈（8召知51年つ」．「放射性ヨウ素分析法（8百血52年）」．「N8工  
（¶）シニ／ナレーショ ンスペクト ロメータ赦巻か新法（肥知声夕年ム  
に準じて、、ろ．  
く3）測定粟屋  

埴バ・ツクダlラウンド自動測直装置‥アロカ製L8C一声52聖  

波嘉分析器；8木原子力事業製ヨシリーズ■システム  
3〝〆X3ケN8工（Ⅶ）枚出銭：バーイクロン製  
Na工（Ⅵ）シンナレーン≡lンサーへ・イス一夕：アロカ製TC5－J2／  

モニタリングー貯スト：アロカ製MAR－／／  

くわテ則計結果  

イ．烙九・降下物の全べ一夕  
表／に示すように調査新聞の定碑彼我討料歓は／舛屈である．  
放射馳レベルは5日 78壊取みでIO？mCi／kmi乙高かっ た叶 7  
日凡陣は減少 し．5日⊇0日攻取分か りは免脅の レベルに屠っ て  
、、ゐ。日間降下卓毛5日仁志く．9ム9仰CJ腐で廃る．  
ロ．後訣．土盛．日常食．農高産物．海産生物の仝ベータ  
泉2一／に示す ように隠永 く上水）とつ、、てJま う閂J8日媛取みか  

うのみ放射能卯’頻出ご止し 陀βCJ〟 である。 他の討料J＝つい  
ては泉2一之l＝示すよう】＝、、す一れも平僻侶の範個何である。  

ハ．牛れヰのヨウ素／ヲ／  
泉う－＝示すよぅJ＝合討ノ料（5頒価）放出限界⊥八丁であろ．  
ニ．軋闇繰言牢  
固／に示すよぅに例年亡ほぼ㈲線度の レベリレ竜泉しており．  
異常侶は髄ぁうれか、．  
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チェルノブ・イル原発手  

合ベータに あうわれ．これう  
、、異常イ産毛庁、して、、ろ．復水  
食の合ぺ一夕並Ⅵ・ヒ星間線量  

羞／ 降水．降下物く大型水盤）の′仝ベータ放射能   

浄水の降下舌  碑水の  碑下物の  

年  月  討．  月蘭鋳水貴   
くmm）  

紹知J／年≠月  田   ／32．♂  ′ノ2  ／〉∂  ♂．5ノ   半．／／   〟♪   

タ   ／ヱ   ／クタ．0  ／ク9  ク．／＃  ノま／  ／∫J．きタ   ，J．，   

J   ／β2．∂  ～．ぎ∠  ♂．ノ2  0．？β   ぎ．ノ2   ∠．ダ   

ク   ／3   j3j．夕  ／．5♂  ∧／β   ク．ぐ声   タ．JJ   〝∂   

9   2   jダ．タ  ク．タ／   ∧汐  ∂．2J   ク．5／   〟∂   

P   5   ／～／．ク  ／．叩   〝∂  ク．9タ   砦アブ   〟∂   

／♂   ／‘   2ダタ．タ  2．／ダ  ∧／∂   ク．ク，   ／2．∠タ   〟．ヱ   

／∂   ／／ク．0  ゑ8ワ  ク．38   ノ．ワダ   ／ク．〆／   ∠．Z   

ノ之   ／3   Z5∠．ヲ  2．門  〟∂   ／．～ク   ノタ．メタ   ノり．ズ   

8卸J2年／月  ／ク   ／タ久ク  まワタ   ∧汐   ♂．夢J   ／＃ク♂   ／′ク   

2   ／諷   ，♂．5  ま揮  ク．¢，  ク．き之   ／ノ．ダ／   貪タ   

3   ／タ   2／某∂  j．2之  〟β  ノ．2g   ′ク．ノ∫   久∠   

卑 窃  ／タメ  2∂9ま5  ／○タ   ノlゆ  乙久乙  2ク′ク／   ′∠ク．∫   

虔2－／ 各嶺滴醐斗の金ぺ・一夕放射能   
細宣言者料  青原互地点  ＝塊耳叉年月8  放射能濾度   

陰火く上水〉  倉沢市三馬  占／ト タ．夕   〃♪ ノ止血   

〃   ケ   J／．ヲ．5   〟∂   

／／   〃   ∠ノ．ラ．∠   〟♪   

◆   ケ   ∠／．う．ワ   〟∂   

〃   ク   J／．ラ．8   ノV∂   

〃   ク   ∠ノ．ラ．9   ルβ   

〃   少   ∠ノ． ラ．〝   弘之   

◆   〃   占／、ラ．ノ／   ルβ   

〃   イ′   ∠／．ラ．／Z  ∧ゆ   
〃   

1′   Jノ．ラ．ノ3   ∧ゆ   

ク   ク   ∠／．タ．／ダ   ∧ゆ   

ケ   〃   ∠／．ラ．／タ   ∧少   

タ   ・ク   J／．～．／∠   ∧ゆ   

ク   ク   ∠／．‘．2／   ∧少   

ク   ク   ∠／．／～．ノり   佃   
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泉2－2 各踵嶺料の合ぺ、一夕；放射一能   
甜査試料  細畳雄一点  城東早戸8  放射能濃度   

埠妥し  石川那鳥越一打  ∠ノ．タ．ダ   タ〟 ′α〟   

〃   〃   ∠／．夕．タ  ′∂5ク   

〃   〃   ∠／．ヲ．A  ／～ぎ0   

〃   ク   ∠／・ラ．ワ  ／j欠0   

一〃   〃   ∠ノ．，．旨  （2タ∂   

〃   〃   J／．，．9  ′／2（〉   

〃   〃   ム／． 5．／β  工／△ク   

〃   ケ   ∠／． ラ．／／  ／♂ク∂   

〃   ◆   ∠／． 多．ノZ   7／0   
■   一■   J′ 5．ノ3  ′／β∂   

〃   〃   ∠／．5．／牛  ／♂Jク   

一ケ   〃   J′；．／タ  ′／／∂   

〃   〃   J／．タ．／J  ∴Zタク   

〃   羽打乍長戸寸甲水田丁  ∠ノ．9．2ク  ′ク5β   

〃   〝   J／．2．／7  ′／／♂   

精米  ′金夕尺市三馬   J／．タ．～2  ♂．g7′現生   
大根   ク   ∠／．／′ 2タ  ／．／PタC埴生   

詫りけ鼻   J／．ノZ．／  策ク3 タか万生   

ワガス  可和乍新富東町  ∠／．．ダ．〟  L／P針は   

ク   J／．∠．ヲ  3．／′¢／々生   

7クテ千‖   J／．／ノ．∠  2．タ ′β埴生   

土塊（¢づ併）  金謂市 ∠ノ．g．Zタ  2集，′Cねき乞土   

〃（＝♂00）   ∠／．牙．Zg  2ま2 両手払   ササ■こェ  ′        ′′         東町      l  ′′       l日韓食  金手尺帯皮訊・払市町  ∠′貫2タ｝∫．Z  β．gタ ′現生  】 〝  〃  ∠／〟．g≠一〟ど∠  ク．9ク ′鋤虞   
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福井県における 放射能摘至  

福井県輔生研究所  

徳山秀樹  坪川博之  高山紹美  

松浦広幸  五十嵐修一  

吉岡満夫  北島耕作  

1  緒言   

前年にひき続き、福井県が昭和61年度に実施した科学技術庁委托の  

「放射能城主」および放射線監視交付金による「原子力発耳所周辺の  

環横地射能弼査」の概要を報告する。  

2  旭壬の概要   

＜ 委托城主 ＞  

雨水ち り・浮遊 じん・陸水・陸士・牛乳・食品・空間繰1率   

く 交付 金晒 査 ＞  

浮遊 じん・捕物・降下物・海水・海底土・海産生物・陸7K・陸士  

空間手1算練1な ら びに空間線1の連続測定  

3  眼l査 方 法  

委托城主、交付金摘仁査それぞれの昭和61年雇用主計画に よ っ た。  

4  摘圭結果   

①  全 ベ ー タ 相身寸純 お よ ぴモ ニ タリ ン グポ スト（表1．2 お よ ぴ3）  

雨水、浮遊 じ んに チ ェ ル ノ ブイ ル原発事故の影Wが托め ら れ たが  

そ れ以外の 拭料 に は な か っ た。モ ニ タリ ン グ ポ スト の値 は 平常の  

範囲 内 であ っ た。   

②  空間事l算緑1（表 4）  

地域差 は大地の天然方女射性核檀濃度の養 に よ る も の であ り、莞t  

所 の寄与 は な か っ た。   

（∋  海水 お よ び海底土（表 6 お よ ぴ 7）  

救賞 発t所周辺の海底土 に 微1のCo－60 が検出 さ れ た。幕■演舞t  

所周辺の海水 で検出 さ れた1500pCり‘のトリ チ ウ ム は 発t所の影  

響 に よ る も の であ る。その他に つ い て は平常の レ ベ ル であ っ た．   

⑥  降下物 お よ び植物の核積分析（表 5 およ ぴ 9）  

チ ェ ル ノ ブイリ 事故の影Wに よ っ て初期のサ ン プル中 に高濃度の  

t－131、Cs－137が検出さ れた。ま た、Sr－90 も平常よ り も幾分古  

い レ ベ ル であ っ た。発電所 よ り の 影響 は な か っ た。   

⑨  海産生物（表10）  

芋虫賞莞t所周辺で微1のCo－60 が検出 さ れた。   

⑥  牛乳（蓑 8）  

l－131は 5 ～ 6 月 に検出 さ れ、最高Z40pCi／‘を示 し たが、 7 月  

以降検出 さ れな く な っ た。Cs－137は 5 月 に最高71pい／止を示 し た  

後、し だいに減少 し て61年度末に は10pCl／月 以下 と な っ た。   

⑦  大気中の ト131の分析（表1i）  

5 月 に 事故の影響 で 5 pCi／山 前後の値が‡兵 出 さ れたが、6 月 に は  

その1／100 に減少 し それ以降検出 さ れなか っ た。  

な お、持細なデー タ に ついて は第28固持文集l，．38†を参照の こ と ○  
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表】全ベータ放射廉および空間繰1  

稚   畑  採取地点  拭半斗歎  単  位  平 均 値  点市債  戴低値  

雨  水  定 時 雨 水  細   井  四  pCi／止   田                      429●  1331  

大 型 水 盤  nCi／km2   2．7  12．7  0．4  

浮 遊 じ ん  （濾 紙）  福   井  田  pCi／が   0．3                   3．7  17．8   

土  壌  0・一5cm  

福   井   PCi／g蛇土  
5－20c巾  （鵬Ci／k内t）   

・（2367）  

陸  水  水  道 水  福   井  田  pCi／ゼ  
淡  7K  湖   水  〃  

牛  乳  市  乳  福   井  田  pCi／丘   1217  12Z2  121l   
原  乳  勝   山  1361  1532  

米  和  米  福   井  口  pCi／g生   0．6   
野  菜  根  福   井  1．5  

ほ う れん葺  福   井  口  ロ   8．1  
三 ≡＝   〝   2．2   
淡 水 魚  フ  ナ  三 方 湖  乙8   

日 常 食  （5 人 分）  福   井  0．9   0．9   

空 間 綿：■  サ ー ベ イ メ ータ  福   井  田  〟R／hr   7．1   7．7  6．6  
モニタリングポスト  〃  連 続  月平均cps  16．0  29．7  ‖．8   

注）霊；検出価されたのは10件である．－；不検出  

蓑 2 雨水ちりの全ベータ放射能の月変化 上段；定時矧払下段；大型水盤、単位；nCi／爛，  

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月  計  前年計  

29．5  1．5    31．0  0．2   

0．4  12．7  1．5  0．9  1．4  1．7  2．0  1．4  22．0  13．6   

表 3 モニタリングポストの月Ⅶ平均値  単位；亡P8  

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月  平均  前年平均   

15．6  15．8  16．4  15．8  15．8  16．2  16．1  16．2  16．4  16．6  16．0  15．1  16．0  14．8   

表 4 TJDによる年間積算繰1  単位；爪H／年  

測   定   地   点  昭 和68年 度  昭 和61年 廣   
地 点 数  

地 区  対  象  旛  三豊  平均値  丑小傭  最大億  平均せ  最小値  最大値   

製 賞  ふl川・敷賞発t所周辺  94．4      96．1  
美 浜  美 浜 究 t 所 周 辺   100．1  
大 飯  大 飯 究 t所 周 辺  69．5  71．4  
高 浜  高 浜 莞 t所 周 辺  55．1  56．4  
対 照  嶺  北   69．6  70．8  

ー199－   



表 5 降下物の核積分析結果 単位；nCi／爪2月 鷺；年㈲集合試料（単位：nCi〃年）  

採 取 地点  拭料  加－54  Co－60   l－131   Cs－137   Sr－9師   

漱賞市補底  0．01■－49．2（3／12〉  0．0ト2．86（12／12〉   0，068   
美浜町竹濾  1．22■－49．4（2／12）  0．01－2．dO（10ノ12）   0．07？   

大飯町宮留  0．01－50．4（3／12）  8．0卜・2．39（12／12）   0．059   
高浜町小黒飯  0．01■－54．7（3／12）  0．0ト2．45（12／12〉   0．045   
福井市原日町  1．44～22．4（2／12）  0．01－2．87（12／12）   0．075   

注）以下、（）内は検出敷／抑斗乱 －は不検出を示す。  
蓑 6 海水の核積分析結果（検出値の範囲）  単位：PCi／β  

採  取  場  所  Co－60   Cs－137   H－3   

搬 賞  鋤ん・救賞発t所周辺   （0／4）  0．08－0．12（4／4）  25－41（4／8）   
美 浜  美浜発t所周辺   （0／4）  0．10－0．15（4／4）  27～42（2／8〉   
大 飯  大飯発t所周辺   （0／4）   0．09 （2／2）   47 （1／d）   

高 浜  高浜発t所周辺   （0／4）  D．09～0．14（4／4）  34－1571（5／6）   
対 照  福井市小丹生   （0／4）   0．11 （2／2）   37 （1／2）   

表 7 海底土の核積分析結果（検出値の範囲）  単位：pCi／座蛇土  

地区  採 取 地 点  採取月  蜘－54  Co－60   Cs－137  S卜90  2II◆コ＝＝pu   

教父発t所放水口  4，10    140．73  94，45  2．8   
水 産 試 験 所 前  ロ  
浦  展  湾  口  

救賞  6．9．12    50■－110  20－ 61  
浦 底i零・14地 点  －－209  28－190  
ふけ人 発t所放水口  3．1★2  

立  石  8．4雷2  

明神嶋F（海岸砂）  6，9．12  一－・・・・24   

美浜発t所1．2号放水口  臥5  

lJ  沖   9．2t2  
美浜  3．8＊2  

丹 生 …寧・定 点  

大飯  大鵬発t所放水口  

高浜尭t所1．2号放水口  4．10    11，－  79，79  
高浜発t所3．4号放水口  4．10  35．38  

高浜  〃  沖  
内 浦 港 口 ブ イ  

対照  西  村  入  江  
冠  寺  島  績  

注）霊1；放射化学分析．■2；Ge－Ha】（Tり によるアンチコイン沖ン瑚り定   

義 8 牛乳の核積分析．  単位：PCi／ゼ  

ト131  Cs－137  1－131  Cs－137  

月  月  
平均   平均  立話  ホ低  平均  ホ高  最低   

8．1  

6．4  

7．3  

牛乳は県央越高原牧場で採取した。  9．8  
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表 9 植物の桟積分析結果（検出値の範囲）  単位：PCl／kg生  

地区  拭 科 名  王式料赦  Co－60  ト131   Cs－137  S卜90  ‡38◆コ10pu   

救賞  ヨモギ・りムカショモ羊  －－19500（2／7）  4 －1150（7／7  0．005  
′   

美浜  ヨモギ・りムカショモ羊  7    －－17100（2／7）  16－847（7／7）  田   0．007   

大飯  ヨtトりムカショモギ  7    一一15800（2／7）  11－1560（7／7  8．9，22  0．014   

高浜  ラモトりムカショモギ  －－12700（3／7）  9－1570（7／7  53．83  0．008   

対照  ヨモギ・ヒメムカショモ羊  5－736（7／7）  27．48  0．012   
福井  松  葉  －－7380（2／7）  

注），Osr＝◆＝puでは（1／1）または（0／1）  
表18 海産生物の核積分析結果（検出値の範囲）  単位：pC－／kg生  

地区  積   頬  晰－54   Co－60   Cs－137   Sr－90  2＝り▲OPu   

魚   類  ー（0／9）  －（0／10）  2．3′・■11（10／18）   0．64  
異   相  －（0／2）  6．0．8．7  2．0・・3．0（2／2）．2．9（1／1）霊  2．6（1／1）  

救賞                                  藻   類  ー（0／5）  一（0／5）  28－51（3／5）56（1／1）★  皿  

ホンダりラ  3．0－12  
（4／50）  （9／9）  

ムラサキイガイ   

魚   相  －（0／3）  －（0／3）  3．6－7．5（3／3）  0．085  
異   相  ー（0／3）  ー（0／3）  2．0・・4．0（3／3），2．9（1／1）霊  0．15  2．0（1／1）  

美浜  
ホ ン ダ り ラ  ー（0／13）  －（0／13）  5．7～14  1．0（1／1）  

（4／13）   

魚   絹  －（0／4）  －（0／4）  l．6－5．1（4／4）  0．16  
大飯                  貝   類  ー（0／3）  －（0／3）  5．2（1／3）．4．7（1／1）霊  2．g（1／1）  

蕩   朔  －（0／3）  ー（0／3）  4．5－68（2／3）．68（1ノ1）霊  1．2  
0．72（1／1）                 ホ ンダ りラ  －（0／5）  －（0／5）  4．7（1／5）．6．さ（1／1）事  2．8   

魚   相  －（0／4）  ー（0／4）  6．1－14（4／4）  
高浜                  異   相  －（0ノ2）  －（0／2）  3．5（1／2）．3．7（1／1）事  1．8（1／1）  

葉   相  ー（0／3）  －（0／3）  2．2■－5．0（3／3），3．5（1／1）竃  1．1  

0．72（1／1）                 ホンダ りラ  ー（0／13）  ー（0／13）  3．1－33（9／13）．4．9（1／l）＊  3．2   

魚   額  ー（0／1）  －（0／1）  4．5（1／1）   0．37  
対照  1．3（1／1）  

0．87．1．1   

1．2（1／1）   

注）＊；Ge－Ha】（Tりによるアンチコインシアンス測定   

表11大気中のl－131枝積分析結果  単位：pCj／ポ  

採取点  ≡▼J＝  粒子状ト131  ガス状ト131  採取点  採取新聞  粒子状l－131  ガス状ト131   

5．2－5．9  5．4   4．6   竹濾  5．昌一6．6  0．035   0．068  

浦底  
5．9－6，6  0．035   0．092   5．2－5．8  4．g   3．7  

宮留  
5．2－5．8  4．7   4．1  5．8－6．5  0．037  0．11   

吉河  
5．8－6．9  0．060   0．054   5．2－5．8  3．8   4．0   

小黒鋲  
竹濾  5．2－5．8  4．7   5．9  5．8－6．5  0．045   0．090   
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長野県における放射能調査  

長野県衛生公害研究所  

薩摩林光 笹井春雄 加世田正道  

1．緒言  

前年度にひき続き、長野県において昭和61年度に実施した科学技術庁委   

託による放射能調査の結果について報告する。  

2∴調査概要  

1） 実施場所  

降下物および降水は当研究所屋上において採取し、全β放射能を測定  

した。  

陸水、土壌、農畜産物、魚類および日常食は衷2のとおり県下数箇所  

で採取し、当研究所で全β放射能を測定した。  

空間線量率は当研究所の構内で測定した。   

2） 測定装置  

GM計数装置  アロカ T D C－103  
シンチレーションサーベイメータ   アロカ T C S－121C   

3） 測定試料  

降下物、降水、陸水（上水、汲水）、土壌、農畜産物（米、ほうれん  

草、大根、牛乳）、魚類（わかさぎ、いわし）、日常食、空間線量率   

4）測定方法  

試料の調整と漸定は科学技術庁縞「全ベータ放射能測定法（1976）」  

および同庁原子力安全局綱「放射能測定調査委誠実施計画書（昭和61年  

度）」により行った。   

5） 調査結果  

降下物および降水の結果を表1に示す。4月26日に起ったソ連チェル  

ノブイリ原子力発電所事故による影響が5月の降下物（8．8－Ci／拍2）と  

5月 6日～16日の降水く最高562pCi／1）に経められた。しかし 5月以外  
の測定値はいすれも平常値であった。  

上水中の放射能はソ連原子力発電所事故による放射能が降水により多  

量に降下した翌日に源水に、更に1～2 日後に蛇口水にその影響が現わ  

れたが、その濾度はいすれも最大で10pCi／1程度と低かった（表2）。  

諏訪湖水、土壌、農畜産物、魚規および日常食の結果は表2のとおり  

であり、前年度とほぼ同じであった。  

空間線量率は表3のとおり、6．6－7．8 〃R／h範囲にあった。  

3．結請  

降下物、降水および上水（源水、蛇口水）にソ連原子力発電所事故によ   

る影響が琵められた。  

級訪湖水、土壌、農畜産物、魚規と日常食の全β放射能濾度および空間   

捧呈率は前年度とほぼ同じであり、異常値は経められなかった。  
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表1 降下物および降水の全β放射能  

降  水  降 下 物  

前年度  6時間更生値  
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D
 
n
リ
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
n
－
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
 

－
 
H
 
u
H
 
V
H
 
】
n
 
U
n
 
H
 
】
n
 
H
 
H
 
】
M
 
】
H
 
】
n
 
 

■
U
 
8
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
．
1
■
 
’
■
 
 

U
【
 
・
V
H
 
U
川
 
V
‘
I
 
u
い
 
u
n
 
u
M
 
】
l
－
 
H
 
u
n
 
．
 
 

1
 
0
 
 

8
 
 

1
 
 

D
 
■
リ
 
D
－
U
 
D
 
D
－
リ
 
n
－
－
U
 
D
－
U
 
D
 
D
 
 

V
n
 
‖
M
 
H
 
N
 
u
n
 
】
■
1
 
H
い
 
‖
＿
H
‥
N
“
h
H
‖
 
‖
H
－
 
】
n
 
u
n
 
 

9
 
7
 
6
 
1
 
▲
】
 
7
 
一
t
 
れ
J
 
5
 
’
－
 
9
 
9
 
1
 
 

d
・
，
－
D
 
D
 
D
 
7
 
D
 
D
 
D
 
■
U
 
q
＿
ク
ー
2
 
 

9
 
6
 
H
 
u
い
 
U
n
 
2
 
U
川
 
‖
＿
‖
＋
U
■
1
 
日
 
6
 
5
 
6
 
 

っ
‘
 
5
 
 

5
 
 

・
4
■
 
5
 
6
 
丁
 
8
 
9
 
0
 
1
 
2
 
1
 
，
L
 
3
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 

45．2  

81．9  

84．3  

141．9  

121．4  

11g．4  
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11．2  
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35．3   

己㌘＝ヨ  

795．7  

HD：検出されす（測定値がその計数誤差の3情夫浦）  

蓑2 各種試料中の全β放射能  義3 空間繰上率  

前年度  空間線量率  

試料名・  採取地  単位  測定値 平均値 備考  年月 〟R／h  

上水（汗 水） 長野市  pCi／1  ND～10．6  

上水く蛇口水）   〝  ／／  HD～ 9．9  HD  
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土壌  
／／  

920  701  

2100  1863  

米（柑米）  穂高町 pCi／g（生）  0．65  0．80  

ほうれん茸  佐久市  ／／  8．5  6．8  

大根  ／′  ／／  2．1   2．2  

年軋（原 乳） 長野市 pCi／1（生）1043－1281  

牛乳く市版軋）  ／／   ／／  697－13211215  

わかさぎ  諏訪湖 pCi／g（生） 2．5  1．8  

いわし（市版） 長野市  ／／  2．1  2．4  

日常食  〝  〝  0．81，1．4  0．9  ′／  

HD：検出されず（測定値がその計数誤差の3倍未済）  
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静岡県における放射能調査  

静岡県環境放射線監視センター  

大
也
正
 
 

隆
遠
 
 
田
 
 

野
濱
保
 
 

永
石
久
 
 

介
 
郎
 
 

之
雄
一
生
 
甲
明
雄
智
 
 

松
 
木
尾
 
植
息
鈴
島
 
 

1 緒言   

静岡県では、昭和36年虔より科学技術庁委托放射能珊査を、また、昭和47年定から浜岡  
原子力発電所周辺環境放射能鋼査を実施しているが、今回は、昭和61年虔におけるこれら   
の調査の概要を報告する。  
2 鋼査結果の撼要  
（1）調査対象   

ア 科学技術庁委託放射能調査  
定時雨水、浮遊感、空間線量率、陸水、上水、農畜産物、海産生物等。   

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能調査  
積算線量、空間線量率、降下物、浮遊塵、陸水、海水、農畜産物、海産生物等。  

（2）湘定方法   

ア 積算組長  
熟蛍光線量計を用いて、約3ヶ月間の積算線室を測定した。   

イ 空間線量率  
シンチレーションサーベイメータによる定期測定（科学技術庁方式）、モニクリン  
グステーシさン（Nal）及びモニタリングポスト（Nal）（科学技術庁仕様）による  
連続測定を行った。   
り 全ベータ放射能  
科学技術庁絹「全ベータ放射能剰定法」に準拠した。但し、浜岡原子力発電所周辺  
環境放射能調査の浮遊塵については、1週間連続採取後、3口間放置し測定した。   
エ 接種分析  
① ガンマ線スペクトロメトリー  
Mn－54、Fer59、Co－60、Zr－95、Nb－95、Cs－137、Ce－▼・144及  
びⅠ－131を対象核種に行った。（Ge半導体検出器及びNal検出器）  
② 化学分析  
S r－90の分析測定を行った。（低バックグランドカウンター）  

③ 機器分析  
H－3を液体シンチレーンさン測定法により湘定した。  

（3）測定結果   

ア 科学技術庁委託放射能調査  
表lには各種試料の全ベータ放射能を、衷2に雨水の放射能の月別推移を示した。  

表1 各種拭料の全ベータ放射能（委託）  

備 考   種  別  測 定 値  単 位  拭  料  

産
物
壌
 
 
 

遊
下
 
 
 

浮
降
土
 
 

／
／
／
〃
／
／
／
／
 
 

4  

12  
1  

1  

2  

2  

2  

2  

1  

1  

1  

1  

．0～5cM  
5～20cM  
都市成人  
蛇口水  
荒  茶  
市販乳  
精  米  
板  部  
葉  郎  
全  身  

／／  

日 常 食  
上   水  
茶  

牛  乳  
米  

大   根  
ほうれん草  
あ  じ  

C
 
C
 
C
 
C
 
 

D
r
 
P
 
p
 
P
 
 
 

〝  
〝  
〝  
〝  

（注）＊印は、「検出されず」（標準偏差の3佗以下）を示す。  
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衷2 雨水の放射能の月別推移  

最高値  
pCi／ml  

最低値  
pCi／Ml  

降水喜  
mm  

月間降下量   
mCi／kd  

22．5   
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備  考  
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＊
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＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
＊
 
 

（注）＊印は、「検出されず」（標準偏差の3侶以下）を示す。  

イ 浜岡原子力発電所周辺環境放射能珊査   
衣3には、浜岡原子力発電所周辺の壌算線量の測定結果を、表4には、浜岡町内2   
地点における空間線圭率の月別推移を示した。また、衷5には環境椚斗中の放射能測   
定結果を示した。  

表3 浜岡原子力発電所周辺の積算線量（90【］換算値）  （mR）  

衷4 空間絶景率の月別推移  （〟R／hr）  

6
一
7
 
 
 

2月   

7．9   

7．9  

3月   

7．9   

7．9   7．9】7．9  

（注） モニタリングステーションでの測定値である。  
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表5 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能  

C s－137  

＊  

＊～0．23  

＊  

0．17～0．42  

＊～0．0017  

0．0031  

＊   

0．087～0．53   

0．00093～0．0040  

＊～0．0054  

0．O10   

0．0077～0．011  

0．0018  

0．004モ‡  

＊  

0．0060  

＊  

＊  

0．02l～0．3l  

＊～0．99  

＊～3．3  

〝  

〝  

〝  

〝  

／′   

pCi／ポ   

mCi／kd   

（注）1全ベータ放射能のみを測定した試料及びトリチウムの測定結果は省略した。  
2 ＊印は、「検出されず」（標準偏差の3倍以下）を示す。  
3 Zr－95．Mト95．Ce－144及びト131は一郎の吉武料から検出されたがこの測定結果  
は省略した。なお、Mn－54，Fe－59，Co－60は全言式料とも「検出されず」であった。  

3 結語   

今回の調査結果では、一郎の環境拭料からチェルノブイリ原子力発電所事故及び過去の  
核実験の影響と思われる放射能が検出されたが、それ以外の調査結果には特異な傾向は見   
られなかった。  
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雪空矢口県lこおしナる放射個巨調査  

愛知県衛生研究所  

大沼章子，近藤文雄．富田伴一一，山田直樹  

青山 幹，茶谷邦男  

1、緒言  

昭和61年度に実施した科学抜栴庁の委託による放射能調査、及び愛知泉独自で行った放射能   

調査の結果を報告する．なお、4月26日午前1時23分（日東時間同日午前6時23分）に起   

ったソ連ウクライナ共和国チェルノブイリ原子力発電所4号機の原子炉事故に関連する緊急時放   

射能測定は、科学技縮庁の指示により4月30日～5月22日、愛知県独自の判斬で引き続き5  

月30日まで行った．  

2、調査の概要  

（1）調査対魚  

降水（定時採取）、降下物（大型水盤）、降下じん（水盤怯）、浮遊じん、上水、海水、海  

底土、土壌、野菜、穀類、牛乳、魚貝藻類、日常食、空間線量率等、合計278件．  

（2）測定方法  

試料の前処理及び仝β放射能測定は、科学技縮庁鏑「放射能測定（1976）」、S r－9  

0の分析は、同縞「ストロンチウム90分析法」、C5－137の分析は、同縞「セシウム1  

37分析法」に従った。  

（3）測定器  

A LOKA製 LBC－451  
ALOKA製 TDC－501、SC－702、GM－5004  

ALOKA製 TDC－50l、S C－702、GM－2503B  
ALOKA製 TC S－121C  

3、調査結果  

（1）仝β放射能  

測定結果を表1に示した。表1の平均偶について、それぞれ、最近の5年間（1981年か  

ら1985年）の年平均値を平均した値と比較すると、降水で約5倍、降下物で約2倍、降下  

じんで約30倍、浮遊じんで約2倍高い億を示したが、他の試料でははぼ同じかそれより低かっ  

た。なお、降下物による年間降下量は29．1mCi／km－であった。このうちチェルノブイリ  

原発事故による緊急時放射能測定中の5月の月間降下量は17．＄mCi／km，と年間降下量の  

81％を占めていたが、夏頃には平常の月間降下量にもどった。また、降水による年間降下量  

は、中国核実験の影響の大きかった1960年代後半のそれと同程度であった。  
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（2）空間線量率  

測定結果は表2に示したごとくである。このうち、名古屋市内の定点において測定した結果  

は、北区中切町、新川中楕において4月～10月に月1回測定した値の平均値が8．4 叫R／  

h rで変動係数5．¢ ％（n＝¢）、北区宇流、当衛研において7月～3月に月1回測定した  

値の平均値が9．7J⊥R／h rで変動係数5．7 ％（n＝6）であった。空間線量率は最近の  

5年間の測定結果とほぼ同様な測定結果を示し、シンチレーションサーベイメーターによる空  

間組長率の測定では、チェルノブイリ原発事故による影響は観測出来なかった。  

（3）S r－90、C s・－137核種分析  

測定結果を表3に示した。表3の平均値を同様に最近の5年間の測定結果と比較すると、S  

r－90についてはいずれの試料についてもほぼ同様な測定結果であったが、C5－137に  

ついては、降下物で約30倍、牛乳（市販乳）で5倍、上水の原水で約5倍、蛇口水で約3倍  

高い測定結果であった．このことはすでに言われているように、チェルノブイリ原発事故の影  

℡がS r－90よりC5－137について顕著であったことを示している。なお、S r－90  

の年間降下量は 0．122 mCi／km’であった。このうち、5月の月間降‾F量は0．049 mC  

i／km’と年間降下量の10％を占めていたが、6月には平常の月間降下量にもどった．また、  

C5－137の年間降下量は3．818 mCi／km，であった。このうち、5月の月間降下量は  

3．50 皿Ci／km’と年間降下量の92％を占めており、その後急激に減少して年末にはほぼ  
平常の月間降下量にもどった．  

4、結詣  

チェルノブイリ原発事故の影響が、測定結果に大きく現れていた．特に、降水、降下物、障下  

じん等の大気中からの直接の降下物中の仝β放射能、C5－137に顕著であった．今後は、地   

上に降下したC5－137等長半減期核種の分布と挙動を追うことが重要であろう。  
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表 1  仝 β 放 射 能  

測 ：定 他  
採取地又は測定場所  測定 回数  旦位■  

覇高値‾  最低イ直  平均値   

條水（定時採取）※  名古」墨†1J（先知衡研）  冨ユ  mci／山戸  ～？．ヰ  ルβ   針乃   

降下物（大型水根）  名石」茎市 （盟匁」衛研）  12  llCi／山海  ／7．∂   0．／j   ブイ   

降下じん（水盤法）  名古屋市 （斑知衛研）  21  l－Cl／皿F日  ／7ヰ2   37   ∫2J   

浮遊じん  ※  名古屋市 （愛知衡研）  1  pcl／山3  ／∫．チ   ／．ユJ   J．／7   

上  水（原力く）  犬山市（悪霊悪賢吉）  2  pCi／1   百．3   0．3   3．3   
（蛇口水）  名古屋市 （史灯湘研）  2  pCl／1   ／．ユ  ／・J  ／．コ   

油  水   伊掛閏 小錦谷渾   ロ  pcl／1  ／．J   
渦底土   伊多少将 小錦谷沖   口  pCi／邑乾  フ／．／   
土  壌（0－5cm）  三盈奨“じ 赤羽根釘   口  mcl／1し㍉  6ヰ7   

（5－20c皿）  三屋美封じ 赤羽根町   口  mci／】u㌔  プヰ／∫   

且び芸路 大根   適挟弧；日］原町   口  1）Ci／g  ／．6β   

ほうれん葺  ふ旦鎚封じ 出 原 町   ロ  pCl／g生  j．∫j   

更殻規 精米   名古良†け   ロ  pcl／g生  0．7j   
魚貝亮朋 きす  匁J多郁i事丸は；町   口  pcl／g生  プ．37   

大あさり  知多那 南知多町   口  pcし勺生  ／．紺   
わかめ  匁】多都 南知多町   口  pci／g生  ヰ．67   

牛  乳   名古屋市   
／／／0   ／〃将                                                                                                                                                  2  pCi／E    ／／0∫   

日 常 食   名古屋障   2  Ⅰ）Ci／且生  0．才9   0．ダ7   ク．訂訂   

※ 測：起億は6U田町史1E旭  

表 2  空 間 腺 景  

i則  て定 価  
測 定 場 所  測定 回数  単ノ比  

最 高 惜  最 低 儒  平均値   

空 間 線 量  名 古 屋 市 他  ／23  ノ兜  ／0．4  4．g   6．9   

表 3  核 種 分 析  

9Usr  137cs  
探査地  川定 口数  単 位  

最高値  最低侶  平均値  最高ー直  最塩値  平均†直   

怖 下 吻  邑古屋  12  

q二  2  ∫．グロ  3．63  4．7．ユ   

2  

2   
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東都府にぉける放射髄綿査  

京都府衛生公嘗研究所  

辻．昂寛、入江 皇臭  
麓温 良人、三工阻 息  

1．痛言  
東都府でl⊇、前瓦息に引三絶三科学政術庁参能lこよるフ才－ル  

アワト諷皇及び、放射線温風史常食にぶる鳥浜原子力鹿骨計風見の  

捜免乱射嵐諷五色待ったのr、、その蘭色感東の概要已転宅する。  

2、前査研棄の鹿魯  
2、1 領五月泉＿  
（1） フ ォ ールア ウト諷査  

空間線量車、封盟じん、陪下物（足晴嵐氷見ひ、月間雨水）、  
上7K（漁火及び、杷［コ水）、淡水、漫恵水星物（牛乳、茶、凧、  

大根、lきうれん阜、′5、な、さ－さ、、）、エ鹿、巳踊食  

（2）晶系原子力農屯所圃見境泉政和籠珊皇  
室闇線量車、席車線量、蓬嵐じん、降下間、阻水（漁火艮び、  
刃－＝水∴）、7堅上、親患産物（凧、入鹿．ほうれん卓、商業∴  
みや＼ん、牛乳）、満席値仰〔魁象、よ 己 ぎ）、嘉凰生物（仇  

ばる．こざえ、うきこ、れか仇、lきんだ■nう）、海亀沈積物、  
尭九  

Z．之 患料観取氾．点、  
‖） フ ォ ールアウト諷査  
強水、ふ竃（中三古市）、茶（専売市、与謝郡m悦町）、土泉  
（告発市）、空間後室牽（後節市） その他の試料にフいて  
lさ京都市内  

（Z）愚弟原子力唐草軒風見規免放射色調査  
親等線量、†呈上、よ己ざ．強吏（舞鶴市、後部市）、海産生  
物、為庭先頼朝、患7K、（内浦尭外）、その他の試料につl－て  
t∂最島市内  

2、3 剰定石三毛及び横患  
盲試料の観取及が剰足首去は、科学鹿術斤鴇「全ベータ放射  

罷割定法」、「ケMルマニウム単車イ本鹿出展を夙＝た糠愚公椚  
：五」、 「十りナウム仲村謹」単に準じた「京都府境免放射能  
判定法（改盲Tl）」によ った。測定弔磯患店、泉ユ のと長り  
である。  
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衣1 測定用機岩音  

Z、斗 諷魚信果  
（】）フォールアウト諷査  
泉之に金べ一夕放射能測定命象を、友∋に聖箇級i牽潮見  
穂集ぇ示し た．   

亜・ニ轟、  

】さ、  

庵亀  

唾下物の定番玖水で  

5月2q Bに】50p〔祓検出  

通
月
 
叩
5
 
 

盟
．
 
 

に
 
た
 
 
 

已
 
き
 
 
6
 
 

月
た
 
 

5
 
れ
 
 
 

′  

r
－
 
 

に
 
て
カ
 
 

巳
水
て
丁
 
 

－
之
両
虎
 
月
間
ル
 
 

5
月
イ
 
 
 

の
ブ
 
 

7之mC由であ っ た．こ れらl∂、ソ亜十工  
冊皐故にざる影響ヒ考えられる．   

ては靖＝ニ影響は馳のうれす、後来の刺史値ヒ  モ の他ヒ  

比．↑ て大 き  

い
ぇ
 
 

つ
 
■
廿
 
 

か。た。  

表2 全ベータ放射能測定結果  

表3 空間線量率測定結果  
単位：／Jiし／ll   

S，62  
5／19  6／18  田  四  9／12  10／9  1山0  12／2   l／20  2／13  3／10   

綾部市  10．2  10．6  9．5  9．7  9．5  9．8  9．7  9．7  9．9  10．2  9．8  9．7   
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（え）急発展う力鳥亀所愚見凍兎敏御飯矧且  
5日以隆に観取L た一各前科こ＼チェルノ アイ ル長与乃発軋  
所手放の影響ヒ思われう人工及射性秩禄が多数娩出これた，  

男温じんていlき 7B⊂が例匁ヒ鳳濃度検出これた厚軋一軒C5、l鈎C5 
l鳴Ru、106Ru、I午l⊂已．糊Ag、】妨sb乞頻出した。  
碑下間にフいてlさ、泉親市及び比鞍珂絹のたの京都市内で  
己試料の株取宜行い別居しているが、7Be、∞Kボ例匁と風  

－03 

捜亙親出Lた悟か、■37cs、一丸cs、笛か．彷Nb′ Ru、鵬Ru．  
刷 
〔e、－叫G．‖○れAg、lユ5sb、一引工一  舶臨を鍵出した。  
邑氷につ＝て1占、00K の厚か－3？⊂s、l外G′ －引工 と強虻した．  
直上tこついてtき、－37⊂5′ ∞K 乞例年ヒ風濃度食止Lたほ飢  
朋cぅ、l03Ru、－引工 きどを横地した。  

鼻毛産物について店、即〔5．7β亡、仰K を．例缶ヒ同謹直應  
払したが、みかん艮び牛乳は 飢G邑頗出した．  
鼻水lき、蝿加61五度よ り新たに廠遵外相の渦査対象ヒLた  
が、l許〔sのみ検出した．  
頚底£頑物かう13、∫3？G，〟K 乳剤生ヒ倒産見渡出 した。  

頚象生物について店、87〔5、TB⊂、 00K 三上別名Lヒ厄＝星辰ノ晩  

いて応閥⊂ぅ、 q5ヱト彷Nト】03Ru、昨恥  
立  

詣礁生物かうlき、鹿隅鹿出ごれるほ7c5、7βe、00Kのほか  

息と 
s、 

以上のとおり、腋複分析顔見かう倒立複出三れてい白い人  
工敏射性感租打猿払三 れた打、いす－れ乙5月かう6月 てい最乙  
息＝偵邑示しており、それ以埠は鈴蘭絶息ヒヒいこ罫少して  
おり、すへ、てソ亜十エルノ デイブレ畏与力鳥電所手放の影誓ヒ  

考えられる．  
泉斗ヒ対象液獲である 卯C。．－打Cら、3Hの測度結果を示し  
た。  

鳥丸中のトリ十ウムで328pCTカ を裸出」たウT、これi3壊乱  
Bの前夜．愚弟磨きカ息亀幹竹＼う所定の私見乞行った偲レて  
ルの放射性鹿鹿が五排水ヒヒ乙に放出コ れていうこ とによ う  
もの と思われう。  

き仁、感知61見直かう新たに、よ己ざにおけう 牝Srの敬射  
化尊命耕已行っ 

3、爺蔑  
ここ敏弘承少傾向にあった人工改新性腺得で■あ ったが、感知61  

五Ⅰ∂ソ亜十ユノしノ ブイ ブレ原きカ発電所の叡智のたの、多数の薇浸  
挨出Lた。  



表4 環境拭糾の核種分析結果  

拭 料 名   単 位   60c o  137 c s   3ⅠⅠ   

浮遊じん  fCi／㌦  N．D  0．14～270  
N．D～4．1  降下物  mCi／kn！  N．D  

陸水   pCi／β   N．D   N．D～0．10   15 ～ 38   

N．D   0．29～5．3  陸土  pCi／g・乾土  
米   N．D  3．4 ～7．0  
大根  N．D  N：D   
pCi／kg・互                ほうれん草   N．D  N．D ～4．0  
高菜  N．D   N．U～2．2   
みかん  N．D   了う 

N．D   牛乳  pCl／ゼ    l．8～6．0   
よもぎ   N．D  

松葉  N．D  
7．5～1600  
190～380  

海底沈壌物  pCi／g・乾土    0．053～0．11  pCi／kg・生    N．U N．D              めばる さざえ    N，D～3．6     N．D～7．8    なまこ   N．D  N．D～2．5    わかめ   N．D  N．D    ほんだわら   N．D  N．D              海水  
旺：（N．D）測定値が標準偏差の3侶以下  
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大阪府における放射能調査  

大阪府立公衆衛生研究所  

田村幸子、渡辺功、布清雅子  

1． 緒言  
l  

前年度にひき続き、大阪府において、昭和61年度に実施した科学技術庁委託によ  

る放射能調査の結果について報告する。調査期間中、一部の試料に、ソ連チェルノブ  

イリ原子力発電所事故による影響を組めた。  

2． 調査の概要  

（1）．調査試料及び測定方法  

降下物、降水、大気浮遊塵、上水（原水、蛇u水）、潜水、土壌、滞底土、牛乳  

（原乳、市販乳）、米、野菜、海産魚、日常食の全ベータ放射能測定、またサーベ  

イメータ及びモニタリングポストによる空間線量率測定を行った。方法は、科学技  

術庁絹「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」によった．  

（2）．測定装置  ■  

GM計数装鷹：アロカ製TDC－501型  

低パックガスフロー型GM計数装置：アロカ製LBC－451型  

N aIシンナレションサーベイメータ：アロカ製TC S－121型  

N aIシンナレション式モニタリングポスト：アロカ製MAR－11型  

（引．測定結果   

① 降水及び降下物中放射能の測定結果を表1に示す。この表に示すように、5月の   

試料より、チェルノブイリ原発事故による異常放射能を組めた。すなわち、5月の降水   

中の濃度は、最高値126pCi／1（5月6日採取）、平均値 40．5pCi／1と他の月の   

レベルに比べ有意に高い値を示した【採取tlOO ml以下の小t降同時に検出した高値   

は除く；1800pCi／1（5月12日採取）、500pCi／1（5月17日採取）など】．   

しかし、他の月には、異常値は組められず、平常値の範囲内であった．次に、降水及び   

降下物による降下tも、 それぞれ、年間降下iの約2／3にあたるtを 5月の試料   

より検出した．年間降下tは、ここ数年減少傾向を示していたが、今年度は、ソ連原発   

事故の影響により前年度のそれの数倍の債を示した。なお今年度の降下量は、第26回   

申皿核実験の影響を受けた昭和55年虎の値とほぼ同じであった＝。   

② 大気浮遊虞申の測定結果を表2に示す．降水と同様、5月の試料に異常放射能を   

検出し、最高値は6時間債で19．9pCi／n3，72時間値で14．7pCi／h3（いずれも   

5月5日採取）であり、平均値においても5月を除く年間の平均値より有意に高かった。   

なお、他の月は、前年のレベルと同程度であり、異常値は検出されなかった。   

⑨ その他の全ベータ放射能測定試料の椿果を表3に示す．測定値は、＝Kの寄与を   

含む債である．いずれの試料においても異常値は検出されなかった．しかし、日本分析   

センターによるこれらの試料の核種分析結果では、5月から7月にかけて採取した上水、   

原乳、市販乳及び野菜等において、前年度より高い137C5の存在が報告されている2）。   

全ベータ放射能分析では、＝Kを含む債であり、また人工放射性物質による汚染が微i  
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表1． 降水及び降下物中全ベータ放射能  

降   水 （6時間値）  降下物  

年 月   試料赦  降雨量  最高値  最低値  平均値  降下圭  降下量  

mm  PCl／丘  pCl／且  pCl／丘  mci／h㍉  mcl／k■l   

61  4   141．9  0   8．3  0．61   0．54   

5   9   214．6  126   0   40．5  7．86   8．41   

6   8   234．5  13   5．2  1．31   0．74   

7   152．1   0   3．6  0．g3   0   

8   105．5  32   0   14．3  1．43   0．41   

89．6  18   0   7．1  0．57   0．39   

10   80．8  14   0   6．5  0．61   0．33   

4   25．4  37   0   18．3  0．29   0．12   

81．1   20   0   6．0  0   0．58   

6Z  l   6   37．0  0   9．7  0．47   0．11   

4   50．9  23   0   8．9  0．25   0．39   

10   134．6  44   0   11．Z  0．84   1．04   

年 間   85  1348   1Z6   0   12．0  13．68   12．96   

注1）計算上負の値となるものは“0”で示した。なお、平均値の算出には   

負の倦も含まれている。 注2）5月の降下物の採取期間は4月 30 日よ   

リ 5月 2 2 日まで。  

表2． 大気浮遊虞申全ベータ放射能  

採取時期   測定数   6時間値  7 2時間値  

最高値  最低値  平均値  最高値  最低値  平均値   

昭和61年 5月   28   19．9  0．49  4．12   14．7  0．01   2．13   

年   間  31   5．03  0．44  1．57   0．09  0   0．03   

（5月を除く）  

前  年  度   4   2．42  1．00  1．53   0．06  0．02  0．04   

表4． サーベイメータによる空間‖県量率（〝R／h）  

測定対象   測定場所  測定赦   最高値   最低値   平均値   

一般環境   羽曳野市  6   7．0   6．2   6．5   

原子炉周辺  熊取町大久保  6   6．9   6．3   6．7   

〝  築留池周辺  6   7．1   6．2   6．6   

〝  弘法池周辺  6   8．2   7．4   7．9   
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表3． 上水、海水、土壌、海底土、食品中全ベータ放射能  

試料名   採取地   試料数   測定値   単位   

上 水 （原 水）   守口市   3．1，3．4   pCユ／丘   

／J  （蛇口水）   大阪市   2．8．2．8   

海  水   大阪港内   0．4   〝   

土 壌 （0－5皿）   熊取町   pCi／dry．g   

l／   （5－20（刃）   20   

海 底 土   大阪港内   

原乳（生産地，WHO報告）  能勢町   1200′｝1200   pCl／慮   

市販乱 （消費地）   大阪市   1200，1200   

タマネギ（生産地）   熊取町   3   1．0 ′・・ノ1．4   pCi／rav．g   

キャベツ（生産地）   1．6   

ダイコン（消費地）   大阪市   1．5   

ホーレン革（消費地）   4．4   

米  （消費地）   0．8   〝   

サバ  （消費地）   2．4   〝   

日常食 （都市成人）   寝属川市   0．6，0．8   

表5． モニタリングポストによる空間線量率（c p s）  

年   月   最高値   最低値   平均値   

61  4   19．0   13．0   14．0   

5   17．8   13．2   14．Z   

6   20．2   13．0   14．2   

19．2   13．0   14．0   

17．3   12．9   13．8   

9   16．6   13．2   14．1   

10   17．6   13．Z   14．1   

17．2   13．3   14．3   

18．2   13．3   14．4   

62  1   20．2   13．2   14．3   

17．6   13．2   14．2   

3   23．2   13．0   14．2   

年   間   23．2   12．9   14．2   
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のため、異常値は組められなかったものと考える。  

⑥ サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線上率測定枯果を表4及び5   

に示す。サーベイメータによる空間線量率測定は、一般環境については偶数月に、原子   

炉（京都大学原子炉実験所、泉南郡熊取町）周辺については奇数月に測定を行った。モ   

ニタリングポストによる値は、当所屋上（地上24m）に検出器を設覆し、連続測定を   

行った結果である．いずれも平常値の範囲であり、大阪における空間線よ率は、サーベ   

イメータにおいてもモニタリングポストにおいてもソ連原発事故の影響は路められなか   

った。  

3．結語   

調査期間中、5月に採取した降水、降下物及び大気浮遊塵に、ソ連チェルノブイリ原子  

炉事故による異常値を謹めたが、全ベータ放射能債でみる限り、事故の影響は余り大きく  

なかった．そのほかの試料はすぺて平常値であり、前年度と同様のレベルにあった．  
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表1  降 水 お よ び降下 物 の 全 ベ ー タ 放射能（神戸 市）  

測定 回 数  降水主  点 高 値  最低値  

（mm）  （mCi／k m2）  

月 間 降下 量  

（mCi／k m2）  

6l． 一1  

6l． 5  

6l． 6  

61． 7  

6l． 8  

61． 9  

61．10  

61．11  

61．12  

62．1  

62． 2  

62． 3  

0
 
0
 
7
 
q
り
 
3
 
9
 
8
 
3
 
5
 
4
 
A
「
 
凸
0
 
 

135．4  L T D  

185．0  3．06  

201．4  L TD   

86．6  L T n   

20．4  L TD   

60．O  L TD   

81．8  0．82  

18．6  0．13   

61．5  L TD   

64．2  0．13   

32．5  0．14  

100．2  L TD  

D
 
h
U
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
D
 
n
リ
 
D
 
 

T
 
T
 
T
 
T
 
T
 
T
 
T
 
T
 
T
 
T
 
T
 
T
 
 

L
 
L
 
L
 
－
し
 
L
 
L
 
L
 
L
 
L
 
L
 
L
 
L
 
 

1045．4  3．06  

往：LTD  検 出 限界 以下  

表 2  浮遊塵の 全ベー タ 放射能  神戸市  

採取年月 日  採取空気量   集塵丑  全ベー タ 放射能  

（m3）  mg  pCi／m3  

61．04  

61．05．05  

61．06．11  

61．07  

61．08．19  

61．09．09  

61．10．14  

61．11．11  

61．12．09  

62．01，13  

62．02．17  

62．03．10   

2l．5   

3．54  

3．87   

7．42   

2．27  

1．34  

2553  

2502  

2302  

2604  

2569  

2583  

2587  

2570  

2580  

2620  

3
 
・
l
－
 
6
 
6
 
9
 
3
 
2
 
▲
H
）
 
 

－
 
1
 
2
 
0
 
7
 
7
 
・
⊥
 
0
 
3
 
 

（
H
－
 
d
r
 
l
 
凸
8
 
 

7
 
9
 
3
 
．
d
】
 
 

▲
・
・
1
 
0
 
1
 
0
 
 

往： 5 月， 6 月 は代表的 な 値  
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表 3  食 品 等 の 全ベ ー タ 放射能  

採 取 地  採 取年 月 日  測仁走 値  

町
 
 

原
 
 

三
 
 

耶
〝
 
 

原
 
 

三
 
 

1986．n8．11  

1987．02．24  

Ⅰ987．（lL．07  

1987．（1l．07  

t 986．1l．1（〕  

】986．1110  

1986．08．08  

1986．n6．12  

1986．2．15  

1986．06．Ⅰ6  

1986．12．（16  

1986．08．01  

1986．08．01  

1280 pCi／1  

1330 pCi／l   

U．7 pCi／g生  

（1．7 pCi／g生   

L．7 pCi／g生  

1．2 pCi／g生   

2．8 pCi／g生   

L∴t●D   

L T D   

O．8 pCi／g生   

0．9 pCi／g生  

15．5 p Cl／g  

15．5 pCi／g  

米
米
 
 

地
地
 
 

産
〓
買
根
 
 

生
梢
大
 
 

区
 
 
 

央
 
 
 

中
 
 

市
市
市
 
 

石
戸
石
 
〃
 
 

明
神
明
 
 “

阜
 
 

ん
 
 

れ
 
 

ヽ
つ
 
 
 

‡
－
 
 

市
 
 

灘
市
 
 
川
 
 
市
 
 

唐
戸
 
〝
 
古
 
 
戸
 
 

播
神
 
 
加
 
 
神
 
 

食
 
 

じ
水
 
〝
 
常
 
〃
 
壌
 
〃
 
 

あ
上
 
 
日
 
 
土
 
 
注：LTD 検 出 限 界以下  

表 4  空 間 娘 圭 率  神 戸 市  

年月 日  天候  垂間線量率（〝 R／hr）  

晴 れ  86．04．16  

86．05．16  

86．06．16  

86．07．16  

86．08．18  

86．09，16  

86．10．17  

86．11．17  

86．12．16  

87．01．20  

87．02．17  

87．03．16  

⊂
J
 
5
 
0
U
 
2
 
5
 
一
っ
 
6
 
1
 
6
 
4
 
1
 
4
 
 

7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
7
 
8
 
7
 
 

雨
曇
滑
皇
帝
畳
晴
暴
雨
義
 
 

り
れ
 
り
れ
り
れ
 
リ
 
 l
－
ソ
 
 

注： 5 月， 6 月 は．代表的 な億  
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手口歌山県与こ お もナJる 放身寸骨ヒ享何重  

和歌山県衛生公専研究センター  

内田勝三  有本光長  

音本邦さ  井原義行  

l．繰言  

前年度に引き続き、昭和61年産科学琵締庁委託による放射能測定結果について  

報告する．  

2．鯛査の概要  

（1）綱査対t  

降水、鞍下物、性水（蛇口水）、日常食、土壌、各種食品 く牛乳、白菜、大  

根、アジ、米）の放射能測定を抒→た．今年度の測定国数は105国であった．   

（2）綿査方法  

拭料の綿製および測定方法は、昭和51年よ改訂科学技術庁縛「全べ一夕ー  

放射能洲定法」に従った．   

（3）測定れ＃  

（イ）GM計数装遭；アロカ社L B C－4 5 2型  

（ロ）シンナレーシ■ンサーベイメーター；アロカ社がT C S－121型  

8．明壷結集  

離水および職下物の全ベータ放射能測定結集を褒1に示した．離水について5月  

にソ遽原子力尭屯所事故による影響として2寧  

を示し、降下物についても5月に12．6m C  
P Ci／lと平亭債の約一指の借  

／Xm2 と平常檀の的10借に違  

したか．6月からは平精確近くに繊少しれ．また環境試料（土壌、日常食、陸水、  

牛乳、米、ハクサイ、ダイコン、アジ）中の全ベータ放射能犠よを衰2に示したが  

これら¢拭料については全て平常檀を表し、ソ連の原発事故による影事は全ベータ  

放射能襟度でみる職り見られなかった．次に和歌山市内におけむ空間線量牢の測定  

結集を責3、固1に示した．測定場所ごと月別通年変化をみても昨年と同程度モ変  

らなかった．   

この緒巣、昭和61年度においては、ソ連原子力発t所事故による影響が5月の  

降水、障下勒でみられたか、それ以外は例年と同様の篇黒であった．  
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表1．降水及び降下物の全ベータ放射能  

矧  
2．1  189．   

田  田  匝  Ⅲ  垣   
0．  135．1   

1  

」  9  

62 1  

合 計   

表2．環境拭料中の全ベータ放射能濃度  

k
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l
 
g
 
g
 
g
 
／
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／
／
／
／
／
 
 

和歌山市  
和歌山市  
和歌山市  
和歌山市  
和歌山市  
和歌山市  

土壌（5～20cM）  

日常食（5人分）  

陸水（蛇口水）  

牛乳  
米  
野菜（ハクサイ）  

野菜（大根）  

7
5
1
 
 
 

●
 
 
●
3
 
0
3
1
 
 

C
 
C
 
C
 
 

p
 
P
 
P
 
 

C
 
C
 
C
 
 

p
 
P
 
P
 
 

表3．和歌山市内の月別空間線量率（61年度）  

（単位：〃R／h）  

4  5  6  7  8  9 10 11 月 月 月 月 月 月 月 月  

図1．和歌山市内の月別空間線量率  
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鳥萩承にあlナる放射能調査  

鳥政県衛生研免軒  

1．媚吉  
前卑度にひきっブヨ．推知6】年度に実施した放射鮭調査のイ敬  
啓を観音する。  
Z 調査所見の既尋  
（i〉 調査の対象  

降水′降下軌 上れ牛乳′ 野鼠′泉．落水風ノ 日草食′九  
泉洛避じん′ 上薮及び一室聞線量．  
に）拭件の腺屈及が創見法  

倉  射′；  
による空域線量の剰ぇ（J？68）」及L〆－「環痺試料悲歌法（紹銘  
5ぎ卑）」など、によフた。  

）利産後足  
守M計数蔵置   ：ALOKA TDC一川3  
波高倉前者  
サーベーメーター  

：日 立 ち05  
：AL引くA TcS－J21C  

モニタリング’ポスト：ALO畑 MAR－11  
㈹ 鯛を痴呆の頗客  
牛月26日に雅史したソ連チエルノブイル鹿芽力旛電飾争乱  
による鮫射鮭の影響軋 g月4日より規われ 浄水及び1大丸強  
、 

lp， 
土嬢（最L）且hllヰ乳（頼経〕にっい1も、宕千手玖の彩管乞  
食けたこ乙クヾ璃めら巾仁（友j）。  

モニタリンデポストによる卓吼絶景lゴ、月間の変動にクいて  
ほ大空な変化は竜息めら札す、、8内皮化受も例年ヒl句境はへ 2月  

に高い隠を示しに（旬1′2）  
々の他．上水′ 野泉．．泉′ 海永潜り 日尊食は異常値は蕾、めう  
机す－．前年日和経泉であった。  
鵜誇  

あ年度の調査では、ソ速度終車駄の詔厨がど月前半1て親∠現  
われたが、後半は減免し．占針函捧げ子草lこかえった．  
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泉1降水及び一路下物の合β放射絶  

眉   ヰ  5  6  7  8  ？  IO  皿  12  t   2  3   

足  
判 定件数  q  13  皿  四  ヰ  q  I2  IZ  き  皿  皿  lZ  

郎確 p硯  ND  し200  ND  ND  ND  四  4？．？  軋0  引．0  8しヰ  含2．0  66．0   
時                                                         観  農政値 pん〃  ND  ND  HD  ND  ND  ND  ND  ND  ND  ND  ND  ND   

刻  平均温 pα〃  ND  3叩  ND  NP  HD  N［）  ？，ヰ  圧7  占，ヰ  7ヰ  20．4  10．4  
珊粕巨叫哨  ND  2‘，砧  仰  ND  ND  ND  ロ，？0  ロ、？3  乙コ号  J．7l  2．引  玖57   
大型7k温泉椚ケ叫‘   0．う；  ！射拍  l．00  i．00  0，J？  0．40  l、07  ＝川  ＝ヰ  巨6l  l．40  β、？2  

ND：放出至れす■’（棉御津功5倍山下）   

養z 大気謬痘じんの全β放射絶  

司  ヰ  5  6  7  8  ？  10  叩  lヱ  l  2  ヨ   
創見 件 数  4  2う  ヰ  4  4  4  ヰ  4  ＋  ヰ  ヰ  3   
華高値再々  l．？占  ？、JO  ま冒∂  ヱ，ヰ0  ま00  5．占0  トeO  2．0〔）  J．きg  トロ0  巨60  0、60   

最肱也拉ふ  0．5ヰ  ＝持  0．〕0  久i8  0．35  トら0  J、？0  0，22  β、lβ  β，川  0、？0  0．1J   

平均値pc⊥／諺  l，∋5  5．22  2．∂4  l．一斗  l、？7  2．Sヨ  l．；ヰ  i．0？  皿  0．；7  0．2年  0、∋占  

0
 
つ
‘
 
 

（
s
告
）
喀
璽
感
福
富
ハ
 
 

斗！；ら 7 8？10III2′12 3（別   
叩  

周1モニタリングポストによる星間終え  
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泉5 湊7k・食品・土破の放射能及び・軋闇線量  

名   祝科敬  判 定＿1且   単 止   腐   考   

泉 水   ND   pcJ〟  

全  
上永  7  ND   P∝／ゼ  

生 乳   仁l ′‾、ト2   P∝／綾   合 lく  

β  牛乳  5  l．1   PCこ／紘   ノ含  K  

二紋  

2   まl． ヨ．3   PGソ多生   合 lく  
2   1．7   PGソ才里   合  K  

射  
泉  頼 泉   2   0、5   アα／g生   令 lく  
海水魚  竺  ぼ、   之   2．3 ， 2、7   P〔J／多生   ノ合  K  

絶  2   0、7 ， ロ．ぎ   PG：力生   ノ含  K  

Z  2′2？0，2502  れ∝／K貯  且凍利息譲  

土壌  0′・一言            5′、20   Z   2ノ午lら，2？う3  椚C／ド正之  丘薇剰ぇ法   
l引工   

頼複  牛乳  
6   2．l′‾、22．5  P∝／ゼ   微温か新‾麦  

6   2ヰ ′＼■ 5ヰ．F  アC／戚   椎息舟耕法   

線量  空 間 鈍重  J2   ？．8 ～JO．ヰ  〟尺／戊   サーペ、－メーター強   

将
 
 
 

払
 
 

▲
い
 
 
 

－
月
 
 
 
－
 
 
一
月
 
 

一
－
十
 
 

（
彗
s
d
〕
）
せ
悪
疫
哀
感
 
 

）ヰ  S  6 ’  7
 
 

8 ？101】 I2′β71ユ 3  
86  

周2 モニタリングポストlニよる垂聞銀章の日内象ノ仏  
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島根県における放射能綱査結果  

島根鼎術生公害研究所  

細田 晃、寺井邦雄、藤井幸一、江角周一  

舌岡＃広、山本春海、五明田革   

1、樽音  
昭和61年度に、島根県において実施した科学技術庁委託の放射能  
粛査並びに県が行った原子力発電所周辺の環境放射鴨綱査及びソ連  

チェルノブイリ原子力発t所事故影■特別鋼査をあわせてその概要  

を報告する。  

2、礪査の概要  

（1）調査対象  
原子力発t所周辺を重点に、雨水、浮遊じん、陸水、海水、農昔産  

物、植物、水産生物、陸士、海底土等の放射能を＃査した。  
また、T L D、モニタリングポスト等によ り垂間線量を粛表した。  

（2）試料の採取及び測定方法  

科学技術庁による各種の放射能測定マニュアル及び「放射能桝査委  

託計画書（昭和61年度）」に準じて行った。また、使用した測定  
機需については、昭和6 0年度の本報告書をさ照されたい。  

（3）鋼査結果の考察   

ア．空間線上  

講査結果のうち、主なものを表1～2、 国1に示す．年Ⅶ積算線上  
は、県下全体では約5 7～9 2m Rであり、原子力発t所周辺地域  
は5 7”84m Rであった。また、モニタリングポスト線上串は地  

点の年W平均で4．6JIR／hであった。ソ遵原発事故後の、5、  
6月には線上串の上昇が若干怯められたが、その他については、モ  
ニタリングカー、シンチレーショ ンサーベイメータ等を含め前年度  

と同程度の結果であった。   

イ．全β放射牒  
♯要を表3、囲2に示す。定時降水については、ソ連原発事故の形  

■が5月4 日の両から現われ、5月中旬まで高い放射能（最高値5  
月 6 日1190p Ci／1）が検出された．同様に降下物についても、  

4月 8 0日から5月 2 2 日までの降下物から14．8m Ci／墟の  

放射能が検出されている。その他については、概ね前年度並みのレ  

ベルであった。   

ウ．核種分析  
通常潮定計商に基づいて行った測定結果の概要は表4－6のとおり  

である．また、ソ連チェルノブイリ原子力弗t所事故影■特別粛査  
崩異については、検出された核種のうち1＝c s、1＝Ⅰについてそ  

の概要を表7のとおりまとめた。  

ソ連原発事故の影響により1＝c5は通常より高い値が検出された．  
また、近年検出されなくなっていた1＝R u、1＝Ⅰ等のフォールア  
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ウト核種、及び今まで検出されたことのない1＝c s、1＝c8が検  

出されている。  

しかし、6 2年3月ごろには、1‖Ⅰ等の短半減期核種のほとんど  

が検出限界以下となり、1＝c s、1＝c s等の比較的長半減期の核  

種のみが検出されている．  

3、結語  
昭和61年度の開査結果では、ソ連原子力発t所事故の影響による  
放射能が各種の検体から検出された。1‥c き、1－■c且については  

今後しばらく、その影事が残るものと考えられる．  

原子力発電所周辺のモニタリングを行っている機関にとっては、今  
後ともバックグランドの変動に注目 し、把握しておく ことが必要と  

考える。  
また、空円‖県量においては事故の影書はほとんど組められなかった。  

表1 空間積算線上測定結果  表2 モニタリングカーによる空間線上串測定結果  
（鵬／365E】）   

定対象地城  地点数  最高せ  最低値  平均値   
八東耶島根町  日  72．3  59．4  ● ；   
〝  鹿島町  18  83．5  56．8  70．3   

松 江 市  8  85．1  61．1  76．3   

安 来 市   g2．0   

出 幸 市  ロ  79．8   
大 田 市   3  76．8  67．7  72．4   
浜 田 市  ロ  72．8   
益 田 市   田  88．7   

対 象  
（〟R／h）  

地 械  地．“      最高償  最低せ   
八東那島根町   田  

平均艦  
3．7  2．2  30   

〝  町   8  4．1  1．9  3 0   
松 江 市   田  4．0  3．2  3．6   

固1 MaI（T且）DBM式モニタリングポスト  

による垂間組上申  

（測定地点 舶町6、脚1、松江市1）   

く〝Rル）  

固2 降下物（大型水盤による一カ月毎）  

〃 古J7J，／ク〝／ヱ／ヱ j＝月）   
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表3 ≡昇墳試料中の全β放射能測定結果（＝K含む）  

検  体  区  分   検体数  単位  l試料1整法  最高値  最低償  平均償  接 敵 地 点   
水 道 管 兼 水  2  pCi／丘   蒸発法  2．0  N．D    松 江 市   
日常 （都市成人）  2  pCi／g生  灰化法   0．8  1．1  0．g   〝   

農  乳  4   〝   〝   1．3  1．2  1．2  八束耶八≠村  
育  2   〝   〝   1．2  1．2  1．2  松 江 市  

産  1   Jl   〝  
〝   

1．g  大 田 市  
物   2．2   〝  

米  1   〝   〝  
〝   〝  

0．7  松 江 市   
松  葉   1  

〝   〝  
2．8  八東都塵島町   

海産  
〝   〝  

2．2  浜田市沖合  
生物   2．2  原発周辺海域   
陸  19．2  大 田 市  
土   

定 時 降  

1   〝   〝  13．0   〝  

水   降雨毎  pCi／丘   蒸発法  1190  N．D    松 江 市   
物   13  mCi／1d   〝   14．8  N．D  〝   

表6 環境試料申のストロンチウムー90濃度  

検 体 区 分   検体赦  単  
水  

位  試 料 謂 盤 法  測定結果  採 取 地 点  
pCl／kg一生体  イオン努換櫛脂法  LTD  原発周 

産  
辺海域  

〝   〝   〝   〝  
生  〝   〝   2．2   〝  
物   1   

水  

〝   〝   4 3   

2   

〝   
pCi／超   〝   0．05－008   〝   

農畜  1  PCユ／kg一生体   〝   4．3   〝  
物   1   〝   〝   11．3   

枯  ■  1   〝   〝   556．5   〝  

陸  

1   〝   〝   24．5   

士  
〝  

1  pCi／kg－乾土   〝   ●●   〝   

表7 ソ連原子力発t所事故影響特別調査結果（講査期ⅦS．61．4．30～6．16）  
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広島県における放射能調査  

広島県衛生研究所  

穂下誠彦 坂本征則   

1緒 言  

前年度に引続き，昭和61年度に実施した科学技術庁委託による広島県における   

環境及び各種食品中の放射能調査結果の概要を報告する．なお，昭和61年4月末   

に発生したソ連の原子力発電所事故に係る調査結果は，第28国環境放射能調査   

研究成果論文抄録集に発表した．  

2 調査研究の概要   

く1） 調査対象  

降水（定時採水），月間降下物（大型水盤による），浮遊塵，陸水（蛇口水  

淡水），土壌，日常食，農畜産物（牛乳，野菜＝ダイコン，ホウレン草．精  

米），海産生物（淡水魚＝コイ，海産魚＝カレイ，月＝カキ，海藻＝ワカメ）及  

び空間線量率．   

（2） 測定方法  

試料の調整及び測定方法は，科学技術庁締「全ベータ放射能測定法（昭和51  

年改訂）」及び「昭和60年度放射能測定調査委託計画書」に従って行った．   

（3） 測定機器  

GM計数装置：アロカ製 TDC－501型及びTDC・103型  

GM管：アロカ製 研一2503B型及びGM－5004型  
シンチレーションサーベイメータ：アロカ製 TCS－121C型   

（4〉 調査緒乗  

降水の全ベータ放射能月別推移を表1に示した．5月に高濃度の全ベータ放射  

能が検出されたが，これは昨年度に発表したようにソ連の原発事故の影動こ  

よるものである．又，食品等各種試料の全ベータ放射胎則定結果を表2に．  

更に，サーベイメータによる空間線量率を表3に示したが特異な傾向は建め  

られなかった．  

3 結 語  

5月の降水及び大気浮遊塵の測定結果（第28回環境放射能調査研究成果論文   
抄録集に発表）を除いた捨ての調査項目について前年度とほぼ同程度の値を示し，   

特に異常な値は建められなかった．  
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表1．降水中の全ベータ放射能凛度  

年 月 試料 降水量 最高値氷 島低値氷 平均値米 月間降下量米＊  
赦 （mm）    ト（pCけり  1 （mCけkm2）  

61 4 12 168．4  

5 11 158．7  

6 11 392．8  

7 10 224．0  

8  5  44．0  

9  8 113．8   

10  6  58．9  

11  3  16．2   

12  2  69．0  

62 1 7  30．6  

2  4  33．8  

3 13 161．5  

3
 
0
0
 
0
 
0
 
9
 
0
 
0
 
0
 
ハ
U
 
O
 
O
 
O
 
 

7
 
1
 
2
 
 
 
 
ユ
】
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

■
 
3
 
■
 
0
 
－
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
U
 
 

年間  921471．7 120  

米 ：6時間値  

米米：大型水盤による1ケ月の値  

表2．各種試料中の全ベータ放射能凛度  蓑3．空間線量率  

試 料 名  採取地 測定  測 定 結 果  

回数  

年月  〟R／l廿  

614  11．3   

5  響10．1   

6  11．5   

7  14．0   

8  14，5   

9  9．6  

10  16．0  

11 13．8  

12  10．9  

621 11．7  

2  12．2  

3  1l．8  

陸水（蛇口水）  

（i炎水）  

土鳩（0－5cm）  

（5・20cM）  

牛乳（生産地）   

（消貴地）  

野菜（糾しン章）  

（タ“イ］ン）  

精米  
海産生物（カレイ）  

（カり  

（ワカメ）  

淡水魚く］イ）  

日常食  
浮遊廣‡‡‡  

広島市 17  0  pCi／l  

庄原市 1  0  〝  

広島市 1 28．1   pCi／g乾土   

〝  1 27．0  〝  

高田郡  4 1100・1300 pCi／1生  

広島市  2 1100－1200  〝   
〝   1 4．00  pCi／g生   

〝  1 1．50  〝   

〝  1 0．70  〝  

大竹市 1 3．20  〝  

広島市 1 1．60  〝   

〝  1  4．90  〝  

庄原市 1 2．40  〝  

広島市  2  0．73－0．83  〝  

平均値 12．3  

〝  6  2．46・10．O pCi／爪3  ‡：5月分は41回  

測定した平均値   
‡‡‡：6時間値．5月のソ連原発事故関係分は除いた  
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山 口 県 に お け る 放 射 能 調 査   

宏
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□
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緒言   

昭和61年度に実施した、山口県における環境および食品等の、・放射能調査結果の概要を報告す  

る。  

2  調査研究の概要   

く1）調査対象試料  

降水、降下物、上水（じゃ口水）、海水、海底土、海水魚（メバル）、牛乳（市販）、精米、  

野菜（大根，ホーレン草）、日常食、土壌、空間線量率およぴモニタリングポストを調査対象とし  

て実施した。  

（2）試料採取、調製および測定  

試料の採取、調製ならびに測定は、「全ベータ放射能測定法」（昭和51年）および昭和61年  

度放射能調査委託計画書に準じて行った。・  

（3）測定器  

低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカL王〕C－452  

シンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－121C  

モニタリングポスト：アロカMAR－11  

（4）測定結果  

各測定試料の調査結果をそれぞれ、表1，2，3に示す。なお、今年度から、測定結果を標準偏  

差の3倍以下については検出せず（ND）と表示することにした。  

3  結語  

本調査期間内において大気圏内核実験は行なわれなかったものの、昭和61年4月26日ソ連チ  

ェルノブイリ原子力発電所事故による環境等の放射能汚染が我国にも及んだ。山口県におい  

ては、事故発生9日目の5月5日午前7時から9時まで2ミリの降雨中に0．15mCi／km2  

の全ベータ放射能を検出した。それ以降6月16日までの検出値として、0．37mCi／km2  

から最大5．3mCi／km2（5／13～14）を示した。降下物では、ローバックカウンター  

使用以来初めて2桁の15mCi／krn2を検出した。しかし、6月中旬以降は漸次減少しており  

また、その他の測定試料については有意な高値ほ認められなかった。  
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表 1   降 水 お よ び 降 下 物  

降 下 物 （mCi／  降 水 （mCi／kM2）  つ〃  ） 
 

m
 
 

k
 
 

年  月   

昭 61． 4  

5  

6  

7  

8  

9  

10  

11  

12  

昭 62．1  

2  

3  

平均値  

1．1   

0．0 81  

最大値  最小値   

り ロ  ト D   

5．3  N D   

O．45  N D   

N【）  N D   

N D  叫 D  

2．1  N D   

O．15  N D   

N D  N D   

O．17  N D   

O．044  N D   

O．32  N D   

l．2  N D  

時下最  pCi／ゼ  ㌍ 
泳
一
1
9
 
 

1．3  8．2  

15  70  

2．8  7．1  

1．3  4．4  

0．92  14  

1．5  6．0   

0．30  13   

0．44  54   

1．2  12  

1．2  11  

1．5  21  

1．5  6．8  

2 30．0  

4 48．5   

399．0  

80．0   

2 86．0   

4 9．5  

13．0   

87．0   

97．0   

81．5  

249．5  

0．5 3  

0．0030  

0．0 57  

0．020  

0．092   

0．2 3  

注：61年11月分の降下物濃度は試料水少圭のため100mlにて測定した。  

表  2  モ ニ タ リ ン グ ポ ス ト お よ び 空 間 線 曳 率  

年  月   
モニタリングポスト  （cps）   空間線韮率  

最大値  最小値   平均値   〟R／hr   

昭 61． 4   25  18  18．9   10．6   

5   27  18  19．5   11．4   

6   27  17  18．9   11．8   

7   26  17  18．9   11．8   

8   25  18  19．0   11．7   

9   30  18  19．4   12．0   

10   25  18  19．1   11．6   

23  17  19．3   10．9   

12   35  18  19．6   11．6   

昭 62．1   32  16  19．0   11．8   

2   27  18  19．0   11．4   

3   32  18  18．9   10．5   
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表 3  上 水、海 水、 海 底 土、土 壌、牛 乳、野 菜、精 米、  

梅 水 魚 お よ び 日 常 食  

試   料  名   試料採取地   採 取 年 月   測 定 値   単 位   

上水 （じゃ口水）1  宇 部 市   昭和昭1年 6月  碩出きれヂ  pCi／ゼ   

上水 （じゃ口水） 2   〝   〝 12月   〝   〝   

海水   阿知須 町   昭和61年 8月   0．71   〝   

海底土   〝   〝   24   PCi／g乾   

土塊 （0～5c¶）   萩  市   昭和61年 7月   22   〝   

土鳩 （0～20印〉   〝   〝   21   〝   

牛乳 （i朋反）1   山 口 市   昭和61年 8月  1213   p（二i／ゼ生   

牛乳 （市販） 2   〝   昭和62年 3月  1217   〝   

野菜 （大根）   油 谷 町   昭和62咋 2月   2．4  p（二i／g生   

野菜 （ホーレン事）   〝   〝   5．6   〝   

精米   山 口 市   昭和61年12月   0．80   〝   

海水魚 （メバル）   山 口 湾   昭和62年 3月   3．0   〝   

日常食 1   山 口 市   昭和61年 6月   0．85   〝   

日常食 2   〝   昭和61年12月   0．82   〝   
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愛 媛 県 に お け る 放 射 能 調 査  

愛媛県公害技術センター  

真木  強 安井 正良  

大西  哲 夫野 性司  

篠原 広充 安永 章二  

1 緒言  

昭和61年度に、愛媛県が主と して西宇和郡伊方町及び松山市において行   

った放射能調査の概要を報告する。  

2  調査研究の概要  

（1） 測定対象  

空間ガンマ線霊率、空間積算掃1、大気浮遊じん、陸水、土壌、農産食  

品、植物、降下物、降水、海水、海底土、海産生物  

（2） 測定方法  

科学技術庁綱「連続モニタによる環境γ線測定法」（5 7年）、「熱ルミ  

ネセンス線上計を用いた環境γ練測定法」（5 7年）、「全ベータ放射能  

測定法」（51年改訂）、「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機滑分析  

法」（5 4年改訂）、「放射性ヨウ分析法」（5 2年改訂）、 r放射性ス  

ト ロンチウム分析法」（5 8年改訂）、「トリチウム分析法」（5 2年）  

及び「プルトニウム分析法」（5 4年）等に準じて行った。  

（3） 測定結果   

ア 空間線上  

モニタリ ングステーシ ョ ン及びモニタリ ングポストにおける連続測定は、  

蓑1に示す。  

また、モニタリ ングポイ ント（31地点）における年間積算線量は、43～  

931Rである。いすれも前年度と同じ レベルである。   

イ  大気浮遊じん  

モニタリ ングステーシ ョ ンにおける連続淵定では、全アルフ ァ放射能の  

1時間平均値が0．1～2．4pCi／18、全ベータ放射能の1時間平均値が  

1．6 ～10．6pCi／m亨である。  

また、ハイポリュウムエアサンプラ一による全ベータ放射能は0．3～  

6．8pCi／｝8でいずれも前年度と同じ レベルである。  
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ウ 環境試料の全ベータ放射能  

降下物の全ベータ放射能は表2に、降下物以外の環境試料の全ベータ放  

射能は表3に示すとおりであり、5月の降下物を除き前年度と同じレベル  

である。   

エ 環境試料の核種分析  

G8半導体検出器を用いた機器分析結果は表4に示すとおりであり、フォ  

ールアウト核種はl07csのほか＝zr、9さNb、1ロさRu、＝＝Ⅷu、l川■A‡、   

l之OSb、129【T8、181Ⅰ、】＝Cs、188Cs、＝ロBa、14ロLa、＝lCl、＝■Co、が  

検出されている。  

NaI（Tl）シンチレーション検出鴇を用いた機器分析結果は、表5に示す  

とおりであり、5月の杉薫から】81Ⅰが検出され、その他は前年度と同様に  

検出されていない。  

9ロSrの放射化学分析結果は表6に、さHの放射化学分析結果は蓑7に、  

28叩u、200pu＋ 2一■ロPuの放射化学分析結果は表8に示す。いすれも前年度  

と同じ レベルである。  

3  結語  

昭和61年度のフォールアウトの影響は、一部の試料にソ連のチェルノブ   

イリ原発事故の影響がみられたが、その他は、昭和60年度の調査結果と同   

程度であった。  

表1． 空l‡u〃ンマ麒＝払坤（迎扶削定）  

・（単相：〃R／h）  

モニタリングステーション    モニタリング ポスト    モニタ リングJlくスト   

場 所   伊方町九机迅公耶  伊方耶ー削川  伊方叫 九【J   

測定器  Hal（Tl）シンチレーーション    高 圧 和 一t 和  高 圧 用 11相   

区 ～〉  ‾有 高  最 低  甲 均  凪 高  鼎 砥  平 均  爪■高  見 出  甲 均   

J／．4月  J．J  皿  ／．9   7．g  J．∫  J．7  ／ク．ヱ  J．‘  J・タ   
5月  ∫．4  ／，占  フ．ク  7．∫  ∫．∫  ∫．計  9，∫  ‘．∫  7．∂   

6月  J，‘  ～、∂  訊4  ムP  〆，／  7．∫  占．占  ‘．P   

丁月  J，／  ／．㌻  ／．冒   7．P  ∫．》  ‘，0  ，．フ  J．4  ‘．7   

8月  ふ4  ／′‘  ／．∂   ‘．9  ∫．∫  占′♂  γ．9   ‘イ  〆・7   

9月  す′7  ／．‘  ／．P   ア′／  ∫＼ヰ  ∫．d  臥厨  ‘．4  〆．7   

川月  ふ4  ′．7  ／．タ   7．イ  ∫．3  ∫．∫  ，．‘  ‘．‘  J．㌢   

11月  す．7  ／．7  ／．7   占．‘  ∫．3  ∫．∫  ♂．？  ‘．J  J．P   

12月  J．す  ／．‘  ／．ア   か．P  ∫．イ  ∫．‘  ／ク．∫  J．√  J．P   

‘ヱ．1月    ／′‘  ／．タ   れ7  J．イ  ∫．‘  ／∂．J  J．∫  J．き   

2月  4．‘  ′′‘  ′．P   ア∂  ふイ  ∫．J  ㌢．㌢  ‘．∫  占．7   

3月  J．‘  ／．J  ユ．∂  7．7  ∫．∫  ∫．∂  ア．メ  J．j  ‘・ア、   

咋 l川  J．？  ／′∫  ノ．？  ㌔．訝  ∫．j  ∫．  ／ク．J  拉L  ∠．g   
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窮2． 柿下物の全ベータ値鋸傭  

（即位：椚Ci／k〃卜 月）  

所  
＿  

公古漬楠センター  〃．‘  J．9  ∂．7  ♂．j  0．／  ク．J  ♂．ヱ  ク．／  β．‘   

伊方町九lけ迅公園  ／．∂  四  ／ノ  久∫  ク．∫  空運＿  ♂．イ  ク．J  吐   月  l  ロ  ロ  ロ  ロ  ロ  川  皿  四  

表3． 相場伏料の全ベータ放射服  

試 料 名  I柁 粁  神偵  地点敗  試料穀  刑 定 椅 用   lll故   

大気抒退じん  2  n   久J ～ J．∂   PCけ¶（   

陸  水  刑 川 水  1   ル’β へ′ ／．J   PCl／′   

⊥  凪  未 納 土  0～15甜  3  36   J．ア ～／／   P（）けP 陀土   

杓  水  鶉i内 水  4   ／．／   l）Ci／′   ロ    ク．P 一｝  
洞 托 土  2  8   ∫．ヱ ′〉／ヱ   PCl／g 陀土   

み か ん  呵風脚  10  10  ＿＿」．か ～／・3   

】胤娠良品  舞 ／．J （一 ヱ．き   

野采  3  ／．7 ′～ イ．9  

松燕  ヱ．7  

†き菜   2 D PCl／中 三k  

瓜灯  
＿   8   」．3 ～Jイ  

附在廷物  呵幻即外  8   ／．‘一－フ．∂  

拙¶‖勘助拍   ＿＿」乙ユー＿．ニ】ヱ且＿＿＿  

洞 淋 灯  全休  6   ふ7 ・〉／ヱ   

旺） 未知I試川の政則稚N±△Nにおいて、N≦3△Nのとき「ND．】と爽示した．  

製4． 抜耶）折（（封I半場丹＝剣山調による槻鮪分析）  

旭  糾せ  定  始  期  

以 拍 名  闇 椚  則‖な   点  白 描 接 種  ll】 偉  

数   申Cs   †Be   101く   

舛 下 物  大型水錨  ロ  田  〟♪～ ず．g  針咋～イ，‘  〟D ～・dノ7  mCけk¶l月   

大気押追じん  ルク   卯／7■・久婚  ∂．ク／ヱ～卯／7  PCし／［r   

は  水  河 川 水  〟ク   ∧／β   〟p ′〉′ユ  PCi／′   

士  別  兼 釧 土  0～15川  ロ  田  ○ノJ～／．‘   ／／D  J′j ～∫・7  PCt／ロ柁⊥   

桐  水  ホ 雨 水  l  l  クノJ～♂．／ア   〟♪  PCi／′   

洞 氏 土  ロ  ロ  ク．♂Jユ ′｝♂．／ク  〟β ～′，37  J．7 〉7．ヱ  PCけU陀ユニ   

み か ん  可愈那  田  ∧／p   ク′『P ～／イ   

旅座員凧  円  

ロ   

ld  物  柁ミ 粥  菜  ♂．J‘   ク．イク   ／．‘  

PCけり姓  

l   〟ク   フ．‘′－J．ヱ  

陶座！ヒ物   可良帥外  l  ロ  〝p ～のクク〃  〟♪ －イ．ク／3  ／，7 ～二L2  

加剛性動物  旦里珊  

全休   

旺）未知l誠甘の放かJ鴨N士△Nにおいて、N＜3△Nのとき「Nl〕」と鶉示した．  

以下、寮5・一票8においても同じ．  
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策5． 接酎川＝N81（1一ク）シンチレーション帳廿欄＝こよる朋削げ川‖  

みかん  3   ′VD  

爽政  
野菜   3   9   漁   

松 某  燕  ロ  ロ  〟ク  
招 粥  袈   〟♪ ～ 占   

桐惑生物  相 対 研  全休   択 一l名  便 椚  即位  地点軌  試着訂  t’－1の測 定  雌拒食晶     可食酢    3         3   3  ∧／D        〟ク  捕  物                   口  ロ              ．1  口  型L   
表6． ＝Srの放則化学明牒  

可良師外  

用 鮎【料 名  l嘘 邦  nll柏  柿下物  大型水偶    陸  水  門 川 水    ⊥  肌  米 川 二L  0・－15川  河  水  表 r椚 ホ    掴 托 ⊥      胱座食晶  野 栄  娘  I何度生物  曲 折  可虎即  可愈即   無管榔軌物   侮 髄 椚  全休   

冊 定 拍 用  

〟♪ へノ か拘∬  

∂′♂ユ∫  

Jユ へ／ブイク  

l11 伯  

●（）l／kIl‘月  

PCけタ  

PCけh打陀了l二  

P（H／ク  

PCl／ko柁二L  

ク．ク♂，（ノ♂．ク  

＿■づ旦∵）ヱ／＿＿＿  

Zてチ 
．＿＿＿．．＿＿＿＿＿．＿＿■＿  

〟ク  

旦」ほ 
＿＿＿＿＿－▼．＿＿ 

P（）iハロf［  

イ／p  

／一ヱ ～ j．／  

翁7． 311の放射化学プ）析  

毀8．即P〕．山Pい＝Puの放則化学椚子  

折 節雷 名  嬢 研  郡佗  j旭点奴  王】（料紋  削勺 完 結 黒  もlき  紀  

…Pl」   乃IPlい＝Pll   

釣下拗  大鎚冊用1  2  2   〟P   ク．脚イ♂〝〃．軸β  MCi／拓胴   

陸  水  河 川 水  
〟D   ルク   PC】／P   

土  けⅠ  天 測 土  0～15c■  3  3   〟少   ／．㌢ ”／‘  PCけ佃柁土   

拘 ホ  講 師一水  ‘1   ∧／β   

輌 庶 土  
〟♪～耳抑呵  PCi／′  

2  8  〟D′－／′P  ～．ク 〈ノ 20  PCi／kg佗土   

魚列  ／Vβ   ／／ク   

衝賭生物  可良師外  ロ  ロ  〟ク   ／Vク  PCI／一口！巨  

如何岨軌物  ク．ク‘ア   ♂′7（フ  

～巧羅山1   ／Vβ  ク，すヱ   
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高知県 に お け る 放射能調査  

高 知県衛生研究所  

竹 柿生 夫  宅 間 和雄  福井 節 子  

1  緒言  

科学技術庁委託 に よ る 昭和61年度 に実施 し た 放射能測定調査  

の 概要 を 報告 す る。  

2  調査研究の概要  

（1） 調査対象  

降下物、 降水、 上水（蛇［］水）、 土鳩、 農畜産物（標札、 市  

乳、 精米、 野菜（大根、 ほ う れ ん草））、 日 常食、 癖水魚（か  

つ お）な ど に つ い て148件、．モニタリンク、、ホ○スト及びサーへ“イトタに よ る 空  

間線圭率に つ い て そ れぞれ測定 を行 っ た。  

（2） 測定方法  

試料の調製お よ び測定は、 科学技術庁綿「全ベ ー タ 放射臆測  

定法（1976）」お よ び昭和61年度放射鵬測定調査委託実施計画青  

に 準 じ て 行 っ た。  

（3） 測 定装置  

GM計数装置：ア ロ カ  TDC・104型  

シ ン チ レ ー シ ョ ン サ ー ベ イ メ ー タ：TCS－121C型  

モ ニ タリ ン グポ スト：ア ロ カ   MAR－11型  

（4） 測定結果  

降水お よ び降下物の全ベ ー タ 放射能測定結果を表1に示 し た。  

降水の調査試料数は120試料で、 その う ち5月 に は ソ 連チェルノフ“イル  

原発事故の影響と み ら れ る 全ベ ー タ 放射能が検出 き れた が、 そ  

の他の月 につ い て は、 前年度と 同 じ 程度の推移を示 し た。 降下  

物に つ い て も 異常値は認め ら れ なか っ た。  

食品等の全ベ ー タ 放射能測定結果を表 2 に示 し た。 上水につ  

い て は全ベ ー タ 放射能は検出 さ れなか っ た。 ま た、 土壌、 農畜  

産物、 日 常食、海水魚の全ベ ー タ 放射能ほ前年度と ほぼ同 じ レ  

ベ ル で あ っ た。  

モニ タリ ングポ スト お よ ぴサ ーベ イ メ ー タ に よ る 空間線量率  

の測定結果を図1に示 し た。 両者 と も前年度 と 同 じ 程度の推移  

を 示 し た。  

3  結語  

本年度は 4月 26日 に発生 し た ソ 連チェルノフ“イル原子力発電所の事  

故の影響 と み ら れ る 放射能が 5月 4日 ～5日 の降水 に検出 さ れ た  

が、 その後漸減傾向を示 し た。 その他の試料中の放射能凛度お  

よび空間線量率は例年 と ほぼ同程度の レ ベルで あ り、特に異常  

は 認 め ら れ な か っ た。  
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表1 降水の全ベータ放射能  

年月  試料芽女  降雨量 

（m巾）       亀井／愕  這● ：  罷♂／†雪  汽ci下k吊ろl汽ci了kM牢   

61．4  13  323．5  ND   ND   H【〉  HD   

290．2  769．0   ND   69．9   1．45  Ⅰ4．73   

6    226．5  ND   HD   ND   HD  HD   

7  13  271．0  ND   ND  HD   

8  198．6  ND   HD  ND   

9    247．4  ND   HD   N0  日D   

10  7   71．7  HD   HD  ～  ND   
26．7  ND   ND  ND   

12    130．0  HD   ND  ND   

62．1  8   5∈葦．3  HD   NO  ND   

2  6   38．8  ND  HD   

3    210．3  HD   ND  ND   

表2 食品等の全へ一夕放射摘  

拭  科  名   採取．場所  測定放  測定値  単 位   
上 水（蛇 口 水）  高知市丸ノ内  6   0   PCi／l   

牛 乳〈原  乳）  〝 円行寺  ロ   1．4  PCi／1（生）   

〝 （市  乳）  〝 桜井町  2   1．4   ′／   

米 〈精  米）  〝 新屋敷  l   0．8  PCi／g   

野 菜（ほうれん葺）  高岡郡毎川町  6．5   〝   

〝 （大  根）  〝    ／γ   2．2   ／γ   

日常食（郡市成人）  高知市   2   0．8   〝   

海水魚 〈か つ お〉  土佐市宇佐   3．2   〝   

土 壌（0－ 5c慣）  高知市丸ノ内  口  281．2  MCi／kM2   

〝 （5－20cM■）  〝     〝   666．4   〝  

d 5・〔17 モ 91日11121 2：∋   

固1にタリンデホ○スト及びサ・へ“上トタによる空間線量  

卓 計数率 ○ 抜生率  

－243－   



手富岡県乙こおらナる放身寸台巨調査  

福岡県衛生公害センター  
毛利睦美，柏崎幸範，深町和美  

1． 緒言  

昭和61年廉く昭和61年4月一昭和62年3月）に実施した放射能調香の概要を報告する．本調査  

－  

屯ソ連のチェルノフィル原発事故（昭和61年4月1聞）が起こったが，その結果は既に報壊したて  

2． 調査研究の概要  

（1） 調査対象項目及び内容  

降水，上水，農産物，海産物等の全ベータ放射能及び刷Ⅰ，一，℃s，90srの核種分析並び空間  

線量率測定を実施した．試料数は，モニタリングポストによる空間線王事を除いて，表1に示すよ  

うに181あった．  

（2） 測定方法  

試料の採取，前処理及び測定は，科学技術庁好一全ベータ放射能測定法J（1976），rガンマ  

ー線スペクトルメータによる牛乳中放射性ヨウ素の迅速定立法』（1976〉，F放射性ストロン  

チウム分析法j（1983），F放射性セシウム分析法j（1974）及びー放射能委託計画書  

（昭和60年虔）J等で行った．  

く3） 測定器  

GM計数装置：Aloka製TDC－601型  

シンチレーションサーベイメータ：Aloka製TCS－121型  

モニタリングポスト ：Aloka製MAR－11型  

NaIくTl）付きガンマー線波高分析装置：NAIG製  

低バックグラウンドGM計数装置：Aloka製L8C－461型   

3． 調査結果  

昭和61年度に実優した降水，降下物及び各種試料の全ベータ放射能網査結果は表2－3に，また，  

空間線量席の調査結果は表4■に示した．更に，けTc＄及び－Osrの核種分析結果は蓑5に示した．牛  

乳中の■IlIは，ソ連原発事故時を除いていずれも検出限界値以下であった．  

4． 結語  

昭和61年度は，ソ連の原発事故の影響が同5月15日ごろから浮遊じん，降水，牛乳などに5月い   

っぱい認められたが－；その前後はいずれの嗣査項目においても，昨年とはぼ同程度の憾を示し，特に  

異常な櫨は放められなかった．  
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表1． 昭和61年度放射能調査項目及び内容  

調査項目  試料名及び測定方法  採取地及び測定場所  赦
 
件
 
 

定
 
測
 
 

降水 （降雨毎）  

降下物く大型水盤法）  

上水  源水  
蛇口水  

野菜  ほうれん尊  
大根  

牛乳  消費地  
生産地  

精米  消費地  
生産地  

海水魚（鯛〉  

日常食  
土壌  0－ 5cm  

5－20cm  
海水  
沌底土  
モニタリングポストによる  
サーベイメータによる  
原乳  
上水  源水  

蛇口水  
牛乳  消費地  

生産地  

太宰府市向佐野（センター屋上）  
太宰府市向佐野くセンター屋上〉  
福岡市酉区曲渕  
福岡市両区夫婦石浄水場  
柏屋郁恵免町  
柏屋郡志免町  
筑紫野市原  
宗像郡福間町八並  
春日市下白水  
筑紫野市青木  
福岡市酉区浜  
筑紫野市，太宰府市  
福岡市酉区脇山  
福岡市西区脇山  
北九州市門司港  
北九州市門司港  
太宰府市向佐野（センター屋上）  
福岡市西区脇山  
宗像郡福間町八並  
福岡市酉区曲渕  
福岡市南区夫婦石浄水場  
筑紫野市原  
宗像郡福間町八並  

2
1
 
 

1
 
 5
2
2
2
1
1
2
4
1
1
1
2
1
1
1
1
日
2
6
1
1
1
2
 
 

全ベータ  

空間線量庫   

Ⅰ－131   

C s－137  
S r－90  

米  

合計  

毎
1
 
 
 

＊：モニタリングポストによる空間線王事を除く．  

表2． 降水の定時採取及び降下物の大型水盤による放射能調査結果  

月 間  降 水 の 定 時 採 取  降下物の大型水盤法  

年  月  降水土  放射能濃度  pCi几 月間降下量  月間降下土  

mm  最高値   最低値   爪C／kl㌔  ¶C／k㌦  

昭和60年  月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
 
 

4
5
6
7
8
9
0
1
2
1
2
3
 
 
1
 
1
 
1
 
 

94．5  2
4
一
1
6
企
U
 
O
8
5
9
0
0
9
7
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
 
 
 
1
 
 

0
0
0
0
0
1
 
 

0
 
 
 
 
 
0
 
 

D
7
D
 
D
4
一
h
U
 
D
 
D
3
9
6
0
7
6
 
 

N
9
日
N
 
I
 
U
‖
‖
N
‖
‖
【
l
 
l
 
A
】
3
9
5
 
 

D
 
D
 
n
U
 
n
U
 
h
リ
n
U
 
h
U
 
D
 
D
 
D
 
D
 
n
U
 
 

N
 
H
 
N
 
日
 
日
 
H
 
N
 
N
 
N
 
H
 
H
 
H
 
 
 

O
O
2
5
 
 

5
 
 
Q
U
 
 
 

n
U
 
・
D
 
・
D
 
h
U
 
D
 
・
 
・
 
・
D
 
n
U
 
 

H
2
H
4
H
 
H
 
H
1
3
1
N
 
H
 
 
 

月
’
6
1
0
〇
一
皿
1
9
 
 

4
－
 
 
 
 
2
 
 

－
8
．
一
】
 
〇
．
】
一
一
O
1
2
7
8
1
 
 

1
3
9
2
0
0
6
1
1
1
9
4
 
 

4
5
0
U
5
5
5
e
U
7
3
4
2
 
2
2
つ
‘
7
2
5
つ
▲
7
7
5
9
 
2
2
5
 
 
2
 
 

昭和61年  

年間最高値  
前年度最高値  



表3．・各種試料の全ベータ放射服調査結果  

試料名  放射能濃度（含K）   前年度平均値  単位  備考  

上水   

ほうれん草  
大根  

源水  
蛇口水   

根  

A
】
 
 

7
9
2
8
7
3
1
0
7
 
 

D
 
D
 
 
●
 
 
●
 
 
●
 
－
 
●
 
・
 
 
 
 
■
 
 
■
 
D
 
 

N
 
N
5
1
3
0
0
1
 
 
3
0
H
1
0
0
6
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
2
2
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
 
 

）
 
 

4
 
 

D
 
D
 
 
●
 
 

日
日
5
 
 

（
 
 

〉
 
 
 
）
 
 

2
 
 
 
0
 
 

5
 
 
 
3
 
 

（
 
 
 
（
 
 

6
1
9
Q
U
 
q
U
 
3
3
5
0
0
 
 

D
 
D
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
 
・
n
U
 
 

H
 
N
－
皿
】
2
2
0
0
 
1
1
3
0
】
‖
ご
U
 
O
O
7
 
 

1
2
2
 
 

水洗（兼洗）   

水洗（夫洗）  

g
 
 

／
 
 
 

C
 
 

P
 
 

葉  
精米  消貴地  

生産地  
牛乳  消貴地  

生産地  

（3．2）  

1．4  
1．4 1．2  

0．8  

PCi／MJ   

PCi／g・生   

PCi／L  

i  

）  

‡  

綱  
目常食  
海水  
海底土  
土壌  

全肉   

表層   

0－ 5cm  
5・20c†l  

Fe－ぬ共沈法  

直接法  
直接法  
直接法  1PC榊乞土  

表4． 空間線主事調査結果  

モニタリングポスト  
サーベイメータ  

年 月  空間線量率  cps   

最高値  最低値  平均値  空間線量率  〟R／hr  

昭和61年  月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
 
 

4
5
6
7
8
9
0
1
2
1
2
3
 
 

1
 
1
 
1
 
 

0
5
0
2
0
5
1
0
9
2
0
0
0
5
2
 
 

●
 
 
 
◆
 
 
 
l
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
’
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 

0
0
0
1
1
6
7
9
0
U
■
4
－
5
1
3
0
0
 
 

1
2
2
2
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
 
 

0
0
5
3
1
0
3
5
3
8
2
0
7
9
 
 

3
3
2
2
・
1
1
3
3
3
2
3
3
2
2
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

A
－
4
3
5
Q
U
3
5
6
7
5
∧
’
5
5
5
 
 

4
月
】
4
3
2
3
4
．
・
皿
丁
一
4
月
「
4
－
4
4
－
4
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

2
5
A
】
2
5
e
U
 
A
】
7
4
3
∧
’
l
▲
皿
】
7
 
 

7
’
－
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
 
 

昭和62年  

年間平均値  
前年度平均値  

表5． 上水，牛乳中のCs－137，S r－90核種分析結果  

核 種 濃 度   pCけL  
試 料 名  採 取 年 月 日  

Cs・137  Sr－90  

源水  
蛇口水  
生産地  
生産地  
消員地  

日
日
［
口
日
日
 
 

6
6
1
4
2
 
 

1
 
1
 
1
 
 
 
1
 
 

月
月
月
月
月
 
 

1
1
1
2
2
 
 
1
 
 

年
年
年
年
年
 
 

2
2
1
2
2
 
 

6
6
6
6
6
 
 

口
 
∩
り
 
口
 
口
 
n
U
 
 

璽
丁
事
丁
事
丁
事
丁
重
l
T
 
 

昭
昭
昭
昭
昭
 
 

0．188  
0．004  
4．7  

0．9  
1．6  

文献1）毛利隆美 他，第罰回環境放射能調査研究成果論文抄録集（昭和駈年度）．  
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イ左官県におりる放射能錦査  

佐闇県公賓センター  

水石如抒、、才尾野・え  
中島泉周、磨滅小包朴   

し  

孜妄  

－こ才 

妄子わい、っ  
rてが、ソ洩のケール／ブイル原子れ私電所てt＼超∴ rて車扱  
に閲す々網査亘れrこ 

．   

、 

r∴  

2網査のオ晩卑   

食β放射能と牛乳オ㌦′上皇利臥しナ：．  二の他に・ソ連原  
この盲周をの言争紬Iて  

斬し…のぐ、二   

縁者季の通徹・」定（占蝿、卓、）、T」Dによる星間√禎算観  
音の利之（27地．琶、年4回）ヒ毛ユ′リン7・・カーtてよる測定  
乙行，rこ．   

祭配車子、ラ憩選言妄語訪簸琵、  
JHオ析も行っ丁二。  

247 



3 刺えラ表札ひ・測定路  

久tのとおり  

4云周を総見  
‖’ 

・  

ら山一㌧、β、ゥrて．   

ン●  

カ 

（2）．．  

け 

「こと児、わJしる絨科バク敵組わうれrて。  

5 舶緒   



永．ヱ   色相練磨    牟・新教廃   

利敵境野  、′瓜  E朴  ‘Jキ 4   J  6  7  8  R  ／0  ／／  ／ヱ  〟亭 ／  ヱ  J  手 燭   
性質市  上略  ／タ．／  ／7．‘  ヱ0．‘  ヱ；．‘  ノよ7  ／7デ  ／g．牛  ／7、ヱ  ユ，．／  jフ．ヱ  ヱj．ア  j／・7  2㌢ ／  

公告色シター  
＿  

仏J（卓絶）   

‘．0  ∫．9  g．7  77  午2  7．／  ‘．2  ‘．ゲ  ／／．j  デ．g  ∫．g  7タ  ／′．j  哀痛叫躯寸 仏J（恩亀）  頒  招三                              乎殉  j．／  J．2  J．2  J．／  3．2  J．／  J．／  j．／  j．2  Jノ  J．／  j5   J．え   

計各町早足  

仙J（庶路）  党    ‘、‘  ∫．7  8．／  ‘．9  卒‘  7，○  ‘．タ  J．3  ／／・2  7．0  ‘．r  ク．ク J．‘   J．ダ   

慮吻吋ヰ  

∧んヱ（應各）  甥    ‘．タ  ‘．∫  ㌢2  g．／  ゲ，‘  7J  ‘．r  ク．7  ／jノ  ／ク‘  ‘．∫  タ．∂   J．g   

朗晶呵丸和 ＝ニ（原慰）  甥  最高  ／0．‘  ／0．0  ／ヱ．タ  ／ノ．ア  タ．j  ／0．2  ／∂．ヱ  チP  ／∫．j  ／率．／  ア．才  ／／，J  ／∫，j    孝均  7．ヱ  7¢  7j  アヱ  75  7j  ケ．2  7／  7／  70  70  7、ヲ  7．2   
哀擾吋タトヰ 工C（原糸）  受  見向  ／ク．ヱ  四  ／／．g  ／／．／  F．J  ／∂．ヱ  デぎ  ／β．2  ノJ．∫  ／2．7  ア．g  ／ク．才  ／J，∫    平均  7‘  7g  ス才  スP  77  7‘  7∫  アナ  7i  7∫  7．J  タ．ク  7．‘   
肥前吋京：白 上C（周魔）  甥  泉南  ／0．J  ／0／  ／／．ア  ／∂．g  2．‘  ／久∫  ／∂一J  ／0．／  ／J．J  ／ク．デ  ／クJ  ／／．j   ／J．J  

7．7   

公一tファーデーベイ ノYムヱ（鳥iL）  メ‰  和ま  7∫  7j  7．／  7ゲ  7j  7g  7‘  タJ  才．2  g、タ  7g  才、ダ   7旨   

メ・番組調査？・・lユヰエ埠且巾月喝 南・鼻佃扇且を′原糸鋼立とけ2分間ほ旬月碕長南伯と泉ホ   

大仙Jニ砿Jr叩ノシンナレーションつ晩公給′ 工C．亀柾頚（ん十ん象）碑出詫  

灸3 飽水¢顔放射拙公普《シター息鼻二如奇媛栂‘碑ア甜且れ‘J明暗象正確   

頒  日   単位  JJキ 〟．   ‘  7  さ  タ  ／ク  ／／  ／j  Jえー ／  ヱ  J   

∫  

阜 瑚   

7／‘  
＿  

最 低娃  ケ   ／7   

ー ／′7f   ゲタ、デ  

降 下 老  九冤  ／ノg  J．タノ  ／ゲ／  ∫．好  ク、g／  ノ．メ／  久J∫  ∂．ユダ  ／イり  ∂．j♂  ノ，Jタ  〃ノ7  ヱナ．∫‘   
碑 軋′里  ホノ帆  ／‘∫．7  プjタ．g  J‘／、ア  ∫Jj／  ∫ダ．7  鮒小冊恒．上    ク，7  ∫宰○  7貨タ  ／ナ7ゲ  ヱ／○ぎ．2れれ   

測 軋叔．  イヰ  ／2  ／／  ／0  ／∫  ‘  ′。いIJ    タ  g  ／∂  ／∫   ／／7   

・ズ・刺え数のうち東根れりか，た奴体（仰ご凍出さ八才・）のヂ」ター一字均止り転．長嶋隠lニー；金持い   
メ・瞼札幸I1月紘碑向れミょう月間蜂′k皇  

灸∫ 年れヰの′‖エラ泉及（を払）  灸ヰ 舶紙料ヰ   の放射能（杏紘■）   

就⊥ 刑卜 鬼   i組数  達也  仝β乱射飽   

蛇 ロ れ  ヱ  ′亡ん  〝β ノ／．牛   
．ヱ＿  ○ ′－ J 亡ナし  口  巧転   ヱ ∫  

∫ － ヱO c〝し  ケ   ユ¢   

ノ  ′亡 ‘．2  

翼  liうれしを    j     八．オ軋  ロ  巧k   2、∂   

乳  口  巧毎   ／．♂   

オ  きし  ヱ  ／％姐  ク．g ノ ∴∫   
、軋頼（J、■’ラ）   ／  巧毎   2．7   

8 常 食  ヱ  巧転  ／、0 ′ ／、／   
碑丁じん（大型水温ノ   ／∠  ト‰  〝β へノ ユ．7   

触昇月豆  挽叔J燕斬  ′J′ヱ（P％ノ   

‘／、J．jo  佐ゼ射拗  ／Jβ   

夙 ／  〟β   

／0．／占   ナ   〟D   

／2－ g  ∧／∂   

〃．／．‘   ナ   ノ∨♪   

3．J．   I   ＜／β  
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及ム 吸娩紙料中り放射能（風儀－）  

玖斉斗克   虐■－  単位  金β放射能   
オ久   フ稚   か   斉什  

c。  ′∫′上  ／∫7c∫   9豆r   

渚i盈＿レ・ん  4  巧ん  ∂．0jデ ）∂．ノrO  N♪  ′／∂  

召互  二L  卒  巧娩  ′J．ゲ・－／7．∫   〝∂  ∂．0‘タ〉ク．ブタ／  久／〟‖軋糊   

睦   7】し  7  ′亡ん   〟∂ 一－／．g   ND  ND   ／Jβ   0．1（l斌料）   

絹 糸、   ヱ  ′％生  ∂・‘ノ ク．7   ／）∂  〟♪〔／鵬  ／Vか．♂・ク∂j  ∂．クク／什如恥  

泉  2  j．ヱ ′ J、〟   ／V∂    ′．卯′一ク．・／○  

畜  2   l   J．r．＃．／   〟∂  ′．一。プ′ク・○／∂  

産  l   ／、／   〟♪    ク．∂d∫′ク．■○∫  

堀  l   J．7 ノ ダ．j   〟∂  〟a∂．ク／J  〟β′ク・○ノj  

牛  ●   ／．？ ～J．／   ／｝∂  仰～∂．クタよ  ク．∂jO～∂ノ押  クイ／‘（l玖村）  

姐  占  ／．／ ～ ／、j   ∧／∂  〟♪、ク．dO∫  ク．d∂／、′∂．∂叫  ∂1ク○／rl駄科）  

月勿  
l   ／，J   ′∨∂  ルク   ＜′β  

人紋泉   †   2．‘   〟∂  ノVβ   ♂．ク∂ノ  

人 乳   l   ／ヱ．／   ノ∨∂  久ククメ  
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長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公害研究所  

本村秀幸 半田佐由利 平山文俊  

1 緒言  

前回にひきつづき、昭和61年度に実施した放射能調査について   

報告する。  

2 調査研究の概要  

（1）調査対象  

雨水・浮遊塵・陸水・土鳩・食品・空間線量等183件  

（2）測定方法及び測定器  

試料の前処理ならびに測定方法は科学技術庁編「放射能測定法   

（1g76 改訂）」にしたがった。全β測定にはアロカ製低バック  

グラウンド自動測定装置 LBC－452u、LJII測定にはN AIG社  

製波高分析装置、また空間線一l測定にはアロカ製 TSC－121C 型  

シンチレーションサーベイメータをそれぞれ使用した．  

（3）測定結果  

イ．雨水の月別放射能強度は表1、図1に示すとおりである。  

全β放射能の年間平均値は33．9pCi／戚（6時間更生値）で例  

年より高い値になった。これは、ソ連チェルノフィル事故の  

影響によるもので、5月の平均値は、148．8pCi／戚 と高く、  

特に19日 420pCi／月、28日 960pCり月 の全β放射能が検出さ  

れた。降下物（大型水盤による1月毎）の測定結果を図2に  

示した。  

口．浮遊塵の月別放射能強度を表2に示した。全β放射能の年  

間平均値は 2．11pCり ポ（6暗闇更生値）で、5月9日に  

9．8pCi／ポの最高値を示した。  

ハ．陸水・食品・土鳩などの全β放射能測定値を表3に示した。  

いすれも例年並の値であった。  

二．空間線■率の測定結果を表4に示した。年間平均値は  

5．叫R／hであり、異常は認められなかった。  

ホ．牛乳（原乳）中の／叫 は、いすれも検出限界以下であった。  

3 結語  

ソ連チエルノフィル事故の影琶により、5月の雨水、降下物、浮   

遊摩の全β放射能強度は通常より高い値になった。一方、陸水・食   

品・土壌中の全β放射能、空間線量率、牛乳（原乳）中のl封Ⅰは例   

年並の値であった。  
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表1雨水の全β放射能（6時間更生せ）  

鰍量  

年 月  測定数   

61．4    171．6  24．4  7．8  69  4．0   

5    327．0  148，8  0．4  960  10．1   

6  13  450．1  17．5  ND    4．3   

7  13  242．5  4．4  ND  23  1．1   

8  4  13．3  18．8  ND    0．3   

9  8  2q3．6  9．8  ND  16  2．0   

10  6  79．5  14．8  7，7  38  0．丁   

7  25．4  21．4  ND  79  0．7   

12  8  69．2  51．7  8．2  190  1．9   

62．1  8  144．2  30，9  13  g8  2．6   

2  8  丁】．4  封．5  9．8  84  1．5   

3  1 

ND：計数鎗が計数誤差の3倍を下回るもの  
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表2  浮遊塵の全β放射能（6時間更生値）  表4 空間線量率  

年 月 日   線i率（〟R／h）   

61．4．7   6．3   

5．1   5．6（Hin）   

′｝ 22   ～6．7（Hax）   

6．1g   6．2   

7．4   5．8   

8．4   5．9   

9．2   6．0   

10．16   6．0   

11．10   5．8   

12．24   6．1   

62．1，30   5．7   

2．24   6．1   

3．16   6．3   

平  均   5．58   

放射能強度（pCi／戒）  

年 月  測定故      平均値  最低塩  最高値   

61．4   3  1．1  0．4  2．9   

5  23  2．6  0．3  9．8   

6   3  2．0  1．3  3．3   

7   3  0．9  0・2LO   

8   3  1．6  0．5  3．4   

9   3  2・2o・9   3．4   

10   4  2．3  1．3  3．2   

3  1．7  0．丁  3．1   

12   3  2．8  2．3  3．4   

62．1   3  1．8  1．1  2．0   

2   3  1．4  1．1  1．8   

3   3  1．4  0．8  2．2   

年間平均値   2．11   

表3 陸水・食品・土壌等の全β放射能  

放射能濃度（含K）  

試 科 名  採 取 地  測定数       平均値  単位   

土壌（0－5cT）  小浜町零仙  ロ  304  祀i／㌦   

土壌（5～20亡貫）   〝   267  〝   

日常食（5人分）  長崎市  2  0．9  甚i／g（生）   

上水（蛇口水〉   〝   ・2  4．5  師〟   

牛乳（満干地）   〝   2  1．0  甚けg（生）   

米（ 〝 ）   〝   3．3  〝   

ホウレン草（〝）   〝   5．1  〝   

大根（ 〝 ）   〝   1．9  ／，   

アサリ（生産地）  高来町裾江    2．6  〝   

アマダイ（〝）  長崎市    3．0  〝   

ワカメ（〝）  島原市    8．9  〝   
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鹿児島県¢こおらナる放身寸骨ヒ珊査  

鹿児島県環境センター  
今 村 博 香  
福 田 大三郎  

香
鼻
 
 
 

滑
宗
 
 
 

甘
山
 
 
 

下
那
 
 1，はじめに  

昭和61年虔に鹿児島県が実施した科学技術庁委託の放射能綱査及び川内原子力発電所周辺環境放   
射線輔査について報告する。   

2，柵査の概要   

（1）網査内容  

＜委託調査＞  

空間線量及び降水（定時降水），降下物（1ケ月毎），上水，牛乳 鼠 米，野菜．日常食，  
海水魚，海水．海底土．土壌の全β放射能 

＜周辺環境放射線珊査＞  
空間線量〔モニタリングステーシさン・ポストによる連続測定線量率（7地点）．モニタリン  
グカーによる定期測定線量率（14地点），TLDによる3ケ月間積算線雇（25地点）〕  
魚類，藻類，軟体類．海水，海底土，米．白菜，らっきょう，だいこん，えんどう，甘しょ，ぱ  
れいしょ．茶，みかん，牧草，松象 牛乳．陸水 隆二L 浮遊じん 降下物の全β放射能及び  
90sr，…co，＝1Ⅰ，1＝csを指標株種とした抜穂分析   

（2）測定法及び測定機器  

項  目  測  定  法   姐 恒  ．1 捏   

積 算 線 量   3 ケ 月 間 積 算  TLD 素子；ナシさ州．UD－200S  
空  リーダー；ナね州．UD－502B  

間  連  続  湘  定  2－¢川aI（Tl）シンチトねン検出器  
（テ レ メ ー タ）   （温度補償，エネルギー補償回路付）  

放  
（周辺）                           定  期  測  定  3㌧州aI（Tl）シンチトねン換出器  

射  （モニタリングカー）   （温度補乱 エネルギー補償回路付）  

線  
（萎 托）  アロれTCS－121C  

主  
計  数  率   連  続  測  定  1”¢川aI（Tl）シンチトシきン検出器  
（秦 耗）  ア咄．MAR－R61－5T   

降水．降下物（委託）  
科学技術庁  アロカ，GM－5004  

環  
上記以外，  
アロカ．L8C－453  

境  
接  科学技術庁  
r線分光  

拭  いた機器分析法」及び  ORTEC．GEM－20180  
分  析  

分  
料   
折  2汀ガスフロー型GM検出器  

分  析  「放射性封甘けサム分析法」   アロカ．LBC－451R   
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（3）洞査結果の概要  

ア．空間放射線壬  
空間放射線圭測定結果は真一1，義一2，義一3のとおりである。委託開査．原子力発電所  
周辺環境放射線蹄査ともに．これまでの輔査結果と同程度のレベルであり．異常は組められな  
かった。  

イ，全β放射能  
委託綱査による降水及び降下物中の全β放射能珊定結果は義一4のとおりであり．異常は舐  
められなかった。  

ウ，環境蘭料の放射能  
萎紀綱査による各種拭料の全β放射能測定結果は真一5のとおりであり．異常は組められな  
かった。原子力発電所周辺環境放射線綱査結果は真一6のとおりである。5月以降採取した浮  
遊じん，降下物甲全β放射能及び海底土甘しん＝松葉．浮遊じん．降下物申の■3Tcs濃度は  
昭和56年三田査問始以来の最高値を示したが，これは，昭和61年4月に発生したソ連チェル  
ノナイル原子力発電所事故の影響てあろうとほ測される。  

義一1空間線量率，軒数率珊定結果（連続測定）  

測定場所  単 位  区 分  い4 5 6 7 8 9 10 1112 もZ1 2 3 年間   

環境センタ   平均値  11．110．910．711．512．211．410．410．111．311．311．111．611．0   
CpS      （委  託）   最高値  18．015．010．3Ⅰ2．016．913．013．912．222．322．117．217．822．3   
（鹿児島市）  最低値  10．0 9．8 9．5 9．511．210．0 9．0 臥810．19．710．’010．0 9．0   

小 平 局   平均値  3．8 3．8 3．8 3．7 3．7 3．8 3．9 3．8 4．0 3．9 3．8 3．9 3．8   
〝R／h                  （周 辺）   兼高値  8．15．8 8．3 5．8 5．2 5．8 7．7 5．412．5 8．5 5．8 7．412．5   
（川内市）  最低値  3．5 3．6 3．5 3．5 3．6 3．5 3．6 3．6 3．6 3．6 3．6 3．6 3．5   

時   局   平均値  4．14．14．2 4．0 4．0 4．14．13．9 4．14．0 4．0 4．14．1   
〝R／h            （周 辺）   最高債  8．6 6．5 8．0 6．15．2 6．2 7．0 5．512．6 9．15．8 7．712．6   
（川内市）  最低値  3．8 3．8 3．7 3．8 3．8 3．8 3．7 3．7 3．7 3．7 3．7 3．7 3．8   

久見時局   平均値  3．1■3．13．13．0 3．13．2 3．2 3．13．3 3．2 3．13．2 3．1   
〝R／h            （周 辺）   最高値  7．8 5．5 7．9 5．6 4．6 5．5 8．3 4．912．18．6 5．17．412．1   
（川内市）  最低値  2．8 2．9 2．8 2．8 2．9 2．9 2．9 2．9 2．9 2．9 2．9 2．9 2．8   

上 野 局   平均値  4．14．14．13．9 4．14．14．2 4．14．2 4．14．14．2 4．1   
〝R／h          （周 辺）   最高値  8．4 6．4 9．3 6．3 6．16．5 7．15．813．0 9．16．4 T．913．0   
（川内市）  最低値  3．8 3．9 3．7 3．7 3．9 3．8 3．9 3．9 3．8 3．8 3．9 3．8 3．7   

青 田 局   平均値  3．6 3．6 3．6 3．5 3．5 3．6 3．6 3．5 3．7 3．6 3．5 3．7 3．6   
〟R／h                  （周 辺）   最高値  8．15．9 8．3 6．15．16．3 6．0 5．414．3 8．9 5．9 7．514．3   
（川内市）  最低値  3．2 3．3 3．3 3．2 3．4 3．3 3．4 3．3 3．3 3．3 3．3 3．3 3．2   

高 江 局   平均億  4．14．14．14．0 4．14．14．2 4．2 4．4 4．2 4．2 4．3 4．2   
〟R／h             （周 辺）   最高値  8．3 6．3 8．0 6．16．5 6．0 6．7 6．013．111．8 6．3 8．213．1   
（川内市）  最低値  3．7 3．8 3．8 3．7 3．8 3．8 3．9 3．9 3．9 3．8 3．9 3．7 3．7   

監視セント局   平均値  5．15．2 5．2 5．15．3 5．3 5．3 5．2 5．3 5．2 5．15．2 5．2   
〝R／h               （周 辺）   最高値  8．0 7．2 7．8 6．8 6．5 6．8 7．3 6．611．6 9．17．0 8．211．6   
（川内市）  最低債  4．8 4．8 4．7 4．7 4．9 4．9 4．9 4．8 4．7 4．8 4．6 4．7 4．6   
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真一2 空間線量率（定期測定）（単位；〟R／h）  真一3 積算線宝（単位；MR／91日）  

測定時期  委託 綱 査  周 辺 礪 査  
（鹿児島市）  （川内市，串木野市）  
（1地点）   （14地点）   

61． 4   5．7   3．3～5．9   
5．8   欠測   

6   5．9   3．1～5．5   
6．2   2．8～5．0   

8   6．4   3．1．～5．1   

9   6．0   3．1～5．1   
10   6．0   3．0～5．2   

5．9   3．1～5．3   
12   6．3   3．1～5．5   

62．1   5．7   3．1～5．4   
2   5．7   3．1～6．8   
3   5．7   3．8～5．8  

珊 定 時 期  積 算 線 圭  
（周辺．25地点■）   

61．4～6   13 ～ 17   

7～9   12 ～ 17   

10～12   13 ～ 18   

62．1～3   12 ～ 17   

年  間   50 ～ 69   

＊川内市．串木野市，阿久根市   
東郷Fr，樋脇町，里村  

真一4 降水及び降下物中の全β放射能測定結果（委托，環境センター敷地内，鹿児島市）  

離  水   
測定時期  降下物  

測定回数  兼高値  最低値  検出回数  
pCi／‘   pCi／β   ．れCi／昆月   11  

61． 4   11  ND  ND  O   ND   
9  58  ND  l   ND   101   

6   9  日D  ND  O   ND   359   
14  8．6  ND  l   ND   
6  ND  ND  O   ND   67   

9   10  ND  ND  O   ND   
10   7  ND  ND  O   NI）   
11′   5  ND  ND  O   ND   27   

6  ND  ND  O   M）   
62．1   6  ND  ND  O   ND   56   

6  ND  ND  O   ND   63   
3   14  110  ND  l   ND   179   

合  計   103  3   54   1716   

義一5 各種拭料の全β放射能測定結果（委託）  

拭   科   名   採 取 場 所  試料敷   測  定  結  果   

上  水（蛇口水）  鹿 児 島 市   2．0，2．8  pCi／‘   
牛  乳（生産地）  加 治 木 町   4   1．1，1．2  pCi／m‘   
牛  乳（消♯地）  鹿 児 島 市   2   1．1，1．2  pCi／m戚   
茶  （生産地）  知見町 宮之城町   14．16   pCi／g精茶   
米  （消♯地）  鹿 児 島 市   0．71  pCi／g生   

大  根（生産地）  開  聞  町   1．9  pCi／g生   

ほうれんそう（生産地）  開  聞  町   4．3  pCi／g生   

日  常  食   大  口  市   2   0．68，0．89  pCi／g生   
海  水  魚   阿 久 根 市   2．7  pCi／g生   

海  水   加 世 田 市 沖   0．50  pCi／β   

海  底  土   加 世 田 市 沖   20  pCi／鐘乾土   

土壌（0 ～ 5c皿）   開  聞  町   5．7  pCi／g乾土   

土壌（5 ～20em）  開  聞  町   4．8  pCi／g乾土   
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義一6 環境拭料の放射能分析結果（周辺）  

空欄は分析しなかったことを示す．川Co，川Ⅰについては検出されなかった。また指標機種以外では，  
ソ連チェルノブイル原子力尭t所事故の影響と．見られるつぎの接種が検出された．  
藻類：1．3軋  茶：1＝Ru，13－cs，牧草：103Ru，＝一Cs，松葉：門Nb，103Ru．10．Ru，13－cs．川Ce，  
牛乳；13－cs，浮遊じん：L03Ru．一○もRu，J3．cs，降下物：門Nb，l03恥lOB恥12．p Te，13－cs ，］3bcs，  

l●OBa，】llc8  
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沖縄県における放射能調香  

沖縄県公害輔生研究所  

金城義勝、上江州 東  

野原 敦、宮国情栄   

1． 緒言  

前年度に引き続き科学技術庁の委託を受け、昭和 61年度に沖縄県が実施   

した放射能調査の拝果を柁肯する。  

2． 明菜結果の概要  

（1）調査対象  

雨水、降‾F物は全ベータ放射能、上水、日常食、薦苔産物、土壌、海水、  

縛腐土、海産生物については全べ 

よる C＄・137 の核樺分析を行った。また空間ガンマーの線煎率測定は毎月  

1回、計数車測定は周年連続して行った。  

（2〉 試料の採取および採取地点  

試料の採取は科学技術庁揺「環境試料採取法（昭和 58 年）」に従った。  

採取地点は蓑1～表5に示した。  

（3）試料の調轄および測定法  

試料の調襲および測簸法ほ科学技術庁締「全ベータ放射鵬測定法」、  

「昭和 61年度放射能調査委託計画串」、「ゲルマニウム半場休検出器を  

用いた機器分析法」に慕ずいた。  

（4）使用測定器  

イ．＾］oka．川C・113 GM計数共帯 GM皆 目LB－2501  

∩．AIoka LBC－452 低バックグランド自動測定楽市  

ハ．CANBERRA 8180 4K－M C A、（；e（L j）検佃器（15％〉  

二．Aloka TCS－121C Hal（‘「りサーベイメータ  

れ．Aloka MSR・151U モニタリングポスト  

3．調香柿兼  

（1）降水、陣‾F物  

嗣本納乗を表1に示す。  

今年度の降水の調査試料は107 試料で、その中、】2 試料に ＝L96 ～  

3持5．88 pCiハ．の放射能が検出きれ、その平均伸ば114．39 pCjハーである。  

また、陣‾F物の年度間陣‾F龍は 9．7 MCi／k洞2で陀水、降下物ともに前年度   

に比べ約 5 偶の増加が見られるが、この影響は1986年 4月26日に起きた  

ソ連チェルノブイリ原子力発電所事故に依るもので、本県では 5月 4日か  

ら 6月上旬まで放射惟降下物が観測されその後平常値に帰した。  

（2）ヒ水、日常食、農畜産物、土鳩  

調香結果を表2に示す。  

L水、日常食、農畜産物、土鳩の食べ一夕放射能測度およぴH常食の  

Cs－1：∋7 平均瀾度（0．507 ± 0．037 p（二i／g牛）は前年度と同レベルの推移  

である。しかし、牛乳中の Cs－137 平均濃度は1．307 ± 0．297 pCiハー と  

前年度に比べ有意の芹がみられ的 2 偶の増加である。  
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（3）海水、海底土、特産生物  

調査結果を表3に示す。  

栴水、梅成上、癖産捧物の食べ一夕放射能漉度は前年度と同レベルの推  

移である。また、渦水中の C＄・137 も 0．08 － 0．12 pCi／L の濃度範囲  

にあり平均濾度も 0．】05 ± 0．016 pCi／L で前年度と同じレベルの推移で  

ある。海底土中の C＄・137 は例年、底質が粘土質である水釜増、鳥天港で  

検出きれその他の地点は検出限界以下であるが、今年度は中城消の細砂質  

の底質でも 0．02 pCi／g（托七）の平均測度が検出された。特産生物は 7  

試料中タカサゴ、オキシジミの 2 試料に 0．006、pci／g（生）、0．003 pCi／g   

（生）の C＄－137 を検出したが問題になる傾ではない。  

（4〉 空間練磨  

調套結果を表4、表5に示す。  

サーベイメータによる空間線厳寒は与儀公園で 6．1～ 6．9 〟R／h（平均  

帽 6．5±0．3 〃R／h）、奥武山公園で 9．0 ～10．4 〃R／hく平均値 9．7±0．3  

〟R／h）で前年度と同じレベルの推移である。モニタリングポストによる  

空間計数率も 7．3 －15．9 cps（平均幅 9．0±0．4 cp＄）で前年度と同じで  

ある。  

4．結語  

チェルノブイリ原子力発電所事故由来の放射性降下物は 5月 4日噴から本   

県に飛来しその影響は 6月上旬まで続いたがその後は平常レベルに帰した．  

環犠試料申の Cs－137測度も牛乳を除いて前年度とほぼ同レベルゐ推移で   

ある。また、牛乳中の Cs・137 平均測度は前年度の約 2 偶の増加がみられ   

たが問題になる煮ではない。  

乗1．降水、降‾F物の食べ一夕放射能濁度  

測定  降雨最  最‾F値  最上偵  平均偶  陣‾F貴  

採取年月日               桟敷  ml【  PCi／L  PCiハー  PCiハ．  mCi／Kmユ   
昭和61年 4月   9  】42．5  

5月  12  149．5  385．88  145．37  4．6   

6月  10  190．0  

7月   7  58．5  0．7   

8月   8  405．5  
9月  皿  141．0  
】0月   6  54．5  18．96  18．96  2．3   

11月  10  154．0  1．1   

12月   173．0  

昭和62年1月   7  48．5  2l．38  21．38  0．5   

2月  10  57．0  24．02  24．02  0．5   

3月  Ⅰ3  1／‖．0  

（1）．降水は公害衛生研究所 2 階恩L（大里村）  

（2）．降下物、降雨・寓は放射脈監視局平尾尾上（与那城村）  

（3）．（－）は不検出である。  
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表2 上水、日常食、農畜産物、土壌の全ベータ放射能およぴCs・137濃度  

試 料 名  即 位  採 取 地  試料赦  全β平均値  Cs－137平均値  単 位   

上 水  蛇口水  那 覇 市  2   0．79  PCi／L   

牛 乳  市 販  与那城村  2   1132   1．31   〝   

大 根   根   〝   3．53  PCi／g生   

ホウレン草  葉、茎   〝   3．72  〝   

米   精 米   〝   0．48  〝   

日 常 食  5 人分  那覇 市  2   0．70   0．51   〝   

土 壌  0・－ 5   〝   26   0．15   PCi／g乾土   

土 壌  5・－20   〝   27   0．09   〝   

表3 海水、沌底土、海産生物の全ベータ放射能およぴCs・137濃度  

試 料 名  採 取 地  試料数  全β放射能  Cs－137平均値  単  位   

水 釜 滝  2   1．62   0．115   PCi／L  

運 天 躇  2   1．44   0．080   〝  

海 水                            大 浦 湾  2   1．46   0．116   〝  

中 城 湾  3   1．39   0．114   〝  

馬 天 確  2   1．40   0．098   〝   

水 釜 措  2   18．10   0．120   PCi／g乾  

運 天 躇  2   8．81  〝  

海 底 土                            大 浦 湾  2   5．68  〝  

中 城 湾  3   4．62   0．016   〝  

馬 天 港  2   19．39   0．120   〝   

タカサゴ  勝 連 町   3．46   0．006   PCi／g 生   

ヒダガイ   〝   0．62  〝   

メンガイ   〝   1．56  〝   

海 人 藻  読 谷 村   1．70  〝   

チョウセンササ‾ェ  浮 原 島   1．46  〝   

ト ビイカ   久 高 鳥   3．42  〝   

オキシジミ  那 覇 市   1．12   0．003   〝   
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衰4 サーベイメータによる空間線量  

測定場所：那覇市   （単位：〟R／h）  

調 査 年 月  与儀公国  奥武山公園   

昭和61年 4月   6．58   10．41   

5月   6．05   9．60   

6月   6．41   9．01   

7月   6．55   10．10   

8月   6．49   9．30   

9月   6．22   9．57   

10月   6．88   9．71   

11月   6．17   9．43   

12月   6．92   9．72   

昭和62年1月   8．25   9．83   

2月   6．64   9．61   

3月   6．60   9．78   

表5 モニタリングポストによる空間計数率   

測定場所：与那城村  （単位：cps）  

調 査 年 月  最下値  最上値  平均値   

昭和61年 4月  8．6   13．6  9．4   

5月  8．7   15．4  9．7   

6月  7．9   14．5  9．0   

7月  7．8   11．0  8．7   

8月  7．8   11．7  8．8   

9月  7．4   15．7  8．5   

10月  8．0   12．2  8．9   

11月  7．8   12．8  8．7   

12月  7．3   11．9  8．6   

昭和62年1月  8．1   14．4  9．1   

2月  8．0   15．9  9．3   

3月  8．1   12．9  9．1   
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